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レとゲ草
春爛漫 。路傍には春を彩る様々の花が咲き乱れる。

村はいちめんの春 。

ふと目をやると、一面むらさきのジュータン、レンゲ草

である。そこには園児が花とたわむれ春を楽しんでいる。

のどかなわが郷土の 1 ページだ。
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第355号 平成 3 年 4 月 10 日 (2) 

第
一
回
村
議
会
定
例
会
は
、
三
月
十

二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
八
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
各

種
会
計
の
平
成
三
年
度
予
算
、
公
平
委

員
、
教
育
委
員
選
任
（
任
命
）
の
人
事

案
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

説
明
す
る
村
長
（
中
央
）

ン
タ
ー
建
設
な
ど

村
教
育
委
員
会
委
員
に

新
井
清
さ
ん
選
任

村
教
育
委
員
会
委
員
の
多
田
則
夫
さ

ん
が
三
月
十
五
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
新
井
清

さ
ん

(
6
7歳・
田
島
）
を
同
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

村
公
平
委
員
会
委
員
に

梅
沢
義
雄
さ
ん
選
任

村
公
平
委
員
会
委
員
の
折
原
功
一
さ

ん
が
四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
後
任
に
梅
沢
義
雄
さ
ん

(
5
9歳・
須
賀
）
を
同
委
員
に
選
任
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
工
業
団
地
（
大
輪
地
内
）
の
一

角
に
公
園
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

条
例
の
制
定
で
す
。
村
民
の
融
和
と
福

祉
、
健
康
増
進
等
の
た
め
有
効
に
円
滑

公
正
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
設
置
さ
れ

た
も
の
で
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。 村

都
市
公
園
条
例

制
定

の

0

名
称

1
1

大
輪
公
園

0

広
さ

1
1

一
三
二
八
四
・
ニ
面

〇
施
設

1
1

緑
地
、
遊
歩
道
、
遊
具
（
ブ

ラ
ン
コ
、
ス
ベ
リ
台
な
ど
）
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
一
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一

面

住
民
の
オ
ア
シ
ス

大
輪
公
園
全
景

〈平成3年度各種予算決まる〉

積
極
型
予
算

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

〇
使
用
料
I
I

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
…
一

時
間
四
百
円
▽
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
一

時
間
千
円
▽
物
品
販
売
、
募
金
、
そ

の
他
こ
れ
等
に
類
す
る
行
為
…
一
面

当
り
一
日
五
十
円
▽
業
と
し
て
写
真

又
は
映
画
撮
影
す
る
行
為
…
一
日
千

円
▽
興
業
…
一
面
当
り
一
日
五
十
円

▽
競
技
会
、
展
示
会
、
博
覧
会
、
祭

礼
、
集
会
、
そ
の
他
こ
れ
等
に
類
す

る
催
し
…
一
面
当
り
一
日
十
円
。
（
規

則
で
減
免
す
る
こ
と
も
あ
る
）

〇
使
用
時
間
1
1

午
前
9
時
1

午
後
7

時

〇
使
用
申
込
み
1
1

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は
使
用
日
の

ニ
カ
月
前
か
ら
五
日
前
ま
で
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
先
1
1

役
場
企
画
開
発
課
ヘ

国民健康保険

も叩四
6
1
年
億
前

額
4
(

総 4

億
7
5

、

5
5
4
千
円

村
負
担
金

◎
主
な
歳
出

医
療
費

2
3
7
0
8
千
円

2
4

、

0
9
8
千
円

県
支
出
金

9
4
8
3
4
千
円

圏゚
，

円
ん
干
5
0

2
6
胡

4

比
7
6年

億
前

額
4
(

総

~
~
 

◎
主
な
歳
入

支
払
基
金
交
付
金

3

億
3
3

、

国
庫
支
出
金

3
0
3
千
円

老人保健
特
別
会
計



(3) 平成 3 年 4 月 10 日 第355号

平
成
二
年
度
一
般
会
計

二
億
五
千
万
円
余
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
億
五
、
六
八
八
万
九
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
二
九
億
六
、
六
0
三

万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

▽
村
税
：
•
三
億
0
、
八
八
七
万
一
千
円

（
特
別
土
地
保
有
税
な
ど
）
〔
―
一
億

八
、
九
八
二
万
一
千
円
〕

▽
利
子
割
交
付
金
：
·
―
‘
0
0
0
万
円

〔
三
、
一
0
0
万
円
〕

▽
地
方
交
付
税
：
·
一
億
三
、
三
四
七
万

六
千
円
〔
九
億
二
、
三
八
0
万
四
千

円
〕

▽
国
庫
支
出
金
…
四
0
二
万
七
千
円
減

額
（
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費

補
助
金
滅
）
〔
五
、
六
八
三
万
四
千
円
〕

▽
県
支
出
金
…
一
、
五
二
五
万
二
千
円

減
額
（
県
単
小
規
模
排
水
事
業
補
助

金
減
な
ど
）
〔
一
億
二
、
二
四
七
万
一

千
円
〕

▽
財
産
収
入
…
ニ
―
九
万
八
千
円
〔
三
、

五
六
二
万
四
千
円
〕

▽
繰
入
金
…
二
億
四
、
一
七
七
万
七
千

円
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
減
な
ど
）

〔
一
、
一
五
九
万
八
千
円
〕

▽
繰
越
金
…
五
、
一
九
0
万
円
〔
一
億

三
、
一
九
0
万
円
〕

▽
諸
収
入
…
一
、
一
五
0
万
円
〔
一
億

八
、
九
三
一
万
七
千
円
〕

〔
歳
出
〕

▽
総
務
費
…
三
億
三
、
五
二
八
万
円
（
財

政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
）
〔
七
億
一
、

一
七
五
万
五
千
円
〕

▽
民
生
費
…
一
、
二
五
七
万
六
千
円
（
国

故・奈良丑松氏

前
明
和
村
長

奈
良
丑
松
氏
逝
去

民
年
金
保
険
料
印
紙
購
入
費
滅
な
ど
）

〔
三
億
九
、
0
八
八
万
一
千
円
〕

▽
衛
生
費
…
九
―
一
万
円
（
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
補
助
金
減
な
ど
）
〔
一
億

五
、
六
三
九
万
一
千
円
〕

▽
農
林
水
産
業
費
…
三
、
二
五
八
万
円

（
県
単
小
規
模
排
水
工
事
費
減
な
ど
）

〔
二
億
三
、
三
五
六
万
七
千
円
〕

▽
土
木
費
…
一
、
五
三
五
万
円
減
（
エ

事
請
負
費
減
な
ど
）
〔
七
億
一
‘
―
二

一
万
七
千
円
〕

▽
教
育
費
…
六
二
三
万
円
減
（
英
語
指

導
助
手
報
酬
減
な
ど
）
〔
三
億
七
、O

七
六
万
五
千
円
〕

▽
諸
支
出
金
…
二
五
四
万
五
千
円
減
〔
二

一
五
万
四
千
円
〕

前
明
和
村
長
の
奈
良
丑
松
氏
が
三
月

二
十
八
日
、
午
後
四
時
十
六
分
、
館
林

厚
生
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
八
歳
。

奈
良
氏
は
昭
和
四
十
九
年
明
和
村
長

第
1
2
回
統
一
地
方
選
挙
。
―

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
は
三
月
二
十

九
日
告
示
、
四
月
七
日
投
票
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
村
を
含
め
た
邑
楽
郡
区
で
は
、
定

員
三
人
に
対
し
三
人
の
立
候
補
と
な
っ

た
た
め
、
立
候
補
者
の
山
下
勝
・
矢

に
初
当
選
以
来
、
四
期
十
四
年
八
ヵ
月

余
も
の
長
期
に
わ
た
り
高
邁
な
政
治
信

念
と
豊
富
な
経
験
、
卓
抜
な
識
見
で
~

育
、
文
化
、
福
祉
向
上
、
産
業
振
興
に

尽
力
、
そ
の
要
職
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
道
路
行
政
に
傾
注
、
高
水
準

の
改
良
・
舗
装
率
を
収
め
手
腕
を
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
設
館
林
商
工

高
校
の
誘
致
、
中
央
公
民
館
、
社
会
体

育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
小
・
中
学
校
の
新
・

改
築
等
と
三
保
育
園
の
新
設
な
ど
諸
施

設
の
充
実
を
図
る
一
方
、
快
適
、
利
便
、

健
康
、
安
全
を
柱
に
二
十
一
世
紀
を
展

久矢山
保
田日下
¥ 

日
昇
・
久
保
田
富
一
郎
の
三
氏
の
無

投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
当
選
者
】

⑮
山
下
勝
圏
現
4
9
歳

⑮
矢
口
昇
⑪
現
5
9
歳

⑮
久
保
田
富
一
郎
固
現
7
0
歳

（
敬
称
略
・
届
出
順
）

望
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
政
振
興
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
春
に
は
、
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
す
る
な
ど
数
々
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
三
十
一
日
、
徳
蔵
院
に
お

い
て
し
め
や
か
に
と
り
行
わ
れ
、
斎
藤

憲
村
長
の
弔
辞
を
は
じ
め
と
し
て
、
故

人
の
別
れ
を
惜
し
む
焼
香
の
人
達
の
長

い
列
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

氏
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

▽
明
和
村
長
1
1
s
4
9
年
1
0
月
1
H
元

年
6
月
▽
明
和
村
助
役
ー
"
s
4
3
年
8
月
1

4
9
年
9
月
▽
村
議
員
I
I
S
3
8
年
8
月

1

4
3
年
8
月
▽
村
体
協
長
1
1
s
4
9
年
1
0
月

1
6
0
年
3
月
▽
村
土
地
開
発
公
社
理
事

長
1
1
s
4
9
年
1
0
月
1
H
元
年
6
月

三
氏
無
投
票
当
選

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
結
果

水道事業

◎収益的収入

◎収益的支出

◎資本的収入

◎資本的支出

1億07,208干円

1億06,290干円

2,150干円

20,707干円

◎
主
な
歳
入

国
民
健
康
保
険
税

2
億
3
2
、

国
庫
支
出
金1

億
4
2

、

療
養
給
付
費
交
付
金5
8

 

◎
主
な
歳
出

保
険
給
付
費3

億
5
5
、

老
人
保
健
拠
出
金

ヽ

6

5

 7
0
2
千
円

7
8
2
千
円

6
7
5
千
円

0
8
4
千
円

5
0
4
千
円

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
額
1
8
5
5
万
7
千

円
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
1

3
7
5
万
1
千
円
。
減
債
積
立
金
4
4

5
万
1
千
円
及
び
当
年
度
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
3
5
万
5
千
円
で
補
て
ん

す
る
。

▽
給
水
戸
数
3
、
0
5
0
戸

▽
年
間
総
給
水
量
1
7
2
1
7
3
0
m
a

▽
1
日
平
均
給
水
量
4
7
1
7
m
a



第355号 平成 3 年 4 月 10 日 (4) 

平成 3 年度

般会計 億円互口｀］
⑬房］］［

口―
ロ

そ

入産収財 繰越金 麻支金菌出 繰入金 [ 
村

の • 
ほ 税
ヵ

悶

7.8% 26% 3.3% 35% 4.2% 5.0% 55% 6.4% 27.3% 構成比
(132.6%) (25 0%) (4 8%) (8 2%) (147.3%) (34.4%) (11 2%) (10 8%) 34 4% 

減 減 減 伸び率
(17.2%) 

: 10億円

,
'
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

-
〈
村
税
の
内
わ
け
〉

一
村
民
税

4

億
4
9
3
5
2

千
円
｛

一
固
定
資
産
税

4

億
7
2
8
6
7

千
円
一

一
村
た
ば
こ
税

3
4
7
5
9

千
円
~

｛
軽
自
動
車
税

1
2
0
1
6

千
円
ー

｛
特
別
土
地
保
有
税

6
3
4
0
6

千
円
｛

r,'99999999999999999999999999999‘ 

円

円

わ
が
国
経
済
は
数
年
来
、
内
需
を
中

心
に
堅
調
な
景
気
拡
大
を
遂
げ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
八
月
に
ほ
っ
発
し
た

湾
岸
危
機
（
戦
争
）
で
一
転
、
日
本
を

は
じ
め
世
界
情
勢
は
混
迷
の
度
を
深
め
、

一
時
は
各
国
を
巻
き
込
ん
だ
大
戦
争
か

と
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
の
空
爆
、
二
月
の
地
上
戦
突
入

等
で
双
方
に
多
数
の
死
傷
者
が
で
た
こ

と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
幸
い
国

際
連
合
、
米
国
を
中
心
と
し
た
各
国
の

努
力
に
よ
り
二
月
末
に
は
停
戦
を
迎
え

安
堵
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に

お
い
て
は
百
三
十
億
ド
ル
ほ
ど
の
経
済

支
援
等
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
当
事
者
諸
国
の
戦
後
復
興
を

は
じ
め
幾
多
の
課
題
が
山
積
す
る
世
界

情
勢
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
わ
が
国
を

取
り
巻
く
環
境
は
け
っ
し
て
平
穏
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
村
と
い
た
し
ま
し
て

は
村
民
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
健
全
財
政
を
念
頭
に
、
よ
り
高
度
な

文
化
水
準
の
向
上
に
努
め
、
子
孫
に
誇

れ
る
郷
土
建
設
の
た
め
村
民
の
英
知
を

結
集
し
、
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

平
成
三
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
踏
ま

え
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計
画

を
基
本
と
し
、
村
の
実
情
と
将
来
を
考

え
合
わ
せ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
基

盤
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
「
健
康

と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力

と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、
経
常
経
費
を
極
力
抑
制
す
る

と
共
に
投
資
的
経
費
へ
の
重
点
配
分
を

考
慮
し
、
国
・
県
・
地
方
財
政
計
画
を

指
針
と
し
て
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

主
な
施
策
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
、
ふ
る
さ
と
公
園
建
設

・
東
部
工
業
団
地
建
設
推
進
、
西
小
北

側
校
庭
用
地
確
保
、
東
小
南
校
舎
大
規

模
改
造
事
業
、
中
央
保
育
園
大
規
模
改

造
事
業
を
目
玉
と
し
、
更
に
、
大
輪
公

園
並
び
に
桜
並
木
路
整
備
、
生
活
関
連

環
境
整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、
道
路
改

良
、
福
祉
教
育
文
化
の
向
上
、
そ
れ
に

結
婚
相
談
事
業
に
伴
う
専
門
相
談
員
の

設
置
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
に
配
慮
し
つ
つ
一
般
会
計

予
算
を
三
十
億
円
と
定
め
ま
し
た
。
前

年
比
一
三
・
五
％
、
三
億
五
、
七

0
0

万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
特
別
会
計
で
は
老
人
保
健
会

計
四
億
七
、
六
―
二
万
六
千
円
、
国
民

健
康
保
険
会
計
四
億
六
、
一
四
七
万
九

千
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
、
資
本

的
支
出
合
計
）
一
億
二
、
六
九
九
万
七

千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
決
定
を
い
た
だ

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤

基
盤
づ
く
り

一
十
一
世
紀
に
向
け
た

憲



(5) 平成 3 年 4 月 10 日 第355号

ー
※千円

議会費
64.628 
* 2.2% 

1 億26952 ◎20.7%
含4.2%
• 9.7% 

そのほ力 1.3%
ー一商工費 32.534 

予備費 6.500 
諸支出金 195 

公園費（ふるさと公園設計委託料・桜並木路

整備など） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··37,420

道路橋りょう新設改良費……… 5 億35,025

道路維持費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··51,360 

都市計画費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··55,225

住宅管理費································· 5,299 

一デイ・サービスセンター建設費 2 億04,166 

国民年金費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億43,236

老人福祉センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22,739

老人椙祉費（敬老年金・老人クラブ

育成助成金など） ・・・・・・・・・・・・・ ··40,561

医療福祉費.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,745

保育園費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億25,641

*5.7% 
◎5.0％減

総務費
4億68989
*15.6% 
• 31.6% 

性質別経費内わけ

教育費
4億90612
*16.3% 
• 36.5% 

土木費
7億0083万2干円
合構成比23.4%
◎伸び率 2.9％減

民生費
6億10919
*20.4% 
• 55.5% 

（
義
務
的
経
費
）

●人件費

●扶助費

●公債費

疇
呻
）
（
疇
）

円
円
円

千
千
千

5

.

6

9

 

4

6

7

 

4

5

4

 

9

9

9

 

0

9

1

 

3

4

7

 

意
意,

1

1

 

7

1

 

普通建設事業費など

11億31,392千円

物件費・維持補修費など

9 億17,118千円

ロ
小学校費（西小北校庭用地購入費・東小南校

舎大規模改造工事など） 2 億58,860

中学校費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··53,144

幼稚園費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •51,858

青少年育成対策費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 3,860 

公民館費..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18,777

体育施設費（利根川総合運動場維持管理委託

料など） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,970

ー文書広報費（広報めいわ発行など） 7,349 
財産管理費（書庫棟等建設など）…71,873

交通対策費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,266 

自治振興費（区行政交付金など）…13,862

選挙費（県議選・村議選など） …… 6,995 

戸籍住民基本台帳費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24,012

統計調査費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,773 

一農業委員会費．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7,990

農業振興費（第39回日本花舟生産者大会

費用など） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··27,815

農地費（農道・用排水路改修工事など）
................................. 1 億07,872

最
小
経
費
で
最
大
効
果
t

元
利

金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億01,725

子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··69,754 

保健衛生総務費（邑楽館林医療事務組合負担

金など） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·ｷ50, 238 

予防費（各種検診委託料など）……24,519

保健センター費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,809

じん芥処理費僭碩関勿処理委託料など）36,292

館林衛生施設組合負担金……………29,805

負担金（常備・非常備・

ど・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億26,952

••••••••••••••••••••• 64,628 

工会助成金・労働環境

付金など） ・・・・・・・・・ 25,292

........................ 195 

..................... 6,500 



第355号 平成 3 年 4 月 10 日 (6) 

泉田和作さん

◎
泉
田
和
作
さ
ん

(
6
3歳・
矢
島
）

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1

議
員
2
3年
7

ヵ
月
（
昭
和
4
2
年8
月
1
現
在
。

そ
の
間
副
議
長
1
1
5
8
年
8
月

1
6
0

年
8
月
）

群
馬
県
町
村
議
会
議
長

会
長
•
特
別
表
彰

◎
石
村
嘉
男
さ
ん
(
5
9
歳
・
新
里
）

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1

議
員
通
算
1
8年

5

ヵ
月
（
昭
和
4
6年
8
月

1
5
8年
8

月
。
5
9年
1
1
月1

現
在
）

◎
栗
原
利
夫
さ
ん

(
6
5歳・
南
大
島
）

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1

議
員
1
5年
7

ヵ

月
（
昭
和
5
0年
8
月

1

現
在
。
そ
の

間
議
長
1
1

平
成
元
年
8
月

1

現
在
）

◎
始
沢
三
郎
さ
ん

(
6
4歳・
梅
原
）

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1

議
員
1
5年
7
ヵ

月
（
昭
和
5
0年
8
月

1

現
在
。
そ
の

間
副
議
長
1
1

平
成
元
年
8
月

1

現
在
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

貢
献
し
た
方
々
が

全
国
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰

団
体
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

で
活
躍

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関

地
方
自
治
振
興
、
消
防
、
善
い
行
い
な
ど
各
分
野

つ........ 

ゞ

ざ

し‘

受
賞
お
め
で
と

ま
す

ニ
ノ

始沢三郎さん 栗原利夫さん 石村嘉男さん

し
た
。

れ
希
望
を
胸
に
母
校
を
後
に
し
ま

ら
が
人
垣
で
見
送
る
な
か
そ
れ
ぞ

を
手
に
、
恩
師
、
父
母
、
在
校
生

女
8
0
人
）は
、
晴
れ
の
卒
業
証
書

し
た
。
総
数
百
五
十
四
人
（
男
7
4

業
式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

三
月
十
六
日
、
明
和
中
学
校
卒

【
卒
業
生
進
路
】

関
東
学
園
大
附
属
高
校2
9名
（
男1
2・
女1
7
)

館
林
商
工
高
校

2
1名
（
男
1
0
・
女
1
1
)

館
林
高
校
1
6
名

館
林
女
子
高
校
1
5
名

足
利
学
園
高
校
1
5
名
（
男
5
・
女
1
0
)

西
邑
楽
高
校
1
2
名
（
男
4
・
女

8
)

大
泉
高
校
1
2
名
（
男
8
・
女

4
)

板
倉
高
校
7
名
（
男
1
・
女

6
)

太
田
東
高
校
3
名
（
男
3
)

足
工
大
附
属
高
校
3
名
（
男
3
)

館
林
高
等
技
術
専
門
校
2
名
（
男
2
)

伊
勢
崎
東
高
校
1
名
（
男
1
)

154人が

母校t後に…

在校生らに送られて………。



(7) 平成 3 年 4 月 10 日 第355号

塩谷明洋くん

と 2 団体を

表彰
砂賀新一さん

こ
の
ほ
ど
、
明
和
消
防
団
長
の
砂

賀
新
一
さ
ん
（
斗
合
田
•
4
2
歳
）
は
、

長
年
、
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
、
消
防

業
務
に
精
励
、
尽
力
し
て
い
る
と
し
て

県
（
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
1
1

団
員
歴
1
5
年
（
昭

和
5
1
年
4
月
ー
現
在
。
そ
の
間
分
団

長
…
5
4
年
4
月
ー
5
6
年
3
月
。
副
団

長
…
昭
和
5
6
年
4
月
i
平
成
元
年
3

月
。
団
長
…
平
成
元
年
4
月
i
現
在
）
。

平
成
二
年
度
の
善
行
少
年
表
彰
式
が

三
月
八
日
、
館
林
商
工
会
議
所
会
議
室

で
行
わ
れ
、
少
年
少
女
三
十
一
人
と
ニ

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
館
林
地
区
学
校
警
察
連
絡
協

議
会
（
会
長
佐
藤
紀
一
・
明
和
東
小

＇
校
長
）
と
館
林
警
察
署
（
署
長
北
爪

正
勝
）
が
、
一
年
間
を
通
じ
勇
気
と
思

い
や
り
の
心
に
あ
ふ
れ
た
行
為
、
行
動

を
し
た
少
年
少
女
を
た
た
え
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

「
登
校
拒
否
の
生
徒
に
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
し
て
支
え
、
三
学
期
に
は
一
緒
に

砂
賀
新
明
和
消
防
団
長

団
員
歴

1
5年
、
県
知
事
表
彰

索
直
で
正
直
な
心
の
持
ち
主
、
常

に
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
だ

れ
と
で
も
わ
け
隔
て
な
く
接
し
、
親

切
な
の
で
級
友
を
は
じ
め
下
級
生
か

ら
好
か
れ
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

学
習
、
清
掃
、
給
食
当
番
な
ど
何

事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
、
通
学

班
長
と
し
て
毎
朝
の
登
校
、
毎
土
曜

日
の
集
団
下
校
の
際
は
、
下
級
生
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
気
を
く

ば
り
面
倒
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
川

俣
地
区
代
表
と
し
て
話
し
合
い
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
協
力
し
て
い
る
。

家
で
は
三
年
生
の
妹
の
面
倒
を
良
く

み
て
い
る
。
（
文
中
の
学
年
は
い
ず
れ

も
入
賞
時
）
。

索
直
正
直
な

心
持
ち
主
の

で

登
校
し
た
」
、
「
家
庭
の
苦
境
に
も
く

じ
け
ず
兄
弟
の
世
話
を
し
て
い
る
」
、

「
母
親
の
障
害
を
補
う
た
め
毎
日
家
事

手
伝
い
を
し
て
い
る
」
、
「
バ
イ
ク
で

転
倒
し
て
い
た
老
人
を
助
け
、
無
事

帰
宅
に
協
力
し
た
」
、
「
公
園
な
ど
公

共
施
設
の
除
草
や
清
掃
活
動
を
展
開

し
て
い
る
」
な
ど
様
々
な
心
温
ま
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
西
小
六
年
生
の
塩
谷

明
洋
く
ん
（
川
俣
・
務
さ
ん
方
）
が

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

村
か
ら
は
橋
本
助
役
が
出
席
し
、

激
励
祝
福
し
ま
し
た
。

\ 農業に打込む野本和雄さん
-----------------------

足
利
高
校

館
林
高
校
定
時
制

羽
生
実
業
高
校

葛
生
高
校

佐
野
日
大
高
校

太
田
女
子
高
校

千
津
井
の
野
本
和
雄
さ
ん

(
3
2歳）
、

は
こ
の
ほ
ど
平
成
二
年
度
群
馬
県
青
年

農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
知
事
か
ら
、
人
格
識
見
と
も

優
れ
、
将
来
の
発
展
が
十
分
期
待
で
き

る
経
営
を
実
践
し
て
い
る
二
十
三
歳
か

ら
三
十
四
歳
未
満
の
模
範
と
な
る
優
良

な
青
年
農
業
者
に
与
え
ら
れ
る
名
誉
あ

る
称
号
で
す
。

和
雄
さ
ん
は
、
施
設
花
き
と
水
稲
の

複
合
経
営
。
施
設
花
き
は
カ
ト
レ
ア
(
1
2

埼
玉
栄
高
校
1

名

常
磐
高
校
1
名

東
和
大
側
昌
平
高
校
1
名

上
岡
学
園
専
門
高
校
1
名

太
田
調
理
師
専
門
高
校
1
名

就
職
な
ど
7

名

（
男1
)

（
女1
)

（
女1
)

（
女1
)

（
男
l
)

ア
ー
ル
）
と
シ
ク
ラ
メ
ン

(
1
0アー
ル
）

を
栽
培
。
周
年
出
荷
に
努
め
、
労
力
の

競
合
を
さ
け
な
が
ら
経
営
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
も
積
極
的

に
参
珈
、
活
動
を
通
じ
技
術
交
流
、
情

報
交
換
な
ど
常
に
斬
新
な
農
業
経
営
を

め
ざ
す
エ
リ
ー
ト
農
家
で
あ
り
、
今
後
、

農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
本
和
雄
さ
ん
（
干
津
井
）

青
年
農
業
士
に
認
定

1

名
（
男
1
)

1

名
（
女
1
)

1

名
（
女
1
)

1

名
（
男
1
)

1

名
（
男
1
)

1
名



第355号 平成 3 年 4 月 10 日 (8) 

菰つ王
公民館まつり

『
ヽ
｀

,--.-
▲自慢の芸花ざかり

村
民
が
こ
ぞ
っ
て
訪
れ
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、

三
月
九
・
十
日
の
二
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
公
民
館
事
業
で
そ
れ
ぞ
れ

の
教
室
、
講
座
で
学
習
、
研
修
し
た
人
た
ち
に
よ
る

成
果
発
表
の
場
。

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
切
り
絵
、
書
道
、
絵
画
な
ど

の
展
示
、
幼
児
向
け
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
か
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し

こ
。t
 また

、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
に
よ
る
、
綿

あ
め
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風
せ
ん
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
お
で
ん
の
バ
ザ
ー
、
そ
れ
に

講
堂
で
は
民
謡
、
舞
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
愛
好
会
の

人
た
ち
に
よ
る
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

▲好評のわたあめコーナー

▲軽スポーツコーナー

▲公民館まつり入選作品表彰 「人形劇」に見入る子どもたち
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國
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

三
月
三
日
、
梅
原
地
先
利
根
川
東
武

鉄
橋
付
近
で
サ
ケ
稚
魚
放
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
村
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
が
例
年
主
催
し
て
い
る
も
の

で
今
回
で
九
回
目
。
ニ
ヵ
月
ほ
ど
前
、

同
会
が
他
県
か
ら
取
り
寄
せ
た
卵
を
配

布
、
そ
れ
を
子
ど
も
ら
が
自
家
で
観
察

ふ
化
さ
せ
た
三
｛
占
ほ
ど
の
稚
魚
三
万
匹

を
放
流
。

休
日
と
あ
っ
て
大
勢
の
家
族
連
れ
が

参
加
、
「
か
な
ら
ず
も
ど
っ
て
来
い
よ
」

「
元
気
で
な
」
、
「
大
き
い
魚
に
負
け
る
な

ょ
」
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
願
い
を
込

め
た
歓
声
が
大
利
根
の
水
辺
に
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
稚
魚
は
歓
声
に
こ
た
え

る
か
の
よ
う
に
威
勢
よ
く
銀
リ
ン
を
輝

か
せ
、
大
海
原
に
向
か
っ
て
行
き
ま
し

こ
。t
 

新
里
の
江
森
精
治
さ
ん

(
5
9歳）
は

趣
味
の
フ
ラ
ワ
ー
プ
レ
ス
（
押
し
花
）

に
打
込
ん
で
い
ま
す
。
梅
、
桜
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
草
花
な
ど
身
近
か
な
花

を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
素
材
に
テ
ー
プ

を
使
わ
す
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て
額
入
り

で
装
飾
し
た
も
の
。
そ
の
数
、
い
ま
で

は
百
点
以
上
と
か
。

「
そ
の
題
材
に
合
っ
た
色
の
花
を
探

す
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
が
、
あ
と

は
そ
う
む
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
材

料
が
そ
ろ
え
ば
一
晩
一
点
は
つ
く
れ
ま

す
よ
」
と
話
す
精
治
さ
ん
。

こ
の
ほ
ど
村
商
工
会
で
展
示
会
を
開

き
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
月

か
ら
は
江
森
さ
ん
指
導
の
押
し
花
教
室

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。

第
1
8回
明
和
村
剣
道
大
会
は
、
三
月

二
十
一
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

村
内
の
剣
士
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市

町
村
か
ら
も
多
数
参
加
、
総
数
二
百
四

十
人
が
、
小
学
生
低
学
年
（
四
十
九
人

う
ち
女
子
十
人
）
、
小
学
生
高
学
年
（
六

十
人
う
ち
女
子
七
人
）
、
中
学
生
男
子
（
六

十
九
人
）
、
中
学
生
女
子
（
六
十
二
人
）

の
四
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
鍛
練
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
で
は
次
の
二
名
が

入
賞
し
ま
し
た
。

◎
小
学
生
低
学
年
の
部

二
位
1
1

砂
賀
雅
彦
（
入
賞
時
小

3
)

◎
小
学
生
高
学
年
の
部

三
位
1
1

中
島
篤
史
（
入
賞
時
小

6
)

〔
敬
称
略
〕

：
ー
·＝
ご
:
a
□
 

春
先
は
一
年
間
で
最
も
火
災
が
多
い

シ
ー
ズ
ン
。
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

期
間
中
の
三
月
三
日
、
村
消
防
団
（
団

長
、
砂
賀
新
一
）
で
は
、
各
分
団
の
消

防
自
動
車
な
ど
九
台
を
連
ね
、
村
内
一

円
の
車
両
パ
レ
ー
ド
で
火
災
予
防
を
訴

え
ま
し
た
。

分
団
員
九
十
三
名
の
一
行
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
団
消
防
車
に
乗
車
、
横
断
幕

を
か
か
げ
、
鐘
を
鳴
し
な
が
ら
徐
行
走

行
、
日
曜
日
と
あ
っ
て
沿
道
に
は
子
ど

も
連
れ
が
出
て
手
を
振
り
、
和
や
か
な

パ
レ
ー
ド
風
景
で
し
た
。

最
近
、
枯
草
火
災
を
は
じ
め
と
し
て

ち
ょ
っ
と
し
た
、
小
さ
い
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
す
。
”
ま

ず
消
そ
う
、
火
へ
の
鈍
感
、
無
関
心
I
i
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ロ

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を

有
利
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◇
支
給
条
件
1
1

満
洲
事
変
（
昭
和
6
年

9

月

1
8
日
）
以
降
の
戦
没
者
の
遺
族

の
方
で
あ
り
、
か
つ
、
昭
和
6
0
年
4

月

1
日
か
ら
平
成
元
年
3

月

3
1
日
ま

で
の
間
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
権
利
の
あ
る
方
が
死
亡

な
ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
他
に
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給
で
き

る
方
が
い
な
い
こ
と
。

◇
請
求
期
限
1
1
4

年
6

月
2
7
日

※
請
求
手
続
に
必
要
な
書
類
は
、
住
民

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

弔
慰
金
の
請
求
受
付
中

| 4 月中に 1 年間納める場合の前納額等 I

\ 平成 3 年 4 月から 平成 3 年 4 月から
割弓 I 額

1 年間の保険料額 1 年間の前納額

定額保険料 108,000円 105,390円 2,610円

定額保険料+ 
112,800円 110,070円 2,730円

付加保険料

住
民
課
へ
お
問
合
せ
く

◇
募
集
科
目
1
1

建
築
科
、
左
官
科
、
板

身技

に術

っ

け

て

は

◎
準
備
講
習
会

◇
日
時
i
i
5月
1
0
日
命
午
前
9
時

◇
会
場
1
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

◇
受
講
料
1
1
6

、

6
0
0

円

◎
試
験

◇
日
時
1
1
6

月
1
6
日
⑪
午
前
9
時

◇
会
場
1
1

関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

◇
受
講
料
1
1

甲
種
5
、0
0
0

円
、
乙
種

3
、

4
0
0

円
、
丙
種
2
、7
0
0

円

◇
受
付
期
間
1
1
4

月
2
2
日
⑪
か
ら
5
月

8
日
困

◇
申
込
み
1
1

明
和
分
署

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署

(
6闘
3
1

3
1
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
会
場

1
1

村
商
工
会
館
前

◇
日
時

1
1
4

月
2
9
日
囲
1
5
月
5
日

を

植
木
展
示
会

即
売
も
行
い
ま
す

圏
佐
藤
京
子
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円

圏
榎
本
晏
子
さ
ん
（
中
谷
）
は
三
万
円

〇
奈
良
一
男
さ
ん
（
田
島
）
は
三
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
納
め

国
民
年
金
、

軽
自
動
車
税
、

用
料
で
す
。

納
期
限
は
4
月
3
0
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
取
扱
い
の

資
格
を
取
得
し
て
は

金
科
、
造
園
科
、
建
築
製
図
科

◇
入
学
資
格
1
1

義
務
教
育
修
了
者
で
、

現
在
、
募
集
科
目
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
る
方
（
た
だ
し
、
建
築
製
図
科

は
高
校
卒
業
ま
た
は
同
訓
練
校
の
建

築
科
を
修
了
し
た
方
）

◇
申
込
み
1
1
5

月

7
日
閲
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
の
午
後
6
時

か
ら
9
時
ま
で

※
詳
し
く
は
、
当
校

(
6⑬
8
2
8
2
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

⑪
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時

◇
展
示
品
1
1

花
き
花
木
、
鉢
物
、
庭
木

な
ど
各
種
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

防
ぐ
た
め
に
、
前
も
っ
て
一
年
分
ま
た

は
一
定
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
前
納

制
度
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ
大
変
お
得

で
す
。

※
詳
し
く
は
、

だ
さ
い
。 ◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 5 月 10 日（金）

1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 5 月 1 日から受付しますので

総務課へお申込みください。

定員になり次第締切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せください。

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

村の無料法律相談
午前10時～午後

乳
時＝ 5 月 9 日（杓

受付

所＝保健センター

児

健
時＝ 4 月 18 日（杓 5 月 7 日（灼午前

9 時30分～ 10時30分受付

所＝保健センター

願

人櫂・行政・心配ごと相談
時＝ 4 月 15 日（月）

3 時

所＝役場会議室

水
道
使

交通事故相談
午前10時～午後時＝ 4 月 18 日（杓

3 時

所＝館林市役所

年
時＝ 5 月 2 日（木）

3 時

所＝館林市役所

金

健
午後 1 時～ 2 時

相

0

0

 

;゚ 
0
0
0
 

診

談

午前10時～午後

相談
午前10時～午後



(11) 平成 3 年 4 月 10 日 第355号

村 の う ご き

4 月

11 日

16 日

II 

18 日

19 日

21 日

24 日

II 

30 日

区長初会議

母子保健推進員協議会

第 7 回ソフトボールリーグ

戦開会式

婦人消防隊初会議

道路改良促進協議会

総合運動場クリーン作戦

衛生協力会総会

老人クラブ連絡協議会総会

村政功労者表彰式

人
権
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
）
と
は
、

一
口
で
い
え
は
、
私
た
ち
か
、
社
会
生

活
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
こ
の

な人

ん権

で
す
か

つ
て

ーいじめをなくそう一

三
私
た
ち
は
、
社
会
生
活
の
な
か
で
、
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
と
争
い
事
が
生
ず
る
も
の
で

す
が
、
裁
判
所
に
訴
え
て
解
決
す
る
と

な
る
と
、
弁
護
士
の
費
用
や
訴
訟
に
要

す
る
費
用
な
ど
が
か
か
る
た
め
、
生
活

に
ゆ
と
り
の
な
い
方
々
は
、
裁
判
を
あ

き
ら
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
正
当
な
権
利
を
持
ち
な
が

ら
、
お
金
の
た
め
に
裁
判
が
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、
弁
護
士

の
費
用
な
ど
を
含
め
て
裁
判
の
費
用
を

立
て
替
え
る
の
が
法
律
扶
助
制
度
で
す
。

裁
判
費
用
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近

く
の
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

裁
判
を
あ
き
め

な
く
て
大
丈
夫

ら

※予定ですので変更になる場合もあります。

権
利
は
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
付
（

〔
転
出
〕

▽
邑
楽
長
柄
小
校
長
岡
田
丈
夫

（
西
小
教
頭
）
▽
館
林
養
護
教
頭
荒

井
晃
（
東
小
）
▽
千
代
田
東
小
田

島
淳
（
西
小
）
▽
館
林
七
小
宇
野

人学

事校

異教

動職
）
は
前
職

敬
称
略

二
冒

, 
,
、
-

員

住
民
課
へ
お
問
合
せ

国
内
に
住
む
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

人
は
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
届
の
お
す
み
で
な
い
方
は
す
ぐ

に
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
届
出
を
し
た
後
で
、
会
社
に

就
職
し
た
り
、
退
職
し
た
と
き
な
ど
、

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
り
ま
す
。
そ

の
都
度
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
4
月
か
ら
2
0
歳
以
上
の
学
生

も
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
役
場
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。※

詳
し
く
は
、

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

裕
子
（
西
小
）
▽
前
橋
木
瀬
中
山
口

行
輝
（
明
中
）
▽
桐
生
神
明
小
武
井

学
（
明
中
）
▽
太
田
養
護
正
田
恵

子
（
明
中
）
▽
邑
楽
中
野
東
小
齋
藤

敦
（
明
中
）

〔
転
入
〕

▽
明
中
今
井
哲
也
（
館
林
一
中
）

▽
東
小
須
藤
光
江
（
千
代
田
東
小
）

▽
西
小
太
田
昌
男
（
尾
島
中
）
▽
西

小
吉
川
洋
子
（
館
林
養
護
）

〔
転
補
〕
（
管
内
異
動
）

▽
明
中
帆
足
千
明
（
西
小
）
▽
東

小
武
井
淳
（
西
小
）
▽
東
小
関

口
彰
（
西
小
）
▽
西
小
設
楽
隆

（
東
小
）
▽
西
小
坂
村
好
広
（
東
小
）

〔
新
採
用
〕

▽
明
中
校
長
築
比
地
栄
▽
明
中

坂
田
哲
男
▽
西
小
教
頭
岩
崎
辰
行

▽
西
小
井
上
小
百
合

〔
退
職
〕
（
3

月
3
1
日
付
）

▽
中
西
武
（
明
中
校
長
）
▽
石
原

恵
子
（
西
小
地
公
臨
）

4
月
1
日
付
（

◎
総
務
課

▽
庶
務
係
長
橋
本
貴
好
（
総
務
課

財
政
係
長
）
▽
財
政
係
長
始
沢
続
子

（
住
民
課
住
民
係
長
）
▽
消
防
交
通
係

黒
沢
家
紹
（
建
設
課
）
▽
広
報
係
原

島
和
子
（
税
務
課
）

人役

事場

異職

）
は
前
職

敬
称
略 動 員

◎
税
務
課

▽
第
一
係
小
野
田
美
恵
子
（
建
設

課
）
▽
第
二
係
立
岡
い
ち
子
（
出
納

係
）

◎
住
民
課

▽
住
民
係
長
酒
井
清
（
保
健
課

国
保
係
長
）
▽
住
民
係
島
田
圭
子
（
総

務
課
）
▽
社
会
福
祉
協
議
会
出
向
始

沢
稔
（
経
済
課
）

◎
保
健
課

▽
国
保
係
長
折
原
せ
き
（
教
委
学

校
教
育
係
長
）

◎
建
設
課

▽
管
理
係
田
日
幸
子
（
住
民
課
）

◎
企
画
開
発
課

▽
企
画
係
川
島
徳
子
（
中
学
校
栄

養
士
）

◎
出
納
係

▽
出
納
係
鯉
沼
早
苗
（
税
務
課
）

◎
教
育
委
員
会

▽
学
校
教
育
係
長
立
川
博
康
（
総

務
課
庶
務
係
長
）
▽
社
会
体
育
係
長

石
塚
一
生
（
教
委
社
会
体
育
館
）

▽
社
会
体
育
係
小
平
健
一
（
建
設
課
）

◎
明
和
中
学
校
（
栄
養
士
）

▽
荒
木
佳
代
子
（
企
画
開
発
課
）

◎
新
採
用

▽
住
民
課
清
水
勝
博
▽
経
済
課

山
岸
雅
行
▽
建
設
課
篠
木
加
仁

◎
中
央
保
育
園

▽
田
端
佐
知
子
（
西
保
育
園
）

◎
西
保
育
園

▽
坂
村
夏
代
（
東
保
育
園
）

◎
退
職
者
3
月
3
1
日
付

▽
松
本
久
―
•
田
口
登
•
関
口
貴

義
（
総
務
課
）
▽
冨
塚
基
輔
（
江
畔
五
）

▽
宮
崎
守
正
（
教
育
委
員
会
）
▽
落

合
静
枝
（
東
小
給
食
調
理
人
）
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ー
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戸
人
人
人
人
人
一

-

4

9

3

6

7

0

6

6

)

7

3

0

-

一
口
在
7
,
7

，
凋
凋
き
亡
出
一

—
現

2
1
0
5
5

動
死
転
一

一
人
日
の
一

一
の

1

中
一

一
寸
月
数
数
月
人
人
一

一
木

4

帯
総
男
女

(
5
9
7
-

-
D

生
入
一

—— 
—
世
人
出
転
―

r
'

し
ヽ

9
9

し
l
'
l
'
l
`

し
l
'

ー
し

9
ー
し

9
9

し

9
9

ー
し
し

9
9

し

9
9

ー
し

二
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

4 月 14 日
古屋病院川田医院 須田医院合(72)0862 最上医院 /」、西医院

曜 合 (63)616| 合 (72)3724 ゆたか医院合(73)7308 云 (74)3763 云 (86)2261

4 月 21 日
真中医院小倉医院 記念病院合(72) 3155 岡田医院 館林地区と

当 合 (72) 1630 合 (72)0606 神尾医院合(75) 1288 合 (72)3163 同じです。

4 月 28 日
横田医院大神医院 後藤内科合（72)0134 館林医院 竹越医院

合(72) 0255 合 (62)2200 上野医院云（72)3330 合 (74)2112 合 (84)3137
番 ” ] ででで: 1 5 月 5 日

根岸医院川田（耳）医院 森下医院ff(73) 7776 寺内医院 館林地区と

医
合 (72)3262 合 (72)3314 清河堂医院合(72)3070 合 (72)3031 同じです。

5 月 12 日
白沢医院川村医院 安楽岡医院合(72) 0572 礫川堂医院 館林地区と

合 (72) 1600 合 (72) 1337 横田（善）医院合 (72)4970 合 (74)0184 同じです。

r r 

平成3年

新入学（園）児童•生徒の
交通事故防止旬間

実施要項

期間平成3年4月 8 日（月）～4月 17 日（水）

『みんなで築こう 群馬の交通安全』
～いってきます きょうもまもるぞ こうつうルール～

こ
の
ほ
ど
、
村
で
は
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
入
り
の
立
て
看
板
四
枚
を
村
内
幹

線
道
路
沿
い
に
設
置
し
ま
し
た
。

` 

3 月の

救急車出動回数
●交通事故 2 件

●急病 16 件

●その他 4 件

●計 22 件

責実施重点
◎新入学（園）児童•生徒等に対する交通安全教育の

推進

◎通学（園）路等における交通安全の確保

◎広報活動の推進

含こどもの行動特性
0 ひとつの事に注意が向くと周囲が目に入らなくなる

0 気分によって、行動が大きく変わる

〇抽象的な言葉では理解できない

0 良いことも、悪いことも大人のまねをする

〇物かげに入って遊びたかる

村の活性化にと

直
i
板
f

r
 

l
＿
れ

し

5

□

三

繋
峰
の
里
望

／
／
冨
―l

こ
れ
は
か
ね
て
か
ら
村
活
性
化
の
一

環
と
し
て
計
画
し
て
い
た
も
の
で
、
文

句
も
広
く
村
民
か
ら
公
募
し
た
も
の
を

使
用
。
「
群
馬
の
玄
関
緑
の
明
和
」
奈
良

京
子
さ
ん
作
・
田
島
、
「
梨
と
シ
ク
ラ
メ

ン
の
里
明
和
村
」
小
田
木
邦
夫
さ
ん
作

•
新
里
な
ど
八
編
が
看
板
と
し
て
登
場
。

場
所
は
下
江
黒
、
南
大
島
、
川
俣
、

大
輪
の
四
ヵ
所
。
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

の
目
に
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役

場
庁
舎
前
に
は
、
合

併
三
十
五
周
年
を
記

念
し
宣
言
し
た
「
非

核
平
和
な
村
」
の
看

板
も
設
置
し
村
の
活

性
化
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
随
時
設

置
し
て
い
く
計
画
で

す
。

',1U11 1(1,l/14, 、,I!,

奈内青奈佐柿島
良川山良藤沼田氏

喜
丑弘市孫キた房名
松明郎次ミか吉

78 54 81 83 92 59 75 : 

京音哲世
清帯
男子治夫主

貞

男

田新下田新下南地
江 江大

島里黒島里黒島区

3/i8 % 3/z5 % % % ％閥

1
1

あ
く
や
み
ー

本平金島森
澤井子田 氏

有ぁ

和字義t祥召有叶圭名
樹き浩げ大叶圭か音ね

好英道 康保
美男勝明次讐

長三二長長続
男男男女女柄

南新新南中地
大大
島里里島谷区

% % % % ％閥

1
1

あ
め
で
だ
1
1

お
め
で
た

C
□
 

`<
お
く
や
み
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カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（ハス入：）ノト）

村特産の一つ、カーネーション。ハウスのなかは、

いちめんの赤いジュータン。バスケット入り、化粧し

たカーネーションは、あふれんばかりの愛情、真心を

こめて母のもとヘー―-。お母さん、ありがとう。
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餃発展に

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ—- ----------------------------------------------------------------------------------

表彰式のようす

尽
< 
す

村政功労者表彰

小平喜章さん

島田誠司さん

◇
村
議
会
議
員
1
1

昭
和
5
4
年8
月
か
ら

現
在

(
1
1年
7

ヵ
月
）

◇
農
業
委
員
1
1

昭
和
4
8年
7
月
か
ら
5
4

年
7
月
。
平
成
元
年

8

月
か
ら
現
在

（
通
算7
年
7

ヵ
月
）

◇
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
4
2年
4

月
1

4
8年
3

月

(
6
年
）

◇
村
議
会
議
員
1
1

昭
和
5
4
年
8
月
か
ら

現
在

(
1
1年
7

ヵ
月
）

◇
損
害
評
価
会
委
員
1
1

昭
和
4
7年
4
月

か
ら

4
9年
3

月

(
2
年
）

◇
消
防
団
第
1
0分
団
長
1
1

昭
和
3
0
年
3

月
か
ら
3
2
年
5

月

(
2
年
2

ヵ
月
）

小
平
喜
章
さ
ん

現
・
村
議
会
議
員

島
田
誠
司
さ
ん

現
。
村
議
会
議
員

--ー-
／三：｀一泉雙胄ば塁→
を者らし会田又、発戸‘ば
閉し〖畠t：〉竺夏羞展g功
ま表’式し郎れ賞iこれ労

[ [ : i] : ] : ] ] : : 公席塁村司古↑ ：：五 Lか
詞受議政さ村名いは四
さ賞長畠虞甕冑よ虐 □
以嘉館ビ：懇るを規干
謝幅冒厄て、悶ょ喜筐且
皇ま、靡’ヽし、靡： ：、阿闊
行t~、務fこす喜° き、会
ぃ、受所t：ヽ［章今村
式賞長---

•

999999999999999999999999999999999999999999,9 

受
賞
者
の

~
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
~

', 

、
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,

泉田公一郎さん

◇
村
議
会
議
員
1
1

昭
和
5
4
年
8
月
か
ら

現
在

(
1
1年
7

ヵ
月
）

◇
農
業
委
員
1
1

昭
和
5
8年
8
月
か
ら

6
0

年
7

月

(
2
年
）

◇
損
害
評
価
会
委
員
1
1

昭
和
4
7年
4

月

か
ら

4
9年
3

月

(
2
年
）

泉
田
公
一
郎
さ
ん

現
・
村
議
会
議
員

こ）

自
営
業
者
等
の

ゆ
と
り
あ
る
老
後

国
民
年
金

基
金
と
は

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
年

金
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
と
後
に
は
年
金
は
欠
か
せ
な
い

も
の
の
一
っ
。
と
後
の
安
定
の
た
め
に

も
年
金
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め
ま
し

ょ
う
。老

い
は
だ
れ
に
で
も
や
っ
て
き
ま
す
。

若
い
人
も
い
す
れ
は
お
年
寄
り
に
。

け
っ
し
て
早
過
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
き
も
、
老
い
も
そ
の
時
の
た
め

に
、
も
っ
と
も
っ
と
年
金
に
関
心
を
寄

せ
ま
し
ょ
う
。

• 
最
近
、
国
民
年
金
基
金
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
ど
う
い
う
内
容
の
も

の
で
す
か
。

を老
受齢厚

る礎年け甚生'’’
こ年金

かと共
で上済
き乗組
ませ合
すさの
゜れ加
こた入
れ年者
ま金は

理解してますか

国民年金
//———~\ 

ー問
一笛



豊
か
な
県
土
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ

な
た
の
土
地
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
で
は
、
道
路
を
は
じ
め
、
河

川
、
下
水
道
、
公
園
等
の
社
会
資
本
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

公
共
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
事
業
用
地
の
取
得

か
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
く
方
の
中
に
は
代
訣
口
の
土
地
を
希
望

豊
か
な
未
来
を

さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
希
望
に
で
き
る
だ
け
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
土
地
の
処
分
を
お
考

え
の
皆
様
方
に
公
共
事
業
の
代
替
地
と

し
て
登
録
い
た
だ
く
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
申
込
み
方
法

県
庁
用
地
課
ま
た
は
館
林
土
木
事
務

所
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
館
林
土
木
事

務
所
（
C
o
2
7
6
⑰
4
3
5
5
)

へ

自
営
業
な
ど
の
方
が
ゆ
と
り
あ
る

老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
「
群
馬
県
国
民
年
金
基
金
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
給
付
を
行
う
年
金
制
度
で
す
。

老
後
の
生
活
設
計
に
国
民
年
金
基

金
の
加
入
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

◇
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
が
加
入

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を

免
除
さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
者
年

あ
な
た
の
土
地
を

社
会
資
本
の
充
実
に

第356号

土
地
の
代
替
地
に
ご
協
力
を

◇
一
区
画
の
土
地
の
面
積
か
お
お
む
ね

3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

◇
所
有
権
及
び
所
有
面
積
が
明
確
で
あ

る
こ
と
。

◇
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
か
、
ま
た
は
、
設
定
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
い
つ
で
も
消
滅
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

◇
地
目
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
一
定
の
条
件
の
も
と
に
一
五

0
0
万

円
の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
加
入
者
は
六
種
類
の
年
金
の
型
を
組

み
合
わ
せ
て
自
分
の
老
後
の
生
活
設

計
に
応
じ
た
年
金
を
選
択
す
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

◇
掛
金
は
組
み
合
わ
せ
た
年
金
の
型
、

「
群
馬
県
国
民
年
金
基
金
」
設
立

加
入
時
の
年
齢
等
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
が
、
月
額
六
八
‘
0
0
0
円
（
特

例
と
し
て
、
四
十
六
歳
以
上
の
方
は

一
定
期
間
だ
け
一
0
二
‘
0
0
0

円
）

に
な
る
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

◇
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

税

の

特

例

登
録
す

土
地
の

る

条
件

給付と掛金の例

ボーナス給付（年 1 回）

年金月額

3 万円
終身
お受け

取り

旦 保証期間ー一塁

対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
受
け
る
年
金
は
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

契約の方法

●群馬県、公共事業協力者及び代杯地提供者の三者で契約を結びます。

土地代全

者北
ハ

□
 

,1 
提也i
 

:

[

 

群

で
、
国
民
年
金
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
三
年

四
月
か
ら
自
営
業
者
が
ゆ
と
り
あ
る
老

後
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自

営
業
者
の
公
的
な
老
後
の
所
得
保
障
で

あ
る
、
老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
年
金

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
民
年
金

基
金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。f
 基

金
に
加
入
で
き
る
人
は
、
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
学
生
や
農
業
、

商
業
な
ど
の
自
営
業
等
の
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
）
で
す
が
、
保
険
料

免
除
者
や
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
除

か
れ
ま
す
。
掛
金
は
加
入
す
る
型
及
び

口
数
と
加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
掛
金
の
限
度
は
月
額
六
八
、

0
0
0

円
（
加
入
時
に
四
十
六
歳
以
上

の
人
は
、
月
額
一

0
1

―‘
0
0
0

円
）

で
す
。
基
本
的
な
給
付
は
、
年
金
月
額

三
0

、

0
0
0

円
(
-
日
目
）
、
二
口
以

上
加
入
す
る
場
合
は
、
二
口
以
降
の
年

金
月
額
は
一
0
‘
0
0
0

円
か
単
位
と

な
り
ま
す
（
加
入
時
に
四
十
六
歳
以
上

の
場
合
は
一
口
目
年
金
月
額
が
、
二
0

、

0
0
0
円
1
1
0
‘
0
0
0

円
と
な
り

ま
す
）
。
支
給
開
始
は
原
則
と
し
て
六
十

五
歳
で
す
。
加
入
中
に
死
亡
し
た
場
合

は
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

掛
金
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
基
金
か
ら

支
給
さ
れ
る
給
付
は
、
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

老
後
、
よ
り
豊
か
な
所
得
保
障
を
受

け
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
国
民
年
金
基
金

こ
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。



第356号 平成 3 年 5 月 10 日 (4) 

0

斗
合
田

0

下
江
黒

0

上
江
黒

0

千
津
井

0

江
口

0

田
島

0

南
大
島

0

新
里

0

中
谷

〇
梅
原

吉坂瀬森奈秋野関関阿
永上下尻良山本口口部
五喜
三源佳 ー吉久利昭敏
次次平茂郎民雄雄一一

区
長

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
村
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
躍
、
ご
協
力
い
た
だ
く
行
政
区
の
区
長
を

は
じ
め
、
平
成
三
年
度
の
各
種
役
員
さ
ん
等
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
文
中
敬
称
略
〕

言
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
〗

全
般
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

0

川
俣
藤
野
清
吉
（
新
）

0

須
賀
関
根
弘
（
新
）

0
大
輪
原
口
昭
一
（
再
）

0

入
ヶ
谷
金
子
拘
五
（
新
）

〇
矢
島
奈
良
原
昭
―
二
郎
（
再
）

0

大
佐
貫
本
沢
仁
一
（
再
）

※
区
長
会
長
1
1

坂
上
源
次
、
副
会
長

1
1

原
口
昭
一
・
奈
良
喜
一
郎
、
会
計

1
1

森
尻
茂

品Jj 0000000000000000  

会※篠樽金原宮藤始坂小福北奥小滝小鈴
長衛木見子口城倉沢上泉島島沢久口林木

II 生 八保
金協進千基 四玉仁十行博三一喜武政勝｀］：応
子カ一次一幸海治ー一雄司郎雄美夫介夫ま般険

塁貪 雄すに物
^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ご収． 1| 大矢入大須川梅中新南田江千上下斗 協集

滝坂佐ヶ 大 津江江合
ロ上貰島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田 力な
武八 c~~~ c ~~~c~~ ::,.(!.,.~~ ~ いと

夫十 た衛
ー再再再新新再再再新新再新新再新再＼：こ生

衛
生
部
長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村
と
の
パ
イ
フ
役

だべいちえ

8歳・干津井

もりだよしえ

8歳・上江黒

YｷO 
10歳・大輔 つ―

占k刃¢
OOO困

みんなの作品を募集しています。

どしどしはがきに書いて送ってね。

文
芸

ほりくちちえこ

11 歳•新里

あらいまさし

9歳・中谷

しのぎあや

8歳・大佐貫

のなかかすえ

13歳・中谷

ながのめくみ

7歳・梱原
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統
計
調
査
員

〇
砂
賀
和
夫

〇
梁
瀬
一
利

0

川
辺
平
吉

0

小
林
正
敏

0

篠
原
喜
次

0

多
田
好

〇
丸
山
光
男

〇
蘭
部
正
男

0

野
本
敏
夫

0

田
村
説

0

石
川
恵
一

0

福
島
一
男

0

新
井
重
行

0

今
成
幸
一

0

青
木
勝
美

〇
奈
良
和
男

0

本
沢
春
雄

〇
帆
足
圭
二

0

島
田
晋

〇
酒
井
初
男

〇
細
田
増
夫

0

堀
口
菊
治

0

坂
登
清
松

0

田
部
井
政
雄

0

佐
藤
勝
味

〇
紫
崎
初
市
郎

0

石
崎
弘
二

〇
渋
澤
昭

0

松
本
義
一

0

早
川
敏
夫

0

田
口
禎
孝

0

金
子
竹
雄

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 入大須川 梅中新 南田 江千上下斗
ケ II II II II II II II II 大．！！ !! ! Ill 1111 津！！ ！！江！！江！！合

谷輪賀俣原谷里 島島 口 井黒黒田
ヽヽー、｀―/ヽヽヽヽヽ一ヽヽヽヽヽヽ一ヽヽー、｀―/一ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

再新再再新再再再再再再再新新再再再再新新再再新再再新再再再再新再

国
・
県
な
ど
の
各
種
調
査
]

ロ
に
協
力
い
た
だ
き
ま
す

行
政
相
談
員
に

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

〇
砂
賀

0

多
田

0

町
田

〇
奈
良

子
ど
も
会
育
成

団
体
連
絡
協
議
会

0

大
津
清
（
矢
島
）
新

〇
泉
田
光
一

(
I
I
)

新

0

篠
木
真
司
（
大
佐
貫
）
再
，

0

中
島
幸
一
（
＂
）
再

※
統
計
調
査
協
議
会
長
1
1

金
子
竹
雄
、

副
会
長
1
1

田
部
井
政
雄
・
薗
部
正
男

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
）

〖
に
活
躍
い
た
だ
き
ま
す

良
夫
（
斗
合
田
）
再

広
市
（
下
江
黒
）
新

留
吉
（
上
江
黒
）
新

昭
一
（
千
津
井
）
新

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

(
7
4歳・
大
佐
貫
）

が
総
務
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

(
4月
1

日
付
）
。

生
活
保
護
、
年
金
、
境
界
な
ど
行
政
一

般
に
つ
い
て
悩
み
、
要
望
、
苦
情
等
に

つ
い
て
助
言
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
無

料
、
秘
密
厳
守
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。

0

新
井
暉
武
（
江
口
）
新

0

木
村
包
（
田
島
）
新

0

岡
安
敏
雄
（
南
大
島
）
再

0

谷
津
好
一
（
新
里
）
再

0

新
井
明
（
中
谷
）
再

0

吉
田
隆
（
梅
原
）
新

0

藤
野
和
弘
（
川
俣
）
新

0

落
合
芳
雄
（
須
賀
）
新

〇
原
口
弘
（
大
輪
）
新

0

岩
崎
昭
（
入
ヶ
谷
）
新

0

田
口
博
重
（
矢
島
）
新

0

張
谷
正
征
（
大
佐
貫
）
新

※
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

長
1
1

谷
津
好
一
、
副
会
長
1
1

木
村
包
．

岩
崎
昭

r
,
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

J

—— —— —— —— 

相
談
に
の
り
ま
す
。

—— —— —— 

安
全
に
努
め
ま
す
。

ｷ

ｭ

·
ー

—— —— r9999999999999999

•••

9999999999· 

奈
良
原
・
新
井
さ
ん

交
通
安
全
活
動
推
進
員
に

票
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱

群
馬
県
公
安
委
員
会
か
ら
館
林
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
員
と
し
て
本
村
で

は
次
の
二
名
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

主
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
交
通
安

全
に
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
奈
良
原
昭
三
郎

(
6
2歳・
矢
島
）

0

新
井
幹
一

(
6
0歳・
田
島
）

〔
敬
称
略
〕

野
村
初
枝

田
芝
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

こ
ば
ぜ

喰
い
込
み
し
峠
を
は
ず
す

花
疲
れ
松
本
夜
詩
夫

生
命
あ
る
物
皆
う
ず
く

春
の
雨

小
刻
み
に
寒
暖
の
来
て

や
よ
い
じ
人

弥
生
尽

初
登
校
不
安
顔
見
ゆ

ヘ
ル
メ
ッ
ト

荒
井
み
ね
こ

「
見
ち
ゃ
お
れ
ん
」
と
云
ひ
て
田
植
機

取
り
呉
れ
し
息
の
手
に
触
れ
て
ど
っ
と

疲
れ
を
石
村
艶
子

夏
の
夜
の
読
め
ぬ
文
字
の
問
い
か
け
に

答
得
ぬ
ま
ま
閉
ぢ
て
し
ま
へ
り篠

木
よ
し

バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
の
匂
ひ
に
む
せ
し
北
軽

の
歌
友
と
の
集
ひ
思
い
出
は
る
か

始
沢
良
子

山
狭
の
主
な
き
家
敷
日
溜
り
に
赤
黄
力

ン
ナ
の
色
の
は
な
や
ぎ

野
沢

山
下

芳
子

ふ
で

と
う
き
び
な

陶
器
雛

ふ
か
ひ
さ
し

大
小
並
べ
深
廂
日
名
子
春
実

暖
し
婆
々
の
背
中
と
立
話

高
橋
三
重
子

花
に
酔
う

友
と
尾
曳
の
社
か
な
山
下

晩
農
の
ふ
ん
ぎ
り
つ
か
ぬ

夏
隣
り
江
原

山
門
を
く
ぐ
り
賑
わ
う

花
ま
つ
り

都
に
住
み
て
十
四
年
と
ふ
娘
の
便
り
娘

離
れ
に
独
り
泣
き
し
は
遥
か

立
川
ツ
ヤ
子

若
萌
え
の
樹
海
に
排
む
か
点
景
の
緋
鯉

稚
鯉
の
は
げ
し
く
尾
を
振
る

砂
賀
久
美
子

地
を
没
ひ
響
も
す
空
に
吹
か
れ
を
り
吾

も
獣
も
ひ
と
つ
木
の
葉
か

野
ロ
タ
カ

い
か
な
ら
む
職
を
選
ぶ
か
孫
あ
て
に
就

職
情
報
紙
あ
ま
た
と
ど
き
ぬ

立
川

明

和

俳

句

会

森
戸

0
0
0
0
0
 

フ
サ

ひ
ろ

さ
い

富
治
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久]

村
は
今
年
度
目
玉
事
業
の
一
っ
、
結

婚
対
策
室
を
新
設
、
初
代
室
長
に
こ
の

三
月
明
中
校
長
を
退
職
し
た
中
西
武
さ

ん

(
6
0歳館
林
市
）
を
迎
え
ま
し
た
。

妹
不
足
問
題
は
全
国
的
な
傾
向
で
す

が
、
特
に
本
村
で
は
深
刻
、
3
0
1
4
6
歳

男
性
の
既
婚
率
は
2
3
％
と
低
水
準
。
こ

の
た
め
村
で
は
村
内
同
士
又
は
村
内
・

外
と
の
仲
を
取
持
っ
た
仲
人
さ
ん
に
五

万
円
を
支
給
す
る
報
奨
金
制
度
を
設
け
、

花
嫁
、
花
婿
探
し
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
更
に
専
門
職
員
を
設
置
し
活
性

化
を
ー
ー
と
い
う
わ
け
で
す
。

「

3
7
年
間
（
う
ち
1
5年
本
村
の
小
・

中
学
校
に
奉
職
）
の
教
員
生
活
を
生
か

し
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
、
希
望
者
は

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
」

と
コ
メ
ン
ト
す
る
中
西
さ
ん
で
す
。

,1
• 

四
月
七
日
、
明
和
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
二
十
三

名
の
新
団
員
や
昇
格
団
員
に
砂
賀
団
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
団
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

明
和
消
防
団

本
部
…
▽
団
長
1
1

砂
賀
新
一
▽
副
団

長
1
1

関
口
章
夫
・
石
川
淳
一

第
一
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

木
村
秀
世

▽
副
分
団
長
1
1

奈
良
和
則
▽
①
班
長
1
1

篠
原
新
一
▽
①
団
員
1
1

石
橋
一
郎
、
石

川
好
己
、
阿
部
博
、
蓮
見
喜
美
、
川

辺
秀
幸
、
橋
本
一
夫
、
篠
原
和
浩
、
薗

部
哲
也
、
町
田
敏
雄
、
橋
本
俊
幸
、
荒

川
雅
男
、
多
田
賢
司
、
多
田
克
己

②
班
長
1
1

野
本
勝
利
▽
②
団
員
1
1

木

村
行
男
、
新
井
義
久
、
奈
良
高
志
、
峯

崎
政
史
、
奈
良
明
、
横
塚
保
、
今

成
隆
、
荒
井
利
幸
、
小
林
勉
、
須

藤
征
幸
、
小
林
功
一
、
木
村
義
和
、
奥

沢
健
司

第
二
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

梅
沢
次
雄

▽
副
分
団
長
1
1

平
井
英
男
▽
①
班
長
1
1

森
尻
富
雄
▽
①
団
員
1
1

小
磯
伸
二
、
本

澤
和
夫
、
島
田
高
志
、
森
尻
高
男
、
高

橋
正
幸
、
本
沢
広
司
、
蓮
見
和
久
、
本

澤
雅
樹
、
島
田
匡
史
、
本
沢
好
美
、
唐

沢
浩
一
、
小
久
保
博
史
、
須
永
利
之

②
班
長
1
1

立
川
祐
一
▽
②
団
員
1
1

坂
上

和
哉
、
吉
永
優
一
、
奥
澤
章
、
東

充
、
関
口
武
美
、
田
部
井
晋
一
、
浅

？ー］

野
村
彦
文
、

吉
、
水
和
美
、

見
修
、

田
英
紀
、

形
和
良

第
三
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

斎
藤
徳
男

▽
副
分
団
長
1
1

鯉
沼
紀
好
▽
①
班
長
1
1

松
本
貢
一
▽
①
団
員
1
1

松
本
貴
之
、
原

ロ
学
、
田
口
美
狩
也
、
早
川
貴
詩
、

神
谷
明
人
、
柚
沼
康
修
、
藤
野
和
也
、

柿
沼
守
、
野
本
真
也
、
野
本
能
大
、

原
口
昇
、
松
本
誠
、
松
本
孝
生

②
班
長
1
1

金
子
功
▽
②
団
員

1
1

薗

田
正
行
、
石
村
吉
久
、
橋
本
隆
、
石

崎
薫
、
小
暮
雅
信
、
篠
木
好
一
郎
、

石
川
功
、
大
津
信
裕
、
大
津
一
夫
、

古
屋
只
彦
、
島

西
郡
ギ
夫
、
山

卜

辞令交付式風景

婦
人
消
防
隊

◎
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

▽
隊
長
1
1

島
田
幸
子
▽
副
隊
長
1
1

関

根
ト
シ
子
、
瀬
下
節
子
▽
書
記

1
1

磯
田

優
子
▽
会
計
1
1

金
子
喜
多
子

◎
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
1
1

阿
部
富
子
▽
下
江
1
~
I
I

中
村
橙
子
▽
上
江
黒
1
1

原
島
美
知
子
▽

千
津
井
1
1

酒
井
初
江
▽
江
口
1
1

福
島
登

志
子
▽
田
島
1
1

吉
、
水
カ
ズ
子
▽
南
大
島

1
1

小
池
富
美
江
▽
新
甲
1
1

浦
上
紀
子
▽

中
谷
1
1

石
村
ヤ
エ
子
▽
梅
原
1
1

川
辺
登

記
▽
川
俣
1
1

川
上
光
枝
▽
須
賀
1
1

水
井

和
子
▽
大
輪
1
1

松
本
登
子
▽
入
ヶ
谷
I
I

金
子
知
子
▽
矢
島
1
1

石
川
房
子
▽
大
佐

貰
1
1

篠
木
静
江

〔
敬
称
略
〕

泊
水
一
雄
、
薗
田
＂
戊
‘

篠
木
英
治
〔
敬
称
略
〕

篠
木
子
夫
、
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四
月
十
五
日
早
朝
、
村
体
育
協
会
に

登
録
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
少
年

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
近
隣
の
人
た
ち
四

百
人
は
ど
が
利
根
川
総
合
運
動
場
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
。

ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、
溝
、
繁

み
の
中
の
空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
等
ゴ
ミ

拾
い
に
三
時
間
ほ
ど
汁
を
流
し
ま
し
た
。

と
き
に
は
粗
大
ゴ
ミ
と
い
わ
れ
る
、
冷

蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
捨
て
て
あ
り
「
こ

ん
な
も
の
ま
で
捨
て
る
な
ん
て
ひ
ど
い
。

モ
ラ
ル
か
問
わ
れ
ま
す
ね
」
と
参
加
し
た

数
人
の
グ
ル
ー
プ
。

ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
分
の
ゴ
ミ
の
山
。
「
よ

く
、
ま
あ
こ
ん
な
に

I
.

」
と
驚
き

の
声
か
参
加
者
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
河
川
芙
化
運
動
に
併
せ
た
奉
仕
活

動
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一
年
生
—
ー
、
四

月
八
日
午
後
は
東
小
、
西
小
、
午
前
は

明
和
中
学
校
の
入
学
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
お
母
さ
ん
な
ど
に
手
を

ひ
か
れ
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
た
新
入
生
が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
校
門

を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
東
小
6
7
名
（
男
3
5
、

女
3
2
)、
西
小
9
3
名
（
男
4
5
、
女4
8
)

、

明
中

1
4
9
名
（
男
7
8、
女
7
1
)の
新
入
生
。

小
学
校
で
は
、
ま
ず
入
学
の
第
一
声

_
、
担
任
紹
介
の
後
、
先
生
か
ら
一

人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ
る
と
「
は
い
」
の

現
代
っ
子
ら
し
い
元
気
な
返
事
が
会
場

に
響
き
、
出
席
者
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

式
後
、
教
室
に
入
り
先
生
か
ら
席
順
、

ゲ
タ
箱
等
の
指
示
を
受
け
学
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一
団
、
ボ

ー
イ
隊
の
発
隊
式
が
四
月
二
日
夜
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ビ
ー
バ
ー
隊
・
カ
ブ
隊
員
、
団
委
員

そ
れ
に
米
賓
と
し
て
斉
藤
村
長
、
館
林

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
な
ど

多
数
が
出
席
、
発
隊
を
祝
い
ま
し
た
。

厳
粛
に
任
命
式
、
隊
旗
授
与
な
ど
が

行
わ
れ
、
ボ
ー
イ
隊

9

名
が
誕
生
し
ま

し
た
。現在

、
本
村
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

は
ビ
ー
バ
ー
隊
員
5

名
、
カ
ブ
隊
員

1
8

名
、
ボ
ー
イ
隊
員
9
名
合
せ
て

3
2名
の

隊
員
が
お
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
河
川

敷
な
ど
公
共
施
設
の
清
掃
や
、
村
民
体

育
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
際
プ
ラ
カ
ー
ド

持
ち
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

…

',9-こ
の
ほ
ど
、
役
場
前
庭
の
一
角
に
水

準
基
標
表
示
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
盤
変
動
に
理
解
を
と
群
馬
県
が

立
て
た
も
の
。
こ
こ
は
十
年
程
前
か
ら

地
盤
変
動
（
沈
下
な
ど
）
を
測
定
す
る

標
石
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
場
所
で
、
以

来
計
測
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
測
開
始
時
に
比
ベ
ニ

o
e
mほ
ど
の

沈
下
が
み
ら
れ
る
な
ど
県
下
中
、
本
村

を
含
め
東
毛
地
域
は
比
較
的
高
い
数
値

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
測
地
点
は

役
場
を
含
め
村
内
五
ヶ
所
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
同
様
な
状
況
で
す
。

表
示
板
に
は
、
標
高
一
八
•
四
四
メ

ー
ト
ル
東
経
1
3
9
度
3
2分
1
7秒
、
北
緯
3
6

度
1
2
分1
9秒
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

役
場
に
お
い
で
の
際
は
一
度
、
ご
見
学

く
だ
さ
い
。

ll',. ~'II. IL II 1 
群馬県水準基標

,.` このマンc,-J,,!)C.,こS

”'). 99ぺ 9’,,年-0x”’’’L¥ ；：ぶ＇；．ヤ心"°'固如
• : ::l:::La: im年 912-

只 99,599 32 • 
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応
援
ま
す
児
童
手
当

児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
村
と
事
業

主
が
費
用
を
持
ち
合
い
、
児
立
里
を
養
育

す
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
及
び
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

〇
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む
1
8

歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上
養
育
し
て

い
る
方
で
、
収
入
が
一
定
の
額
未
満
の

場
合
に
2
番
目
の
児
童
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
支
給
）
、

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
、
そ
の

児
童
を
監
護
し
一
定
の
生
計
関
係
か
あ

れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
支
給
額

2
番
目
の
児
童
1
1

月
額
2
5
0
0
円
、

し

3
番
目
以
降
の
児
童

1
1
1

人
月
額
5
0

0
0
円

な
お
、
2
月
、
6
月
、
1
0
月
に
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

〇
申
請
方
法
1
1

印
鑑
と
振
込
先
明
示
の

う
え
住
民
課
ヘ

◎
い
ろ
い
ろ
な
届
出

1
1

養
育
す
る
児
童

が
増
え
た
場
合
（
出
産
等
）
・
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
が
少
な
く
な
っ
た
場

合
•
特
例
給
付
受
給
者
の
方
で
、
会
社

を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き

前
回
だ
め
で
も

今
回
該
当
に
な
る
か
も

今
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
っ
て
い
た
人
で
、
前
年
の
所
得
か
減

少
し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に
よ

り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
前
記

の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
5
月
中
に
申
請
手
続
き
を

す
る
と
6
月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま
す
。

村の無料法律相談

◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

群
馬
県

職
員
募
集

平
成
―
―
一
年
度
群
馬
県
職
員
採
用
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
上
級
試
験
（
受
付
I
I

6
月
3
B
1
6
月
1
4
H
)
、
初
級
試
験
（
受

付
1
1
8

月
1
2
日
1
3
0
H
)
、
警
察
官
試
験

（
受
付
I
I
A
、
5
月
2
7
日
1
6
月
2
8
H
.

B

、
7
月
1
5
H
1
8
月
1
6
日
）
で
す
。

受
験
資
格
、
試
験
日
、
試
験
方
法
等

に
つ
い
て
は
試
験
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先
1
1

群
馬
県
人
事
委
員
会

云
0
2
7
2

闘
1
1
1
1
、
内
線
3
9

5
5
)

へ

東
京
消
防
庁

消
防
官
募
集

東
京
消
防
庁
で
は
平
成
三
年
度
消
防

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

専
門
系
、
I

類
（
大
卒
程
度
）
、

時＝ 6 月 10 B （月）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 6 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

し、

゜

午前10時～午

H

易j
 

•• 

I
I類

------------------------------------------------------------------------------' 

! 事務所が新築移転しましだ。
利根加用水土地改良区 : 

: このほど、新事務所（千代田町下中森463の i 

: 3 合(86) 3 4 0 2) が完成しました。組合員 : 
: の皆さん、今後もよろしくお願いいたします。 i 

平千代田丁業団地 I 
• | 

新事務所

t下中森463-3

] 
平卜中森← 県道 →干明和

巴楽用水

~-------—------------------------------—- --------------------------------------j 

（
短
大
卒
程
度
）
、
婦
人
の
採
用
試
験
で

す
。
受
付
期
間
、
受
験
資
格
、
試
験
日

等
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

乳 児 健
時＝ 6 月 13 日（木）

時受付

所＝保健センター

_J 
午後 1 時～ 2 

診

• 日

◇場

◇場

健 _J 時＝ 5 月 16 日（木）午前 9 時30分～

10時30分• 6 月 4 B （火）午後

1 時～ 2 時受付

所＝保健センター

願 相 談

※
問
合
せ
先
1
1

東
京
消
防
庁
人
事
部

人
事
課
（
6
0
3
1
3
2
1
2
_
2
1

l
l

、
内
線
4
4
3
3
)

へ

1 人権・行政・心配ごと相駿 I
◇日時＝ 5 月 15 B （水）午前10時～午

後 3 時

所＝役場会議室

◇日

交通事放相談

◇場

時＝ 5 月 16 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所 一午前10時～午

［年
◇日

◇場

金 相
時＝ 6 月 6 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

談
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5 月

12 日

14 日

16 日

17 日

21 日

II 

22 日

24 日

第 15回パパさんソフトボ

ール大会

社会福祉協議会評議員会

翡学級開講式

女性ふれあいセミナー開

講式

村議会定例会

体育施設利用団体協議会

農業委員会

文化協会総会

◇
と
き
1
1
5
月
2
8
日
閲
1
7

月
1
6
日

囮
の
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
。
午
後

7

時
1
9
時

◇
と
こ
ろ
1
1
県
立
館
林
商
工
高
校
（
南

大
島
地
内
）

◇
対
象
1
1
1
8
歳
以
上
の
県
内
在
住
、

在
勤
者

◇
定
員
1
1
4
0
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

◇
内
容
1
1
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
み
1
1
5
月
1
8
日
由
ま
で
に
明
和

村
教
育
委
員
会

(
6闘
4
4
9
1
)

ヘ五
月
は
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
月
で
す
。

納
期
は
五
月
三
十
一
日
で
す
。
納
税

通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
早
め
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
、
財
務
事
務
所
で
納
税

5

月

3
1日
ま
で
に

自
動
車
税
は

コ
ン
ピ

求
人
説
明
会

事
業
主
の
皆
さ
ん

館
林
商

六
父t
 

ュ
ー
タ
ー
教
室

ェ

高

で

※予定ですので変更になる場合もあります。 ヘ

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

身
障
者
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
申
請
を
、

口
座
振
替
を
利
用
の
方
は
、
五
月
三
十

一
日
に
口
座
引
落
し
と
な
り
ま
す
の
で

預
金
残
高
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

米
年
3
月
新
規
学
卒
者
を
対
象
に
従
業

員
を
募
集
し
よ
う
と
す
る
事
業
主
の
皆

様
の
た
め
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
日
時
1
1
6
月
1
0
日
⑪
午
後
2
時
1

◇
会
場
1
1
館
林
市
文
化
会
館

※
詳
細
は
館
林
公
共
職
業
安
定
所
（
6
3

⑰
4
3
6
5
)

へ

99999999

•

99

•

99099999999999

i

99

•

99999999999999999

J 

｛
献
血
に

]
ご
協
力
く
だ
さ
じ
一

~
◇
と
き
1
1
5
月
2
4
日
⑥
午
前
｛

{
1
0
時
1

午
後
3

時

｛
◇
と
こ
ろ
1
1
村
保
健
セ
ン
タ
ー
｛

r
 

富塚仁一郎さんの雄姿

民
謡
愛
好
会
で
つ
く
っ
て
い
る
群
馬

梅
若
会
の
十
周
年
記
念
発
表
会
が
四
月

七
日
、
館
林
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
門

．
下
生
な
ど
総
数
百
人
ほ
ど
が
出
演
、
明

記

富
塚
さ
ん

周
年

梅
若
会
十

念
寄
付で

町
村
で
は
三
年
に
一
回
、
計
量
器
（
は

か
り
）
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
を
必

要
と
す
る

I
I

は
か
り
I
t
は
、
取
引
・
証

明
に
使
用
す
る
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

◇
商
店
・
工
場
・
事
業
所
で
営
業
用
に

使
用
す
る
も
の

◇
学
校
、
保
健
所
、
病
院
等
で
体
重
測

定
に
使
用
す
る
も
の

◇
農
家
、
農
協
等
で
園
芸
農
産
物
の
出

荷
用
に
使
用
す
る
も
の

検
査
日
時
及
び
会
場

◇
日
時
1
1
6
月
1
1
日
因
午
前
1
0
時
1

正
午
館
林
農
協
佐
貫
支
所

午
後
1
時
1
3

時
明
和
村
商
工
会

◇
日
時
1
1
6
月
1
2
日
困
午
前
1
0
時1

午
後
3
時
館
林
農
協
千
江
田
支
所

和
の
門
下
生
も
多
数
参
加
、
ま
た
、
本

村
の
八
木
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
も
賛
助

出
演
し
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
で
訪
れ

た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
こ

の
発
表
会
、
皆
様
に
い
ろ
ん
な
面
で
お

せ
わ
に
な
っ
た
と
し
て
、
日
本
民
謡
梅

ば
い
し
ょ
う

若
流
群
馬
梅
若
会
々
主
‘
梅
若
梅
笙
（
富

塚
仁
一
郎
・
中
谷
）
は
、
記
念
し
て
十

万
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

1
1

は
か
り

1
1は
正
確
で
す
か

定
期
検
査
で
確
認

を

毎
年
6
月
は
、
計
量
強
調
月
間

で
す
。
特
に
6
月
7
日
は
、
計
星

法
が
公
布
さ
れ
た
H

で
「
計
量
記

念
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
近
代
的
な
計
量
制
度
と
な

っ
て
か
ら
百
年
の
ふ
し
め
、
全
国

各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
計
址

器
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

蒼
奈
良
貞
男
さ
ん
（
田
島
）
は
、
亡
父

（
前
明
和
村
長
、
奈
良
丑
松
氏
）
の

供
養
に
と
五
十
万
円
を

圏
青
山
清
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
、
亡

父
（
前
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、

青
山
喜
市
郎
氏
）
の
供
養
に
と
二
十

万
円
を

0
明
和
西
小
、
平
成
二
年
度
卒
業
生
は

六
、
一
七
0
円
を
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
そ
れ
ぞ
れ

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

6

月
は
計
量

強
調
月
閻
で
す

※
こ
の
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
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1ｷ ------------------, 

' '  ''  
i 村の人口 ! 
''  ! 5 月 1 日現在 i 
i世帯数 2,787戸i
以日総数 10,827 人！
l.....:- _.. __. I 
：男 5,410Ai 
！女 5,417 人！
、、

! (4 月中の動き） ! 
！出生 8 人 死亡 2 人i
‘’ i転入123人 転出38Al 
I ll 

‘’ し--------------~----'

` 
館林邑楽地区 館林地区 千代田

受診てからし 更変にな※る 耳◎鼻科限に 祝• 館林日日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

5 月 19 日
落合医院川田（耳）医院 大石医院合(74)2362 永寿堂医院 館林地区と

曜 合 (72)3160 云（72)3314 堀越医院合(73)4151 ff(72)4469 同じです。

; ] 晶] [ i 5 月 26 日
浜野病院小倉医院 海宝医院 館林地区と

当 合(88)5678 合 (72)0606 増田医院合(72) 1387 合 (74)0811 同じです。 たいさ ぷあリま
6 月 2 日

古屋病院大神医院 田内医院合(72)3855 最上医院 竹越医院

番
ff (63)616| 合 (62)2200 須田医院合(72)0862 合 (74)3763 云 (84)3137

6 月 9 日
真中医院川田（耳）医院 多々良診療所合(72)3060 慶友病院 館林地区と よ話］で五: でま

医
合(72) 1630 合 (72)3314 大塚医院合(72) 0176 合 (72)6000 同じです。

6 月 16 日
横田医院川村医院 記念病院合(72) 3155 岡田医院 館林地区と

合 (72)0255 合 (72) 1337 神尾医院合(75) 1288 合 (72)3163 同じです。

4 月の

ミ

｀ーや［菊` 
゜

救急車出動回数

●交通事故 4 件

●急病 7 件

●その他 2 件

●計 13 件

村
体
育
協
会
表
彰
規
程

に
基
づ
き
、
次
の
方
々
が

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
とな

っ
た
人
だ
ち

〔
協
会
長
表
彰
〕

▽
坂
上
桂
一
⑲
・
東
京
在
住
、
中
谷

出
身
1
1

二
年
度
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
出
場
第
3

位

▽
桜
井
竹
秀
⑰
・
梅
原
1
1

全
国
高
校

レ
ス
リ
ン
グ
グ
レ
コ

8
1k
g
第
4
位
•
第

4
5回
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
少
年
男
子
グ
レ

コ

8
1k
g
第5
位

▽
篠
木
英
治
闘
・
大
佐
貫
1
1

第
7

回

全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
ア
マ
レ
ス
選
手

権
グ
レ
コ
1
0
0
k
g
第3
位

▽
篠
木
弘
樹
⑱
・
大
佐
貫
1
1

第
6

回

【
表

彰
】

社会体育館

合(84)4626

【
募

集
】

全
国
高
校
選
手
権
グ
レ
コ
第
3

位
•
第

4
4
回
国
体
グ
レ
コ
第3
位
•
第
1
6回
関

東
高
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

1
1
5
k
g
第

3

位▽
奈
良
光
浩
⑱
・
田
島
1
1

関
東
高
校

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
第
3

位

▽
川
合
達
夫
聞
・
南
大
島
1
1

全
国
高

校
選
抜
大
会
レ
ス
リ
ン
グ

7
4k
g
優
勝

▽
始
沢
重
信
闘
・
梅
原
1
1

ア
ジ
ア
ベ

テ
ラ
ン
ズ
陸
上
大
会
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

5
5歳
ク
ラ
ス
円
盤
投
げ
第
4

位

〔
協
会
長
感
謝
状
〕

▽
石
川
温
也
闘
・
矢
島
1
1

村
体
育
協

会
役
員
副
会
長
6

年
貢
献

▽
福
田
進
仰
・
大
輪

1
1

村
体
育
協

会
役
員
監
事
6

年
間
貢
献

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

0 0 0 0 0 

会申定対と回と
体込 こ
育み員象ろ き
館 11 II II II II 
へ 5 30 村大 5 
月人在輪 ・
15 住公 6 
日 0 ・園 月
か費在内 中
ら用勤テ の
受 II 者二日
付千ス曜
‘円場日
社゜ 5 

▼優勝した明和クラブチーム（％・邑楽町体育館

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
協
会

登
録
チ
—
ム
募
集

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
、
男
子
及

び
女
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
登
録
チ
ー
ム

【
結

果
】

を
、
村
野
球
協
会
は
、
野
球
大
会
リ
ー

グ
戦
参
加
チ
ー
ム
及
び
登
録
チ
ー
ム
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
、
参
加
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
今

す
ぐ
社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)

に
申
込
み
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第
5

回
邑
楽
郡
家
庭
婦
人

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

A
(
7

チ
ー
ム
）
ブ
ロ
ッ
ク
で
本
村

の
「
明
和
ク
ラ
ブ
（
代
表
矢
島
き
よ

子
さ
ん
）
」
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
で
は
「
一
緒
に
快
い
汗
を
か

い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
ク
ラ
ブ
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
練
習

H

は
毎
週
火
・

金
の
夜
。
希
望
者
は
社
会
体
育
館
へ

百・コ場が文
円）ーニ・中四
に卜時面で月
訂ー・間に▼号訂 雙亡名 II 

正時•四・▼施 2
と間・百・使設p 16 81 年 を
な千・円用 II 都 齢＜
り円が料テ市 利世

］竺雷、］：篇正 登男璽皇
。ル嘉：に、〖］雷 南大地 1i 南梅中千南中中中地
詞：：↑ [．塁 貸眉区 心原谷間腐谷谷谷区
四・スル面の % ％閥 芯％ % ％陥％ % ％げ＇

※コルフ教室参加者募集••5·6月中の夜、定員20人、費用1000円（練習場ボール代別）、申込み…社会体育館へ。

柿篠
氾木氏

石吉門迄福石石青
井水澤崎島川．村木氏

健げ羽し姜莉＇り、バ賢真討記優＇げ名
太fこ一t，子こ 1·, 人哉噛少也ゃ未み

}、f勝政隆 英英恵 1呆
夫之憲通進之治ーャ悶
長長長長長長長長続
男男女女男男男女柄

1
1

あ
め
で
だ
1
1

お
め
で
た

<
`<

お
く
や
み



⑤
 広 報

●発行／咀和村役場〒370-07 群馬膿邑楽郡明和村大字新里・編集／総務課広報係 •印刷／栗京広告株式会社

1991 • No.357 
〈 10 日発行〉

輪
、
親
ほ
く
を
深
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の

せ
て
百
人
ほ
ど
が
参
加
、
そ
れ
ぞ

本
村
か
ら
も
役
員
、
選
手
合
わ

し
た
。

ン
グ
大
会
が
5
月
2
6日
、
敷
島
公

い
る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ

の
輪
、
県
民
の
和
の
持
続
向
上
を

とヽ

以
来
毎
年
開
催
さ
れ
て

園
県
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま

れ
の
種
目
で
健
闘
、

ぎ
国
体
の
盛
り
上
り
、
ス
ポ
ー
ツ

昭
和
5
8
年
群
馬
県
開
催
、
あ
か

「
）会大グン二プ_ 才祭ツ_ ポス民票

[
.
、
ム
、
ハ
、
、
ハ
ハ
、
，
‘
、
、
ハ
公
、
、
、
か
、
ハ
‘
,
‘
,
、
、
ハ
ハ
‘
‘
‘
‘
、
ハ
‘
、
‘
‘
‘
,
ハ
ハ
、
公
‘
、
、
公
、
‘
、

゜
スポーツの輪大きく…

「村の部」総合 5 位入賞

゜



平成 3 年 6 月 10 日 (2) 第357号

ー
会

第
2
団
村
議
会
定
け社

予
算
な
ど
可
決

ー
上
地
開
発
公

• 
/
- 農業委員選挙

7月9日告示
7月14日投票

、
-

農業者の代表を選ぶ明和村農業委員会委員選挙は 7 月 9
日告示、 7 月 14 日投票です。立候補届出の受理は 7 月 9 日
（午前 8 時30分から午後 5 時まで）、村選挙管理委員会（役
場内）で行います。
本村の農業委員会の選挙による委員の定数は15人で、そ

のほかに村長は、農業協同組合及び農業共済組合から推薦
された理事各 1 人、村議会から推薦された学識経験者 5 人
以内を選任するものです。従って立候補者の届出が15人以
内なら選挙は行われない事になります。農業委員選挙の有権者数は平成 3 年 3 月 31 日現在で2,655
人（男1,432人、女1,223人）です。農業委員の選挙は通常
の選挙と違って次の要件を満たす人のみが選挙を行うこと
ができます。
◇農業委員会の区域内に住所を有する者◇平成 3 年 3 月 31 日現在で満20歳以上の者◇10アール以上の農地を耕作する者、およびその者の同
居の親族又は配偶者でおおむね60 日以上耕作に従事す
る者

※立候補予定者等打合せ会を 6 月 24 日（月）午後 1 時30分より
役場会議室で行います。

し
く
着
飾
る
式
服
の
節
高
き

精
一
杯
清
野
本
み
ね
子

指
農
婦
の
動
＂
ギ
早
に
植
え
た
て
の

ず
む
水
田
明
り

ろ
と
影
を
落
せ
り

暮
れ
な

苗
黒
ぐ
原
口
美
津
子生

活
の
始
ま
り
て

メ
に
誘
わ
れ
歌
ふ

ニ
カ
ッ
プ
の
米
研
ぐ

テ
レ
ビ
の
ア
ニ
福
田
初
江

、
と
小
綬
鶏
の
喘
き
ゐ
る

ち
ょ
っ
と
来
し
て
素
早
き
に
移
動
す

竹
蔽
の
小
群
な
し
原
口
文
江

を
透
か
し
見
つ
娘
の
笑
顔

ル
テ
手
に
持
ち

印
雙
扉
も
送
り
ぬ

案
ず
る
か
ヵ

高
齢
な
る
身
泉
田
政
子

翫
子
杞
空
除
き
つ
棘
剌
し
つ
つ

鬱
雨
に
奈
良
照
子

み
指
紋
も
爪
も

黒
紫
の
泌 ^ 

ほ
ど
失
せ
ゆ
く

あ
せ
り
増
す

こ
き
も
の
淀
み
残
れ
る

記
憶
力
が

に
忘
れ
↑
江
森
政
美しみ

る
醇
め
し

メ
モ
す
か

書
き
か
け
の
た
と
ま
ら
ず
を

れ
ど
殿
歌
の
ま

慎
夜
ぁ
せ
柿
沼
ま
っ

り
に
引
退
か
相
撲

桜
の
花
の
散
り
し
如

v

瀬
下
一
江

界
に
旋
風
お
こ
る

^ 遠
カ‘

ほ

ゃ

が
:73 
バコ

ヽ／

富

士

ヽ／

こ 1蓉ろぎ
短獣会



(3) 平成 3 年 6 月 10 E:l 第357号

故
•
前
明
和
村
長
、
奈
良
丑
松
氏
は
正
六
位
に
叙

せ
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
伝
達
か
行
わ
れ
、
ご
子
息

の
貞
男
さ
ん
が
受
領
さ
れ
ま
し
た
。

故
•
前
村
長

奈
良
丑
松
氏
正
六
位
に

第2回村議会定例会は5月21 日（会期 1 日）
- -”定9r_•-』-

明和村土地開発公社予算

4件について審議、いす

認されましだ。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

▽
事
業
収
益
（
あ
っ
せ
ん
等
事
業
収

益
な
ど
）
…
五
0
0

万
一
千
円
▽
事
業

外
収
益
（
受
取
利
息
）
…
八

0
0

万
円

＊
支
出

▽
事
業
原
価
（
あ
っ
せ
ん
等
事
業
原

価
な
ど
）
…
九
、
四
四

0
万
円
▽
販
売

費
及
び
一
般
管
理
費
…
八
四

0
万
円
▽

事
業
外
費
用
（
支
払
利
息
）
・
・
・
ニ
、
八

0
五
万
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

▽
長
期
借
入
金
：
•
三
億
四
、
O
O
O

万
円

〇
支
出

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
…
三
億
六
、

六
一
七
万
円

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税

条
例
の
改
正
で
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〇
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
を
控
除
対

象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

村
税
条
例

部
改
正の

明
和
村
土
地
開
発

公
社
予
算

主
な
内
容

県
と
の
協
調
融
資
制
度
の
改
正
で
、

「
店
舗
に
併
設
さ
れ
る
福
利
厚
生
施
設
」

が
新
た
に
融
資
対
象
項
目
と
な
り
ま
し

こ
。t
 村

商
業
設
備
近
代
化
資
金

融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
で
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
で
現
行
4
2
万

円
が
4
4
万
円
に

0

四
割
軽
減
判
定
の
基
準
額
現
行
2
1
万

5

千
円
が
2
2
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
部
改
正
の

場
合
に
新
た
に
3

万
2
千
円
の
加
算

措
置
か
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
固
定
資
産
税
の
免
税
点
（
税
金
が
か

か
ら
な
い
額
）
が
、
▽
土
地
に
つ
い

て
は

1
5万
円
が
3
0
万
円
に
▽
家
屋
に

つ
い
て
は

1
8万
円
が
2
0
万
円
に
▽
償

却
資
産
に
つ
い
て
は
1
0
0
万
円
が1
5
0
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

0

個
人
村
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
の
加
算
措
置
額
9
万
円
が

1
5万

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

0

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
税
率
か
引
上

げ
と
な
り
ま
す
。
現
行
4
千
万
円
以

下
の
部
分
4
%
、
4
千
万
円
を
超
え

る
部
分
茄
％
が
一
律
6
％
と
な
り
ま

す
。
（
平
成
5

年
度
か
ら
適
用
）

平
成
四
年
歌
会
始
の
お
題
は

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限
る

一
、
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛

筆
で
自
書
す
る

一
、
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
職
業
（
具

体
的
に
）
を
た
て
書
き
に
す
る

一
、
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合
、
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
場

合
、
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日
以
前

に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版

物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場

合
な
ど
は
失
格
と
な
る

一
、
詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で

と
し
、
郵
送
の
場
合
、
9
月
3
0
日
の

消
印
ま
で
有
効

一
、
あ
て
先

「
〶
1
0
0
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る

平
成
四
年
歌
会
始
め

題

ぉ

は

「
風
」
て‘

「
風
」

す

立
岡
正
夫

と
ほ
て
ん
た
い

妹
と
杏
き
童
謡
ひ
と
つ
浮
び
米
る
点
苔

の
森
に
月
の
会
出
づ

奈
良
原
き
く
の

朝
毎
に
採
り
し
野
草
が
三
袋
思
ひ
出
咲

か
す
い
つ
の
日
な
る
か
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選挙 月 日投票
* 

7 月 30H 告示

(4) 

- * 

投
票
午
前
7
時
か
ら

明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

八
月
八
日
任
期
満
了
に
伴
う
明
和

村
議
会
議
員
選
挙
H

程
を
、
五
月

．
十
四
日
の
会
議
で
打
合
せ
会1
1

七

月
十
二
日
、
告
示
1
1

七
月
三
十
日
、

投
票
1
1

八
月
四
日
と
決
め
ま
し
た
。

定
数
は
十
二
人
で
す
。

こ
の
選
挙
は
私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
激
し
い
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
村
政
を
任
せ
る
人

を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
は

投
・
開
票

◇
7
月
1
2日
⑥

立
候
補
予
定
者
等
打
合
せ
会

◇
7
月
3
0日
閲

告
示
・
立
候
補
届
出
(
3
0
日
限
り
）

不
在
者
投
票
開
始

、
＇
，

/
〉8
月
4
日
日

9

9

 

投
票
日
（
午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

ま
で
）

◇
投
票
所
1
1

（
表
ー
①
）

◇
開
票
所
1
1

一
カ
所
（
役
場
）

◇
開
票

1
1

即
日
（
午
後
7

時
か
ら
）

◇
選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録

基
準
日
は
、
平
成
3
年
7

月
2
9
日
。

た
だ
し
年
齢
は
選
挙
期
日

◇
投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
6
年
8
月

5
日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
平
成
3

年
4
月
2
9
日
以
前
(
4
月
2
9
日
付
で

転
入
届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
明

投票 所（表一①）
第 第 第 第 第 第 第 投
7 6 5 4 

贔霞
2 1 示茜

旦区 , < 召且 <, 区名
入 閾ヽ 心 < 冒 瓜 ん田ケ

クロヽ
多カ只·百ロ‘ 

の

裏ロヽ 投

羹 只 の

非』 ; 鯰の

闊
[ 鳳

示茜

の 江
の

鯰 口 贔 区
の

関履 域の

晶
大 西 農 商 東 下

佐 構 江 投小 改 工
小

毎只 善 黒
体 体 示苧

東 セ 集
コ円 ン

ノコニ
育光

夕
荷 所

寺 館 I 館 館 所i

郵便による投票ができる人（表ー A)

和
村
内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

◇
投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を

通
じ
て
毎
戸
に
配
布
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
の
に
人
場
券
が
届
か
な
い

人
は
早
め
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

口両下肢、体幹、
心臓、じん臓、呼吸

移動機能の障害
器、ほうこう、直腸、

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ

た
い
も
の
で
す
。
有
権
者
の
一
票

が
正
し
く
村
政
に
反
映
さ
れ
る
た

め
に
は
選
挙
は
公
正
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

有
権
者
は
他
人
の
言
動
等
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意

志
で
清
き
一
票
を
正
し
く
投
票
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
義
理
人
情

や
買
収
、
供
応
な
ど
は
断
固
と
し

て
排
斥
し
て
自
由
に
明
る
＜
正
し

い
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

代
理
投
票

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
投
票
所
で
係
員
に
申
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外

で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不

在
に
な
る
予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
自

分
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
期
間
1
1
7

月
3
0
日
か
ら
8
月
3
日
。

い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
。

0
場
所
1
1

明
和
村
役
場

投
票
所
）

＊
も
ち
も
の
1
1

入
場
券
、

（
特
設
不
在
者

印
か
ん

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
、
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一

定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま

す
。
（
表
I
A
)

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
”
郵

便
投
票
証
明
書
“
の
交
付
を
受
け
て
お

き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期
間
も

考
慮
し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
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有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊

＊
戸
別
訪
問

〖
）
ん
な
選
挙
運
動
は
]

違
反
と
な
り
ま
す

選
挙
あ
れ
、

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
又
は
投
票
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為

は
、
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
‘
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

＊
気
勢
を
張
る
行
為

列
を
組
ん
で
往
米
し
た
り
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
チ
ン
ド

ン
屋
を
雇
う
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た

め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
人
気
投
票
の
公
表

当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の

途
中
経
過
や
結
果
に
つ
い
て
、
公
表

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
聞
雑
誌
は
も
と
よ
り
、

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
、
公
表
の
方

法
が
な
ん
で
あ
れ
、
い
っ
さ
い
禁
止

で
す
。

こ
ん
な
投
票
は
]

〖
無
効
で
す

◎
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え

ば
、
入
場
券
や
普
通
の
紙
や
名
剌
な

ど
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
た
も
の

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計

な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。
▼
た
と
え

ば
氏
名
を
、
〇
や
「
」
（
）
印
な
ど
で

囲
ん
だ
も
の
▼
氏
名
の
下
に
「
へ
」
「
え
」

「
さ
ん
へ
」
な
ど
と
書
い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も

の
。
た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た

も
の
。

こ
れ

有 権 者 数
地区名

男 女 計

斗合田 1 4 6 1 4 5 2 9 1 

下江黒 1 3 1 1 2 0 2 5 1 

上江黒 1 9 3 2 0 2 3 9 5 

` 千津井 2 2 6 2 2 3 4 4 9 

江 口 2 3 5 2 4 1 4 7 6 

田 島 2 2 1 2 1 0 4 3 1 

新 里 3 9 9 4 0 9 8 0 8 

中 クロ 3 1 0 2 9 5 6 0 5 

梅 原 3 2 0 3 3 5 6 5 5 

南大島 4 5 0 4 6 4 9 1 4 

大 輪 3 4 0 3 4 4 6 8 4 

J 11 俣 1 5 0 1 5 6 3 0 6 

須 賀 1 7 9 1 9 6 3 7 5 

入 ケ 谷 4 5 4 8 9 3. 

矢 島 2 6 4 2 6 8 5 3 2 

大佐貫 2 1 6 2 2 1 4 3 7 

合 計 3, 8 2 5 3, 8 7 7 7, 7 0 2 

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

平
成
3

年
3

月

2
8日
現
在

次の順序で

投票してくたさじ。

票
箱
へ
）
↓
出
口

付
）
↓
記
載
（
記
載
台
）
↓
投
票
（
投

口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
・
名

簿
対
照
）
↓
投
票
用
紙
受
領
（
用
紙
交

入
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明
和
工
業
団
地
の
一
角
に
新
設
さ
れ
~

た
大
輪
公
園
内
に
あ
る
、
テ
ニ
ス
コ
ー
｛

ト
（
硬
式
二
面
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
一

五
月
八
日
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
｛

村
テ
ニ
ス
協
会
の
メ
ン
バ
ー
や
団
地
内
一

企
業
の
社
員
等
お
よ
そ
五
十
人
が
紅
白
~

で
開
設
記
念
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
~

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
四
十
人
、
テ
ニ
ス
~

に
十
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
真
新
し
い
コ
ー
~

ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
退
社
後
か
ら
日
｛

没
ま
で
の
一
時
間
半
足
ら
ず
、
和
や
か
一

に
快
い
汁
を
流
し
ま
し
た
。
~

選
手
た
ち
は
一
様
に
「
い
ろ
い
ろ
な
｛

施
設
が
も
っ
と
も
っ
と
で
き
る
と
い
い
｛

で
す
ね
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。
i

国
大
輪
公
圃
（
突
妬
ー
ル
）
オ
ー
フ
ン

国館林
警
察
署
な
ど
九
の
関
係
団
体
は

群
馬
ハ
ー
レ
ー
会
の
協
力
を
得
て
五
月

十
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先

が
け
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
十
八
台

を
連
ね
管
内
の
明
和
、
板
倉
、
館
林
の

主
要
道
路
3
0
k
m
ほ
ど
を
パ
レ
ー
ド
。

サ
イ
ド
カ
ー
に
は
市
町
村
長
や
交
通

安
全
団
体
関
係
者
ら
が
同
乗
し
、
沿
道

の
家
族
連
れ
等
に
手
を
振
り
交
通
安
全

を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
一
行
は
役
場
等
に
立
寄
り
「
安

全
で
快
適
な
ゆ
と
り
あ
る
車
社
会
の
実

現
の
た
め
交
通
安
全
に
努
め
ま
す
」
と

宣
誓
書
を
手
渡
し
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

ハ
ー
レ
ー
遍
ね
て
交
通
安
全

こ
の
ほ
ど
村
で
は
、
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
結
婚
対
策
室
を
新
設
、
初

代
室
長
に
中
西
武
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
展
開
す
る

た
め
、
五
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館

で
結
婚
相
談
員
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

▽
結
婚
相
談
員
業
務
の
再
確
認
▽
結

婚
相
談
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
活
動
の

羅
針
盤
と
も
い
え
る
相
談
者
台
帳
も
相

談
員
皆
様
の
体
験
情
報
を
集
約
、
従
来

の
も
の
よ
り
グ
ン
と
充
実
。

そ
れ
を
基
に
、
室
長
を
含
め
相
談
員

間
で
連
携
を
密
に
し
、
相
談
者
の
希
望
、

意
見
を
ベ
ー
ス
に
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
の
る
、
一
方
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
面

も
多
々
あ
る
の
で
言
動
は
慎
重
に
活
動

花嫁、花婿探し、

希望者は申込書を

提出ください。

圏
結
婚
対
策
室

室
長
中
西
武
闘
3
1
1
1

す
る
こ
と
等
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

相
談
員
は
各
地
区
に
一
人
以
上
、
中

西
室
長
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
中
は
役
場
の
結
婚
対
策
室
で
相
談
者

等
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
の
結
婚
相
談
事
業
の
資

料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
未
婚
者
に

「
申
込
書
用
紙
」
を
お
配
り
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
事
項
記
入
し
各

地
区
の
相
談
員
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

〇
結
婚
相
談
員

橋
本
亀
三
郎
（
所
長
）

小
暮
芳
雄
（
斗
合
田
）

柴
崎
春
雄
（
下
江
黒
）

丸
山
紋
一
（
上
江
黒
）

野
本
芳
子
（
千
津
井
）

新
井
嵩
（
江
口
）

奈
良
長
松
（
田
島
）

岡
安
栄
（
南
大
島
）

帆
足
邦
雄
（
南
大
島
）

石
村
く
に
（
新
里
）

大
津
秀
雄
（
中
谷
）

江
森
松
雄
（
梅
原
）

藤
野
清
吉
（
川
俣
）

荒
川
春
子
（
須
賀
）

松
本
竹
市
（
大
輪
）

金
子
操
治
（
入
ケ
谷
）

田
口
嘉
彰
（
矢
島
）

蘭
田
順
一
（
大
佐
貫
）

瀬
下
恒
男
（
新
里
）

坂
上
源
次
（
中
谷
）

関
本
宗
市
（
南
大
島
）

(84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (73) (73) (73) (7 4) (84) 
3 3 2 2 3 3 2 2 2 3 4 2 3 2 3 2 8 2 8 4 3 
0 2 6 0 7 0 8 2 8 5 1 9 5 1 8 8 0 7 8 2 1 
0 8 5 6 6 7 3 5 0 7 7 0 4 7 1 3 8 9 2 9 1 
4 3 0 9 1 5 9 7 2 4 7 5 1 1 1 1 6 2 5 1 1 
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麟
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

日千津
井
の
油
井
安
治
さ
ん

(
6
9歳）

方
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
花
が
つ
き
、
珍
し

い
と
近
所
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

直
径
8
C
r
n
、
地
上
高
7
0
c
m
ほ
ど
の
先
端

`

ｷ

U

^

^

ｷ

 

五
月
二
日
、
平
成
三
年
度
群
馬
県

総
合
表
彰
式
が
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、

本
村
で
は
千
津
井
の
野
本
久
雄
さ
ん

闘
が
農
水
産
業
功
労
章
を
受
賞
し
ま

し
た
。野

本
さ
ん
は
、
長
年
、
農
業
振
興
、

野本久雄さん

群馬票総合表彰

園芸振興に尽す

酒
井
安
治
宅
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
花

ｷ •‘しかみに
ヽ

忌にらたお
琴； ＜茎めよ

いではそ
神ど華 60
秘こゃ cm

性かかの
いはこたれにもら年は すをらで細
゜ぜとのほ咲のつ前安こ゜感がな長
ひ゜はどい゜たに治の じ花くい
一興初大て三苗知さコ さな、荼
見味めきい I を人んン せの＿褐
くあてくた四植かが二 るか見色
だるとなが年えら十ャ 花分どの
さ人のつこ毎たも数ク で別こ花

-------------—`--------------------------------------------------------

な
か
で
も
花
キ
園
芸
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
村
特
産
の
「
シ
ク
ラ
メ

ン
」
を
は
じ
め
、
花
の
王
様
と
い
わ
れ

る
「
カ
ト
レ
ア
」
な
ど
自
ら
も
栽
培
す

る
と
共
に
、
洋
ラ
ン
の
普
及
推
進
に
活

躍
、
現
在
、
県
園
芸
協
会
副
会
長
・

花
キ
部
会
長
、
日
本
花
キ
生
産
協
会

副
会
長
（
社
団
法
人
）
等
の
要
職
に

就
き
、
県
・
全
国
レ
ベ
ル
で
花
キ
園

芸
普
及
向
上
、
農
業
振
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
、
一
連
の
功
績
が
認
め
ら

れ
今
度
の
名
誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

▽
村
花
キ
園
芸
組
合
長
（
昭
和
4
9

年
1
1月
1

現
在
）
▽
群
馬
県
園
芸
協

会
副
会
長
・
花
キ
部
会
長
（
昭
和
5
3

年
5
月
1

現
在
）
▽
社
団
法
人
日
本

花
キ
生
産
協
会
監
事
（
昭
和
6
1
年
6

月

1
6
3年
6
月
）
▽
同
生
産
協
会
副

会
長
（
平
成
2
年
6
月
1

現
在
）

厚生大臣

特別表彰

民生・児童委員

として活躍

石村よつさん

ｷ-ｷ-ｷｷ-ｷ-ｷ-ｷ-ｷ"cc-----=== 

買

替

ぇ

村
の
マ
イ
ク
ロ
ハ
ス

、••一•

導入のマイクロバス

大
佐
貫
の
石
村
よ
っ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

厚
生
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
福

祉
増
進
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
一

連
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

本
村
で
は
石
村
さ
ん
の
み
、
群
馬
県
下
で
十

三
名
が
名
誉
に
浴
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
民
生
・
児
童
委
員
1
1

昭
和
4
0
年1
2月
1

現
在
（
そ
の
間
、
邑
楽
郡

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
理
事
、
同
婦
人
部

会
長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
）

こ
の
ほ
ど
村
で
は
従
来
の
研
修
用
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が
老
朽
化
し
た
た
め
買
替

え
ま
し
た
。
―
一
九
馬
力
で
3
1
人
乗
り

で
す
。
「
い
す
ず
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
。
本
体

を
含
め
一
式
、
千
百
九
十
五
万
円
で
館

林
市
農
業
共
同
組
合
か
ら
購
入
。

バ
ス
の
使
用
運
営
は
従
来
と
同
様
、

管
理
規
程
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
ま
す
。
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社会体育館

合(84)4626

玄玄玄
対会期

日

1
1
6

月
2
3
日
・
2
4
日

場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編

村
民
野
球
大

参
加
チ
ー
ム
募
集

会

戸
い
い
汗

か
こ
う

協
会
長
杯
争
奪
野
球

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

成
す
る
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1
-、

0
0
0

円

含
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
6

月
1
6
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

＊
期
日

1
1
7

月
7

日

含
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

含
対
象

1
1

村
野
球
協
会
登
録
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1

三
‘
0
0
0

円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
6

月
末
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

農休日は 7 月 5·6·78 です

今年の「農作業標準賃金」

区分 作 業 禾重 目 単 位 標準額

育 苗 1 箱 500円
（種子代：含むfffd/j)

水
耕 起 1当0 アールり 6,000 

（トラクター）

ィt; ヵ~ き

” 6,000 
（トラクター）

機 械

" 16,000 稲 田植え
(Wi持ち）

機 械

" 6,500 （涅i月 1J)

)(IJ り（コンパイ取ン） り

” 16,000 
作

肱見 穀 " 10,000 
セ ‘ソ 卜

” 28,000 
（メLJり取り・ II兒穀•乾乞燥・モミすり）

業 乾燥・調整のみ 1(俵60k当g)り 1,500 

モ 、、、 す り ” 700 

耕 走旦 1当0アールり 7,000 
（トラクター）

麦
施肥（耕1番起種・II四料（・種ド子代リはJ別レ） 1番） ” 4,500 

作 殴 土

” 2,800 
（トラクター）

)(Ij り 取 り

” 15,000 
業 （コンパイン）

セ ‘ソ 卜

” 26,000 
（刈り取りから乾燥）

足ヵ 底曲 繁 期 巫ヵ 賃 1 日当り 6,500 

賃 農繁期以外の労賃 ” 5,000 

゜
詳細は農業委員会（役場内）に問合せください。

゜

* * * * * 
に申参す対会期
杜込加る
会み費チ象場日
体・ II I II II II 
育問ーム村社 7
館合‘ 内会月
ヘせ五 在体 14
II 0 住育日
7 0 既館
月円婚
7 者
H で
ま編
で成

-------------------------------------------------------------------------------------

第15回パパさんソフトポール大会結果

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
）

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

東
毛
広
域
（
明
和
村
な
ど
邑
楽
郡
、
館
林
市
、
太
田
市
、
尾

島
町
、
新
田
町
）
で
は
管
内
の
名
所
、
旧
跡
な
ど
観
光
め
ぐ
り

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
期
日
1
1
8
月6
H

及
び
8
月
9
日

◇
集
合
1
1

午
前
7
時
4
5
分
、
館
林
市
役
所
正
面
玄
関
前

◇
資
格
1
1
管
内
の
親
（
保
護
者
）
と
子
（
小
学
生
）
の
二
人
一

組
◇
人
数
1
1

一
日
に
つ
き
2
6
組
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

◇
参
加
費
1
1
無
料

◇
申
込
み
先
1
1

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
(
〶

3
7
3
太

田
市
浜
町
2
番
3
5号
太
田
市
役
所
内
）

◇
申
込
み
1
1
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
親
と
子
の
）
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
明
記
の
こ
と

◇
申
込
み
期
限
1
1
7

月
1
8
日
巾
ま
で

※
コ
ー
ス
等
詳
細
は
当
組
合

(
6⑬
8
1
8
1

⑲
3
4
9
)
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
思
い
出
に

東
毛
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

A ブロック

江
ロ
ソ
フ
ト

13 

須
賀
ソ
フ
ト

2

位

13 

新
里
ソ
フ
ト

位

千
津
井
ク
ラ
ブ

＝私たちの力で住みよい環境~=

6月（さ爛境月閻です。

5 月 30 日から l ヵ月間、「環境月間」です。‘‘環境に

やさしい暮らしと社会を求めて”をテーマに市町村や

関係団体で各種のイベントが行われています。これを

機に環境について再認識してみましょう。
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「
焦
扁
は

綱
引
き

▽
団
長
1
1

恩
田
義
雄
▽
旗
手
1
1

笠
井

康
史
▽
役
員
1
1

野
本
和
市
、
蓮
見
行
男
、

篠
木
芳
男
、
鯉
沼
哲
男

▽
監
督
I
I

ぃ
連
見
行
男
▽
選
手
（
男
性
）

1
1

風
間
徳
教
、
吉
水
雄
二
、
立
川
恵
一
、

田
口
博
重
、
渋
沢
誠
一
、
清
水
信
行
、

役
員
、
選
手
団

※
村
の
部
総
合
5

位

第
8

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
結
果

揺
霜
よ

<
9 9 

※
決
勝
4

位

▽
監
督
1
1

新
井
恒
夫
▽
選
手
1
1

木
島

剛
一
、
原
口
美
穂
、
永
山
か
ず
子
、
小

平
弘
、
田
日
裕
史
、
原
裕
美
、
笠

井
健
雄
、
岩
瀬
理
絵
、
笠
井
康
史
、
井

上
小
百
合
、
瀬
下
嘉
彦
、
久
保
口
敏
夫

▽
監
督
i
i
岡
安
勇
▽
選
手
1
1

森
尻

正
己
、
竹
迫
佐
吉
、
高
橋
末
松
、
本
沢

寒
次
、
松
本
し
ん
子

▽
一
位
1
1

梅
原

A

（
代
表
高
沢
茂
雄
）

▽
二
位
1
1

南
大
島
B

（
代
表
岡
安
勇
）

▽
三
位
1
1

南
大
島
A

（
代
表
本
沢
寒
次
）

第
8

回
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
大
会
結
果

※

3

位

年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

1
2
0
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

小
磯
勝
男
、
森
尻
岩
雄
、
小
松
原
林
持
、

本
沢
稔
、
磯
野
茂
、
立
川
裕
一
、

泉
田
正
信
、
大
津
一
夫
、
森
尻
富
雄
、

新
井
守
、
小
田
木
則
之
、
柿
沼
茂
、

関
口
与
志
男
、
野
中
義
雄

▽
選
手
（
女
性
）
1
1

黒
沢
千
枝
子
、

黒
沢
君
江
、
片
岡
た
か
、
黒
沢
美
代
子
、

石
丸
和
子
、
清
水
明
美
、
秋
野
公
江
、

清
水
文
子
、
渡
辺
百
合
子
、
根
岸
成
美
、

石
井
靖
子
、
岡
安
和
枝
、
小
菅
順
子
、

杉
田
み
や
子
、
岡
安
久
子
、
内
田
よ
し

子
、
密
井
も
と
子
、
新
井
あ
さ
子
、
門

倉
セ
ツ
、
木
村
久
子

公共施設は大切に

芝・グうしドが泣じて3。

最
近
、
心
な
い
者
に
よ
っ
て
せ
っ

か
く
良
好
状
態
に
育
て
た
利
根
川
総

合
運
動
場
の
サ
ッ
カ
ー
場
の
芝
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周

辺
の
芝
が
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
エ
グ
リ

と
ら
れ
た
り
、
グ
ラ
ン
ド
に
車
で
、

乗
入
れ
た
り
し
て
損
傷
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
私
た
ち
の
オ
ア

シ
ス
、
ふ
れ
合
い
の
場
な
の
で
す
。

公
共
施
設
は
み
ん
な
の
も
の
ー
。

1 位の梅原 A チーム
I ------------------------------------------------------------------------------

B ブロック

15 

大
佐
貫
ク
ラ
ブ

矢
島
ソ
フ
ト

も
し
、
気
づ
か
ず
に
や
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
素
直
に
反
省
し
て
く
だ
さ

い
。
今
後
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
や
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

こ
ん
ど
は
あ
な
た
が
注
意
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
、
心

の
和
を
広
げ
、
利
根
の
涼
風
を
満
喫

し
快
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
み
ん

な
で
•
…
•
•
O

川
俣
愛
好
会

2

位

田
島
ソ
フ
ト

位
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ロ

予
告

役場職員
募集

明和村役場では、平成 4 年度採用
の職員募集を次のとおり予定して
います。

唸職種＝パソコ‘
を主とす / •土木関係等
務職員 る専門職員及び一般事

唸採用人員＝若干名
疇が行う統一試験
唸試験日＝ 9 月 22 日（日）・［予定］
唸試験場所＝前橋商業高校（前橋市）
※願書受付、受験資格等について

は追って当広報紙等で＞

：ロコせは役場総務し冒；（8：

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林
厚

生
病
院
）
で
は
視
能
訓
練
士
（
パ
ー
ト

も
可
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

館
林
限
生
病
院

視
能
訓
辣
士
募
集

毎
日
、

（
高
卒
）

◇
受
験
資
格
1
1

昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か

ら
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子

◇
試
験
日
・
試
験
場
1
1
9

月
1
6
日
、
東

東
京
消
防
庁

消
防
官
募
集

京
会
場

◇
試
験

1
1

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

適
正
検
査

◇
申
込
み
1
1
7

月
1
H
か
ら
8
月
9
日

ま
で
に
東
京
消
防
庁
人
事
部
へ

※
詳
細
は
同
人
事
部
（
C
0
3
|
3
2

1
2
1
2
1
1
1
)
に
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
受
験
資
格
I
I
▽
学
歴
…
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
者
▽
年
齢
・
性

別
…
昭
和
3
9
年
4
月
1

日
か
ら
昭
和

4
5
年
4
月1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
◇
受
付
期
間
1
1
6

月
2
8
日
ま
で

◇
試
験
H
I
I
7
月
2
8
日
⑪

◇
試
験
場
所
1
1

県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

◇
試
験
方
法
1
1

教
養
試
験
、
論
文
、
身

体
外
形
検
査

※
詳
細
は
館
林
警
察
署

(
6⑰
5
4
5

4
)
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
5
月
か
ら
海
外
旅
行
等
に

必
要
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
手
続
き
が

太
田
で
も
毎
日
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
開
設
日
1
1

平
成
3
年
5
月
8
日
困

◇
名
称
1
1

群
馬
県
東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー

◇
所
在
地
1
1

太
田
市
飯
塚
町
1
5
4
9

番
地
「
群
馬
県
立
東
毛
学
習
セ
ン
タ

ー
」

1

階

◇
受
付
1
1

▽
平
日
…
午
前
8
時
4
5
分
i

午
後
4
時
3
0
分
（
昼
休
み
可
）
▽
土

パ
ス
ポ
ー
ト
、

太
田
で

申
請
受
付

警
察
官

募
集
（
大
卒
）

◇
応
募
資
格
1
1

視
能
訓
練
士
の
免
許
を

有
す
る
者
で
5
0
歳
未
満
の
男
女

◇
願
書
締
切
1
1
7

月

1
5
H⑪

◇
勢
集
人
員
1
1
1

名

◇
提
出
書
類
1
1

履
歴
書
な
ど

※
詳
細
は
当
組
合
(
f
f
⑰
3
1
4
0
)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

村の無料法律相談

◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 7 月 10 日（水）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 7 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

し、

゜

午前10時～午

日
易

士

•• 
乳 日

し
ー
ノ 健

時＝ 7 月 11 日（木）

時受付

所＝保健センター

午後 ー 時 ~ 2 

琴
aヽ

日
易

i
 

_
_
_
 

—•• 

◇場

健
I 

時＝ 6 月 20 日（杓• 7 月 2 日（火）午

前 9 時30分～ 10時30分

所＝保健センター

康 相 火
火

———
-R 

1 人権・行政・心配こ‘‘と相談 I
◇日時＝ 6 月 17 B （月）午前10時～午

後 3 時

所＝役場会議室

曜
日
…
午
前
8
時
4
5
分1
正
午
。

※
第
2
•

第
4
土
曜
日
、
H

曜
日
、
祝

祭
H

は
休
み
で
す
。

◇
受
付
区
分
1
1

▽
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規

及
び
切
替
申
請
▽
訂
正
・
増
補
申
請

◇
受
付
日
数
1
1

申
請
日
を
含
め
約
9
H
I

1
2
日
後
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
申
請
し
た

場
所
で
の
受
領
と
な
り
ま
す
。

衡
経
営
改
善
貸
付
…
▼
融
資
額
1
1

五

百
万
円
以
内
▼
返
済
期
間
3
1
5

年
以

内
▼
利
率
1
1

年
闊
％
固
定
金
利
※
無
担

保
、
無
保
証
人
で
す
。

圏
国
の
事
業
ロ
ー
ン
…
▼
融
資
額
1
1

四
千
万
円
以
内
▼
返
済
期
間

5
1
1
0年

以
内
▼
利
率
1
1

年
□
％
固
定
金
利

い
ず
れ
も
申
込
み
期
限
は
特
別
あ
り

ま
せ
ん
が
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支
店

(
6

0
2
7
2
閲
7
3
1
1
)

へ

中
元
資
金
受
付
中

国
民
金
融
公
庫

• 日

交通事故相 ニ火
畝

◇場

時＝ 6 月 13 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前ー゜時 ~ 午

H

易i
 

•• 

年 金 相

時＝ 7 月 4 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

吾火
A火
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児
童
手
当
又
は
児
童
手
当
の
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
忘
れ
ず
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

期
限
は
6
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

現
況
届
は
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
該
当
者
に
は
役
場
か
ら
通
知

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
住
民
課
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

人
生
8
0
年
代
の
到
来
、
そ
れ
は
高
齢

者
の
方
た
ち
の
地
域
社
会
に
お
け
る
主

役
と
し
て
の
活
躍
か
大
い
に
期
待
さ
れ

る
時
代
の
訪
れ
で
す
。

み
の
り
あ
る
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ

る
日
々
ー
地
域
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に

学
習
す
る
こ
の
ど
人
大
学
大
利
根
学
園

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

0

日
時
1
1
9

月
5
日
1
1
1
月
2
8
日
ま
で

の
計
1
5
日
間

0

場
所
1
1

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

レJ
 

0

入
学
資
格
1
1

県
内
に
居
住
す
る
満
6
0

歳
以
上
（
昭
和
6
年
3
月
3
1
日
以
前

に
出
生
）
の
学
習
意
欲
が
あ
り
通
学

の
可
能
な
方
。

〇
授
業
内
容
1
1

社
会
福
祉
関
係
、
郷
土

の
歴
史
や
偉
人
に
つ
い
て
、
健
康
問

題
等
の
一
般
教
養
科
目

ふ
れ
あ
い
学
び
合
う
い
ま

県
と
人
大
学
学
生
券
集

月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
・
現
況
届

6
 

店の種顆 免 税 声•ヽヽ

料理店、バー、 1 人 1 回につき
スナック、レストラン 5,000円が7,500円に

宿泊 1 人 1 泊につき
旅 （追加飲食を含む） 10,000円が15,000円に

宿泊に伴う昼食
1 人 1 回につき

5,000円が7,500円に

館 日帰りの休憩、飲食 II 

仕出し、出前
1 人前につき

5,000円が7,500円に

皆
さ
ん
か
旅
館
で
宿
泊
さ
れ
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
飲
食
さ
れ
た
と
き
、

一
定
の
金
額
以
上
を
消
費
し
た
場
合
に

三
言
の
税
率
で
特
別
地
方
消
費
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
改
正
に
よ
り

平
成
3
年
7
月
1

日
の
利
用
分
か
ら
次

の
と
お
り
免
税
点
（
税
金
が
か
か
ら
な

い
額
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
地
方
消
費
税

改
正
（
免
税
点
）

園
外
学
習
ー
史
跡
見
学
、
工
場
見
学
等

課
外
活
動
ー
俳
句
、
ダ
ン
ス

〇
授
業
料
1
1

無
料
。
（
入
場
料
等
実
費
は

負
担
）

〇
申
込
方
法
1
1

地
区
の
と
人
ク
ラ
ブ
会

長
へ
7
月
1
0
日
ま
で
に
願
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

7
月

1

日
現
在
で
、
平
成
3
年
事
業

所
統
計
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査
が
全

国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業
所
及
び

企
業
の
産
業
、
従
業
者
規
模
な
ど
の
基

本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
商
業
統
計
調
査

の
目
的
は
、
わ
が
国
の
商
店
の
販
売
活

動
の
実
態
や
分
布
状
況
、
商
品
の
全
国

的
な
流
通
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
を
立
案

す
る
際
に
貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。
6
月
下
旬
に
調
査
員
が

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
各
事
業
所

を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

木才
一

間
臨
海
学
校

般
開
放
し
ま
す

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
、
施
設
の
一
般
貸
出
し
を
次
の
と

お
り
開
放
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
資
格

1
1

明
和
村
や
太
田
市
な
ど
東

毛
広
域
圏
内
に
在
住
す
る
人

◇
林
間
・
使
用
で
き
る
期
間
1
1
7

月
2
2

日
1
8
月
1
2
日
、
8
月
1
7
日
1
8
月

3
1
日
の
間

◇
臨
海
・
使
用
で
き
る
期
間
1
1
8

月
1
4

日
1
2
3
日
の
間

事
業
所
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ

し‘

村 の ぅ ご き

6 月

12 日

13 日

14 日

20 日

21 日

24 日

！！日

例月出納検査

インディアカ指導者講習

会

痔学級、女性ふれあいセ

ミナー

体育施設利用団体協議会

農業委員会

農業委員立候補予定者説

明会

社会を明るくする運動実

施委員会

◇
場
所

1
1

林
間
…
群
馬
県
赤
城
山

臨
海
…
新
潟
県
出
雲
崎
町

◇
料
金
（
一
泊
）
1
1

三
百
円
ー
千
円

◇
食
事

1
1

林
間
：
一
食
四
百
三
十
円
ー

六
百
二
十
円
。
臨
海
…
四
百
七
十
円
i

六
百
四
十
円

◇
定
員

1
1

申
込
み
順

◇
受
付
開
始
1
1

林
間
…
6
月
2
4
日
か
ら
。

臨
海
…
7
月
4
日
か
ら
。

※
詳
細
は
当
振
興
組
合

(
6⑮
8
1
8

1

⑲
3
4
9
)

へ

公
衆
電
話
は

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

皆
様
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る

公
衆
電
話
が
、
心
な
い
者
に
よ
っ
て
傷

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ド
を
切
っ

た
り
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
す
る
行
為

で
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
皆
様

に
大
変
ご
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

N

T
T

も
対
応
に
万
全
を
期
し
、
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
撲
滅

に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

※予定ですので変更になる場合もあります。

な
お
、
故
障
等
を
み
か
け
ま
し
た
ら

N
T
T

館
林
支
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
歯
は
大
丈
夫
」

講
演
会

◇
と
き

1
1
6

月
2
1
日
⑥

◇
と
こ
ろ
1
1

村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
対
象

1
1

一
般
村
民
（
無
料
）

◇
テ
ー
マ
1
1

「
あ
な
た
の
歯
は
大
丈
夫
」

◇
講
師

1
1

小
泉
信
雄
氏
（
群
馬
県
保

健
予
防
課
）

◇
主
催

1
1

明
和
村

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
ヘ

I
l
l
柿
沼
登
さ
ん
（
南
大
島
）
は
2
0
万
円

I
l
l
篠
木
利
男
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
1
0
万
円

I
l
l
吉
田
重
信
さ
ん
（
梅
原
）
は
5
万
円

I
l
l
金
子
喜
多
子
さ
ん
（
矢
島
）
は
5
万
円

I
l
l清水
一
利
さ
ん
（
矢
島
）
は
3

万
円

I
l
l
福
田
光
典
く
ん
（
和
夫
さ
ん
方
・
大
佐

貫
）
は
2
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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I
9
9
9
9
9
9
I

ヽ

9
9
9
_

ー
ー
，

9
9
9
9

ー
1
,
'
1

ー

1
ー

1ー

1
_
9
9
9
9
9
9
9
9

ー1

ー
1
9

し

―□
口
約

□
ロ

現

2
1
0
5
5
動
死
転
一

一
人
日
の
一

`
6口
疇
男
女
（
ロ

—
世
人
出
転

9
9
9
9
9
9
9
9

ー
ー

1
ー
ー
’
ー

9
9
:
_

ー
ー

1

ー
ー
ー

1
9
9
9

し
ー
ー

1ー

I
‘
,
,
'

し

1ー

1ー

ご
館林邑楽地区 館林地区 千代田

て［［日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

6 月 16 日
横田医院川村医院 記念病院合(72)3155 岡田医院 館林地区と

曜 合 (72)0255 合 (72) 1337 神尾医院合(75) 1288 合 (72)3163 同じです。

6 月 23 日
白沢医院川田医院 後藤内科合(72)0134 礫川堂医院 小西医院

当 合 (72) 1600 合 (72)3724 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 合 (86)2261

6 月 30 日
浜野病院小倉医院 上野医院合(72)3330 永寿堂医院 館林地区と

合 (88)5678 合 (72)0606 森下医院合(73) 7776 合（72)4469 同じです。
番 ` 話ま7 月 7 日

落合医院大神医院 清河堂医院合(72)3070 海宝医院 竹越医院

医
合 (72)3160 合 (62)2200 安楽岡医院合(72)0572 合 (74)0811 合 (84)3137

塁で : で
7 月 14 日

根岸医院川田（耳）医院 横田（善）医院合 (72)4970 新橋病院 館林地区と

合 (72)3262 合 (72)3314 大石医院合(74)2362 合 (75)3011 同じです。

5 月の

``~ 
づ警昂晨

ミ

‘‘ 

救急車出動回数

●交通事故 7 件

●急病 7 件

●その他 2 件

●計 16 件

三。00

（
下
江
黒
・
1
歳
5

カ
月
）

関悶

日よ、

り
ょ
う

瓜

v
ん

至
＂

諒ちゃん・・「ぼくは車と犬が大好き、そのな

かでも一番好きなのは、いたずら

とママかな。」

お母さん・・「ただいま好奇心120パーセント、

毎日がいたずらの連続で目が離せ

ません。何よりも健康で、すくす

く育ってほしいですね」

〔博・きみ子さんの長男〕

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集して

います。どしどしご応募、ご連絡ください。

連絡先＝合 (84) 3 1 1 1 へ

最
近
、
村
内
各
地
で
ち
漢
事
件
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や

女
性
に
近
づ
き
、
「
お
母
さ
ん
が
事
故
で

ケ
ガ
し
た
」
、
「
家
ま
で
送
っ
て
や
ろ
う
」

な
ど
と
、
言
葉
巧
み
に
自
動
車
に
乗
せ

よ
う
と
し
た
り
す
る
不
審
な
男
が
い
ま

す
。見

知
ら
ぬ
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て

も
、
近
寄
ら
な
い
、
話
を
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
学
校
帰
り
、

人
通
り
の
少
な
い
場
所
、
夜
道
で
の
一

人
歩
き
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

圏
留
意
点

不
審
な
男
を

み
か
け
た
ら

じ
こ
と
は
と

甘
暗
ど
道

気
苫
け
よ
う

0

家
族
、
隣
近
所
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

〇
児
童
の
一
人
で
の
登
・
下
校
は
絶
対

し
な
い
（
か
な
ら
ず
二
人
以
上
で
）

0

子
ど
も
の
帰
宅
時
間
こ
ろ
は
、
な
る

べ
く
外
で
出
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

〇
暗
い
夜
道
の
一
人
歩
き
（
自
転
車
）

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

①
不
自
然
な
子
ど
も
連
れ
②
車
の
中

で
子
ど
も
が
泣
い
て
い
る
③
子
ど
も
に

付
き
ま
と
っ
て
い
る
…
…
な
ど
変
だ
な

と
思
っ
た
ら
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
車
種
、

色
、
そ
の
人
の
年
齢
、
服
装
、
身
体
特

警
察
か
ら
の
お
願
い

-
0
番
し
て
く

陽
の
強
い
日
に
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し

た
り
、
ク
シ
ャ
ミ
、
涙
が
出
た
ら
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
が
原
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
等
に
含
ま
れ

て
い
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
等
が

太
陽
の
紫
外
線
に
よ
り
複
雑
な
光
化
学

反
応
を
起
し
て
で
き
る
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
酸
化
性
物
質
で
す
。

四
月
か
ら
九
月
頃
ま
で
の
間
に
発
生

し
や
す
く
、
朝
か
ら
風
が
弱
く
、
も
や

が
か
か
っ
た
よ
う
に
視
界
の
か
す
む
日

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

涙
、
日
チ
カ
チ
カ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
か
も

徴
な
ど
を
メ
モ
し
て

だ
さ
い
。

氏
名
年
齢
世
帯
主

吉
田
は
る
9
3
重
信

清
水
治
子

3
9
一
利

金
子
良
男

6
1
伊
勢
次

帆
足
き
よ

8
6
邦
雄

中
村
と
し
8
3

功

冨
塚
子
之
吉
7
8
金
市

中下南矢矢梅地
江大

谷黒島島島原区

芯％％ ％％弩開

1
1

お
く
や
み
I
I

内高吉蓮須本
山田永見藤村氏
啓R
太fこ栄g賢1孝な恭：彩口名
郎雑炉司呻肛子こ乃の

光康英和奉義保
昭弘男久箪和讐
長ニニ長長長続
男男男男女女柄

大江梅南江千地
佐大津
貫口原島口井区

% % % % ％％閥

1
1

あ
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

`<
お
く
や
み
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西
幼
稚
園
で
ミ
ニ
運
動
会
。
ふ
だ
ん

仕
事
な
ど
で
、
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な

り
が
ち
な
お
父
さ
ん
方
も
、
こ
の
日
ば

か
り
は
父
親
健
在
と
ば
か
り
大
ハ
ッ
ス

ル
：
．
．
．
．
。
親
子
そ
ろ
っ
て
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
に
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

（
記
事
7
p
)

•印刷／東京広告株式会社
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目 次

シ
投
票
所

1
1

七
カ
所
（
表
ー
①
）

投
票
時
間
1
1

午
前
7

時
砂
午
後
6
時
訳

開
票
所

1
1

一
カ
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7

時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
3
年
7

月
7

日
。
た
だ
し
年

投
開
票

投
票
午
前

7

時
か
ら

皿
清
水
一
郎
知
事
死
去
に
伴
う
、
皿

”
群
馬
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
七
”

“
月
二
十
八
日
（
告
示11
七
月
八
日
）
圃

疇
で
す
。
県
政
の
か
じ
と
り
と
な
る
馴

皿
首
長
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

皿
近
年
有
権
者
の
選
挙
離
れ
が
目
立
圃

皿
ち
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
一
票
は
皿

圃
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
の
貴
重
馴

訓
な

I
I

意
思
表
示
“
で
す
。

皿
「
一
票
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
皿

夢
づ
く
り
」
血

齢
は
選
挙
の
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
6
年7
月
2
9

日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
3
年

4
月

7

日
以
前
（
4
月
7

日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通

じ
て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

投 所（表一①）

④©®(］冦

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て

代
理
投
票

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
の
に
入
場
券
か
届
か
な
い

人
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
（
明
和

村
役
場
内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

票

第 第 第 第 第 第 第 投
7 6 5 4 3 2 1 示声

百旦 百悶 示且区 , 長且 長且 百且 区

名

入 儡ヽ 心 [ 悶 ] 嘉ケ

クロヽ
多カ只ク酉ロヽ

の

嬰口ヽ
月9 9 上,、ヽ 投

互 鳳 の

井l[ ] 鯰の

闊
< 塁

示百

の 江
の

只 口 鳳 区
の

閏履
j或の

履
大 西 転 農 商 東 下

佐
作 構

江 投小 促 改 小
工号只 進 善 .‘I ’I’!_ ‘ 

体 体 示華

東 研 セ 集

育 修 ン
ムコニ

コ門
光

施 夕
仙 所

、I｝二 館 設 I 館 館 所

不
在
者
投
票

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
か
で
き
な
い
人

は
投
票
所
で
係
員
に
申
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。

印
か
ん

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外

で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不

在
に
な
る
予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
自

分
で
投
票
に
行
く
こ
と
か
で
き
な
い
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
期
間
i
i7
月
8

日
か
ら
7

月
2
7
日
。

い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
．

5
時
。

奎
場
所
1
1

明
和
村
役
場
（
特
設
不
在
者

投
票
所
）

0
も
ち
も
の

1
1

入
場
券
、

事故のない楽しい夏休みを

7 月は「社会を明るくする運動」

梨の大敵、「赤星病」防止

村を花でいっぱいに

.

.

.

.

 

p

p

 

5

6

 

4P 

II 

村最高齢、恩田万吉さん 101 歳に II 

江森政美さん法務大臣感謝状 II 

八日市場市とグラウンドゴルフ

夏の県民交通安全冗～孤

暴走行為、みたら 1 1 0 番

裔齢者集合．／軽スポで鍛えよう

明和西バレー準優勝、県大会へ

勝優ムチ里斤奈ヽ卜フソ年士斗

.... 

~
~
 

□

|
|
S
P
l
l

g
PII

ロ
ー1
1
l
z
P

パ
集
ン
募
力
者
害
加
災
参
仙
室
雲
教
ト
トウ
ッ
ヵ
ヶ
ス
ス
レ
ゞ
＇
ノ
ノー
ニ
ガ
ミ

村民バレー、キャッツ愛優勝

役場職員募集 (4 年度）

200m'以上の土地取引届出必要

県有施設見学してみませんか

4·5·6年生キャンプ行きませんか

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

砥川さん、海外農業指導を終えて II 

村のキャッチフレーズ

“花薫る豊かな福祉

明和村'’
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` 
群
馬
県
知
事
、
清
水
一
郎
氏
は
六
月
十
二
H

、

病
気
の
た
め
入
院
先
の
済
生
会
前
橋
病
院
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
二
歳
で
し
た
。

清
水
氏
は
昭
和
五
十
一
年
初
当
選
以
来
、
戦

後
五
人
目
の
知
事
と
し
て
四
期
十
五
年
間
、
群

馬
県
政
の
カ
ジ
取
り
役
を
務
め
県
政
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

郵便による投票ができる人（表ー A)

清
水
一
郎
知
事

6

月
1
2
日
逝
去

|¥  
両下肢、体幹、

心臓、じん臓、呼吸

移動機能の障害
器、ほうこう、直腸、

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
、
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一

定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま

す
。
（
表
I
A
)

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
”
郵

便
投
票
証
明
書
I
i
の
交
付
を
受
け
て
お

き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期
間
も

考
慮
し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

知
事
選
の
次
の
週

霊
若
投
票
開
始

．
立
候
補
届
出
。

◇
7月
3
0
日
閲
1
1告
示
元
前7時
か
ら
午
後
6
時

0
『
)
)
の
選
挙
は
私
た
ち

)
8
月
4
日
⑪1
1
投
票
日
の
投
票
日
で
す
人
を
選

議
会
議
員
選
挙
村
政
を
任
せ
る

八
月
四
日
は
明
和
村
。
こ
れ
か
ら
四
年
間
の
い
も
の
で
す
。
他

っ
て
最
も
身
要
な
選
挙
＼
＼
一
票
を
投
じ
た
、

に
と
。
冷
静
に
悔
い
の
、
い
分
の
意
恩
で
清
き
二
票
を
正
し
く

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
と
な
く
い
選
挙
を
い
た

左
右
さ
れ
る
こ
ず
自
由
に
明
る

入
の
言
動
等
に
ど
断
固
受
け
付
け

情
ゃ
買
収
、
供
応
な

゜

義
理
人

し
ま
し
ょ
う B
2
4
 

地区別有権者数 (H3.3.28現在）

地区名
有権者数

男 女 計

斗合田 146 145 291 

下江黒 131 120 251 

上江黒 193 202 395 

千津井 226 223 449 

江 口 235 241 476 

田 島 221 210 431 

新 里 399 409 808 

中 クロ 310 295 605 

梅 原 320 335 655 

南大島 450 464 914 

大 輪 340 344 684 

},, 俣 150 156 306 

須 賀 179 196 375 

入ヶ谷 45 48 93 

矢 島 264 268 532 

大佐貰 216 221 437 

合計 3,825 3,877 7,702 
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社長の梱澤敏睛さん

須
賀
地
内
に
主
力
群
馬
工
場
の
あ
る

「
や
ま
う
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長

梅
澤
敏
晴
さ
ん
•
本
社
東
京
）
」
は
、
こ

の
ほ
ど
村
に
高
額
三
百
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
、
当
社
創
業
四
十
五

周
年
と
群
馬
工
場
新
設
二
十
五
周
年
を

記
念
し
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
。
「
村
に
は

何
か
と
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
も
ご

協
力
を
賜
わ
り
、
今
日
こ
こ
に
四
十
五

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
関

係
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
」
と
の
主
旨
か

ら
で
す
。

村
で
は
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上

げ
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
使
途
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

当
社
は
昭
和
六
十
三
年
当
時
社
長
（
現

や
ま
う
叫

村
に

百
ガ
円
寄
付

4
5周
年
記
念
し

--—·—--- -• • 
街頭で非行防止などのチラシを配布する

更生保護婦人会の皆さん

・
会
長
）
の
梅
澤
敏
雄
さ
ん
か
‘
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
村

に
三
百
万
円
寄
付
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
も
数
回
ご
厚
志
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

中
央
公
民
館
内
の
「
や
ま
う
文
庫
」

コ
ー
ナ
ー
も
、
そ
の
浄
財
の
―
つ
で
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
多
数
に
愛
読
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
主
と
し
て
漬

物
を
製
造
販
売
し
、
資
本
全
1
1

九
千
六

百
万
円
、
売
上
高
七
十
七
億
円
を
誇
り

ま
す
。
社
員
二
百
数
十
名
、
（
う
ち
本
村

の
主
力
工
場
に
は
百
五
十
名
）
を
有
す

る
業
界
屈
指
の
企
業
。

本
社
を
含
め
十
八
の
工
場
・
営
業
所

な
ど
を
有
し
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拠
点
と
し
て
活
動
躍
進
す
る
優
良
企
業

で
す
。
今
後
、
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

7

月
は
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動

す
る
運
動
」
で
す
。
わ

7
月
は
「
社
会
を
明
る
＜

ヵ
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

た
し
た
ち

l
人
ひ
と
り
ゞ
ヽ

し
て
理
解
を
深
め
‘
力
を

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
、

合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
、

る
運
動
で
す
。
し
社
会
を
築
こ
う
と
す

み
ん
な
で
明
る

め
ま
し
ょ
う
。
い
社
会
づ
く
り
に
努

＊
重
点
目
標行

防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、

少
年
の
非
―

住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
。

対
話
か
築
く

「
ふ
れ
あ
い
と

明
る
い
社
会
」

地
域

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
ど
も
た
ち
は
開
放
感
か
ら
海
・
山

・
花
火
ー
ー
と
心
が
弾
み
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く

だ
さ
い
。
水
の
事
故
・
交
通
事
故
・
花
火
に
よ
る
事
故
、
ま
た

非
行
が
め
ば
え
る
の
も
こ
の
時
期
、
夏
休
み
が
断
然
多
い
の
で

す
。
事
故
、
非
行
が
め
ば
え
な
い
よ
う
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

1

る
み
で
見
守
り
注
意
し
合
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
、
と
り
わ
け
三
ー
五
歳
前
後

の
幼
児
は
”
水
が
命
を
奪
う
危
険
な
も

の
I
i
で
あ
る
こ
と
を
体
験
的
に
知
り
ま

せ
ん
。
水
し
ぶ
き
を
み
れ
ば
、
本
能
的

に
遊
び
ご
こ
ろ
が
わ
い
て
き
て
、
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
で
近
づ
い
て
い
く
も
の
。

ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ス
キ
に
、
と

り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
水
遊
び
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

＊
近
く
に
用
水
堀
や
た
め
池
な
ど
の
危

険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者

に
い
っ
て
、
サ
ク
や
ふ
た
な
ど
を
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

＊
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行
か
な
い
よ
う

ふ
だ
ん
か
ら
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う

唸
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
大
人
が
同
行

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

＊
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
「
危
な
い

か
ら
や
め
な
さ
い
」
の
ひ
と
声
を
か

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

楽
し
い
夏
休
み
を

事
故
の
な
い
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村
特
産
の
一
っ
に
梨
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
土
、
明
和
に
は
田
島
・
南

大
島
・
千
津
井
地
区
を
中
心
に
一
世
紀

の
歴
史
を
誇
る
梨
三
〇
ぢ
ほ
ど
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
味
覚
の
秋
に
は
み
ず

み
ず
し
い
甘
い
香
り
が
一
面
に
漂
い
ま

す
。梨

栽
培
は
病
害
虫
を
い
か
に
上
手
に

防
ぐ
か
で
作
柄
の
良
い
悪
い
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
梨
づ

く
り
は
病
気
や
害
虫
と
の
戦
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
に

な
っ
て
梨
の
三
大
病
害
と
い
わ
れ
る
「
赤

星
病
」
の
発
生
が
目
立
っ
て
い
る
の
で

す
。
住
宅
が
増
え
、
植
木
栽
培
が
盛
ん

に
な
る
に
連
れ
、
梨
栽
培
農
家
に
と
っ

＜赤星病の伝染経路＞

3(]:  

月〕

←き

喜喜筐／ピャクシン穎
) 

特
産

撲
滅
に
つ、、

ゞ

冬胞子すい（春先雨にあうと寒（褐色） 天状に大きくなる）

て
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。かい
づ
か

と
い
う
の
は
、
赤
星
病
は
、
貝
塚
い

ぶ
き
、
た
ま
ひ
ば
、
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン

等
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
に
中
間
寄
生
す
る

病
害
で
、
こ
の
菌
が
風
な
ど
に
乗
っ
て

梨
に
つ
く
と
著
し
い
収
穫
減
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
農
家
に
と
り
ま
し
て

は
、
そ
う
い
っ
た
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が
近

辺
に
な
い
こ
と
（
少
な
く
と
も
梨
木
か

ら
2
k
m
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
）
、
で
き

れ
ば
皆
無
で
あ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
栽

「
梨
」の
大
敵
「
赤
星
病
」

協
力
く
だ
さ

い

＜消毒のや り 方＞

回数 時 月廿
六 染.‘‘

ー
剤 名 柴液の作り方 そ の 他

3 月下旬

4 月中旬
ポリオキシン

AL 水和剤

4 月下旬

水10 Qに 5 g

春先降雨の多い

年は回数を増し

て下さい

培
環
境
と
い
え
る
の
で
す
。

赤
星
病
は
、
黒
星
病
、
黒
斑
病
と
異

な
り
左
の
図
の
よ
う
な
伝
染
の
仕
方
を

す
る
の
で
農
家
自
身
が
梨
の
消
毒
を
す

る
だ
け
で
は
防
ぎ
切
れ
な
い
面
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
ご
協
力

か
不
可
欠
な
の
で
す
。

そ
の
一
っ
と
し
て
、
新
興
住
宅
地
を

は
じ
め
宅
地
内
で
庭
木
を
植
え
る
際
は

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を
さ
け
て
い
た
だ
く
こ

と
、
ま
た
、
既
植
し
て
あ
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
薬
剤
消
毒
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

こ
れ
等
皆
様
の
ご
協
力
が

□
世
紀
の

歴
史
を
も
つ
村
特
産
梨
栽
培
の
安
定
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

氏

\ 

カ
キ
氷
、
ス
イ
カ
、
風
鈴
：
：
．
．
、
夏

の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
庭

先
で
の
花
火
は
格
別
で
す
。
し
か
し
、

お
も
ち
ゃ
花
火
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
夏
休
み
に

入
る
と
、
解
放
感
か
ら
子
ど
も
の
心
か

ゆ
が
み
、
非
行
に
は
し
り
が
ち
に
な
り

ま
す
。
少
年
非
行
は
、
こ
こ
数
年
、
高

い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
五
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に

法
の
改
正
、
警
察
の
取
締
り
強
化
な
ど

で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
暴
走
族
が
近
年

再
び
急
増
し
始
め
た
こ
と
が
気
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
長
期
休

暇
、
気
の
ゆ
る
み
と
い
う
具
合
に
や
や

も
す
る
と
非
行
に
走
り
や
す
い
環
境
が

整
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
が
―
つ
の
分
岐
点
に
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
関
心
を
寄
せ
非
行

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
。
花
火
は
正
し
く
使
っ
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

〔
花
火
を
楽
し
む
た
め
の
留
意
点
〕

＊
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

唸
気
象
状
況
を
考
え
、
強
風
、
異
常
乾

燥
注
意
報
が
あ
る
と
き
は
や
め
る

＊
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
、
か
な

ら
ず
大
人
と
一
緒
に＊注

意
書
き
を
良
く

読
み
、
花
火
を
ほ

ぐ
し
た
り
、
数
本

ま
と
め
て
点
火
し

た
り
は
絶
対
や
め

る
＊
水
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
用
意
す
る
な

ど
し
て
万
一
に
備

、
え
る



第358号 平成 3 年 7 月 10 日 (6) 

国すっ
か
り
庶
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

定
着
し
た
ゴ
ル
フ
ー
。
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
村
教
育
委
員
会
（
社
会
体
育
館
）
で

は
初
心
者
を
対
象
に
ゴ
ル
フ
教
室
を
6

•
7

月
の
夜
間
、
の
ベ
1
0
回
の
日
程
で

開
き
ま
し
た
。

時
流
を
反
映
し
て
か
女
性
が
大
半
、

勤
め
帰
り
の
O
L

や
主
婦
な
ど
十
八
人

が
参
加
。
ゴ
ル
フ
場
の
支
配
人
か
ら
ク

ラ
ブ
の
捏
り
方
な
ど
ゴ
ル
フ
の
基
本
を

レ
ッ
ス
ン
。
受
講
者
は
一
様
に
初
め
は

ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
し
た
が
終
盤
に
は

何
と
か
打
て
る
よ
う
に
な
り
「
早
く
コ

ー
ス
に
出
て
試
し
て
み
た
い
で
す
」
と

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。Bぃ

サ
ル
ピ
ア
を
植
え
る
須
賀
老
人
ク
ラ
フ

（
代
表
星
野
林
蔵
）
の
皆
さ
ん

I 

心
の
豊
か
さ
、
生
活
に
ゆ
と
り
を

1

と
、
村
で
は
「
花
い
っ
ば
い
運
動
」
を

展
開
。
庁
舎
内
に
は
常
に
四
季
折
々
の

花
を
飾
り
、
和
や
か
さ
を
保
つ
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
老

人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
一
地
区
に
。
フ
ラ
ン
タ
ー
1
0
箱
、

サ
ル
ビ
ア
の
苗
二
百
本
、
そ
れ
ぞ
れ
十

六
地
区
に
配
布
。
総
数
百
六
十
箱
、
三

千
二
百
本
を
地
域
の
ふ
さ
わ
し
い
場
所

等
に
植
え
て
い
た
だ
き
花
の
良
さ
を
み

ん
な
で
味
わ
い
ま
し
ょ
う
ー
と
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様

か
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
村
を
花
で
い
っ
ば
い
に

久砥:
 

卜

ゴ
ル
フ
教
室
に

O
L

ら
多
数

恩田万吉さん

゜国木舟
高
齢
者
の
恩
田
万
吉
さ
ん
は

恩
田
ガ
吉

昨
年
大
台
の
満
百
歳
を
ク
リ
ア
、
こ
の

六
月
十
六
日
で
百
一
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
の
栄
誉
を
記
念
し
て
金
一

封
を
贈
り
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

万
吉
さ
ん
は
昨
年
同
様
変
わ
り
な
く

健
康
、
目
も
耳
も
衰
え
る
こ
と
な
く
普

通
で
す
。
た
だ
「
最
近
、
以
前
よ
り
晩

酌
が
お
い
し
く
な
い
ん
だ
が
」
と
い
い

な
が
ら
も
お
荼
菓
子
、
荼
を
口
に
す
る

姿
は
、
健
康
そ
の
も
の
で
し
た
。

さ
ん
百

歳
に

屈東小児童ユニセつ募金
このほど東小（校長・佐藤紀ー）の児童はユニセフ

（国際連合児童基金）に40,337円を寄付しました。全校

児童が自分たちの小遣いなどを節約し募ったもの。自

分らと同世代の子どもたちが湾岸戦争などでこまって

いる。少しでも、きれいな水が飲めたり、教科書で勉

強できるように一と行ったものです。同校では数年

前からユニセフ募金を行っています。
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馨
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

国千葉
県
八
日
市
場
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
二
十
人
と
明
和
村
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
四
十
五
人
の
交
流
会

か
六
月
五
日
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
数
年
前
、
山
梨
県
で
開
か
れ

た
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
（
種
目
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

で
知
り
合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り

以
来
続
け
て
い
る
親
ほ
く
大
会
で
す
。

皆
さ
ん
、
面
識
も
十
分
、
気
心
も
知

れ
て
る
と
あ
っ
て
混
合
メ
ン
バ
ー
で
十

六
ホ
ー
ル
を
和
気
あ
い
あ
い
と
。
フ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
手
作

り
豚
汁
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
で
交
流
大
会

国

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
支
部
第
7
7

団
（
明
和
支
団
、
代
表
、
砂
賀
と
し
子

さ
ん
）
の
メ
ン
バ
ー
ニ
十
八
人
と
保
護

者
な
ど
は
、
六
月
二
十
三
日
、
中
央
公

民
館
に
集
合
、
「
私
た
ち
と
同
世
代
の
子

ど
も
た
ち
が
災
害
の
た
め
こ
ま
っ
て
い

る
、
テ
レ
ビ
で
み
て
も
い
た
ま
し
い
。

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
」
と
小
遣
い
や

生
活
費
を
切
り
つ
め
、
雲
仙
岳
噴
火
災

害
に
資
金
カ
ン
パ
。

こ
の
救
援
金
は
一
担
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
県
支
部
に
送
金
し
、
県
支
部
で
県

下
全
部
を
と
り
ま
と
め
一
括
、
長
崎
県

・
雲
仙
岳
噴
火
災
害
救
援
金
と
し
て
送

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
雲
仙
災
害
に
カ
ン
パ

" バパさん、‘‘ッスIし
父の日の 6 月 16 日、西幼稚園でミニ運動会

が開かれました。あいにくの小雨模様だった

ため会場は園庭から西小体育館に変更。主に

父親が参加、とかく仕事に追われがちなパパ

さん、この日ばかりは大ハッスル＿。綱引き、

パン食い競争リレーなど 10種目に「お父さん

がんばれ」の声援を受け、親子のふれあいを

高める楽しい半日を過ごしました。

0 日［悶
大の
臣江
ヵ~森

ら政
感美

悶：
をは
平‘

資こ
さの
れほ

江
森
政
美
さ
ん
法
務
大
臣
感
謝
状

江森政美さん

ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
犯
罪
や
非
行
防

止
に
関
心
を
も
ち
、
愛
と
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
非
行
少
年
等
の
更
生
保
護
に

尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
更
生
保
護
婦
人
会
長
、
館
林
邑
楽

更
生
保
護
婦
人
会
長
と
し
て
地
域
の
先

頭
に
立
ち
、
川
俣
駅
な
ど
で
チ
ラ
シ
配

布
す
る
な
ど
街
頭
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
一
連
の
活
動

が
認
め
ら
れ
今
度
の
受
賞
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



第358号 平成 3 年 7 月 10 日

スポーツの拠点
社会体育館

合(84)4626

（夏の票民哀通
レティス交通安

村
教
育
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
の
一
環
と

し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
次
の
と
お
り

開
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な

に
参
加
し
よ
う

シ
ル
バ
ー
健
康
ス
ポ
ー
ツ

Q P n 

7 月 11B~ 7 月 20B

(8) 

暑
さ
、
だ
る
さ
、
気
の
ゆ
る
み
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
か
ら
こ
の
時
期
に
は
交
通

事
故
が
急
増
し
ま
す
。
7
月
1
1
H
か
ら

7
月
2
0
日
ま
で
の
夏
の
交
通
安
全
運
動

か
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
も
う

一
度
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

圏
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
み
ん
な
で
築
こ
う

群
馬
の
交
通
安
全
」

圏
運
動
重
点

一
、
無
謀
運
転
の
防
止

一
、
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
徹
底

一
、
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
追
放

汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

＊
期
日
1
1
7
.
8
.
9
.
1
0
月
中
の

1
0
回
程
度

＊
会
場
1
1
社
会
体
育
館
、
中
央
公
民

館
、
明
中
校
庭
な
ど
・

＊
対
象
1
1
村
内
在
住
、
在
勤
の
6
0
歳

以
上
の
人
・
定
員
…
3
0
人

＊
参
加
費
1
1
無
料
（
但
し
保
険
代3
6
0
円

必
要
）

＊
内
容

I
I

▽
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
▽

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
▽
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▽
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

含
講
師
1
1
村
体
育
指
導
委
員

含
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7
月
2
0
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

(
6闘
4
6
2
6
)
。

電
話
で
も
可
。

暴走行為

みだら、聞いだら

110番…

〇
準
優
勝

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
住
宅
街
な
ど

を
わ
か
も
の
顔
で
暴
走
す
る
若
者
た
ち

い
わ
ゆ
る
暴
走
族
の
動
き
が
活
発
に
な

る
時
期
ー
。
警
察
の
徹
底
し
た
検
挙
と

補
導
が
功
を
奏
し
減
少
し
て
い
る
も
の

の
極
少
人
数
あ
る
い
は
単
独
で
ゲ
リ
ラ

的
な
暴
走
行
為
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
暴
走
族
を
追
放
す
る
た
め

警
察
で
は
厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
暴
走
族
を
な
く
し
て
い

く
に
は
警
察
の
み
な
ら
ず
、
保
護
者
、

学
校
な
ど
の
関
係
者
が
一
体
と
な
り
地

域
ぐ
る
み
で
＂
暴
走
族
を
許
さ
な
い
“

と
い
う
杜
会
環
境
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
カ
ッ
プ
第

1
1回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
太
田
邑
楽
支
部
大
会
結
果

「
明
和
西
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

監
督
、
長
谷
川
保
」
チ
ー

ム
。
な
お
、
同
チ
ー
ム
は

県
大
会
に
も
出
場
し
健
闘

し
ま
し
た
。
ム

チ西nuｷ 
禾明の

`~ 
[
 

立
口の子女

( 
勝優準

家
庭
・
地
域
く
る
み
で

暴
走
族
を
な
く
そ
う

す族厳と口④ど子いと③く②な①族ーさ
るをしいな家にどうを自話車い子を人んそ
よ見くうぃ庭ふも警知分しのでどなひにこ
うか監意、やだに察らの合使くもくとおで
にけ視識さ学ん関庁な子い用だにしり顧‘
したしのせ校か心のいどまにさ安てがい家
まらて徹な‘らを調親もしつい易い認し庭
し‘い底い地注も査ヵゞかょい なき識まを
ょすく‘‘域意ち結約暴うて 車ましすは
うぐたま見なし、果六走 は のし実゜じ
゜警めたビどま交が割族 ‘ ゲょ践次め
察に‘灯でし友青もで 家 ぇっしの地
にもさカ~暴よ関 いあ 族 方゜てこ域
通暴らな走う係］るる で を 暴との
報走にどを な。とこ よ し ／L を皆

「しない、させない不正改造」……不正改造車排除運動実施中。
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み3 スポー',]から参加するスポー‘,}へ

第11回壮年ソフトボール大会結果

優勝した新里チーム

大
佐
貰

2

立'ー

千

津

井

新
1 

位
1-1'1 

1
0回

(
A
M

含
期
日

1
1
7
.
8

月
中

9
時
3
0分
1
1
1時
3
0分
）

合
会
場

1
1

社
会
体
育
館

合
対
象

1
1

村
内
在
住
の
小
学
4
.
5

.
6

年
生
の
男
女

唸
参
加
費
1
1

無
料
（
但
し
保
険
料

3
6
0
円

必
要
）

玄
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7

月

2
5
Hま
で

に
社
会
体
育
館
へ
（
電
話
申
込
み
で

も
可
）

矢
島
・
大
輪

第33回村民野球大会結果

優勝したレッドスター

A ブロック優勝の「キャッツ愛」

参
加
者
募
集

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

村民春季バレーボール大会

B ブロック優勝の「明和クラブ」

A ブロック（リーグ戦）

チーム名 ウイングス キャソツ愛 ムーン 江口新生 勝数 負数 順位

ウイングス \ X X X 3 4 

キャッツ愛

゜ : ゜ ゜
3 1 

ムーン

゜
X \ X 1 2 3 

江口新生

゜
X 

゜
\ 2 1 2 

B ブロック（トーナメント）

11 ゜

商
工
会メィ

ワ
ー
ズ

キ
ケ
ン

レ
ッ
ド
ス
タ
ー

1

立＇ー

特
殊
電
装
昧

昧
日
興
リ
カ

新
里
2

立,1 

2
 

ー
、
）

位
ズ

チ
ェ
リ
ー
ズ

大
佐
貰
ク
ラ
ブ

愛
好
会

明
和
ク
ラ
ブ

1

立'ー
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口 ロ

役
場
職
員
募
集

土
木
技
術
者
一
募
集
•
平
成

4

年
度

一
般
事
務

明
和
村
役
場
で
は
、
平
成
4
年

度
採
用
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

昭
和
4
3

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
9
年
4

月
1
B
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平

成
4
年
4
月
1
日
現
在
で
満
1
8

歳
ー
2
3
歳
）
で
高
卒
以
上
の
学

歴
の
あ
る
人

◇
職
種

1
1

一
般
事
務
職
員
及
び

パ
ソ
コ
ン
、
土
木
関
係
等
、
専

門
技
術
職
員

◇
受
付

1
1

平
成
3
年
8
月
1
日
＼

8
月
1
7
日
ま
で

◇
申
込
み
先
1
1

役
場
総
務
課

◇
採
用
人
員
（
予
定
）
1
1

若
干
名

◇
試
験

1
1

県
の
統
一
試
験
（
教

養
試
験
一
次
）
、
口
述
試
験
・
作

文
試
験
・
身
体
（
二
次
）

◇
試
験
日
1
1
9

月
2
2
H
（
一
次
）

◇
試
験
場
所
1
1

県
立
前
橋
商
業
高

等
学
校
（
前
橋
市
）

◇
顧
書
等
1
1

総
務
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
総
務
課
に
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

村の無料法律相談

゜ ◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
平
成
四
年

度
採
用
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

含
資
格

1
1

昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら

4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大

学
卒
業
の
人
、
ま
た
、
4
4
年
4
月
2

日
か
ら
4
7
年
4
月
1
H
ま
で
に
生
ま

れ
た
短
大
卒
業
の
人
（
い
ず
れ
も
卒

業
見
込
み
含
む
）
で
当
組
合
管
内
（
明

和
村
、
館
林
市
な
ど
）
に
在
住
す
る

人
。
た
だ
し
、
管
外
在
住
で
も
、
家

族
が
管
内
在
住
で
あ
れ
ば
応
募
可
能

で
す
。

＊
募
集
人
員
1
1

若
干
名

＊
職
種

1
1

消
防
官

＊
試
験

1
1

教
養
・
作
文
・
体
カ
・
面

接
・
身
体
（
身
長
、
体
重
、
視
力
、

肺
活
羅
等
の
基
準
あ
り
）

含
願
書

1
1

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

成
績
証
明
書
等

館
林
消
防
組
合

職
員
募
集

時＝ 8 月 12 日（月）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 8 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

午前10時～午

◇日

◇場

乳 日
し
ー
ノ 健

時＝ 8 月 8 日（木）

時受付

所＝保健センター

: 午後 1 時～ 2 

日
易

士

•• 
健 康 相 火

火

———
-R 

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一
定
面

積
以
上
の
土
地
取
引
き
を
す
る
場
合
は

知
事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価

の
高
騰
を
抑
制
し
乱
開
発
な
ど
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

明
和
村
は
監
視
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
市
街
化
区
域
内
に
つ
い
て
は
従
来

口
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
取
引
き
の

場
合
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し

こ
。t
 この

ほ
ど
制
度
改
正
が
あ
り
そ
の
届

出
面
積
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
、
今
年
の

六
月
十
五
日
か
ら
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル

二
百
2
m以
上
の
土
地
取
引

届
出
が
必
要

は

＊
試
験
B
1
1
8

月
1
1
日

含
試
験
場
所
1
1

消
防
本
部
（
館
林
市
）

＊
申
込
み
1
1
7

月
2
5
日
ま
で
に
消
防
本

部
又
は
明
和
分
署
へ
。

詳
細
は
当
組
合

(
6⑰
3
1
7
1
)

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

憂 ら 誓 [ いん血 ＿、 献 弓
選献 7 °‘者夏—

愛誓の ベ‘血 月 7 ぜがは 協 血
ま 口 呂 L間- は月ひ減‘

゜
す゜ 26 誓 少 誓 ヵにみ分 200 で愛→ 日 し

んな 献血 m£ す゜血の 健贔 にごがちなど く 献
贔芯 の□ 献血‘ 液助セ げ すで。 のた だ 血②ンめ→‘ 種類 400 合け 夕だ 讐 に し‘ 止

どか mtい 1 さ献

以
上
の
土
地
取
引
き
に
つ
い
て
は
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

届
出
は
契
約
の
六
週
間
前
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
か
な
ら
ず
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

I 人権・行政・心配ごと相談 I
• H 時＝ 7 月 15 日（月） 午前10時～午

後 3 時

所．＝役場会議室◇場

時＝ 8 月 6 日（火）

時受付

所＝保健センター

午後 ー 時 ~ 2 

日

|
 _

_

 し◇

交通事故相

◇場

時＝ 7 月 18 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前ー ゜時 ~ 午

ニ火
詠

日
易

i
 

•• 

年 金 相

時＝ 8 月 1 1::1（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前ー ゜時 ~ 午

吾火
R火
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特定疾患医療結付対象疾病（表一①）

疾 患 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

2

1

2

2

2

3

2

4

2

5

2

6

2

7

2

8

2

9

3

0

3

1

 

ベーチェット病

多発生硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症・皮膚筋炎及び多発生筋炎

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱疱

脊髄小脳変性症

クローン病

劇症肝炎

悪性間接リュウマチ

パーキンソン病

アミロイドーシス

後縦靱帯骨化症

ハンチントン舞踊病

ウィリス動脈輪閉塞病

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型（うっ血型）心筋症

シャイ・ドレーガー症候群

表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型）

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

九
月
中
旬
、
全
国
花
き
生
産
者
大
会

群
馬
県
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
視
察
団
一
行
が
大
会

二
日
目
の
十
二
日
（
予
定
）
に
本
村
を

訪
れ
、
千
津
井
地
区
の
シ
ク
ラ
メ
ン
な

ど
花
き
生
産
農
家
を
視
察
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
歓
迎
の
意
を
込
め
、
こ
れ
等

を
念
頭
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
も
主
旨
ご
理

解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ょ

7

I

I

 

9月に来村

します。

全国花き生産者
大会参加者一行

村
で
は
従
来
、
毎
年
8
月
と
1
2月
に

原
因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い

な
い
う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す

る
難
病
・
表
ー
①
（
特
定
疾
患
）
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
患
者
又
は
家
族
に
対
し
、

そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
と
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

従
来
、
個
々
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
ご
連
絡
申
し
上
げ
て
い
ま
し
た

が
諸
事
情
、
と
り
わ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
、
今
度
か
ら
本
人
申
請
主
義

を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
（
表
ー
①
参
照
）

特
定
疾
患

届
出
く
だ
さ

し‘
月

2
0日
ま
で
に
「
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
」
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
役

場
住
民
課
へ
申
請
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
詳
細
は
住
民
課
（
闘
3

1
1
1
)

に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
―

県
有
施
設
を
見
学

し
て
み
ま
せ

群
馬
県
で
は
広
く
県
民
に
県
の
施
設

や
事
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
次
の
と

お
り
見
学
会
を
予
定
し
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
期
日

1
1
9

月
5
日
困

ん

か
゜

に
該
当
さ
れ
る
方

チビッコたち
キャンプに参加しよう

ンフ゜参加若を
村教育委員会でi:：ま］、学校高学年生
募集しています。 小学校時代のア
です。夏の思い出を：口；をかさろう。
ルバムに新たな l . 22 日 (2 泊 3 日）
玄期 8 =8 月 20. 21 . 6 年生
＊対 象＝小学校 4. 5 ンプ場（群馬県黒
六場所＝花見ケ原キャ

員＝i：: 寸｀員になり次第締切り
となります。） バスで見
六日程＝ 1 日目•• • 
学（小平鍾乳洞・童謡ふるさ
と館・富弘美術館）
2 日目•••赤城山登山
3 日目•••わたらせ渓谷鉄道見
学乗車。電車等で帰る。

食参加費＝ 5；覧悶1日から教育委員会にて
女受付＝受付します。合(84)4491へ。

◇
参
加
者
1
1

第
1
班
…
明
和
・
板
倉
・

館
林
の
住
民
。
1
8歳
以
上
。

◇
定
員

1
1
1
0
0

人
(
l
.
2
班
と
も
5
0

人
）
。
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

◇
乗
物

1
1

大
型
バ
ス

◇
県
職
員
が
同
行
案
内
す
る

◇
費
用

1
1

無
料
（
昼
食
等
は
参
加
者

負
担
）

◇
見
学
先
1
1

花
の
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮

城
村
）
、
赤
城
山
大
沼
覚
満
渕
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
料
館
、
赤
城
ふ
れ
あ
い
の

森
な
ど

◇
所
要
時
間
1
1

明
和
村
中
央
公
民
館
A
M

8
時
1
5分
集
合
出
発
、
帰
宅
同
公
民

館
に
P
M
5時
4
5
分
着
（
予
定
）

◇
応
募
方
法
1
1

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
過
去

参
加
の
有
無
を
明
記
し
8
月

1
5日
ま

で
に
、
〒
3
7
4
館
林
市
仲
町11の
1
0

、

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
あ
て

送
付
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
館
林

財
務
事
務
所
地
域
振
興
室

(
C⑰
4

4
6
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

玄定

＿
寄
付
あ
り
が
と
う
＿

圏
冨
塚
金
市
さ
ん
（
中
谷
）
3

万
円

圏
帆
足
邦
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
3
万
円

圏
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
（
代
表
栗

原
良
二
さ
ん
）
1
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

7
月

2
3日
閲
か
ら
予
約
受
付
で

す
。
詳
細
は
7

月

2
3日
新
聞
紙
上

に
て
発
表
。
宝
く
じ
収
益
金
は
市

町
村
災
害
対
策
や
住
み
よ
い
街
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

ロ
マ
ン
を
求
め
て

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
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し

9
1
9
1
1
1
9
9
9
9
9

し

9
9
9
9

ヽ
ヽ
ヽ
し

9
9
9

し

9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9

し

9

t

—
戸
人
人
人
人
人
一

一

-

2

2

8

4

2

-

-

3

-

1

4

2

1

)

2

 

ー
在
ぷ
ぷ

4
,
4

，
き
亡
出
一

ー
現

2
1
0
5
5

動
死
転
一

一
口
一
人

B

の
一

一
の

1

中
一

一
寸
月
数
数
月
人
人
一

一
木

7

帯
総
男
女
(
。

3
5
-

～
日
生
入
ー

世
人
出
転
—

9
9
9

ー
し

9
9
9
`
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9

言 館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

7 月 21 日
古屋病院川村医院 堀越医院合(73)4151 岡田医院 小西医院

曜 合 (63)616| 合 (72) 1337 増田医院合（72) 1387 合 (72)3163 合 (86)2261

7 月 28 日
真中医院川田（耳）医院 慶友病院 館林地区と

当 合 (72) 1630 合 (72)3314 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 同じです。

8 月 4 日
横田医院小倉医院 須田医院合(72)0862 最上医院 館林地区と

合 (72)0255 合 (72)0606 多々良診療所 合(72)3060 ff(74)3763 同じです。
番

ふ話:でで: ま寺8 月 11 日
落合医院大神医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 竹越医院

医
合 (72)3160 合 (62)2200 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 云 (84)3137

8 月 18 日
白沢医院川田（耳）医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

合(72) 1600 合 (72)3314 ゆたか医院合(73) 7308 合 (74)0184 同じです。

元
群
馬
県
職
員
（
東
部
農
政
事
務
所

長
、
農
業
総
合
試
験
場
企
画
部
長
な
ど

要
職
を
歴
任
）
で
梅
原
在
住
の
砥
川
林

蔵
さ
ん

(
6
2歳）
は
、
こ
の
ほ
ど
ア
フ

リ
カ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
帰
国
。
儀

川
さ
ん
は
二
年
前
、
国
際
協
力
事
業
団

か
ら
農
業
技
術
指
導
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
任
務
を
終
え
て
の

帰
国
で
す
。

当
地
で
は
主
に
米
づ
く
り
の
指
導
を

硝川林蔵さん

6 月の

` 
,, 

救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 11 件

●その他 6 件

●計 23 件

ナ
イ
ジ
ェ

蟻
川
さ
ん

、\._ベ:,

現地での硝川さん（右）

（
元
県
職
員
）

リ
ア
農
業
指
導
終
え
て

担
当
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
米
づ
く
り
の

技
術
水
準
は
日
本
に
遠
く
及
ば
ず
、
十

ア
ー
ル
当
り
の
収
量
は
一
五
0
k
g
ほ
ど

日
本
の
三
分
の
一
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

儀
川
さ
ん
は
大
学
時
代
、
農
学
を
専

攻
、
卒
業
後
県
職
員
と
な
り
、
農
業
試

験
場
や
農
業
改
良
普
及
所
な
ど
農
業
部

門
の
普
及
員
と
し
て
農
家
の
生
産
技
術

指
導
に
た
ず
さ
わ
り
、
一
貫
し
て
農
政

畑
で
活
躍
、
研
究
”
群
馬
に
儀
川
あ
り
”

と
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

「
在
職
中
、
数
回
海
外
へ
の
話
が
あ

り
、
以
前
か
ら
自
分
の
力
を
試
し
て
み

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
の
だ
が
、

病
む
ひ
ざ
に
包
帯
巻
け
り
ふ
と
亡
父
の

ゲ
ー
ト
ル
巻
き
居
し
横
顔
の
汗
＜

石
村
艶
子

夜
の
宴
鬼
面
太
鼓
に
も
り
あ
が
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
か
く
て
芸
に
酔
ひ
し
か

篠
木
よ
し

目
覚
む
れ
ば
冷
え
た
麦
荼
を
枕
辺
に

そ
っ
と
さ
し
出
す
白
き
手
を
見
つ野

村
初
枝

硝
子
戸
に
映
る
紫
陽
花
生
き
生
き
と

露
こ
ほ
し
を
り
青
蛙
見
ゆ

始
沢

文

芸

良
子 こ

ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

田
芝
支
部

タ
カ

職
務
、
家
族
等
の
こ
と
を
考
え
る
と
決

断
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
、
端
的
に
い

0

っ
て
簡
単
で
は
な
か
っ
た
が
良
い
経
験

に
な
っ
た
。
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い

が
、
や
は
り
海
外
へ
は
ま
ず
行
っ
て
み

る
べ
き
、
特
に
若
者
は
ど
ん
ど
ん

行
く
べ
き
、
国
際
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
も
ー
」
と
熟
っ
ぽ
く
語
る
砥
川
さ

ん
。そ

の
儀
川
さ
ん
が
日
本
の
国
際
化
が

叫
ば
れ
て
い
る
折
、
三
十
年
以
上
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
界
に
ー
—
、
と
り
わ

け
今
回
ア
フ
リ
カ
の
一
国
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
に
伝
え
た
こ
と
は
、
国
・
県
は
も

ち
ろ
ん
、
わ
が
明
和
の
誇
り
で
あ
り
、

名
誉
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
八
カ
月
遅
れ
で
奥
さ
ん
の
千

秋
さ
ん
も
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
ヘ
。
ニ

人
三
脚
で
ア
フ
リ
カ
発
展
に
尽
力
、
そ

の
奮
闘
ぶ
り
を
随
時
、
広
報
め
い
わ
で

紹
介
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

氏
名

秋
野
ム
メ

田
口
榮
良

柴
崎
し
づ
子

年
齢
世
帯
主

8
7
幸
雄

8
7
雅
美

8
1
勝
正

甘
き
香
り
放
ち
て
咲
け
り
ラ
イ
ラ
ッ
ク

揃
ひ
て
買
ひ
し
友
は
世
に
な
し

立
川
ツ
ヤ
子

桐
の
花
は
つ
か
に
揺
れ
て
こ
の
宵
の

水
張
田
に
は
月
の
映
ら
ず

立
川
ふ
さ

地
下
足
袋
の
翁
が
乾
き
を
う
る
ほ
せ
り

自
販
機
は
野
中
の
道
に
人
呼
ぶ砂賀

久
美
子

つ
む
じ
風
去
り
た
る
庭
の
来
訪
者

ふ
う
わ
り
飛
べ
ぬ
紙
風
船
か

野
口 梅大矢地

原輪島区

芦％％］塁

お
く
や
み
I
I

お
め
で
た

臼
`<

お
く
や
み
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句読

夏祭り

i

·
’
L

i
ー
一
t

, 

七
・
八
月
は
夏
祭
り
の
季
節
で
す
。

各
地
か
ら
”
ピ
ッ
ヒ
ラ
、
ピ
ッ
ヒ
ラ
”

と
お
は
や
し
か
聞
え
て
き
ま
す
。
五
穀

豊
穣
を
願
い
、
天
下
泰
平
、
家
内
安
全

を
祈
っ
た
夏
祭
り
、
地
域
の
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
。

子
ど
も
み
こ
し
、
師
子
舞
、
ハ
ッ
ピ
姿
、

ゆ
か
た
、
夜
店
な
ど
な
ど
夏
祭
り
に
は
、

ど
れ
一
っ
と
し
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
み

な
イ
キ
イ
キ
と
禅
い
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
ふ
れ
合
い
の
場
、
各
地
区
の
夏
祭
り
~

の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

1991 • No.359 
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投
票
率
低
調

清
水
一
郎
知
事
、
死
去
に
伴
う
群
馬

県
知
事
選
挙
は
七
月
八
日
告
示
、
七
月

二
十
八
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
副
知
事
の
小
寺
弘
之
氏

(
5
0歳・

無
所
属
）
と
弁
護
士
の
吉
村
駿
一
氏

(
4
7

歳
・
無
所
属
）
が
立
候
補
、
二
十
日
間

の
選
挙
戦
に
の
ぞ
み
、
そ
の
結
果
、
小

寺
弘
之
氏
が
初
当
選
を
決
め
ま
し
た
。

投
票
率
は
二
票
で
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
、
夢
づ
く
り
I
J
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

投
票
総
参
加
運
動
を
推
進
し
た
、
県
・

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
関
係
機

関
の
努
力
を
よ
そ
に
県
全
体
で
は
四
一

小
寺
弘
之
氏
当
選

•
五
九
％
と
低
水
準
。
本
村
の
投
票
率

は
七
0
•
四
四
％
と
前
回

(
6
3年7
月
）

七
―
ニ
・
六
四
％
を
三
．
―
-
％
下
回
っ
た

も
の
の
邑
楽
郡
内
で
は
ト
ッ
プ
、
県
平

均
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

〈投票所別投票結果〉

〇
吉
村
駿
一
（
無
新
）
五
九
八
票

屯
小
寺
弘
之
（
無
新
）
四
、
七
四
五

票

候
補
者
別
得
票
数

明
和
村
分

＜邑楽郡内候補者別得票結果〉

/ 明和村

邑楽郡内

てt-ッフ

口

知事選挙

群
馬
県
知
事
に

投票所 男女別 有権者 投票者 棄権者 投票率

男 280 223 57 79.64 

第 1 女 271 224 47 82.66 

計 551 447 104 81.13 

男 871 636 235 73.02 

第 2 女 876 645 231 73.63 

計 1,747 1,281 466 73.33 

男 1,069 608 461 56.88 

第 3 女 1,067 674 393 63.17 

計 2,136 1,282 854 60.02 

男 450 304 146 67 56 

第 4 女 461 321 140 69 63 

計 911 625 286 68 61 

男 339 259 80 76 40 

第 5 女 344 264 80 76 74 

計 683 523 160 76.57 

男 331 245 86 74 02 

第 6 女 353 270 83 76 49 

計 684 515 169 75 29 

男 527 390 137 74 00 

第 7 女 539 416 123 77 18 

計 1,066 806 260 75 61 

男 3,867 2,665 1,202 68 92 

計 女 3,911 2,814 1,097 71 95 

計 7,778 5,479 2,299 70 44 

こ吉村駿一 小、『弘之 投票率

明和村
哄 % 

598 4,745 70.44 

板倉町 715 5,926 57 26 

千代田町 569 4,197 58.75 

大泉町 1,411 9,712 42 18 

邑楽町 1,149 6,955 44 50 

計 4,442 31,535 50 07 

目 次

④©®@(が①

臨時会、東小改造契約など審議 4P 

農業委員無投票当選15人 II 

村税完納表彰式 II 

確川さん、ナイジェリアリポ 5P 

8 月は「道路をまもる月間」 II 

米国、留学生 2 人役場を表敬／／口

中幼で保護者勉強会 II 

堀口さんら民謡踊り 10周年 II 

高齢者対象に交通教室 7P 

老人と園児がふれあい II 

笠懸町の結婚相談員ら来庁 II 

森田・菅原（館林商工）役場表敬 8P 

村民ゴルフ大会参加者募集 II 

スポーツ団体クリーン作戦 II 

ソフト・バレー・ゲートボール大会参加者募集 9P

役場職員・県職員など募集

金婚者は届出を・•…•・・・

上江黒遺跡出土品展示

明中英語指導、トーマスです II 
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村
議
会
、

雲
仙
、

役
場
職
員

義
援
金
送
る

こ
の
ほ
ど
、
明
和
村
議
会

議
員
と
村
長
ら
特
別
職
及
び

役
場
一
般
職
員
（
い
ず
れ
も

全
員
）
は
一
連
の
長
崎
・
雲

仙
岳
火
砕
流
被
害
者
に
義
援

金
を
送
り
ま
し
た
。

議
会
は
一
二
万
三
千
円
、
職

員
は
八
万
六
千
九
百
余
円
、

そ
れ
ぞ
れ
金
融
機
関
を
通
じ

島
原
市
に
送
金
し
ま
し
た
。
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身近な選拳 。 村議選結果

村の方向、 12人に詑す

似

明
和
村
議
会
議
貝
選
挙
ホ
ス
タ
ー
毘
示
場
屯
狂
円
．
g
を
廿
云
茎

注

m

... 

ぃ
｀
A
9

、

.. 

"
’
.
‘
•
9
9
,
.

、

9

t
^

·p” 

17 

石
村
さ
ん

ヽ

18 

ー
現
職
9

人
、石村よしお

新
人
3

人
—

任
期
満
了
に
伴
う
、
明
和
村
議
会
議

員
選
挙
は
七
月
三
十
日
告
示
、
八
月
四

H

、
村
内
七
ヵ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
数
十
二
に
対
し
四
人
オ
ー
バ
ー
の

現
職
十
人
、
新
人
六
人
、
合
わ
せ
て
十

六
人
が
立
候
補
。
う
ち
無
所
属
十
四
人
、

社
会
党
一
人
、
共
産
党
一
人
。

最
も
身
近
な
選
挙
ー
、
初
め
て
女
性

二
人
が
立
候
補
す
る
な
ど
、
近
年
に
な

い
盛
り
上
り
を
み
せ
、
有
権
者
の
関
心

も
一
段
と
高
く
、
八
九
・
九
二
％
と
高

水
準
の
投
票
率
で
し
た
。

開
票
終
了
後
、
直
に
選
挙
会
が
開
か

れ
、
安
見
智
尋
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
か
ら
当
選
者
に
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。

開
票
結
果
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

衡
開
票
結
果

0

投
票
者
総
数

7
0
1
7

票

0

有
効
投
票
数

6
9
4
8

票

0

無
効
投
票
数

6
7

票

0

不
受
理

2
票

0

投
票
率

8
9
.
9
2
%

圏
候
補
者
別
得
票
数
（
）
内
は
党
派

※
小
数
点
以
下
第
一
位
四
捨
五
入
。

⑤
石
村
嘉
男
（
無
現
）

6
6
5

票

〈
開
票

結
果
〉

ト
ッ
プ

⑥
島
田
誠
司

®
泉
田
公
一
郎

®
始
沢
三
郎

®
海
老
原
金
平

木
村
悦
子

奈
良
徳
男

村
田
千
恵
子

（
無
現
）

（
無
現
）

（
無
現
）

（
共
現
）

（
無
新
）

（
無
新
）

（
無
新
）

⑥
小
平
喜
章
（
無
現
）

⑤
石
崎
栄
一
（
無
現
）

®
薗
部
明
（
無
新
）

3
6
6

票

1
0
7

票

5
0

票

2
5

票

敬
称
略
）

4
6
5

票

4
1
3

票

4
0
0

票

5
5
3

票

4
8
9

票

4
8
2

票

®
関
根
恨
市

®
森
尻
茂

⑤
栗
原
利
夫

（
社
現
）

（
無
新
）

（
無
現
）

5
8
5

票

5
7
6

票

5
5
9

票

⑥
泉
田
和
作
（
無
現

⑥
原
口
昭
一
（
無
新

6
1
7

票

5
9
6

票

全国花キ生産者大会

参加者一行 （視察団）

明和に米ます。

9月 12 日（木）。

が

千津井地区のシクラメンなど視察。

◎投票所別投票状況

投票所 男女別 有権者 投票者 棄権者 投票率

男 280 260 20 92.86 

第 1 女 273 264 , 96.70 
計 553 524 29 94 76 

男 871 786 85 90 24 

第 2 女 876 813 63 92 81 

計 1,747 1,599 148 91. 53 

男 1,080 886 194 82.04 

第 3 女 1,074 936 138 87.15 

計 2,154 1,822 332 84.59 

男 452 415 37 91. 81 

第 4 女 460 438 22 95.22 

計 912 853 59 93 53 

男 339 313 26 92 33 

第 5 女 345 326 19 94 49 

計 684 639 45 93.42 

男 332 288 44 86.75 

第 6 女 353 322 31 91. 22 

計 685 610 75 89.05 

男 530 476 54 89 81 

第 7 女 539 494 45 91. 65 

計 1,069 970 99 90 74 

男 3,884 3,424 460 88 16 

計 女 3,920 3,593 327 91 66 

計 7,804 7,017 787 89 92 



第359号 平成 3 年 8 月 10 日 (4) 

東
小
学
校
南
校
舎
内
部
大
規
模
改
造

工
事
を
行
う
た
め
、
建
設
業
者
五
社
に

よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
七
、

0

五
五
万
五
千
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、

河
本
工
業
株
式
会
社
（
館
林
市
）
と
エ

事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
九
六
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
三
0
億
0
、
六
九
六
万
八
千
円

こ
し
ま
し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

；
入
】

▽
繰
越
金
…
六
九
六
万
八
千
円
（
一
億

〇
、
六
九
六
万
八
千
円
）

【
歳
出
】

▽
農
林
水
産
業
費
…
一
五
八
万
九
千
円

（
一
億
七
、
五
0
三
万
九
千
円
）

▽
商
工
費
…
五
―
二
七
万
九
千
円
（
三
七

九
一
万
三
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
―
―
七
六
万
二
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
三
0
億
0
、
九
七
三
万
円
に
し
ま

し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

平
成
二
年
度
村
税
完
納
表
彰
式
が
七

月
―
―
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

市）
十
六
地
区
納
税
組
合
長
を
は
じ
め
、

ヶ
来
賓
の
村
議
会
議
長
、
館
林
税
務
署
長
、

谷（
館
林
財
務
事
務
所
長
、
総
務
常
任
委
員

入さ
長
、
そ
の
他
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て

ん子金
開
か
れ
ま
し
た
。

げ
二
年
度
は
十
六
組
合
中
、

受を犬ー彰表

十
二
組
合

人
ヶ
谷
、

が
完
納
、
入
ヶ
谷
の
3
2
回
連
続
完
納
を

ト
ッ
プ
に
、
3
1
回
1
1

田
島
、
2
8
回1
1

斗
＇

合
田
、
2
7
回1
1

下
江
黒
と
続
き
ま
す
。

一
方
、
矢
島
2
3
回
、
中
谷
1
4
回
、
大

輪
4
回
で
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
完
納

が
ス
ト
ッ
プ
新
里
は
引
続
き
完
納
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
は
、
納
税
者
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
得
ら\ 

ト
ッ
プ
の

3
2回
連
続
完
納

村
税

完
納
表
彰
式

乎
成
3
年
度
一
般
会
計

六
九
六
万
八
千
円
補
正

平
成

3
年
度
一
般
会
計

二
七
六
ガ
ニ
千
円
補
正

東
小
大
規
模
改
造
工
事

河
本
工
業
と
契
約 工

事
請
負
契
約
締
結
な
ど
審
議

第
2

回
村
議
会
臨
時
会
開
か
れ
る

【
歳
入
】

▽
県
支
出
金
…
二
六
五
万
円
（
一
億
―
-
‘

七
五
九
万
四
千
円
）

▽
繰
越
金
…
―
一
万
二
千
円
（
一
億
0

、

七
0
八
万
円
）

【
歳
出
】

▽
総
務
費
…
―
一
七
六
万
二
千
円
（
四
億

七
、
一
七
五
万
一
千
円
）

村議会

農地の番人、 農業委員無投票当選15名

当選証書を受ける農業委員

任期満了（ 7 月 28 日）に伴う、 7 月 14 日執行の明和

村農業委員会委員選挙は 7 月 9 日告示されましたか、

立候補届出者が15名の定数を超えなかったため、全員

の無投票当選か決まりました。

〈
公
選
に
よ
る
委
員
〉
※
届
出
順

関
口
忠
（
江
口
）
5
7
歳
現

瀬
下
佳
平
（
新
里
）
6
0
歳
新

田
村
正
雄
（
千
津
井
）
6
4
歳
現

荻
野
清
（
下
江
黒
）
6
8
歳
現

野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）
6
5
歳
現

石
村
一
雄
（
大
佐
貰
）
5
8
歳
新

島
田
繁
正
（
南
大
島
）
6
5
歳
現

田
口
和
晴
（
須
賀
）
5
9
歳
現

日
比
野
正
美
（
田
島
）
6
0
歳
新

吉
田
重
信
（
梅
原
）
6
6
歳
現

山
田
正
樹
（
矢
島
）
6
0
歳
現

蓮
見
邦
男
（
斗
合
田
）
6
2
歳
現

折
原
篤
（
中
谷
）
6
4
歳
新

宇
木
慶
一
（
川
俣
）
6
4
歳
現

村
田
泊
吉
（
大
輪
）
6
1
歳
現

〔
敬
称
略
〕

当
選
委
員
は

次
の
方
々
で
す
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硝川さん

/ 
れ
る
も
の
で
す
。
式
で
は
こ
れ
等
の
ご

労
苦
に
対
し
、
村
長
の
感
謝
の
こ
と
ば
、

来
賓
の
方
々
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
更
に

は
、
村
か
ら
完
納
し
た
組
合
に
表
彰
状

と
金
一
封
を
贈
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

こ
。t
 なお

、
納
税
者
皆
様
の
一
連
の
税
に

対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
が
実
り
、
こ

の
ほ
ど
明
和
村
は
、
平
成
二
年
度
県
税

の
納
税
に
尽
力
、
県
政
発
展
に
貢
献
し

た
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
賞
。
こ
れ

も
村
民
各
位
の
ご
理
解
ご
尽
力
の
た
ま

も
の
で
す
。
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

「
国
際
化
時
代
」
の
波
に
乗
っ
て
今

回
農
水
省
の
推
薦
で
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国

に
稲
作
指
導
で
ニ
ヵ
年
間
滞
在
し
て
来

ま
し
た
。[

[
[
f
P
I
]

□
~
~
パ
＂

5
-―
荘
）
ェ
リ
r、

お
伝
え
し
ま
す
。
皆

様
の
情
報
の
一
部
に
で
も
な
れ
ば
寺
い

で
す
。

ア
フ
リ
カ
は
赤
道
を
挟
み
東
西
、
南

北
夫
々
八
千
キ
ロ
に
及
ぶ
広
大
な
大
陸

で
す
。
東
の
高
原
地
帯
に
は
サ
フ
ァ
リ

ー
で
有
名
な
大
地
溝
帯
が
走
り
こ
れ
に

沿
っ
て
標
高
五
ー
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の

高
山
や
大
き
な
湖
が
、
中
北
部
は
世
界

磁
川
林
蔵
さ
ん

稲
作
指
導
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

最
大
の
乾
燥
地
帯
、
赤
道
直
下
は
高
温

多
雨
地
帯
、
南
北
端
は
亜
熟
帯
性
の
温

和
な
気
候
帯
に
属
す
る
な
ど
自
然
条
件

も
複
雑
な
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
約
四
億
人
、
人
種
は
四
系
統
に

約
二
千
部
族
が
収
ま
っ
て
お
り
、
言
語

は
約
八
百
種
に
及
び
ま
す
。
又
、
こ
の

大
陸
は
豊
か
な
鉱
物
資
源
を
埋
蔵
し
て

金
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
と
鉱
物
資
源
豊
富

い
ま
す
。
金
・
白
金
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

・
鉄
・
ア
ル
ミ
・
石
油
等
々
か
知
ら
れ

て
お
り
、
先
進
国
注
目
の
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
滞
在
し
た
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
は
東
西
・
南
北
共
に
約
千
キ
ロ
、

南
は
北
緯
四
度
の
大
西
洋
岸
か
ら
北
は

砂
漠
近
く
の
標
高
八
百
メ
ー
ト
ル
に
展

平成 2 年度組合別税額・完納回数

区分 収 入済額 連続

組合名 組合員 税 額 完納回数

斗合田 87 人 48,650,000円 28 回

下江黒 83 26,964,900 27 

上江黒 134 35,614,600 19 

千津井 140 45,222,600 3 

江 日 148 40,552,800 21 

田 島 143 36,201,000 31 

南大島 314 72,119,500 14 

新 里 308 77,901,200 

中 クロ 229 50,889,700 

梅 原 220 73,890,400 2 

),, 俣 111 22,560,200 24 

須 賀 122 30,450,400 19 

大 輪 222 90,343,200 

入ケ谷 33 7,892,100 32 

矢 島 162 48,081,500 

大佐貰 155 31,682,300 13 

計 2,611 739,016,400 

(0 村（県）民税 〇軽自動車税
＊対象とした税 0 国民健康保険税 0 固定資産税

（特徴、法人、村外分等除く）

開
し
、
日
本
の
二
倍
半
の
面
積
を
持
ち

国
土
の
南
半
分
は
赤
荼
色
の
土
の
上
に

緑
が
比
較
的
豊
か
、
北
半
分
は
灰
褐
色

の
砂
礫
土
で
草
も
少
な
い
状
況
で
す
。

五
月
1

十
月
か
雨
季
で
年
間
降
水
量
の

八
十
％
が
こ
の
時
期
に
降
り
、
乾
苧
中

の
ニ
ヵ
月
位
は
北
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
か
ら

吹
い
て
来
る
埃
で
薄
曇
り
の
連
日
で
す
。

こ
の
国
は
二
十
一
州
か
ら
な
る
連
邦

共
和
国
で
、
約
一
億
人
が
二
百
五
十
の

部
族
に
分
か
れ
夫
々
個
有
の
言
語
、
習

慣
を
持
ち
難
し
い
問
題
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
軍
政
が
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

西
麿
則
五
百
年
の
美
術
所
産
を
誇
る

古
い
国
で
す
が
西
欧
の
属
領
時
代
を
経

て
千
九
百
六
十
年
独
立
。
産
油
址
と
全

ア
フ
リ
カ
の
四
分
の
一
の
人
口
の
力
を

誇
り
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
新
興
国
と
も

言
え
る
国
で
す
。

次
回
か
ら
は
見
聞
記
で
す
。

雑
草
除
去
の
一
っ
に
除
草
剤
散
布
か

あ
り
ま
す
。
農
家
の
方
を
は
じ
め
多
く

の
方
が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
顧

い
で
す
が
、
道
路
、
特
に
改
良
後
ま
も

な
い
道
路
、
の
り
面
等
へ
の
除
草
剤
散

布
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

芝
や
草
の
根
綱
を
枯
ら
し
て
し
ま
い
｀

降
雨
等
で
道
路
が
浸
食
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る

道
路
。
み
ん
な
で
大
切
に
守
り
ま

し
ょ
う
。

道
路
、
の
り
面
に
は

除
草
剤
散
布
し
な
い
で

あ
願
い

道路は、

ヽ•
---.... 

美しく、安全に

8 月は「道路をまもる月間」です。国民共有の

財産である道路を子孫の代へ引き叡いでいくため

にも、道路は、常に広く、美しく、安全に利用し

ていきたいものです。
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国
゜

日中央
幼
稚
園
で
は
七
月
十
七
日
、
保

護
者
を
対
象
に
「
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

講
師
は
、
こ
の
四
月
赴
任
し
た
明
中
校

長
、
同
園
長
で
も
あ
る
築
比
地
栄
先
生

で
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
で
培
っ
た
デ
ー

タ
を
基
に
「
父
親
は
お
と
な
の
男
の
代

表
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
「
母

親
は
子
ど
も
が
望
み
ど
お
り
に
育
つ
と

思
っ
て
は
い
け
な
い
、
ど
こ
ま
で
も
子

ど
も
の
成
長
発
達
を
援
助
す
る
こ
と
」

等
を
力
説
。
皆
さ
ん
説
得
力
の
あ

る
話
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。 中

幼
で
r
父
親
・
母
親
と
は
」
を
勉
強

米
国
、
留
学
生
二
人
、
役
場
を
表
敬

七
月
十
二
日
、
カ
ナ
ダ
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
し
て
い
る
、
シ
ャ
ノ
ン
・
リ
ー

・
ア
ン
・
ゼ
レ
ニ
ー
さ
ん

(
1
6歳・
女

性
）
と
ブ
ロ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
さ
ん

(
1
5歳
・
男
性
）
の
二
人
が
館
林
商
工
高

校
の
先
生
ら
一
行
と
役
場
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
橋
本
助
役
が
応
待
し
、
時

節
が
ら
、
う
な
ぎ
な
ど
日
本
食
や
日
本

の
印
象
に
つ
い
て
懇
談
。

二
人
と
も
日
本
で
い
う
と
高
2
•
高

ー
に
あ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
館
林

商
工
高
校
の
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

七
月
二
十
一
H

ま
で
滞
在
。
同
高
校
に

も
五
日
間
在
学
し
学
校
生
活
を
体
験
し

ま
し
た
。
（
日
加
文
化
交
流
活
動
の
一
環
）

日
お
と
り
に
情
熱

1
0周
年

あ
か
ぎ
国
体
を
契
機
に
一
層

民
謡
踊
り
に
情
熱
を
注
い
で
い

る
五
人
グ
ル
ー
プ
（
国
体
グ
ル

ー
。
フ
）
を
紹
介
し
ま
す
。
国
体

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
舞
っ
た
人
た

ち
の
堀
ロ
キ
ヨ
子
・
石
村
八
重

子
•
O
O田
未
子
・
篠
木
節
子
・

木
村
嘉
珠
子
さ
ん
の
五
人
。

い
ず
れ
も
踊
り
は
ベ
テ
ラ
ン
、

中
で
も
リ
ー
ダ
ー
の
堀
口
さ
ん

は
、
三
十
年
の
超
ベ
テ
ラ
ン
。
「
民

謡
踊
り
は
流
行
が
な
く
み
ん
な

で
楽
し
め
る
も
の
。
こ
の
楽
し

さ
を
子
々
孫
々
に
伝
え
た
い
だ

け
」
と
踊
り
の
良
さ
愛
着
を
語

る
堀
口
さ
ん
。
今
年
も
、
ま
も

な
く
体
育
祭
の
踊
り
の
練
料
の

時
期
。
指
導
始
め
て
十
周

年
。
み
ん
な
で
楽
し
い
踊
り
か

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

を
（
詳
細
は
社
体
へ
）

日
ハ
チ
の
巣
か
な

南
大
島
の
岡
安
豊
さ
ん
（
建
築
業
）

方
の
木
材
置
場
天
井
に
、
変
わ
っ
た
形

・
色
の
ハ
チ
の
巣
が
で
き
、
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
長
さ
2
0
c
m
、
幅
l
o
e
m
ほ

ど
の
荼
色
で
白
っ
ぽ
い
シ
マ
模
様
の
入

っ
た
土
製
の
も
の
。

近
所
の
人
の
話
で
は
、
「
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
で
は
な
い
か
」
と
の
声
も
あ
る
が

「
そ
れ
に
し
て
は
大
き
く
な
い
。
ス
ズ
メ

バ
チ
だ
と
す
れ
は
も
っ
と
大
き
い
は
ず

だ
」
と
見
解
は
ま
ち
ま
ち
。
は
た

し
て
何
か
な
？
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国近年
、
自
転
車
に
関
連
す
る
事
故
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
交
通
対

策
協
議
会
と
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
二
十
人
ほ
ど
は
、
夏
の
交
通

安
全
運
動
中
の
七
月
十
六
日
早
朝
、
自

転
車
で
通
勤
・
通
学
す
る
人
た
ち
を
対

象
に
、
自
転
車
の
事
故
事
例
、
合
図
を

し
な
い
で
右
折
す
る
な
ど
が
絵
図
し
て

あ
る
チ
ラ
シ
と
交
通
安
全
の
羽
根
、

I
I

黄

色
い
羽
根
“
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

自
転
車
は
正
し
く
乗
っ
て
こ
そ
、
私

た
ち
の
最
も
身
近
な
交
通
手
段
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

゜

交
通
安
全
シ
ン
ボ
ル
°
黄
色
い
羽
根

国

村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
夏
の
県

民
交
通
安
全
運
動
に
ち
な
み
七
月
九
日

か
ら
の
ベ
1
2回
、
村
内
十
六
地
区
の
高

齢
者
約
四
百
人
を
対
象
に
交
通
教
室
を

そ
れ
ぞ
れ
の
区
集
会
所
等
で
開
き
ま
し

た
。
近
年
、
お
年
寄
り
に
関
連
し
た
事

故
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
一

層
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
一
と

開
い
た
も
の
で
す
。

館
林
警
察
署
交
通
課
職
員
ら
の
講
話

を
は
じ
め
、
運
転
適
性
検
査
車
を
使
い

免
許
証
所
有
者
全
員
を
対
象
に
速
度
反

応
検
査
な
ど
四
項
目
を
診
断
。
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
評
価
に
一
喜
一
憂
、
交
通
安

全
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
対
象
に
交
通
教
室

日
老
人
と
園
児
か
ふ
れ
あ
い

゜

笠
懸
町
結
婚
相
談
員
の
一
行
が
、
七

月
三
日
、
本
村
の
結
婚
相
談
活
動
状
況

を
視
察
に
訪
れ
、
橋
本
結
婚
相
談
所
長

（
助
役
）
や
中
西
結
婚
対
策
室
長
ら
が
応

対
し
ま
し
た
。

▼
結
婚
相
談
所
の
活
動
状
況
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
成
果
▼
新
設
し
た
結
婚
対

策
室
な
ど
に
つ
い
て
説
明
、
そ
の
後
、

質
問
等
で
意
見
交
換
。
具
体
的
な
事
例

を
あ
げ
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
嫁
・
婿
不
足
は
全
国
的
な
傾
向

だ
け
に
ど
こ
で
も
容
易
で
は
な
さ
そ
う

で
す
。日

笠
懸
町
¢
9視
察
団

村
内
痔
学
級
生
と
東
幼
稚

園
児
が
七
月
五
日
、
「
竹
と
ん

ほ
」
、
「
お
手
玉
」
づ
く
り
で

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

世
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
て

い
く
も
の
の
中
に
、
む
か
し

な
か
ら
の
行
事
・
遊
び
の
良

さ
か
あ
る
。
そ
の
良
さ
を
味

わ
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ら
の
子

ど
も
の
こ
ろ
の
遊
具
は
、
こ

う
し
て
作
っ
た
も
の
さ
」
と

語
り
か
け
な
が
ら
の
作
業
。

園
児
は
、
つ
く
る
喜
び
、
遊

ぶ
喜
び
を
満
喫
、
老
人
た
ち

も
、
わ
が
孫
の
よ
う
な
感
じ

で
手
ほ
ど
き
。
正
に
、

世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
で

し
た
。
（
東
幼
に
て
）
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社会体育館

合 (84) 4626 

口

＊
期
日
1
1
9

月

2
2日
⑪

含
会
場
1
1

板
倉
ゴ
ル
フ
場

＊
資
格
1
1

明
和
村
在
住
者

＊
募
集
1
1

一
六
0
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

＊
申
込
み
1
1
8

月

2
0日
1
8

月

2
5日
正

午
ま
で
に
参
加
費
を
そ
え
て
社
会
体

育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
受
付
I
I

午
前
9

時
1

午
後
7

時
）

＊
参
加
費
I
I

二
千
円
（
利
用
料
、
昼
食
、

カ
ー
ト
代
を
除
く
）

＊
競
技
方
法
1
1
1
8
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

第
2

回
村
民
ゴ

参
加
者
募

)! 

プ
レ
イ
。
新
ペ
リ
ア
方
式

含
競
技
規
則
1
1
J

G
A

ゴ
ル
フ
規
則
及

び
板
倉
ゴ
ル
フ
場
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
社
会
体
育
館
（

6

闘
4
6
2
6
)

へ

集
。

ル
フ
大
会

スポーツ団体、クリーン作戦
＝利根川総合運動場＝

7 月 14 日早朝、村スポーツ団体200人ほどが

利根川総合運動場のクリーン作戦を展開しま

した。途中、雨が降りそそぐ中、皆さんスコ

ップやゴミ袋片手に川辺の空かん、側溝のヘ

ドロ除却に勤労奉仕しました。

皆さん、お疲れさまでした。

森田武雄（レスリング）

菅原順也（カヌー）
•さん

洒外遠征のだめ

役場表敬訪問

一
九
九
一
年
ワ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
・

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権
大
会
（
開
催

地
1
1

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
日
本

選
手
団
副
団
長
と
し
て
、
菅
原
さ
ん
は

一
九
九
一
年
世
界
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ヌ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
（
開
催
地
1
1

オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
）
に
選
手
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
1
1

一
九
六
九
年
世
界
選

手
権
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
大
会
一
位
、

団
体
3
9
.
4
3
.
4
4

年
度
一
位
、
又
、
全

国
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
専
門
部
審
判
委
員

長
兼
事
務
局
長
な
ど
の
要
職
に
あ
り
、

レ
ス
リ
ン
グ
振
興
発
展
に
活
躍
し
て
い

る
森
田
さ
ん
。

一
方
、
ま
た
、
カ
ヌ
ー

1
1

平
成
二
年

国
体
関
東
大
会
一
位
、
全
国
高
校
選
手

権
大
会
一
位
な
ど
の
実
績
を
誇
る
菅
原

さ
ん
い
ず
れ
も
世
界
を
代
表
す
る
人
。

活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
の
音
の
聞
こ
ゆ
る
裏
通
り
背

を
丸
め
て
学
生
の
も
ど
り
ゆ
く野

本
み
ね
子

応
対
の
す
げ
な
く
出
で
て
坦
に
咲
く
八

重
の
む
く
げ
に
心
足
り
来
つ

原
口
美
津
子

コ
ス
モ
ス
に
蜻
蛉
は
止
ま
る
夕
ま
ぐ
れ

梅
雨
中
休
み
の
風
心
地
良
し福

田

初
江

昼
の
脱
鶴
ヶ
城
の
姿
絵
敷
き
あ
り
て
同

窓
の
友
は
切
絵
の
杵
と
畳
み
持
ち
し

原
口
文
江

敷
き
函
を
敷
き
し
所
に
実
の
付
か
ず
今

散
乱
と
小
玉
生
り
出
す

泉
田
政
子

苓
太
き

1
1貞
金
の
ダ
リ
ア
に
瞳
を
引
か
る

水
品
や
ど
り
梅
雨
に
叫
伽
れ
彩
ゆ

奈
良

、土

退

富
士

館
林
商
工
高
校
（
南
大
島
地
内
）
の

教
員
・
森
田
武
雄
さ
ん

(
4
8歳・
館
林

市
在
住
）
と
生
徒
、
菅
原
順
也
さ
ん

(
1
7

歳
・
館
林
市
在
住
）
は
、
七
月
八
日
役

場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

口

t
ろ
ぎ
短
教
会

A
)
ー
よ

二
人
と
も
7

月
下
旬
、

る
た
め
訪
れ
た
も
の
で
、

C

]

 

海
外
遠
征
す

森
田
さ
ん
は

照
子
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二
回
戦
大
差
を
逆
転

決
勝
＿
点
差
に
泣
く

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
合
い
間
、
我
々

新
里
ソ
フ
ト
の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
、
邑

楽
郡
大
会
（
会
場
千
代
田
町
）
に
明
和

代
表
と
し
て
出
場
。
折
し
も
村
民
野
球

大
会
と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
出
場
選
手

の
や
り
く
り
を
し
必
要
最
少
限
で
の
参

加
で
し
た
。

し
か
も
二
回
戦
の
相
手
は
昨
年
の
優

勝
チ
ー
ム
。
試
合
経
過
は
余
り
良
く
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
相
手
が
強
い
ほ

ど
闘
志
を
燃
す
I

．
我
が
チ
ー
ム
（
監
督

は
別
、
弱
気
に
な
り
無
口
に
な
っ
て
し

ま
う
）
は
そ
の
大
差
を
逆
転
、
決
勝
へ

と
進
ん
だ
の
で
し
た
。
正
に
感
動
の
ド

ラ
マ
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
決
勝
は
一
点
差
に
泣

き
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
根
性
。
勝
敗
は
時
の
運
。
勝
っ

て
も
負
け
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
す
ば
ら
し

い
と
感
動
し
た
次
第
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
自
己
主
張
、

鍛
練
、
快
汗
は
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
だ
れ
も
が
思
う
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
日
本
選
手
権
関
東
予
選
等

で
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場

を
か
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新里チーム監督の竹迫清さん

「ソフトボール郡大会に

参加して・・・・・J

゜＊
期
日
1
1
9

月
8

日
⑪

＊
会
場
1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象
1
1

一
般
村
民

＊
申
込
み
1
1
8

月
3
1
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

＊
期
日
1
1
1
0
月

1
0日
（
体
育
の
日
）

含
会
場
1
1

明
和
中
学
校
々
庭

＊
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

＊
期
日
1
1
9

月
8

日
⑪
・
1
5日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

村
民
又
は
村
内
の
事
業
所
で

編
成
す
る
チ
ー
ム

＊
申
込
み
1
1
8

月
3
0
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

玄
期
日
1
1
9

月

5
日
困

合
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

玄
対
象
I
I

一
般
村
民

玄
申
込
み
1
1
8

月
2
4
日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

参
加
チ
ー
ム
募
集

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

村
老
人
ワ
ラ
フ

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会
結
果

▼
一
位
1
1

大
佐
貫
A

▼
二
位
1
1

中
谷
A

▼
三
位
1
1

江
口
C

▼
四
位
1
1

千
津
井
2

（
リ
ー
グ
戦
。
4
2
チ
ー
ム
参
加
）

0
A

ブ
ロ
ッ
ク
（
リ
ー
グ
戦
）

▼
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
▼
二
位
1
1
キ

ャ
ッ
ツ
愛
▼
三
位
1
1

江
口
新
生
ク
ラ
ブ

圏
B

ブ
ロ
ッ
ク
（
リ
ー
グ
戦
）

▼
一
位
1
1

明
和
愛
好
会
▼
二
位
1
1

チ

ェ
リ
ー
ズ
▼
三
位
1
1

ウ
イ
ン
グ
ス
▼
四

位
1
1

大
佐
貫

第
3
5回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

A ブロック優勝の

「明和クラブ」

B ブロック優勝の

「明和愛好会」

〇
小
学
生
低
学
年
男
子
の
部
（
高
点
）

3
位
1
1

清
水
康
彰

(
8歳
・
矢
島
）

圏
中
学
生
男
子
の
部
（
高
点
）

3
位
1
1

中
島
篤
史

(
1
2歳・
大
佐
貫
）

※
明
和
剣
友
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
、
一
般
成
人
男
女
、

主
婦
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一
絡

に
快
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

含
練
習
日
1
1

毎
週
火
・
木
・
土
p
M
6
時

か
ら

唸
場
所
1
1

村
武
道
館

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

剣
道
大
会
（
明
和
入
賞
者
）

優勝した「大佐貫 A 」チーム

＊
期
日
1
1
9

月
1

日
⑪
A
M
9時
か
ら

＊
会
場
1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象
1
1
村
内
在
住
の
3
0
歳
ー
印
歳
未

満
の
男
女

＊
内
容
1
1

垂
直
と
び
な
ど
5
種
目

唸
定
員

1
1
5
0
名

＊
費
用
1
1

無
料

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
と
き
1
1

毎
週
水
曜
日
と
奇
数
週
の
土

闘
日
。
午
後
7

時
1
9

時

◇
と
こ
ろ
1
1

館
林
城
沼
総
合
体
育
館

◇
対
象
1
1

高
校
生
以
上
の
男
女

◇
定
員
1
1
1
0
人

◇
費
用
1
1

入
会
金
2
0
0
0
円
。
会
費

一
ヶ
月
1
0
0
0

円

◇
申
込
み
1
1

橋
本
（
大
字
川
俣
C
闘
2

7
6
3
)
か
、
練
習
日
に
直
接
会
場
へ
。

〇
小
学
生
3
.
4
年
生
の
部

3
位
1
1

吉
田
直
人

(
8歳
・
大
輪
）

〇
小
学
生
5
.
6

年
生
の
部

3
位
1
1

清
水
祐
輔

(
1
1歳・
矢
島
）

館
林
市
民
総
合
体
育
大
会

第
9

回
館
林
警
察
署
管
内

少
年
剣
道
大
会
（
明
和
入
賞
者
）

士
口糸
果

あ
な
た
の

体
力
は
？

合
気
道
で

さ
わ
や
か
な
i
f
を会

員
券
集
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ロ

明
和
村
役
場
で
は
、
平
成
4
年
度
採

用
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

唖
受
付
け
締
切
り
1
1
8

月
1
7
日
由
ま
で

卍
試
験
日
1
1
9

月
2
2
日
⑪
（
一
次
）

※
応
募
資
格
等
の
詳
細
は
「
広
報
め
い

わ
7
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
合

せ
は
役
場
総
務
へ

(
6闘
3
1
1
1
)

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
で
は

平
成
4
年
度
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

圏
受
検
資
格
及
び
要
件
1
1

館
林
市
・
邑

楽
郡
内
に
本
人
又
は
家
族
が
在
住
す

館
林
邑
楽
農
業
共
済
組
合

職
員
募
集
。

役
場
職
員
募
集

締
め
切
り
迫
る

ロ

館
林
地
区
消
防
組
合

職
員
募
集
—
|
|
0

(6

(3 

日
• 0

ー

る
短
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
人
。

▼
大
学
卒
…
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
＼

4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

▼
短
大
卒
…
昭
和
4
4
年
4
月
2
H
i

4
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

圏
職
種
・
人
員
1
1

事
務
員
、
若
干
名

唖
試
験
H
I
I
9
月
2
2
日
⑪
（
第
一
次
）

圏
試
験
会
場
1
1

館
林
市
役
所

圏
申
込
み
1
1
8

月
3
0
H
ま
で
に
役
場
総

務
課
へ
。
願
書
等
は
役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
当
組
合

3
1
1
)

へ

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
平
成
4
年
度

採
用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

昭
和
4
6
年
4

月
2
日
か
ら
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
高
校
卒
業
以
上
の
人
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
で
消
防
組
合
管

内
（
明
和
村
、
館
林
市
な
ど
）
に
在

住
す
る
人
。
た
だ
し
、
管
外
在
住
で

も
、
家
族
が
管
内
在
住
で
あ
れ
ば
応

募
で
き
ま
す
。

〇
申
込
み
1
1
8

月
2
3
日
ま
で
に
消
防
本

部
又
は
明
和
分
署
へ

〇
採
用
予
定
人
員
1
1

若
干
名

0
試
験
1
1

教
養
・
作
文
・
体
カ
・
面
接

・
身
体
（
身
長
、
体
重
、
視
力
、
肺

活
量
等
の
基
準
あ
り
）

〇
願
書
1
1

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
、
成

績
証
明
書
等

0
試
験
日
1
1
9

月
2
2
日
⑪

0
試
験
場
所
1
1

消
防
本
部
（
館
林
市
）

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部

(
C⑰
3
1

7
l
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
職
員
採
用
初
級
試
験
（
四
年

度
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

0
受
検
資
格
I
I
▼
年
齢
凹
昭
和
4
5
年
4

群
馬
県
職
員

募
集
（
初
級
）

群
馬
県
警
察
官
・

婦
人
警
察
官
募
集

月
2

日
1
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
囚
昭
和
4
1
年
4
月
2

日

1

4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

0
試
験
区
分
1
1

一
般
事
務
、
警
察
事
務
、

公
立
学
校
事
務
、
農
業
・
林
業
・
電

気
・
土
木
・
建
築
の
専
門
業
務

0
試
験
H
I
I
1
0
月
6
日
⑪
（
一
次
）

0
試
験
会
場
1
1

前
橋
高
等
学
校
は
か

〇
申
込
み
1
1
8

月
3
0
日
ま
で
に
県
人
事

委
員
会
事
務
局
へ

群
馬
県
警
察
で
は
警
察
官
・
婦
人
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。
（
四
年
度
）

0
受
検
資
格
1
1

平
成
4
年
4
月
1
日
現

在
、
1
8
1
2
7
歳
の
男
子
と
1
8
1
2
3
歳

ま
で
の
女
子

0
試
験
区
分
・
採
用
予
定
1
1

警
察
官
B

約
2
5
名
婦
人
警
察
官
約
5
名

0
試
験
日
1
1
9

月
1
6
日
（
一
次
）

圏
申
込
み
1
1
8

月
1
6
日
ま
で
に
館
林
警

村の無料法律相談

時＝ 9 月 10 日（灼

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 9 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

◇場

◇内

◇対

◇受

午前10時～午

H

易士

•• 
乳 日

し
ー
ノ 健

時＝ 9 月 12 日（木）

時受付

所＝保健センター

2
 

~ 寺"nL 
ー後午

吾＾ロ、

日
易

士

ー
ー
し
◇
◇

健

時＝ 8 月 15 日（木）． 9 月 3 日（火）

午前 9 時30分から

所＝保健センター

康 相 火
火

———
-R 

人権・行政・心配こ‘‘と相談

今月は都合により休ませていただき

ます。

県
で
は
「
郷
土
ぐ
ん
ま
」
を
テ
ー
マ

に
次
の
と
お
り
作
品
を
勢
集
し
て
い
ま

す
。

〇
対
象
1
1

県
内
の
小
・
中
学
生

〇
部
門
1
1

小
学
生
：
•
作
文
・
屈□
字
・
図

画
。
中
学
生
：
•
作
文
・
古
字
・
ポ
ス

゜

タ
ー

〇
締
切
り
1
1
9

月

6

日
⑤

※
応
募
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
県
庁
広

報
課
（
6
0
2
7
2

閲
1
1
1
1
)
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

県
民
の
日

記
念
作
品
募
集

察
署

(
6⑰
5
4
5
4
)
又
は
最
寄

り
の
駐
在
所
へ

日I
:
 

交

◇場

通事故相

時＝ 8 月 15 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

] 午前10時～午

火
火

———
-R 

日
易

J
 

l
•• 

年 金 相

時＝ 9 月 5 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

_1 午前10時～午

火
火

———
-R 
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村 の う ご き

8 月

12 日

13 日

17 日

19 日

20 日

22 日

25 B 

9 月

1 日

村議会臨時会

例月出納検査

農業委員会初会議

18 • 25 日 第 4 回郡夏季ソフトボール

大会

郡町村議員親善ソフトボール大

会

体育施設利用団体協議会

農業委員会

防災訓練リハーサル

防災訓練・消防団ポンプ操法競

技大会

※予定ですので変更になる場合もあります。

村
で
は
1
0月
、
社
会
福
祉
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
席
上
、
金
婚
者

顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
該
当
者
は
、
昭
和

1
6年
1

月

1

日
か
ら

1
2月
3
1ま
で
の
間
に
結
婚
し

た
方
で
す
。
8

月
末
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

8

月
は

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
母
子
家
庭
等

の
1
8歳
未
満
の
児
童
の
母
又
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、
前

年
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で
あ

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
障
害
児
）
〉

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
も
つ
満

2
0

歳
未
満
の
子
ど
も
の
父
・
母
又
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
り
、
施
設
に

入
所
（
通
所
は
除
く
）
し
て
い
る
場
合

又
は
、
前
年
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
額

以
上
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件
を
満
し
な
が
ら
、
ま
だ
支

給
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
役
場
住
民

課
で
手
続
き
を
。
詳
細
は
住
民
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
秋
分
の
日
）

村
で
は
成
人
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
村
在
住
で
な
く
と
も
出
身
で
あ
れ
ば

出
席
で
き
ま
す
の
で
郷
里
で
成
人
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

卍
期
日
1
1
9

月

2
3日

成
人
式
に
出
席
し
よ
う

2
0
歳
へ
の
旅
立
ち

群
馬
県
警
察
で
は
、
次
の
日
程
で
「
行

方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

圏
期
日
1
1
8

月

1

日

1
3
1日
ま
で
。
午

前
9
時
1

午
後
5
時
（
日
曜
日
及
び

第
2
.
4

土
曜
日
を
除
く
）

0
会
場
1
1

警
察
本
部
鑑
識
課
（
前
橋
市
）

8

月
6

日
の
み
、
太
田
警
察
署
で
開

設
。

圏
内
容
I
I

▼
働
き
又
は
旅
行
な
ど
に
出

た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら
な
い
▼
病
気

な
ど
を
苫
に
家
出
し
て
い
る
…
…
等

で
、
心
配
、
お
困
り
の
人
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
館
林
警
察
署

4
)
に
問
合
せ
を
。

「
電
気
使
用
月
間
」

8

月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で

す
。
電
気
知
識
の
普
及
と
、
夏
李
の
電

気
災
害
を
防
止
す
る
た
め

設
置
さ
れ
た
月
間
。

電
気
の
安
全
は
使
用
す
る
皆
さ
ん
が

主
役
で
す
。
電
気
機
器
を
安
全
に
使
う

5

つ
の
約
束
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
、
あ
な
た
を
守

る
漏
電
遮
断
機

心
配
だ
、

(
6閻
5
4
5

困
っ
た

昭
和
1
6年
婚
姻
者

特
別
・
児
童
扶
養
手
当

金
婚
者
は
該
当
届
を

主
目

1
1
1
1

1:t 

要
件
ク
リ
ア
し
て
い
る
人
は

申

を

救急車は

‘'正しく理解、
正しく利用”

より正しい理解と
救急業務・救急医療：こ、め、毎年 9 月 9 8 「救
認識を深:“`くむ一週間を「救急医療皇
急の日」、 古揚が図られています。一
間」と定め意識の回医療についてもう一度考

竺：し：：：｀父急車は‘‘正しく理解、正
しく利用”

夏
本
番
I

．
水
が
恋
し
い
季
節
で

す
。
毎
年
、
河
川
や
用
水
路
な
ど

で
水
の
事
故
が
多
発
し
尊
い
生
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
、
子
ど

も
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

『
あ
ぶ
な
い
よ
I

．
そ
の
一
声
が

水
難
防
止
』

衝
退
職
二

7
月

3
1日
付

恩
田
久
（
雙
紅
斤
丘
）

水
に

注
• • 

ヽ 9.

自
、 Uヽ

警察より

が
帰
っ
て
米
な
い

0
会
場
1
1

中
央
公
民
館

蒼
該
当
者
1
1

昭
和
4
6年
4

月
2

日

1
4
7

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※
詳
細
は
教
育
委
員
会
（
闘
4
4
9
1
)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
し
っ
か
り
付
け
よ
う
、
ア
ー
ス
線

▽
w
.
〶
マ
ー
ク
は
安
全
マ
ー
ク

▽
必
ず
取
扱
い
説
明
書
を
読
み
ま
し
ょ

、
つ

▽
使
い
終
わ
っ
た
ら
か
な
ら
ず
。
フ
ラ
グ

を
抜
き
ま
し
ょ
う

役
場
人
事

圏
田
口
雅
美
さ
ん
（
大
輪
）
は

1
0万
円

0
柴
崎
勝
正
さ
ん
（
梅
原
）
は

5
万
円

〇
中
村
功
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
3

万
円

そ
れ
ぞ
れ
杜
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
J
庁
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。



第359号 平成 3 年 8 月 10 日 (12) 

二科
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

8 月 18 日
白沢医院川田（耳）医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

いさあ~まり; 時; 間は
曜 云（72) 1600 合 (72)3314 ゆたか医院合(73)7308 云 (74)0184 同じです。

8 月 25 日
落合医院川村医院 後藤医院合(72)0134 永寿堂医院 館林地区と

当 合 (72)3160 合 (72) I 33"i 上野医院ff(72)3330 合 (72)4469 同じです。

9 月 1 日
根岸医院川田医院 森下医院云（73) 7776 海宝医院 小西医院

番
合 (72)3262 云（72)3724 清河堂医院云（72)3070 合 (74)0811 云 (86)2261

9 月 8 日
真中医院大神医院 安楽岡医院云（72)0572 新橋病院 竹越医院 ｀話時ま

医
合 (72) 1630 合 (62)2200 横田（善）医院云（72)4970 合 (75)3011 云 (84)3137

胃で ：で' 
9 月 15 日

古屋病院小倉医院 大石医院云（74)2362 新橋病院 館林地区と

合 (63)616| 合 (72)0606 堀越医院ff(73)4151 ，合（ 75)30 I I 同じです。

ひ
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か

今
年
三
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

発
掘
調
査
さ
れ
た
、
本
村
上
江
黒
地
内

の
「
上
江
黒
遺
跡
」
の
出
土
品
展
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
で
は
今
年
か
ら
千
五
百
年
ほ
ど

む
か
し
、
古
墳
時
代
中
期
の
集
落
跡
と

思
わ
れ
る
、
住
居
跡
が
六
軒
、
大
小
の

溝
が
6
本
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
で
は
あ

り
ま
す
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
古
代
に
起
っ
た
洪
水
に
よ
っ

て
流
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
縄
文
時

代
前
期
（
約
六
千
年
前
）
や
中
期
（
約

四
千
年
前
）
の
遺
物
も
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
整
理
中
な
の
で
中
間
展
示

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
に
古
代
の
ロ

八
月
二
日
、
中
学
生
の
英
語
指
導
助

手
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
、

ボ
イ
ド
・
ト
ー
マ
ス
・
コ
ー
リ
ー
さ
ん

中
学
校
英
語
指
導
助
手

明
和
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

ト
ー
マ
ス
・
ボ
イ
ド
で
す

7 月の

:::::: 

` ｀一Cじ菊゜
救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 8 件

●その他 1 件

●計 12 件

古
代
の
n
マ
‘
ピ
に

マ
ン
に
ひ
た
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

〔
展
示
会
〕
…
…
無
料
で
す
。

蒼
会
場
1
1

村
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

圏
時
間
1
1

午
前
8
時
3
0
分1
午
後
5
時

ま
で
（
月
曜
日
休
館
）

圏
会
期
1
1
9

月
1
日
ま
で

〇
展
示
物
1
1

つ
ほ
、
か
め
、
高
杯
、
土

器
片
、
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
な
ど

※
詳
細
は
村
教
育
委
員
会

(
6闘
4
4

9
1
)

へ

よ
ろ
し
く
•
…

•
•
O

が
来
村
し
ま
し
た
。

ト
ー
マ
ス
・
ボ
イ
ド
さ
ん
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
を
卒
業
。
理
学
士
。
一

九
六
六
年
十
二
月
二
十
九
日
生
。
2
4
歳

・
独
身

明
和
村
に
は
八
月
か
ら
一
年
間
滞
在

し
ま
す
の
で
、
ま
ち
で
み
か
け
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
本
語
で
自
由
に
書
い
た
り
、
話
し
で

き
る
よ
う
に
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て

仕
事
を
す
る
た
め
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

あ
り
方
、
H

本
の
生
活
や
仕
事
上
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
学
ん
で

い
き
た
い
。

明
和
の
皆
さ
ん
、

2
 
H
 
7
 

" 
出
[

碕
叫遺

一
·
黒
一

江上

役場にあいさつに訪れたトーマス・ボイドさん（中）

恩清松高早田
田水本田川村氏

ヵ
と則ツ英清明名
り男子慈勝海

81 46 53 33 83 74 : 

三文政宇幾重世
伊帯

郎子雄一永夫主

久高田蓮松甲柏早吉庄
保橋口見本原原川田條氏

あ
く
や
み
I
I

棗：路豆ザざ悠パ麿］忍需：開さ累ぷ怠名
正日尚幸和雄輝壽 1呆雅保
明羹治夫雄二夫一男彦讐
長長二長長長二長二長続
女女女女男男女男男女柄

1
1

お
め
で
だ
ー

お
め
で
た

。
公
〖
□

中矢大江大斗地
合

谷島輪口輪田区

孤孤孤％硲硲］喜

南南中入大新梅大新南地
大大ヶ 大
島島谷谷輪里原輪里島区

％名冗硲硲危砂3/z6 % ％閻

`<
お
く
や
み



⑤
 広

►

自
動
車
ポ
ン
プ
団
体
優
勝
の
第3
分

►

同
上
個
人
優
勝
の
皆
さ
ん

団
l

班
の
皆
さ
ん

報
●発行／咀和村役場〒370-07 群馬膿邑楽郡明和村大字新里・編集／総務課広幸艮係

►

小
型
ポ
ン
プ
団
体
優
勝
の
第
3
分
団

►

同
上
個
人
優
勝
の
皆
さ
ん

2

班
の
皆
さ
ん

ポ
ン
。
フ
操
法
競
技
大
会
成
績

圏
自
動
車
ポ
ン
。
フ
の
部
（
団
体
）
1
1

▽
優
勝
…

第
3

分
団
1
班
▽
2

位
：
•
第
1分
団
l
班
▽

3

位
：
•
第
2分
団
1
班

圏
同
（
個
人
）
1
1

▽
優
秀
賞
1
1

▽
指
揮
者
…
荒

川
稚
男
▽
1

番
員
…
神
谷
明
久
▽

2

番
員
：
·

松
本
誠
▽

3

番
員
…
松
本
孝
生
▽
4

番
員

•
•
•
藤
野
和
也

圏
小
型
ポ
ン
。
フ
の
部
（
団
体
）1
1

▽
優
勝
：
•
第

3

分
団
2

班
▽
2

位
：
•
第2
分
団
2

班
▽
3

位
：
•
第1
分
団
2

班

圏
同
（
個
人
）
1
1

▽
優
秀
賞
1
1

▽
指
揮
者
…
薗

田
茂
▽

1

番
員
…
篠
木
孝
夫
▽
2

番
員
：
·

清
水
一
雄
▽
3

番
員
：
．
篠
木
好
一
郎
｀

〔
敬
称
略
〕

随

印刷／東京広告株式会社

一

災Ill 

1991 • No.360 
〈 10 日発行〉

繍
ポンプ操法競技大会

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
第

1
1回
村

防
災
訓
練
が
9
月
1

日
、
明
中
校
庭
で

開
か
れ
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
な
ど

7

団
体
、
約
3
0
0
人
が
参
加
。
震
度
6
、

家
屋
倒
壊
、
火
災
発
生
の
想
定
で
本
番

さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
も
行
わ
れ
、
機
敏
な
動
作
に

観
客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

本
番
さ
な
が
ら
に



第360号 平成 3 年 9 月 10 日 (2) 

任
期
満
了
に
伴
う
、
明
和
村
議
会
議

員
選
挙
は
、
八
月
四
日
投
票
が
行
わ
れ
、

改
選
後
の
初
議
会
が
八
月
十
二
日
招
集

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
二
人
を
含
め
、
十

六
人
の
候
補
者
の
中
か
ら
十
二
人
が
当

選
（
現
職
9
人
、
新
人
3

人
）
さ
れ
、

決
意
を
新
た
に
初
議
会
に
の
ぞ
み
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
、
議
長
選
挙
な
ど

主
に
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
議
長
に

島
田
誠
司
さ
ん
、
副
議
長
に
小
平
喜
章

さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

各
種
の
人
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◎
は
委
員
長

0
は
副
委
員
長

衡
議
長
島
田
誠
司

奎
副
議
長
小
平
喜
章

0
総
務
常
任
委
員
会

◎
泉
田
公
一
郎
〇
原
口

小
平
喜
章
薗
部

0
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
石
村
嘉
男

0
森
尻

始
沢
三
郎
栗
原

0
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

議
長
に
島
田
誠
司
さ
ん

副
議
長
に
小
乎
喜
章
さ
ん

目 次

a立戸貪）®

村内長寿者ベスト 100人

老人、乳児等福祉制度

最高齢者、恩田万吉さん 101 三□］口

ロ災害は忘れたころにやってくる

台風が近づいたら・・・

スポーツ情報（ソフトボール、
グラウンドゴルフ、テニス募集）

II 

II 

7P 

茂利
夫

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ\ 

明昭

〈
各
種
の
人
事
〉

II 

位3
 

会大

レフ子
字
女
漢

国

参王
全
ん
ん
さ
く

ご

.. 

、

.... 

◎
石
崎
栄
一

0
関
根
憧
市

島
田
誠
司
泉
田
和
作

卍
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

栗
原
利
夫
原
口
昭
一

圏
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

始
沢
三
郎
小
平
喜
章

薗
部
明

而
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
議
会
議
員

小
平
喜
章
関
根
憧
市

圏
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

石
村
嘉
男
森
尻
茂

衡
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員泉

田
和
作
石
崎
栄
一

昼
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員

島
田
誠
司
泉
田
公
一
郎

蒼
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん

島
田
誠
司
始
沢
三
郎

泉
田
公
一
郎
斎
藤
憲

金
子
竹
雄

明中ブラスバンド部が金賞

トムと呼んでください
~
 

.. 

~
 

.. 

p

p

 

8

9

 

II 

秋の全国交通安全運動

戦後引揚者、通貨、証券もどります

平
成
3

年
度

一
般
会
計
補
正

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設

一
億
三
千
余
万
円
で
契
約

明
和
村
監
査
委
員
に
、
栗
原
利
夫
さ

ん

(
6
5歳
・
南
大
島
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

を
行
う
た
め
、
建
設
業
者
六
社
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
一
億
三
、
三

三
八
万
五
千
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、

荒
井
建
設
株
式
会
社
（
明
和
村
大
佐
貫
）

と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

栗
原
利
夫

さ

ん
—— 

ー
り

r
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
 

審
議
案
件
i

r
,
•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
L

0

議
長
選
挙

〇
副
議
長
選
挙

0

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

〇
常
任
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員

長
の
互
選

〇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

〇
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

〇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町

村
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

〇
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

〇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙

0

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

村民体育祭、
スポーツの輪広げよう一万人の輪

lI 

II 

10 P 

献血にご協力ください

老人センター敬老の日開館

機械製図科訓練生募集

.

.

.

.

.

 

p

p

 

1
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一
←

II 

II 

硝川さんナイジェリアリポート

当番医、文芸、村の人口

村のキャッチフレーズ

“梨と巨麟の里

明和村”

II 

\ 
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村議選地区別投票状況

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 297 人 280 人 17 人 94.28% 2 位

下江黒 256 244 12 95.31 1 

上江黒 391 358 33 91. 56 8 

千津井 449 421 28 93.76 3 

江 口 478 428 50 89.54 1 1 

田 島 429 392 37 91. 38 , 
南大島 912 853 59 93.53 4 

新里 874 743 131 85.01 15 

中 父ロ 626 483 143 77.16 16 

梅原 654 596 58 91.13 10 

JI I 俣 308 274 34 88.96 13 

須賀 377 336 41 89.12 12 

大輪 684 639 45 93.42 5 

入ヶ谷 96 89 7 92.71 7 

矢 島 532 494 38 92.86 6 

大佐貫 441 387 54 87.76 14 

計 7,804 7,017 787 89.92 

会長の

坂上貞雄さん

会長代理の

荻野清さん

明
和
村
農
業
委
員
改
選
後
の
初
会
議

が
八
月
十
七
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か

農
業
委
員
会
長
に

坂
上
貞
雄
さ
ん
決
ま
る

副議長に当選した

小平喜章さん

当 選 議 員

議長に当選した

島田誠司さん

覧

議席 氏 名 住所 年齢 職業
当選

党派
回数

1 薗部 明 千津井 57 倉庫業 1 無所属

2 栗原利夫 南大島 65 農 業 5 II 

3 森尻 茂 南大島 63 牛乳販売業 1 II 

4 泉田公一郎 矢島 65 康曲 業 4 ” 
5 石崎栄一 矢島 57 農 業 2 II 

6 泉田和作 矢島 63 農 業 7 II 

7 原口昭一 大輪 64 底呻 業 1 II 

8 石村嘉男 新里 59 会社役員 6 II 

, 小平喜章 新里 63 康曲 業 4 ” 
10 始沢三郎 梅原 65 康曲 業 5 II 

11 関根慎市 中谷 42 会社員 2 日本社会党

12 島田誠司 南大島 64 農 業 4 無所属

平
成
3
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

/ 
れ
ぞ
れ
四
、
七
三
六
万
四
千
円
を
追
加

し
総
額
を
三
0
億
五
、
七
0
九
万
四
千

円
に
し
ま
し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総

面
＾
古
6【

歳
入
】

▽
村
税
：
四
、
五
七
九
万
一
千
円
（
一

0
億
七
、
七
八
九
万
一
千
円
）

▽
繰
越
金
…
一
八
七
万
三
千
円
（
一

億
六
、
五
八
七
万
五
千
円
）

【
歳
出
】

▽
民
生
費
…
四
、
七
三
六
万
四
千
円

〔
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
、
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
費
な
ど
〕
（
六
億
五
、

八
二
八
万
―
―
一
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
三
三
七
万
二
千
円
を
追
加

れ
、
▽
会
長
互
選
▽
会
長
代
理
互
選
な

ど
を
審
議
し
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

〔
敬
称
略
〕

/ 
〇
農
業
委
員
の
推
せ
ん

〇
監
査
委
員
の
選
任

0

平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
0

平
成
三
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結

し
総
額
を
四
億
八
、
九
四
九
万
八
千
円

に
し
ま
し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

▽
支
払
基
金
交
付
金
…
四
万
五
千
円

（
三
億
三
、
三
三
四
万
八
千
円
）

▽
繰
越
金
…
一
、
三
三
二
万
七
千
円

（
一
、
三
四
五
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▽
諸
支
出
金
…
一
、
三
三
七
万
二
千

円
（
一
、
三
三
七
万
七
千
円
）

こ
。t
 

0

会
長
坂
上
貞
雄
（
中
谷
）

0

会
長
代
理
荻
野
清
（
下
江
黒
）

0

群
馬
県
農
業
会
議
1

号
委
員
坂
上

貞
雄

〇
委
員
・
宇
木
慶
一
・
村
田

清
吉
・
蓮
見
邦
男
•
関
口

忠
•
島
田
繁
正
・
荻
野
清

•
野
木
村
公
一
・
始
沢
三

郎
・
日
比
野
正
美
・
吉
田

重
信
・
瀬
下
佳
平
・
泉
田
公

一
郎
・
田
口
和
晴
•
•
島
田

誠
司
・
折
原
篤
・
山
田
正

樹
・
石
村
一
雄
・
金
子
竹

雄
・
田
村
正
雄
・
斎
藤
憲

•
坂
上
貞
雄



第360号 平成 3 年 9 月 10 日 (4) 

O
A

…
和
歌
・
盆
栽

O
B

…
す
き
、
き
ら
い
は
無
し
。

o
c

…
心
を
豊
か
に
。
和
合
談
合

O
A

…
趣

OB

… 
①
す
き
な
食
物

⑤
き
ら
い
な
食
物

o
c

…
秘
け
つ

・
信
条

味
テ
ン

ベ
ス
ト
1
0位

長
寿

本
村
の
最
高
齢
者
は
、
百
歳
の
大
台
を
ク
リ
ア
し
、
今

年
の
六
月
十
六
日
で
百
一
歳
に
な
ら
れ
た
恩
田
万
吉
さ
ん
、

―
一
番
目
は
女
性
最
高
齢
者
の
神
谷
た
け
さ
ん
で
や
は
り
今

年
の
十
月
十
八
日
で
百
一
歳
を
迎
え
ま
す
。

二
人
と
も
、
脚
な
ど
や
や
衰
え
た
も
の
の
健
康
で
‘
盆

栽
、
琴
、
テ
レ
ビ
観
賞
な
ど
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
明
和
長
痔
ベ
ス
ト

1
0位
の
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
七
十

五
歳
以
上
の
方
に
は
県
及
び
村
、
村
社
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

規
定
に
基
づ
き
記
念
品
や
敬
老
年
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

O
A

：
．
琴
、
テ
レ
ビ
、
手
紙

O
B

：
．
①
せ
ん
べ
い
、
お
＂
果
子
⑤
特
に
無
し

o
c

…
無
理
を
せ
す
体
を
動
か
す

P 9. '‘ ・．、・ク '、-.
”・ ムヽ．

①恩田万吉さん・ 101 歳

• 1110歳

、
I
\
]
-

―
―
―
―
―
―
マ
‘

-'n,r 

t
 

O
A

・
・
・
ラ
ジ
オ
を
聞
く

O
B

…
①
ハ
ン
バ
ー
グ

＠
特
に
無
し

o
c

…
若
い
頃
か
ら
粗
食

O
A

・
・
・
テ
レ
ビ
観
賞

O
B
:
•

特
に
無
し
、
家
族
と

全
く
同
じ
も
の

O

C

 

.. 

粗
食
、
睡
眠
を
十
分

と
る

④冨塚みやさん． 97歳 ®藤野 しまさIv. gg歳

o
c
 

O
A

…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

O
B
:
•

特
に
無
し

o
c
:
·

身
体
を
動
か
す

O
A

…
新
聞
を
読
む

O
B

…
特
に
無
し

o
c
:
·

無
理
を
せ
ず
良
く
動

< 

O
A

…
畑
仕
事
（
日
課
）

O
B

…
①
特
に
無
し

＠
ね
り
製
品

適
度
に
身
体
を
動
か

す

⑦原口房二さん •94歳 ＠泉田丹次郎さん •94歳 ＠細田金次郎さん •94歳

O
A

…
テ
レ
ビ
（
ド
ラ
マ
）

O
B

…
①
特
に
無
し

⑤
カ
レ
ー
（
匂
い
が

あ
る
物
）

O
C
・
・
・
三
食
欠
か
さ
ず
腹
八

分

O
A

…
テ
レ
ビ
、
読
書

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
欠
か
さ
ず
朝
の
散
歩

O
A
:
·
家
周
囲
の
か
た
づ
け

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
規
則
正
し
い
生
活

⑩奈良原だきさん •93歳 ⑨篠木正名さん •94歳 ＠渡邊もとさん •94歳
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長寿 ベスト100人
(8 月 31 日現在）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 バ固上ヽ 田 万吉 男 101 梅 原 万 吉 51 奈良勧一 男 88 田 島 満

2 神谷た け 女 100 須 カ真ロ 寧‘'よヽ 52 久保庭 と も 女 87 新 里 武

3 藤 野 し ま 女 99 千津井 静 枝 53 吉 田源次郎 男 87 新 里 賓

4 冨塚み や 女 97 中 ベロ 仁一郎 54 鈴木一郎 男 87 新 里 郎

5 細 田 金次郎 男 94 新 里 金次郎 55 野木村 と み 女 87 上江黒 公

6 ・ノIJ''<. l 田丹次郎 男 94 中 谷 辰 広佳 56 石崎佐平 男 87 矢 島 1左 平

7 原 ロ 房二 男 94 大 輪 房 57 士口 9/・)`< サ キ 女 87 梅 原 明 博

8 渡邊 も と 女 94 矢 島 茂 58 駒宮 は る 女 87 大 輪 政 広佳, 篠木正 名 男 94 南大島 正 名 59 多 田 き ん 女 87 大佐貫 き ん

10 奈良原 た き 女 93 千津井 勇三郎 60 福 田 峯次 男 87 梅 原 正 男

1 1 恩 田兵太郎 男 92 梅 原 晴 巨 61 薗 田 ク マ 女 87 大佐貫 政 広佳

12 松本 し、 と 女 92 大 輪 芳 広佳 62 JI I 島 寛次 男 87 大 輪 仁見 次

13 吉 田 な み 女 91 大佐貫 永 子 63 大隅 し、 ち 女 87 矢 島 し、 ち

14 齋藤の ふ‘ 女 91 大 輪 健一郎 64 関本 ヨ シ 女 87 南大島 忠

15 多 田冨士子 女 91 上江黒 冨士子 65 奈良原典惣治 男 87 矢 島 昭三郎

16 落合 1) ウ 女 91 須 賀 正 66 岡安 さ と 女 87 南大島 ヽ本—... . 

17 落合常雄 男 91 須 カ貝ロ 常 広佳 67 飯塚 げん 女 87 千津井 金

18 齋藤 末 女 90 大 輪 憲 68 齋藤 し、 ち 女 86 大 輪 光 臣

19 野本 コ 卜 女 90 大 輪 茂 娃佳 69 泉 田せつ 女 86 中 ベロ 辰 広佳

20 関 口 は る 女 90 江 口 茂 70 石崎榮太郎 男 86 矢 島 徳 江

21 杉田 ろ < 女 90 須 カ只ロ 慶次郎 71 島 田 す し、 女 86 南大島 房

22 齋藤ム メ 女 90 南大島 ム メ 72 渡邊登美 女 86 矢 島 和 夫

23 吉 田 千代 女 90 JI I 俣 金 次 73 酒井 勇 男 86 千津井 俊 広佳

24 太 田 ヤ ス 女 90 梅 原 紀 義 74 関 口 た け 女 86 梅 原 茂 広佳

25 泉 田 ヵ~ ね 女 90 矢 島 和 作 75 奈良 孝次郎 男 86 田 島 正 己

26 奈良重助 男 90 江 口 重 助 76 小菅林三郎 男 86 南大島 林三郎

27 森尻重作 男 90 南大島 重 作 77 折原 ヨ シ 女 86 大佐貫 政 広佳

28 駒宮藤四郎 男 89 大 輪 榮 次 78 栗原 ア サ 女 86 南大島 利 夫

29 恩 田 き な 女 89 梅 原 晴 巨 79 関 口 み つ 女 86 梅 原 正 義

30 小田木や す 女 89 新 里 正 弘 80 新井豊吉 男 86 江 口 富

31 齋藤て し、 女 89 大 輪 正太郎 81 篠木直一郎 男 85 大佐貫 茂 広佳

32 高 田祐四郎 男 89 江 口 啓一郎 82 橋本賓一郎 男 85 斗合田 武 広佳

33 金子伊勢次 男 89 矢 島 伊勢次 83 鯉沼 テ イ 女 85 大佐貫 忠 広佳

34 島 田 た け 女 89 南大島 繁 正 84 金子廣蔵 男 85 入ヶ谷 f旬 五

35 浅見孫四郎 男 89 中 谷 孫四郎 85 折原 隆雄 男 85 大佐貫 常

36 宇木の ぶ 女 89 JI I 俣 慶 86 橋本つ ま 女 85 斗合田 和 夫

37 福 田正雄 男 88 梅 原 勘 87 立岡 志 ん 女 85 千津井 正 夫

38 蓮見やす 女 88 斗合田 邦 男 88 田 口 き < 女 85 上江黒 辰

39 横塚龍子 女 88 千津井 房 広佳 89 多 田佐衛 男 85 上江黒 浪 子

40 小菅塩三郎 男 88 南大島 ふ み 90 多 田 庄吉 男 85 上江黒 女子 男

41 旧「田 シ モ 女 88 南大島 弥 市 91 篠木ゆ わ 女 85 大佐貫 信 広佳

42 枷場清太郎 男 88 田 島 清太郎 92 奈良原 よ し 女 85 矢 島 次 郎

43 奈良 < ら 女 88 田 島 晴 広佳 93 篠原 す し、 女 85 下江黒 昴ー

44 木村い ち 女 88 江 口 清 美 94 丸 山 久次郎 男 85 上江黒 久次郎

45 堀 口 < ら 女 88 新 里 武 徳 95 尾花 ち さ 女 85 大 輪 満 男

46 森尻祐三郎 男 88 南大島 祐三郎 96 小林 き し、 女 85 南大島 銀

47 釦村伊吉 男 88 斗合田 久 七 97 石塚 はつ 女 85 JI I 俣 明

48 柿沼卯一郎 男 88 江 口 釣 98 柴崎信義 男 85 梅 原 信 義

49 奈良原 の ふヽ、、 女 88 矢 島 昭三郎 99 秋野千代 女 85 帝斤 里 猛孟

50 折原重郎 男 88 中 クロ 重 郎 100 橋本彦太郎 男 84 斗合田 文 次
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福祉医療制度該当者一覧表

種 頴 対象になる人 手続きに持参するもの

児乳児（出生から 1 歳になる誕生月の末日まで）
〇印鑑・医療保険証

乳 〇転入者は、市町村民税の
課税証明書

幼児入院
］歳から 3 歳になる誕生月の末日まで入院治 〇印鑑・医療保険証・医師
療を必要とする幼児 の診断曹

0 国民年金法施行令 1 級の障害に該当する人 〇印鑑・医療保険証・各
0特別児童扶養手当 1 級の障害に該当する人 年金証曹•特別児童扶

重度心身 〇身体障害者手帳 l 、 2 級（ただし、片上肢 養手当証曹・身体障害
障害（児）者 障害を除〈）の障害に該当する人 者手帳・療育手帳など

〇療育手帳の交付を受け、判定が「A」の人 の障害の程度を証明す
るもの

〇祉子家庭で18歳に満たない児童を扶養して 〇印艦・医療｛翡魚証・母子

冊子家庭等
いる母とその児童 年金証書・児童扶養手当

0 父冊のいない 18歳未満の児童 証明書
0転入者は、所得証明書

医
療
助
成
制
度
に
は
、
と
人
医
療
、

乳
児
等
福
祉
医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
受
給
者
証
を
受
け
て

い
な
い
方
は
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
適
用
を
受
け
て
い
る
方
で
、

会
社
に
就
職
、
退
職
な
ど
で
医
療
保
険

が
替
わ
っ
た
と
き
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
と
印
鑑
、
受
給
者
証
を
持
参
し
住
民

課
に
届
出
を
。
届
出
し
ま
せ
ん
と

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

圏
満
7
0
歳
以
上
の
人
・
・
・
▽
携
行
品

1
1
印

鑑
、
医
療
保
険
証

圏
満
6
5
1
6
9
歳
ま
で
の
ね
た
さ
り
老
人

で
次
に
該
当
す
る
人

0

国
民
年
金
法
障
害
年
金
1
.
2
級
の

人
〇
厚
生
年
金
保
険
法
等
障
害
年
金
1
.

2
級
の
人

〇
身
障
者
手
帳
1
1
3

級
の
人

0
”
4

級
で

次
の
人
⑦
音
声
・

言
語
・
機
能
障
害

◎
両
下
肢
の
す
べ
て

の
指
を
欠
く
障
害

◎
一
下
肢
を
下
腿
の

二
分
の
一
以
上
欠
く

障
害
⑤
一
下
肢
の

著
し
い
障
害

〇
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
等
障
害
補
償
年

金
1
1
4
級
の
人

▽
携
行
品
1
1

い
ず
れ
も
、

印
鑑
、
医
療
保
険
証
、

身
障
者
手
帳
、
各
年

金
証
書
、
転
入
者
は

障
害
認
定
証
明
書

〈
老
人
医
療
〉

対
象
と
な
る
人
は

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
住
民
課
へ

医
療
助
成
制
度
ご
存
じ
で
す
か

蒼
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
で
は
、
ど
ん
な
災
害

（
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫

な
ど
）
が
起
こ
り
や
す
い

か
を
調
べ
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
安
全

な
避
難
場
所
と
避
難
経
路

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

゜

、
つ

い
う
と
き
に...... 

唖
ま
ず
、
お
年
寄
り
、
子
供
、

早
め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
。

圏
災
害
状
況
を
軽
く
み
な
い
こ
と
。
デ

マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、
警
察

な
ど
の
防
災
機
関
の
広
報
に
注
意
す

る
。

0
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
が
最
適
゜

頭
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
靴
は
底
の
丈

夫
な
ズ
ッ
ク
、
手
袋
も
忘
れ
ず
に
…
…
。

避
難
す
る

と
き
に
は

病
人
を

い
ざ
と

台風
8 • 9 • 10月は台風シーズン。台風の被害を最小限に食い止めるには日ご

ろの心構えが最も大切です。河川の氾濫、土砂崩れ……など。利根川、谷田

川に挟まれる本村の地形一ー。板東太郎で知られる利根川も時には水辺の涼

風をはこんでくれるが台風時の利根川は濁激流となって猛威をふるう。かつ

て先人は何度となくその猛威、水害に見舞われたのです。災害は忘れたころ

にやってきます。この機に次のことに留意し台風シーズンに備えましょう。

圏
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
台
風
情

報
を
よ
く
聞
い
て
対
策
を
た

て
ま
し
ょ
う
。

0
家
屋
、
塀
な
ど
を
補
強
し
、

溝
や
下
水
の
流
れ
を
よ
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら

I
l
l
停
電
し
た
ら
真
っ
暗
や
み
こ
れ

で
は
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
す
、
懐

中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

〇
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常
袋

に
入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ

に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

圏
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人
な
ど
の
た

め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
安
全
な
場
所
を

確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災書は忘れたころにやってく 3

大きさの分類 強さの分類

1000 ミリノゞ

程 度 ールの等圧 階 級 中心気圧
線の半径

ごく
100km未満 弱

990 ミリノゞ

小さし、
し、

ール以上

小 汗土lJ 100~ なみの
960~989 

（小さしヽ） 200未満 強さ

中 型 200~ 

ぷ塁） 300未満
強 し、 930~959 

大型 300~ 非常に

（大きい） 600未満 強い
900~929 

超大型

（夏覧） 600以上 猛烈な 900未満

〈資料〉気象庁
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含
期
日
1
1
1
0
月

2
0
H⑪

合
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

玄
対
象
1
1

村
内
事
業
所
単
独
で
編
成
し

た
チ
ー
ム

合
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

含
申
込
み
・
問
合
せ

1
1
1
0
月
1
1日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

大
会
参
加
チ
ー
ム
経
集

事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

玄
期
H
I
I
1
0
月
6

日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
I
I

一
般
村
民

＊
参
加
費
1
1
5
0
0

円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月

2
9日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流 社会体育館

合 (84) 4626 

第36回村民体育祭

• H 

◎会 場

踊り

JO 

江 中

時

斗下上

合江江

口 谷田黒罵

10月 13 日 (B)

8 時30分開会式

明和中学校々庭

...... 
体育祭に踊る、踊りの練習日程が決ま

りました。参加自由、ぜひどうぞ。

含練習日＝ 9 月 21 、 24 、 27 日、 10 月 5 、

9 日 いずれも午後 7 時～ 9 時まで

＊場所＝社会体育館

＊種目＝明和小唄、上州よいとこ他

詳細は社会体育館へ

] 1 

会もと子A
 

原梅の勝傷ヵご
◎
少
年
野
球
大
会
結
果

デン
▽

1

位
1
1

千
津
井
子
ど
も
会
▽
2

位
1
1

江
日
子
ど
も
会
▽

3

位
1
1

新
里

子
ど
も
会
、
矢
島
・
入
ヶ
谷
子
ど
も
会

◎少年野球大会結果

大

輪 里

6 6 

新 大
佐

貫

梅

原

矢入

ケ

島谷

責
ス
ポ
—
ツ
の
輪
、

万
人
の
輪
広
げ
よ
う

14 

南
大
島

千
津
井

13 

田

島

大
会
参
加
者
募
集

玄
期
H
1
1
1
0
月

2
0日
⑪

合
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

玄
対
象
1
1

一
般
村
民

含
参
加
費
1
1
5
0
0

円

含
申
込
み
・
問
合
せ

1
1
1
0
月

1
1日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

〇
梅
原
A

大
輪
B
X

決
勝
戦

（
硬
式
・
軟
式
）

大
会
参
加
者
募
集

テ

ス

H プロツワ

土
ギ

含
期
B
1
1
9

月

2
9日
⑪

含
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

協
会
登
録
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

含
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月

2
0
Hま
で

に
社
会
体
育
館
へ

▽
1

位
1
1

梅
原
A
チ
ー
ム
▽

2

位

1
1

大
輪
B
チ
ー
ム
▽

3

位
1
1

斗
合
田

チ
ー
ム
・
江
日
B
チ
ー
ム

2
 ゚

第
6

回
村
長
杯
野
球

大
会
参
加
チ
ー
ム
凶
が
集

3
 
2
 

2
 
3
 

◎
少
女
イ
ン
テ
ィ
ア
カ
大
会
結
果

準
決
勝
リ
ー
グ

野
球
優
勝
の
千
津
井
子
ど
も
会
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・ズ :
 
日八月

二
十
三
日
、
小
学
生
四
、
五
、

六
年
生
を
対
象
に
「
さ
わ
や
か
学
習
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
ニ

十
三
人
が
参
加
。

村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
中
央
公
民
館

を
出
発
。
村
内
の
「
や
ま
う
腑
・
須
賀

地
内
」
、
「
昧
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
・
矢

島
地
内
」
を
見
学
し
、
い
ず
れ
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
近
代
設
備
に

感
銘
、
日
頃
接
し
て
い
る
漬
物
や
ジ
ュ

ー
ス
が
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
た
な
ん
て

…
…
と
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
館
林
市
子
ど
も
科
学
館
を

見
学
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
中
央
公
民
館
事
業
）

チ
ヒ
ッ
コ
た
ち
が
企
業
t
見
学

明
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
（
部
員

2
3
名
・
顧
問
、
富
沢
洋
子
先
生
）

は
、
八
月
前
橋
市
内
で
行
わ
れ
た
、

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
関
東

大
会
代
表
を
兼
ね
た
第
3
3
回
群
馬

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
中
学

C

組
の
部

(
2
5人以
下
）
で
金
賞
を

受
賞
。
先
生
、
部
員
ら
関
係
者
は

「
部
員
が
個
々
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て

感
激
で
す
」
「
金
賞
な
ん
て
信
じ
ら

れ
な
い
」
と
か
つ
て
な
い
快
挙
に

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
明
中
フ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
金
賞

゜

明
中
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

ト
ム
と
呼
ん
で
ね

団 トム・ポイドさんようこそ 明
中
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て
八
月

来
村
し
た
、
ト
ー
マ
ス
・
ボ
イ
ド
さ
ん

の
歓
迎
会
が
八
月
二
十
日
、
中
央
公
民

館
で
村
長
、
村
議
会
議
長
、
教
育
長
、

教
育
委
員
、
村
内
学
校
長
な
ど
関
係
者

約
二
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
ら
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
を
受
け

た
後
、
ト
ー
マ
ス
さ
ん
は
「
明
和
は
静

か
で
景
観
も
良
く
気
に
入
っ
て
い
る
。

み
ん
な
親
切
な
の
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
、
し
っ
か
り
し
た
日
本
語

で
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
参
加
者
を
感
心

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

自
治
体
国
際
化
協
会
の
活
動
指
導
等

を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
で
群
馬
県

下
に
来
日
し
た
8
1
人
の
中
の
1
人
。
本

村
単
独
で
招
致
し
た

の
は
初
め
て
の
受
入

れ
で
す
。

ト
ー
マ
ス
さ
ん
は
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

出
身
、
2
4
歳
、
独
身
、

ス
ポ
ー
ツ
万
能
、
江

口
地
内
に
在
住
、
一

年
間
滞
在
し
ま
す
。

二
学
期
か
ら
明
中
で

英
語
指
導
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
明
中
の

皆
さ
ん
、
そ
れ
か
ら

村
民
の
皆
様
、
よ
ろ

し
く
お
顛
い
し
ま
す
。
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秋の全国交通安全運動
期膚 9月218は9月30B丙l

•• n●●R●"●●●●●●町"費●n●●●●

9 月 21 日～30 日

）運動の重点（
鸞”!
吹の全国交通安全運動

0 あせる君、はやるあなたに 迫る事故
0 あせらずに、見る待つゆずる 良いや1慣

0広げよう シートベルトで無事故の輪

〇幼子の視界さえぎる 迷惑駈車

麟
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

日
珍. 

入賞した

本沢晃ーくん

好
プ
レ
ー
で
和
気
あ
い
あ
い

一
、
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

一
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
（
特
に
子
ど
も
・
高
齢
者
）
の

交
通
事
故
防
止

一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

一
、
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
追
放

八
月
十
九
日
、
明
和
村
な
ど
邑
楽
郡

の
町
村
議
会
議
員
さ
ん
た
ち
が
一
堂
に

会
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
図
り

ま
し
た
。
例
年
会
場
持
回
り
で
今
回
明

和
の
中
学
校
を
会
場
に
百
人
ほ
ど
の
議

員
さ
ん
が
参
加
、
各
町
村
対
抗
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
展
開
。

そ
の
結
果
、
厚
い
選
手
層
、
技
術
力

で
優
る
大
泉
町
が
優
勝
、
県
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
、
日
頃
運
動
不
足
が
ち
な

議
員
さ
ん
方
、
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー

を
連
発
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
合
い
ま

し
た
。
準
優
勝
1
1

板
倉
町
、
三
位
1
1

明

和
村
で
し
た
。

日
本
沢
く
ん
全
国

3
位

七
月
下
旬
、
東
京
（
昧
写
研
主
催
）

で
行
わ
れ
た
第
2
0
回
全
国
漢
字
読
み
書

き
大
会
の
小
学
生
の
部
で
、
新
里
の
本

沢
晃
一
く
ん
（
操
さ
ん
方
・
西
小

6
)

が
第
3

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
総
数
ニ
―
五
八
人
が
参
加
、

小
学
生
の
部
に
は
ロ
一
七
人
が
参
加
し

て
の
名
誉
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

腿沢ンポカポチャ
52kgなり ゜

大
き
い
ぞ
I

．
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
‘

周
囲

□
m

、
高
さ
りm、
重
さ
5
2
k
g
な

り
。
田
島
の
奈
良
修
一
さ
ん
宅
で

収
穫
さ
れ
近
所
の
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
修
一
さ
ん
が
そ
れ
と
な
く
種
苗
店

の
店
頭
で
購
入
し
た
種
を
3

月
頃
、
野

菜
の
苗
と
同
床
育
成
し
た
と
こ
ろ
日
々

に
成
長
「
こ
れ
は
す
ご
い
」
と
直
感
。

「
あ
る
日
、
整
形
し
よ
う
と
回
し
た

と
こ
ろ
茎
半
分
位
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

切
れ
な
け
れ
ば
も
っ
と
大
き
く
な
っ
た

の
で
は
…
·
:
」
と
話
す
修
一
さ
ん
。
こ

の
種
の
カ
ポ
チ
ャ
、
外
国
で
は
飼
料
用

と
し
て
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

日
ネ
コ
が
足
、
ふ
じ
て

堀
ロ
キ
ヨ
子
さ
ん
宅
の

ネ
コ
、
ミ
ミ
ィ
ち
ゃ
ん
は
、

外
出
か
ら
帰
り
、
キ
ヨ
子

さ
ん
が
「
足
が
き
た
な
い

ょ
」
と
い
う
と
、
「
ふ
い
て
」

と
ば
か
り
ゴ
ロ
と
寝
転
び

足
を
上
げ
る
動
作
を
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
不
コ
と
し
て

近
所
の
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
3

歳
、
め
す
、
真

黒
な
か
わ
い
い
ネ
コ
。

一
度
拝
見
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
（
ネ
コ
を
ふ
く
の
は
娘

の
、
え
り
か
さ
ん
）
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ロ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
総
理
府

所
管
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
先
の
大
戦
に

際
し
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
た

方
々
に
対
し
、
書
状
（
内
閣
総
理
大
臣

名
）
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
 贈呈

は
請
求
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
の
で
請
求
さ
れ
る
方
は
、
役
場
に
あ

り
ま
す
「
請
求
書
」
に
記
入
の
う
え
、

必
要
な
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
」
あ
て
直
接
送
付
く
だ
さ

、
。

し

受
付
は
平
成
3
年
9
月
2
日
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
「
引
揚
者
等
に

対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
る
特
別
交
付
金
の
支
給
要

件
に
該
当
し
た
引
揚
者
を
い
い
ま
す
。

詳
細
は
役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

蒼
請
求
書
類
の
送
付
先

〒
1
1
2東
京
都
文
京
区
大
塚
5
の
3

の
認
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（
総
理
府
所
管
）
」
業
務
第
2
課
引
揚

係
。税

関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
外

地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
か
ら

当
時
、
国
内
に
持
込
め
ず
税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
却
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
心
当
り
の
方
は

戦
後
引
揚
者

通
貨
、
証
券
が
も
ど
り
ま
す

先
の
大
戦
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

書
状
（
総
理
大
臣
名
）
を
贈
呈
し
ま
す

(10) 

口

゜ ◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
（
政
府

自
動
車
事
故
、
重
度
後
遺

傷
害
者
に
介
護
料
支
給

お
気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

返
却
す
る
通
貨
・
証
券
等
は
次
の
も

の
で
す
。

0

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
•
海

運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

0

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち

そ
の
後
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

•
こ
れ
等
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
方
々
も
電
話
・
郵
便
な
ど
で

問
合
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不

明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し屠

問
合
せ
先
1
1

東
京
税
関
、
前
橋
出
張

所
（
6
0
2
7
2
仰
5
2
8
4
)

へ

応
じ
ま
す
。

●
月

1

金
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
1

午
後
4
時
4
0
分

◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
弁
護
士
相
談
日
1
1

毎
週
水
曜
日
午
後
1

時
1
4

時

相
談
や
来
所
の
際
は
な
る
べ
く
事
故
証
明
書
・
診
断
書
な
ど
、

事
故
状
況
関
係
説
明
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

前
橋
市
本
町
2
_
n
_
7
前
橋
調
査
事
務
所

6
0
2
7
2
閲
6
4
7
9
（
直
通
）
0
2
7
2

閲
6
4
6
0

電
話
で
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

無
料
で
交
通
事
故
の
相
談
に

関
係
機
関
•
本
部
1
1

東
京
）
で
は
、
自

動
車
事
故
に
よ
る
、
脳
損
傷
者
、
脊
髄

損
傷
者
に
、
日
額
ニ
ー
四
千
円
の
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
自
力
移
動
・
自
力
摂
食
が
不
可
能

な
ど
の
支
給
要
件
を
満
す
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

羅|
享

村の無料法律相談

時＝ 10月 11 日（舒

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 10 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

午前10時～午

日
易

士

•• 
乳 日

し
ー
ノ 健

時＝ 10 月 9 日（水）

時受付

所＝保健センター

2
 

~ 寺nnL 
ー後午

吾＾ロ、

• 日

健

◇場

◇場

康 相

時＝ 9 月 19 日（木）

から

10 月｝日（灼

所＝保健センター

分゜3
 

寺"
ｵ
 

, 
前午

吾火
R火

午後 1 時から

［人権・行政・心配こ‘‘と相~l
◇日時＝ 9 月 17 日（灼午前10時～午

後 3 時

所＝役場会議室

お
気
軽
に
ど
う
冷

受
給
資
格
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ

、
。
し圏

申
請
先
・
問
合
せ
1
1

自
動
車
事
故
対

策
セ
ン
タ
ー
群
馬
支
所
(
6
0
2
7

2

闘
6
5
1
5
)
。
所
在
地
1
1

〒
3
7
1

前
橋
市
三
俣
町
1

の
1
9
の
4
山
二

ビ
ル • 日

交

◇場

通事故相

時＝ 9 月 19 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

火
火

———
-R 

日
易

士

',',

1_

•• 

年 金 相

時＝ 10 月 3 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

_J 午前10時～午

火
火

———
-R 
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村 の ぅ ご き
9 月

10 日

12 日

I I • 

13 日

15 日

20 日

22 日

23 日

24 日

25 日

” 
29 日

敬名•の日訪問

村民ゲートボール大会

第39回日本花き生産者大会

視察団米村

秋の全国交通安全運動連絡

推進会議

危険物収集（ガラス、セト

モノ類）

農業委員会

第 2 回村民ゴルフ大会

第37回成人式

村議会定例会 (27 日まで）

明中運動会

交通安全街頭指導（田島地区）

東小・西小運動会

※予定ですので変更になる場合もあります。

蒼
日
時
1
1
9

月
2
7
日
⑥

分
1

午
後
3

時

圏
場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

皆
様
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る
献

血
。
平
成
2
年
に
は
全
国
で
年
間

7
7

4
万
人
の
方
々
に
献
血
し
て
い
た
だ
き

尊
い
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

明
和
で
は
3
3
7

人
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
献
血
と
い
っ
て

保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
部
屋
に
必
要
な
器

材
を
持
込
み
、
ゆ
っ
た
り
献
血
（
血
し

ょ
う
成
分
献
血
）
で
き
る
方
法
が
採
用

さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
四
月
か
ら
献
血
基
準

が
変
わ
り
、
▼

2
0
0
.
4
0
0

m
Q
献
血
、
成
分

献
血
も
最
高
血
圧
基
準
「

1
0
0
ミ
リ
H
g
」

が
「
9
0
ミ
リ
H
g
」
以
上
に
▼
体
重
5
0
k
g

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の

が
「
男
子
4
5
k
g
、
女
子
4
0
k
g
」
以
上
で

あ
れ
ば
可
能
に
▼
血
し
ょ
う
成
分
献
血

は
献
血
量
が
体
重
別
で
選
択
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

献
血
が
も
っ
と
、
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
創
意
工
夫
を
重
ね

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

午
前
1
0時
3
0

ご
利
用
く
だ
さ
い

個
人
住
宅
建
設
資
金

r --• • • ---------------------------• -----------------------• • • • • • • • 

: 老人福祉セし勺ー ] 

: 敬老の日開館します ! 

: 9 月 15 日（日）は、国民祝日で通常 : 
i ですと休館となりますが、敬老の i 

: 日のため開館し、翌日 16 日（月） （休 : 
: 館日）と翌々日 17 日伏）が休館とな i 

: ります。

. ---------------------------------------------

河
川
の
防
御
対
象

氾
濫
区
域
図
完
成

無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
建
設
省
で
は
、
利
根
川

上
流
部
と
渡
良
瀬
川
の
「
防
御
対
象
氾

濫
区
域
図
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
河
川
に
つ
い
て
堤
防
な
ど
で

洪
水
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
区
域
の
範
囲

（
洪
水
時
の
河
川
水
位
よ
り
低
い
地
盤

高
の
地
域
）
と
区
域
内
の
地
盤
の
高
さ

の
状
況
を
記
し
た
も
の
I
|
0

私
た
ち
住
民
に
と
っ
て
、
土
地
利
用

計
画
や
建
築
計
画
、
洪
水
時
の
水
防
活

動
や
避
難
対
策
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

こ
の
図
は
無
料
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
3

年
度

第
1

回
個
人
住
宅
建
設
資
金
融
資
申
込

み
受
付
中
で
す
。

I
l
l
受
付
1
1

平
成
3

年
1
0月
1
1日
ま
で

I
l
l
金
利
1
1

床
面
積
等
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
紅
i
紅
％

詳
細
は
公
庫
北
関
東
支
店

(
6
0
2

7
2

⑫
6
4
5
6
)

に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

〇
入
手
方
法
1
1

明
和
村
役
場
建
設
課
又

は
建
設
省
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所

川
俣
出
張
所

(
6
0
4
8
5
(
6
3
)

1
9
9
2
)

に
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

I
I

オ
ー
プ
ン
献
血
I
I

献
血
に

••t ~2’•9·; "’`., 9," ;::-: ;「ばぶ＇： ;• 

-9 9 9 9 )  

◎
総
務
課

▽
広
報
係
長
須
永

水
道
管
理
係
長
）

◎
教
育
委
員
会

▽
社
会
教
育
係
長

務
課
広
報
係
長
）

ヽ

｝
ー
/
'
l
 

役
場
人
事

（
）
は
前
職

裕
永
（
総

賢
一
（
建
設
課` 

（
晶
付
）

※
敬
称
略

館
林
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成

四
年
度
訓
練
生
（
機
械
製
図
科
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

〇
募
集
科
目
1
1

機
械
製
図
科

2
5名

圏
応
募
資
格
1
1

高
卒
以
上
の
学
歴
、
お

お
む
ね
3
0
歳
以
下

圏
申
込
期
間
1
1

平
成
3

年
9
月
2
4
日
閲
i

1
0月
3
1
日
困
ま
で

0
選
考
日
1
1

平
成
3

年
1
1月
1
2
日
因

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校

(
6⑰
0
2
2
9
)

へ
お
問
合
せ
下
さ

、
。
し

寄
付
あ
り
が
と
う

圏
高
田
宇
伊
一
さ
ん
（
江
口
）
は
5

万
円

圏
恩
田
三
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は

1
0万
円

圏
町
田
新
太
郎
さ
ん
（
南
大
島
）
は
3

万

円
〇
矢
島
子
供
会
（
代
表
田
口
博
重
さ
ん
）

は
6

、

1
6
0

円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

機
械
製
図
科

訓
練
生
募
集
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r
,
し

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

し

9

し

9
9
9

し

9
9
9
9
9
9
.
,
'
­

—
戸
人
人
人
人
人

-

3

0

7

3

7

-

-

5

0

3

-

ー
在

8
3
姻
4
4
9
4
4

，
約
亡
出
一

一
口
現

2
,
1
0
5
5
動
死
転
―

一
人
日
の
一

一
の

1

中
一

一
寸
月
数
数
月
人
人
一

ー
木
，
公
じ

8
8
5
1
~

帯
糸
男
女
（
—

i
口
生
入
一

i
世
人
出
転
”

9
9
9
9
9
9
9
9
9

し

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

館林邑楽地区 館

日月日科別産婦人科 耳鼻科 内

9 月 15 日
古屋病院小倉医院大石医院

曜 合 (63)616| 合 (72)0606 堀越医院

9 月 22 日
白沢医院川田（耳）医院増田医院

当 合(72)|600 合 (72)33|4 田内医院

9 月 29 日
浜野病院川村医院須田医院

番 合(88)5678 合 (72)1337 多々良診療所

10 月 6 日
横田（婦）医院小倉医院大塚医院

医
合 (72)0255 合 (72)0606 神尾医院

10 月 13 日落合医院川田医院記念病院
合(12)316oln(12)3724 ゆたか医院

こ
の
国
へ
入
国
す
る
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
経
由
の
航
空
便
で
首
都
ラ
ゴ
ス
の
国

際
空
港
を
通
過
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

空
港
附
近
の
上
空
か
ら
眺
め
る
下
界
は

一
面
の
雨
林
帯
と
褐
色
に
蛇
行
す
る
河

川
、
平
べ
っ
た
い
家
屋
と
赤
褐
色
の
裸

地
な
ど
見
慣
れ
な
い
風
景
が
期
待
と
不

安
を
増
幅
し
ま
す
。

質
素
で
薄
暗
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
部
は

冷
房
な
し
の
蒸
し
暑
さ
と
人
々
の
喧
騒

で
先
ず
驚
か
さ
れ
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト

の
審
査
は
型
ど
う
り
で
す
が
税
関
が
問

題
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
開
け
さ
せ
「
食

料
品
は
輸
入
禁
止
だ
。
知
っ
て
い
る
か
？
」

「
輸
入
品
で
は
な
い
、
我
々
は
公
用
旅

券
で
2

ヵ
年
間
滞
在
す
る
。
最
低
限
の

日
本
食
は
当
然
必
要
だ
」
と
い
っ
た
や

り
と
り
が
延
々
と
続
き
、
結
局
税
金
を

支
払
う
こ
と
で
決
着
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
税
金
不
思
議
な
事
に

領
収
書
が
出
な
い
し
、
値
切
る
事
が
で

き
る
の
で
す
。
入
国
第
一
歩
で
先
進
諸

国
と
の
違
い
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
国
で
は
風
景
・
施
設
・

群
衆
等
の
写
真
撮
影
が
危
険
で
す
。
何

処
か
ら
と
も
な
く
警
官
が
や
っ
て
来
て

「
誰
の
許
可
を
得
た
の
か
？
」
1
1
1
1

根

拠
法
が
曖
昧
で
こ
れ
又
「
税
金
」
支
払

で
一
件
落
着
。
私
は
給
油
所
の
片
隅
で

ベ
ン
ツ
の
オ
ン
ボ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
を
撮
影

中
つ
か
ま
り
、
支
配
人
の
「
私
が
許
可

収
穫
の
準
備
促
す

穂
の
重
み

大
狸
据
え
て
益
子
の秋

暑
し野

沢
芳
子

夏
の
旅

吊
り
皮
や

し
ょ
う
ち
ゅ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
夏
掌
中
に

高
橋
三
重
子

]

]

 

あ
ぶ
な
絵
の
作
は
広
重秋扇

松
本
夜
詩
夫

長
き
夜
や

ル
ー
ペ
の
視
野
を
虫
歩
く

日
名
子
春
実

地区 千代田 ※◎◎ 
て変耳祝

科 外 科明和地区か更鼻日
らに科は

合(74)2362 新橋病院館林地区と受なに館
診る限林

合(73)415| 合 (75)30 I I 同じです。 し場り厚
て合診生

合 (72) 1387 慶友病院館林地区とくが療病

ff (72) 3855 合 (72)6000 同じです。 ：？閂繋
合 (72)0862 最上医院館林地区といi旦閏
合 (72)30601 fl (74)3763 同じです。 の後し

で 1 ま
合 (72)0176 慶友病院小西医院 電時す

合 (75) 1288 合 (72) 6000 合 (86)2261 でで
話ま

合 (72)3|55 礫川堂医院館林地区と 信；：
合 (73)7308 合 (74)0184 同じです。 し

林

し
た
」
の
助
け
舟
で
無
罰
゜

友
人
は
民
間
空
港
と
国
立
競
技
場
を

ス
ナ
ッ
プ
し
て
い
て
二
度
許
可
制
の
「
税

金
」
を
支
払
い
ま
し
た
。
勿
論
個
人
の

肖
像
権
に
つ
い
て
は
事
前
に
了
解
を
取

付
け
る
の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

写
真
好
き
の
日
本
人
に
は
つ
ら
い
事
で

す
。も

っ
と
も
こ
の
二
つ
の
事
例
は
発
展

途
上
国
に
共
通
し
て
お
り
、
近
年
徐
々

に
改
善
（
？
）
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で

は
あ
り
ま
す
が
…
…
。

8 月の

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 7 件

●その他 4 件

●計 16 件

ス
ナ
ッ
。
フ
写
真
は

許
可
制
ー

0

蟻
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

明

和

俳
句
会

我
々
異
国
人
に
は
当
然
そ
の
国
の
法

律
を
守
る
義
務
が
あ
る
し
、
私
は
「
国

際
協
力
事
業
」
を
担
う
立
場
で
し
た

が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
片
の
疑
念
は
残

り
ま
す
。
他
方
、
日
本
へ
帰
っ
て
み
る

と
善
悪
は
別
に
し
て
外
国
の
介
入
に
よ

る
国
内
法
改
編
の
動
き
し
き
り
で
、
国

益
に
つ
い
て
し
み
じ
み
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
国
際
親
善
の
基
本
は
互
恵
平

等
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
味
に
は

奥
深
い
も
の
が
あ
り
そ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

荒
井
み
ね
子

そ
う
リ
ょ
う

爽
涼
や

峠
荼
屋
あ
と
句
碑
二
つ

森
戸
ひ
ろ

あ
う
ら

万
歩
に
も
満
た
ぬ
足
裏
に

炎
暑
来
る

山
下

ふ
で

溢
惑
わ
せ
ぬ
若
さ
持
つ

·
山
下
富
治

灯
籠
に
一
句
書
き
添
ヘ

夏
祭
り江

口

さ
い

金石関田町
子川根口田氏

t清繁盗言名
年
齢
世
帯
主

9
1
新
太
郎

7
0

廣

6

保
平

3
2
温
也

7
6
操
治

入矢南川南地
ケ大大
谷島島俣島区

3/z9 3/ze% ％貿閥

1
1

お
く
や
み
I
I

神瀬松奥田島鈴町
保下本澤口田木田氏
友rb 奈な

勇ほ里惰知宏げ莉 'l 大｛：甫g加名
人吐U李 'l 之切工ぇ罰 子こ

悶喜雷章学開嬰色］
長長長二長長長三続
男女女男女男男女柄

南新大新上大新南地
大江大
島里輪里黒輪里島区

% % % % ％弧孤孤闘

ー
お
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

｀
ロ

`<
お
く
や
み
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第361号 平成 3 年10 月 10 日

,--------------------------------------------------------, 

第 3 回村議会定例会は、 9 

月 24 日から 27 日までの 4 日間 : 

の会期で開かれ、平成 2 年度 : 

一般会計をはじめ、各種特別 : 

会計決算の認定などについて : 

審議され、いずれも原案どお : 

り可決承認されました。その : 

主な内容をお知らせします。 : 

--------·-------·••--·--·---··---------------------: 

平成2年度各種会計決算認定

(2) 

第 3 回村議会定例会

任
期
満
了

(
9月
3
0日
）
に
伴
う
、

多
田
正
雄
•
田
口
嘉
彰
さ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

0

平
成
二
年
度
土
地
開
発
公
社
事
業
及

び
決
算
報
告

案

0
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

0

村
道
路
線
の
認
定

議ヒ

0

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

程
0

地
域
福
祉
基
金
条
例
の
制
定

0

群
馬
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の

主
な
業
務
と
し
て
は
、
県
企
業
局
の

委
託
を
受
け
、
明
和
工
業
団
地
造
成
事

業
（
大
輪
地
内
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

圏
収
入
…
▼
あ
っ
せ
ん
等
事
業
収
益
四

億
七
、
八
七
七
万
六
、
六
九
二
円
▼

受
取
利
息
六
三
万
一
、
三
七
八
円

0
支
出
…
あ
っ
せ
ん
等
事
業
原
価
二
億

八
、
七
ニ
ニ
万
四
、
五
六
0
円
▼
一

般
管
理
費
五
八
一
万
一
、
七
四
一
円

▼
支
払
利
息
一
七
万
九
、
九
九
八
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

圏
収
入
…
0
円

圏
支
出
…
長
期
借
入
金
償
還
金
三
0
0

万
円 平

成
2

年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
決
算
報
告

「
地
域
福
祉
基
金
」

条
例
を
制
定

変
更

0

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更

0

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
規
約
の
変

更
〇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約

の
変
更

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

多
田
正
雄
さ
ん

(
6
5歳・
斗
合
田
）
の

再
任
と
、
同
じ
く
任
期
満
了

(
9月
3
0

日
）
に
伴
う
同
委
員
神
谷
芳
男
さ
ん

の
後
任
と
し
て
田
口
嘉
彰
さ
ん

(
6
8歳

・
矢
島
）
を
新
た
に
選
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

急
速
に
進
展
す
る
人
口
の
高
齢
化
に

対
応
し
、
2
1
世
紀
初
頭
に
訪
れ
る
長
寿

社
会
を
総
て
の
人
々
が
健
康
で
明
る
＜

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
、
活
力
あ

る
社
会
に
す
る
た
め
厚
生
、
大
蔵
、
自

治
の
各
大
臣
の
合
意
に
よ
り
、
高
齢
者

の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
け

る
基
盤
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

十
か
年
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
景

風

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
会

の
規
定
に
よ
り
「
地
域
福
祉
基
金
条
例
」
議

• 

を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
館
林
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更

〇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
規
約
の
変
更

0

平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

平
成
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

0

平
成
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

0

平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

0

平
成
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

0

平
成
二
年
度
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定



(3) 平成 3 年10月 10 日 第361号

( 
特別会計… 2年度決算

) 

老人保健事業
歳入

歳出

差引き

3億9,266万3干円

3億7,933万7干円

1,332万6干円

歳出の98.6％を占める医療費は、高齢化社会を反映し

て、と人人日の増加や入院医療費の増加などにより、前

年と比較して 6,245万5千円 (20%) の増となりました。

0- ゜

国民健康保険事業
歳入

歳出
差引き

5億4,585万4干円

4個1,418万9干円

1億3,166万5干円

歳出の大部分を占める医療費の伸びは、前期 (4~ 9 

月）が前年比△1. 6％と下回り、後期(lo~ 3 月）に入っ

てからも、前年比△9.6％と下回り伸びなかったために年

間で前年比△5.6％となりましたが、年を追って高齢化社

会に伴い保険給付支出の増加する傾向にあり、歳入では、

工業団地造成に伴う特別事由の税収と、一般会計からも

800万円の繰入れを行いました。

医療費の伸びが前年を下回り幸いにして、 13,166万5千

円の黒字決算となりました。しかしながら、国保財政は

高齢化社会を迎え老人保健の拠出金の増加が考えられる

ために依然として厳しい状態にあります。

今後ともより一層の医療費適正化につとめますのでご

協力ください。

゜水道事業

収益的収支

収入

支出

純利益

資本的収支

収入

支出

差引き

1億1,742万8干円（税込）

8,945万9干円（税込）

2,636万2干円（税抜）

1億1,742万8千円（水道料金など）の収入に対して8,945

万9千円（電気料など）の支出で純利益は2,636万2千円で

した。

2,200万円 （税込）

6,439万4干円（税込）

△4,239万4干円（税込）

2,200万円（企業債）収入に対して、 6,439万4千円（第

3浄水場改修工事など）の支出で差引き不足する額4,239

万4千円は、過年度分損益勘定留保資金822万7千円、建設

改良積立金2,836万7千円、減債積立金423万6千円、当年

度分消費税資本的収支調整額156万4千円で補てんした。

主な事業として、第 3 浄水場（大輪）改修工事、第 2

浄水場（上江黒）ろ過器改修及び塗装工事、第 1 浄水場

（新里）給水塔、ろ過器、塩素反応池塗装工事及び消火栓

5 基新設し整備を図りました。

二
路
線
を
村
道
に
認
定
。
認
定
理
由

と
し
て
、
南
大
島
地
内
の
道
路
は
、
従

米
か
ら
道
路
（
用
道
）
と
し
て
使
用
し

て
い
た
も
の
、
中
谷
地
内
の
道
路
は
、

◎認定されだ路線

路線名 起 ‘占’’‘ 終点 延長 幅員

（号線） （番地先） （番地先） (m) (m) 

2-466 
南大島 南大島

27.0 3.0 
358 355 

2-467 
中谷 中 クロ

60.3 5.0 
71-1 71-7 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

二
、
二
0
九
万
円
補
正

二
つ
の
路
線
村
道
に
認
定

従
米
は
三
ヶ
月
に
一
回
検
針
を
行
い

三
ヶ
月
に
一
回
精
算
払
い
と
い
う
方
法

で
、
水
道
料
金
の
徴
収
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
改
正
後
は
ニ
ヶ
月
ご
と
に

検
針
を
行
っ
て
そ
の
使
用
実
績
に
基
づ

い
て
水
道
料
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
道
事
業
給
水
条
例

一
部
改
正
さ
れ
る

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
及
び
第
一
二
十

二
条
の
協
議
に
基
づ
い
た
寄
付
物
件
と

し
て
、
受
領
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

八
、
四
五
一
万
三
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
、
四
五
一
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
三
一
億
四
、
一
六

0
万
七

千
円
に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
村
税
：
四
、
0

一
八
万
四
千
円
（
一

一
億
一
、
八
0
七
万
五
千
円
）
▼
県
支

出
金
…
三
0
万
円
（
一
億
二
、
八
二
五

万
四
千
円
）
▼
財
産
収
入
…
四
、
四
〇

二
万
九
千
円
（
一
億
二
、
0
六
五
万
円
）

【
歳
出
】

▼
総
務
費
…
三
、
六
0
四
万
四
千
円

（
五
億0
、
七
七
九
万
五
千
円
）

般
会
計

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

▼
民
生
費
…
三
、
一
三

0
万
円
（
六

億
八
、
九
五
八
万
三
千
円
）

▼
衛
生
費
…
五
九
万
円
（
一
億
五
、

三
四
九
万
九
千
円
）

▼
農
林
水
産
業
費
…
八
四
万
円
（
一

億
七
、
五
八
七
万
九
千
円
）

▼
土
木
費
…
一
、
一
0
三
万
二
千
円

（
七
億
一
、
一
八
六
万
四
千
円
）

▼
消
防
費
…
二
九
一
万
三
千
円
（
一

億
二
、
九
八
六
万
五
千
円
）

▼
教
育
費
…
一
七
九
万
四
千
円
（
四

億
九
、
二
四
0
万
六
千
円
）

れ
ぞ
れ
―
-
、
二0
九
万
円
を
追
加
し
総

額
を
四
億
八
、
三
五
六
万
九
千
円
に
し

ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
国
民
健
康
保
険
税
…
一
、
七
五
五

万
円
（
二
億
五
、
0
二
五
万
二
千
円
）

▼
繰
越
金
…
四
五
四
万
円
（
二
、
一

八
0
万
一
千
円
）

【
歳
出
】

▼
総
務
費
…
四
八
万
円
（
二
、

0
四

七
万
七
千
円
）

▼
保
険
給
付
費
…
一
、
七
0
七
万
円

（
三
億
七
、
ニ
―
五
万
四
千
円
）

▼
諸
支
出
金
…
四
五
四
万
円
（
四
五

四
万
七
千
円
）



第361号 平成 3 年10 月 10 日 (4) 

村 税

地方交付税

村税の内わけ
，＾ヽ

万費〇
円税 0 ▼
: 9 村
4 万民
0 円税
7 • : 
1,|i f. 5 
万自億
円動 6
▼車 2
特税 7
別： 0
土 1 万
地 2 円
保 0 ▼
有 4 固
税万定
：円資
1 ▼産
億村税
4 た：
4 ば 4
8 こ億
7 消，

者
桑
＝
＝
口
斎

収

越

入
金

県支出金

地方譲与税

自動車取得

税交付金

国庫支出金

分担金及び

負担金

財産収入

そのほか

31億4,839万円

12億5,041 万円

10億 I, 894万円

1 億8,529万円

1 億3, 190万円

1 億2,509万円

1 億 944万円

7, 193万円

5,955万円

4,514万円

也 970万円

1 億 I, I 00万円

構成比39.7% 

32.4% 

5.9% 

4.2% 

4.0% 

3.5% 

2.3% 

1.9% 

1.4% 

1.2% 

3.5% 

◎村有財産の状況 （平成 3 年 3 月 31 日現在）

ロニ三］基 金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16億3,237万円

（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金等）

出 資 金 等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •494万5千円

（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

（単位千円）

◎
性
質
別
歳
出
内
わ
け

内わけ 金 客頁 構成比鈴

人 f牛 費 680,024 23.8 

義務的経菩 扶 且力 費 33,519 1. 2 

公 1責 費 180,080 6.3 

言t 893,623 31 3 

牛勿 f牛 費 400,641 14 1 

補助費等 269,247 9.4 

糸佳未与打h イl多費 46,347 1 6 

その他の経費
貸 1寸 金 4,315 0.1 

投資及び出資金 8,043 0.3 

柏一 立 金 602,855 21 1 

茶ヽ架" 出 金 34, 154 1 2 

言t 1,365,602 47.8 

投資的経費 普通建設事業費 596,659 20 9 

歳 出 ポ｛，公し‘ 額 2,855,884 100 0 

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
2

年
度

国
の
平
成
2
年
度
予
算
は
、
前
年
度
末
の
公
債
残
高
が
一
六
0
兆
円
を
超
え
、
国
債
の
利
払
費
が
歳
出

予
算
の
約
二
割
を
占
め
る
な
ど
財
政
を
圧
迫
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
既
存
の
制
度
・
施
策
の
徹
底
し
た
見
直
し
・
合
理
化
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
、
国

際
化
社
会
の
中
で
わ
が
国
の
果
す
べ
き
役
割
り
、
責
任
の
重
大
性
な
ど
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
財
政
の
対
応
力
を
回
復
す
る
こ
と
が
緊
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
景
気
拡
大
の
持
続
に
よ
る
税
収
の
伸
び
を
背
景
に
全
体
で
九
・
七
％
増
額
し
、
一
般
歳
出
に
お

い
て
も
三
・
九
％
の
伸
び
を
し
め
し
大
型
予
算
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
国
、
県
と
同
一
基
調
に
立
ち
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総

合
計
画
を
基
本
と
し
て
、
各
般
に
わ
た
る
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
と
共
に
、
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ

つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
村
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
・
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
村
民
生
活
安
定
の
た
め
各
分
野
の
発
展
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
一
層
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た
た
か

い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
二
年
度
の
決
算
の

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



(5) 平成 3 年10月 10 日 第361号

巳 総務費 6億9,364万円
0 交通対策費 564万円

0 一般管理費 1億8,776万円

〇税務総務費 4,485万円

〇企画費 576万円

0 戸籍住民基本台帳費 1,993万円

24.3% 

--—• -----.  

巳）土木費 6億7,316万円
0道路維持費 2,516万円

0道路橋りょう新設改良費（工事請負費など）

3,586万円

0 住宅管理費 464万円

0 公園費（ふるさとづくり基金柏立）

I -― ,“.9「

后i―

23. 6% 

3億

2億4,312万円

道
路
改
良
工
事

村
勢
要
覧

• 3億7,899万円

13.3% 
0社会福祉総務費 3,715万円

0 国民年金費 1億3,690万円

〇老人福祉費 3,755万円

〇老人福祉センター費 2,115万円

0 保育園費 1億1,430万円

民生費 巳） 3億5,864万円

12.5% 
0 小学校費（東小南校舎窓枠等大規模改

造工事請負費など） 1億3,791万円

0 中学校費 4,674万円

〇幼稚園費 5,059万円

0 公民館費 1,904万円

0体育施設費 1,177万円

教育費 巳農林水産業費 2億2,607万円

7.9% 
〇農業委員会費 732万円

〇農業総務費 2,843万円

〇農業振興費 4,054万円

〇農地費（工事請負費など）

万円

1億4,969

／
ヽ
'福
祉
の
充
実

0 元金

〇利子

1 億8,008万円

6.3% 
1億483万円

7,525万円

〇予防費（各種検診等委託料）

0保健センター費 240万円

〇じん芥処理費 3,079万円

〇し尿処理費 2,719万円

ヽ辱

“— 

◎議会費
5,626万円 2.0% 

1 億 5,11 3万円

5.3% 
2,155万円

臼商工費
1, 712万円

水
路
工
事

1 億 1ｷ, 8 6 4万円

4.1% 

巳諸支出金
215万円 0.1% 



第361号 平成 3 年10 月 10 日 (6) 

在宅福祉の拠点

在宅福祉対策の要である「テイサービスセン

ター」の建設がいよいよ開始されます。

9月3日に起工式を行い、事業費1億3,338万

5干円をかけて9月から工事に着手し、来年2月

までに完成の予定です。

高齢社会に対応できる、在宅福祉サービスの

拠点として大きい期待が寄せられています。

テ
イ
サ
ー
ビ

くい打ち スタート

ス
セ
ン
タ
—
建

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は

設
始
ま
る

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
増
築
も
併
せ
て

国
で
は
、
平
成
元
年
1
2
月
に
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
分
野
に
お

け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
、
「
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
最
重
点
と
さ
れ
て

い
る
の
は
在
宅
福
祉
対
策
で
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成
2
年
度
末
、
全
国
で
1
、
7
8
0
カ
所
整
備
さ
れ
、

平
成
1
1
年
に
は
1
0
、
0
0
0
カ
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
生
8
0
年
の
長
痔
の
時
代
が
到
来
し
、
現
在
、
全
国

で
6
0
万
人
、
本
村
で
は
約
3
0
人
の
お
年
寄
り
が
寝
た
き
り
な
ど
の

た
め
、
何
ら
か
の
介
護
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
多
く
は
、
老
後
も
住
み
慣
れ
た
自
分
の
家
や

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
老
人
介
護
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
在
宅
の
ね
た
き
り
老

人
等
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
。
一
方
、
介
護
に
当
た
る
家
族
の

方
々
の
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
二
千
九
百
万
円
余
り
か
け
て
増

築
い
た
し
ま
す
。

在
宅
の
虚
弱
老
人
等
に
対
し
、
通
所
ま
た

は
訪
問
に
よ
り
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
立
生
活
の
助
長
、
社

会
的
孤
立
感
の
解
消
、
心
身
機
能
の
維
持
向

上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
身
体

的
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

起工式で村長、鋤入之儀
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ロ館
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◎案内図

N
I
L
I一

※
建
設
所
在
地
1
1

新
里
三
一
―
_
­

※
建
物
面
積
1
1

三
五
三
・
―
二
面

※
室
数
1
1

機
械
浴
室
▽
一
般
浴
室
▽
養

護
室
▽
日
常
動
作
訓
練
室
▽
食
堂
▽

事
務
室
▽
厨
房
▽
ロ
ビ
ー
▽
準
備
室

▽
便
所
▽
脱
衣
室
▽
倉
庫
な
ど

建
設
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

置 図 N

i
 

老人福祉センター

|—|\‘ 

•
9
9
9
1
1
,

、
一
，

増
築

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

デイサーピスセンター

/-

ゲートボ＿ル場 ゲートボール場

◎老人福祉センター

増築建物平面図
◎デイサービスセンター建物平面図

廊
下 厨 房

食
品
庫

一般浴室
職

機械浴室 準備室
パーキングスペース

倉 庫

ロビー 玄関
集会室

食 堂 日常動作訓練室

養護室
事務室



第361号 平成 3 年10 月 10 日 (8) 

吉田源次郎さん

県知事表彰

長
寿
者
t
敬
老
慰
問

九
月
十
日
、
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
村
内
の
長
翡

者
、
八
十
五
歳
以
上
の
一
―
―
一
人
宅
を
敬
老
慰
問
し
ま
し
た
。

村
長
、
助
役
、
収
入
役
ら
が
三
班
に
分
か
れ
「
長
痔
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
を
|
|
」

と
記
念
品
や
敬
老
年
金
を
贈
り
祝
福
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
吉
田
源
次
郎
さ
ん

（
新
里
）
が
、
ね
た
き
り
老
人
模

範
介
護
者
と
し
て
県
知
事
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
宅
で
は
、
奥
さ
ん
が

五
年
前
か
ら
ね
た
き
り
状
態
で
す
。

以
来
、
献
身
的
な
介
護
を
行
い
、

し
か
も
三
世
代
が
同
居
す
る
六
人

家
族
で
あ
り
な
が
ら
、
家
族
全
員

で
協
力
し
合
い
、
明
る
＜
円
満
な

家
庭
を
築
い
て
い
る
と
し
て
こ
の

度
の
名
誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記念品を受ける恩田さん（左）

ヵうオケでみれあいt

3位
金子増蔵さん

$
Kし
、

愈
k

ぐ
や

し
と
と

中島直美さん

準優勝

新井啓之さん

こ
の
ほ
ど
と
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

敬
老
の
日
記
念
事
業
と
し
て
、
九
月
十

五
日
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
深
山
沿

―
一
さ
ん
と
中
島
直
美
さ
ん
が
熱
喝
、
観

客
か
ら
熟
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

鼻3
9
 

深山沿二さん

優勝
薗田順一さん

九
月
三
日
、
村
内
六
十
歳
以
上
の
ど
人
を
対

象
に
第
三
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
開
か
れ
十
六
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
四

十
三
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

0

優
勝
：
薗
田
順
一
（
大
佐
貰
）

〇
準
優
勝
：
新
井
啓
之
（
田
島
）

0

三
位
…
金
子
増
蔵
（
大
輪
）

0

優
秀
賞
…
篠
木
は
つ
（
大
佐
貫
）
▽
小
田
木

正
―
―
一
郎
（
新
里
）
▽
新
井
サ
エ
（
江
口
）

0

特
別
賞
・
・
・
田
口
千
代
（
大
輪
）
▽
金
子
ヒ
ロ

（
中
谷
）
▽
小
川
藤
作
（
川
俣
）
▽
鈴
木
キ

ヨ
（
須
賀
）
▽
藤
野
松
雄
（
川
俣
）
▽
田
ロ

政
男
（
大
輪
）
▽
石
崎
シ
ズ
（
矢
島
）

柏
＂
溝
者
福
祉
パ
レ
ー
ド
隊
が
九
月
四

日
米
庁
。
「
共
に
明
る
い
社
会
を
」

と
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
村
内
関
係
者

や
助
役
、
収
入
役
、
文
教
・
厚
生
常
任

委
員
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
役
場

職
員
ら
百
人
ほ
ど
が
出
迎
え
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
激
励
の
こ
と
は
を
交
換
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
一
行
は
千
代
田
町
に

向
か
い
ま
し
た
。

ー
ド
隊
来
序

祉
l
Yし

精
薄
者
福
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ヵメ
゜-r 

゜

本
村
を
視
察

スポ ッ 卜

全
国
の
花
き
生
産
者

九
月
十
一
日
1

十
三
日
、
前
橋
県
民

会
館
で
第
三
十
九
回
日
本
花
き
生
産
者

大
会
が
開
催
さ
れ
、
二
日
目
の
十
二
日

産
地
視
察
と
い
う
こ
と
で
、
花
き
生
産

者
大
会
参
加
者
二
百
二
十
名
余
り
が
、

本
村
千
津
井
地
区
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
視

察
し
ま
し
た
。

0--

゜広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事なと一なんでも結構
です。情報をお寄せください。

゜

-l↓三―/
/‘~ 

11 

視察団到着

女
性
代
表
答
辞

桜
井
正
美
さ
ん

男
性
代
表
答
辞

牛
久
保
正
和
さ
ん ヽ

ガ
—
ル
ス
カ
ウ
ト
の
メ

‘
Yバ
ー

．
｀
哀

5
 

直人
ナ

,' ^ ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
メ
｀
沢
ー

仁
]
L
 

i• 

第
3
7
回
村
成
人
式
が
九
月
二
十
三
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
は

昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖
先
に
報
告
、
感
謝
の
意
を
込

め
て
こ
の
秋
分
の
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

派
手
な
服
装
よ
り
心
を
飾
る
成
人
式
と
男
性
は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
女
性
は
白

の
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
と
簡
素
な
服
装
で
百
三
十
六
人
が
出
席
。

村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署
長
、
県
教
育
長
ら
多
数
の
方
よ
り
祝
福
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

派
手
な
服
装
よ
り
心
t
籐
る
成
人
式

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一
団
メ
ン

バ
ー
三
十
人
ほ
ど
が
九
月
十
五
日
上
江

黒
地
内
で
、
ま
た
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群

馬
県
支
部
7
7
団
（
明
和
）
の
メ
ン
バ
ー

二
十
人
ほ
ど
が
九
月
二
十
二
日
新
里
地

内
で
ゴ
ミ
拾
い
や
空
缶
拾
い
を
行
い
連

帯
感
を
高
め
る
と
共
に
清
掃
活
動
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ポ
J
イ
ス
カ
ウ
ト

ガ
J
ル
ス
カ
ウ
ト

ク
リ
ー
、

Z
作
戦
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「川俣ソフトボール愛好会」チーム

ソフトボール大会結果

(10) 

千
津
井

リ
カ
ー
ズ

上
江
黒

M

S

c

 

田 江 JI I 新

▽
一
位
1
1

川
俣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

▽
二
位
1
1

千
津
井
▽
三
位
1
1

田
島
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
・
矢
島
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

第
1
4回
村
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

社会体育館

合(84)4626

島

キ
ケ
ン

口 俣 里

東
邦
工
業

大
佐
貫

大
綸

東
洋
運
輸

矢
島

「南大島 B 」チーム

▽
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
▽
二
位
1
1

キ
ャ

ッ
ツ
愛
▽
三
位
1
1

江
口
新
生
A

・
大
佐

貰

第
1
0回
村
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

▽
一
位
1
1

南
大
島
B

▽
二
位
1
1

大
輪
B

▽
三
位
1
1

田
島
B
•

南
大
島
A

「明和クラブ」チーム

バレーボール大会結果

第
3
5回
村
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
結
果

江
口
新
生
B

大
佐

貫

キ
ャ
ッ
ツ
愛

◎
一
般
男
子

◎
一
般
女
子

ウ
ィ
ン
グ
ス

愛

好

会

江
口
新
生
A

明
和
ク
ラ
ブ

リ
リ
ー
ズ

九
月
―
―
十
二H
、
第
2
回
村
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
一
六
0
人
の
参
加
を
得
て
板

倉
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
、
一
般
男
子
、

一
般
女
子
の
二
部
門
で
日
頃
の
練
習
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
・

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

0
1

位
1
1

関
日
達
男

7
8
7
2
.
o

0
2

位
1
1

多
田
廣
市

8
3
7
2
.
2

0
3

位
1
1

江
森
勝
也

8
2
7
2
.
4

0
4

位
1
1

藤
野
亨

7
8
7
3
.
2

0
5

位
1
1

島
田
巖

7
7
7
3
.
4

〔
※
島
田
さ
ん
B
G

賞
痩
得
〕

0
6

位
1
1

永
吉
秋
夫

7
7
7
3
.
4

0
7

位
1
1

関
口
章
夫

0
8

位
1
1

梁
瀬
忠
興

0
9

位
1
1

伊
藤
道
男

0
1
0位
1
1

新
井
一
男

第
2

回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

優勝者・ベストグロスの人たち

0
1

位
1
1

関
口
幸
子

9
3
7
7
.
4

〔
※
関
口
さ
ん
B
G

賞
獲
得
〕

0
2

位
1
1

小
川
光
代

1
0
8
8
0
.
4

0
3

位
1
1

新
井
幹
子

1
0
2
8
0
.
4

.
4
 

3

3

 

8

7

 
.
2
 

9

4

 

7

7

 
.
4
 

4

4

 

8

7

 
.
6
 

7

4

 

7

7
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覚せい剤・シンナーは成長期の
からだをとんとん蝕んでゆく。

竺ーい剤の雙全」
●楕神障害

言：;.:)~)

青
少
年
シ
リ
ー
ズ
①

あ
な
だ
の
お
子
さ
ん
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

日
本
が
危
な
い
I

．
青
少
年
が
危
な
い
I
.

近
年
、
青
少
年
の
飲
酒
・
喫
煙
・
シ
ン
ナ
ー
等
に
よ
り
警
察
の
補
導
を
受
け
る

青
少
年
は
そ
の
数
を
増
し
て
い
ま
す
。

成
長
期
に
あ
る
青
少
年
が
こ
の
よ
う
な
自
損
行
為
に
は
し
る
こ
と
は
、
彼
ら
の

健
全
な
成
長
に
と
っ
て
重
大
な
影
籾
を
及
ぽ
す
も
の
と
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
青
少
年
が
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
行
為
の
実
状
や
有
害
性
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
に
認
識
が
極
め
て
乏
し
く
、
深
刻
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
な

い
の
が
実
状
で
す
。

そ
こ
で
今
月
よ
り
、
こ
れ
ら
青
少
年
の
自
損
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
、
青
少

年
を
と
り
ま
く
危
険
な
誘
惑
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
シ
ン
ナ
ー

シ
ン
ナ
ー
乱
用
の
動
機
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
み
る
と
、
大
部
分
が
好
奇
心
か

ら
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
更
に
分
析
し
て
み
る
と
、
精
神
的
・
肉
体
的

快
感
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
と
言
っ
た
こ

と
が
直
接
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
恐
ろ
し
い
の
は
、
だ
ん
だ
ん
と
利
か
な
く
な
り
、
砿
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
心
里
を
増
や
し
て
使
い
続
け
る
と
そ

こ
に
精
神
的
依
存
、
さ
ら
に
は
肉
体
的
依
存
と
い
う
中
毒
症
状
が
現
れ
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
よ
う
、
あ
な
た
の
声
で
、
地
域
の

声
で
：
…
•
O

I シンナーの場合 I
●脳

延髄がマヒし死ん

でしまうことがあ

ります。

/ 

ン
ン
ナ
ー
常
用
が
長
期
に
な
る
と
か
ら
だ
の
内

部
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

特
に
成
長
期
の
青
少
年
に
は
、
背
が
伸
び
な
い
、

筋
肉
が
つ
か
な
い
、
体
重
が
激
減
す
る
な
ど
、
発

育
を
さ
ま
た
げ
る
大
き
な
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

言
に

●
視
り
こ
と
ヒ

9
U量
．
... 

●食道・胃

胃粘膜がおかされ出血

します。

●気管支．肺

粘膜がおかされ咳やた

んが多く出ます，＇

県
で
は
、
食
品
衛
生
指
導
員
事
業
活

動
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
初
群
馬
県

食
品
衛
生
協
会
に
委
託
し
、
平
成
三
年

度
か
ら
事
前
指
導
事
業
を
新
た
に
導
入

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
食
品
衛
生
指
導
員
の

中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
指
導
員
で
⑪
群
馬

県
食
品
衛
生
協
会
長
か
ら
の
委
嘱
で
館

林
保
健
所
管
内
で
は
十
人
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

島
田
高
男
さ
ん
（
中
谷
）

特
別
食
品
衛
生
指
導
員
に

委
嘱
さ
れ
る

例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
村
審

査
を
パ
ス
し
た
作
品
（
者
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
県
審
査
に
送
付
）

I
l
l
小
学
校
の
部
（
応
募
数
8
6
4
点
）

▼
野
本
秋
奈
（
東

1
)
▼
儀
川
光

（
西
l
)
▼
篠
木
優
甫
（
西
2
)
▼
帆

足
真
希
（
東
3
)
▼
鈴
木
亮
広
（
西
3
)

▼
深
野
一
将
（
東
4
)
▼
頭
金
花
絵
（
西

4
)
▼
須
藤
千
奈
津
（
東

5
)
▼
小
平

智
子
（
西

5
)
▼
牛
久
保
恵
子
（
東
6
)

▼
福
田
訓
子
（
西

6
)

I
l
l
中
学
校
の
部
（
応
募
数
5
0
0
点
）

▼
田
村
花
織

(
1
)
▼
古
橋
由
美
子

村
審
査
パ
ス

2
1点
県
審
査
へ

゜ 特産ナシで事故ナシ運転t
村交通対策協議会は、館林警察署、村安全協会の協力

を得了、 9 月 25 日、ナシ園が連なる田島地内の県道で「事

故ナシ運転を」とドライバーに村特産のナシ200個をプレ

ゼントし安全運転を呼びかけました。

r-・・

(
1
)
▼
石
崎
朗
子

(
1
)
▼
松
本
典

子

(
2
)
▼
山
田
雅
信

(
2
)
▼
藤
井

真
弓

(
3
)
▼
石
川
恵
子

(
3
)
▼
江

森
亨

(
3
)
▼
石
川
美
和

(
3
)
▼

柿
沼
弘
康
（
3
)

（
敬
称
略
）

、一

村
の
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
梅

原
の
恩
田
万
吉
さ
ん
が
去
る
九

月
二
十
五
日
午
前
七
時
二

0
分

老
衰
の
た
め
自
宅
で
逝
去
さ
れ

百
一
歳
で

ま
し
た
。

し
た
。

生
前
は
敬
老
の
日

に
村
長
な
ど
が
来
る

事
や
、
広
報
に
写
真

が
載
る
の
を
と
っ
て

も
楽
し
み
に
し
て
い

た
恩
田
さ
ん
。

こ
こ
に
村
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
恩
田

さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈

り
ま
し
ょ
う
。

村
の
最
高
齢
者
恩
田
さ
ん
逝
去
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ロ ロ

く
ら
し
の
行
政
相
談

行
政
に
関
す
る
苫
情
や
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圏
期
日

1
0
月
1
5
日
因
明
和
村
役
場

1
0
月
1
6
日
困
東
部
児
童
館

1
0
月
1
7
日
困
館
林
農
協
佐
貫
支
所

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
3

時
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

平
成
3
年
度
第
2
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
）
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
受
験
希
望
の
方
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
う
準
備
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
の
方
は

危
険
物
取
扱
者

試
験
の
お
知
ら
せ

涵|
ト
リ
ク
レ
ン
・
パ
ー
ク

レ
ン
を
使
用
し
て
い
る

事
業
者
の
方
へ

受
験
申
し
込
み
と
あ
わ
せ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

圏
準
備
講
習
会

日
時
1
1
1
0
月
3
1
日
困
午
前
9
時
か

ら
会
場
1
1
館
林
市
郷
谷
公
民
館

受
講
料
1
1
6

、

6
0
0

円

＊
試
験

日
時
1
1
1
2
月
1

日
⑪
午
前
9
時
か

ら
会
場

1
1

太
田
市
関
東
学
園
大
学

受
験
料
1
1

甲
種
5
、
0
0
0

円

乙
種
3

、

4
0
0

円
丙
種

2
、

7

0
0

円

※
申
し
込
み
・
問
合
せ
は
、
1
0
月
2
1

日
1
1
0
月
2
9
日
ま
で
に
明
和
分
署
（C

闘
3
1
3
1
)

へ

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
通
称
ト
リ

ク
レ
ン
）
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

（
通
称
。
ハ
ー
ク
レ
ン
）
を
使
用
し
て
い

村の無料法律相談

午前10時～午ｰ ◇日
◇場

◇内

◇対

◇受

る
事
業
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
が
改
正
さ
れ
、
1
0
月1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
、
次
の
施
設
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
施
設
を
現
在
設
置
し
て
い

る
事
業
者
は
、
市
町
村
を
経
由
し
て
県

に
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
今
後
こ
れ
ら
の
該
当
施
設
を

新
た
に
設
置
す
る
事
業
者
は
設
置
の
六

十
日
前
ま
で
に
届
出
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

▽
届
出
が
必
要
な
施
設

①
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
洗
浄
施
設

②
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
蒸
留
施
設
（
回

収
・
再
生
施
設
）

▽
手
続
き
の
期
間

1
0
月
1
日
か
ら
1
0
月
3
0
日
ま
で

▽
問
合
せ
先

時＝ 11 月 11 日（月）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 11 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

日
易

士

ー
—
—
◇
◇

乳 日
し
ー
ノ 健 号＾ロ、

時＝ 11 月 14 日（杓

時受付

所＝保健センター

_J 午後 1 時～ 2

• 日

健
I 

時＝ 10月 17 日（杓 11 月 5 日（灼

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

所＝保健センター

康 相 火
火

———
-R 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
奥
さ
ん
は
、
第

三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
等
の
制
度
が
一
括
し
て
負

担
し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三

号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
ご
主
人
が
退
職
し
た
り
、
奥

さ
ん
自
身
が
就
職
し
た
場
合
も
届
け
出

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
届
け
出
は

ぉ
す
み
で
す
か

役
場
企
画
開
発
課

(
6闘
3
1
1

1
)
館
林
保
健
所

(
6⑰
3
2
3
0
)

又
は
県
庁
公
害
課
水
質
保
全
係
（

6
0

、
、

2
7
2
2
3
1
1
1
1

内
線
2
6
8
4
)

ヽ

ヘ

◇場

I 人権・行政・心配巳：門田
◇日時＝ 11 月 15 日⑥午前10時～午

後 3 時

所＝役場会議室◇場

恒
例
の
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
が
今
年
も

1
1月
2
3
日
由
に
開
か
れ
ま
す
。

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は

皆
様
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
日
用
品

な
ど
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

゜

す
寄
付
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会

(
6闘
4
9
2
6
)

へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
開
か
れ
ま
す

福
祉
バ
ザ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
将
来

受
け
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
は
、
役
場
住
民
課
へ
、
印
か

ん
、
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

［交
◇日

◇場

通事故相談

時＝ 11 月 14 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

日
易

士

|
 _
_
 

—•• 年 金 相

時＝11 月 7 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

号火
R火
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皆
さ
ん
が
、
旅
館
で
宿
泊
さ
れ
た
り

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
飲
食
さ
れ
た
と
き

に
は
、
消
費
税
（
国
税
）
の
ほ
か
特
別

地
方
消
費
税
（
県
税
）
が
か
か
り
ま
す
。

特
別
地
方
消
費
税
は
、
地
域
の
環
境

整
備
、
開
発
等
、
地
域
の
振
興
を
図
る

う
え
で
、
群
馬
県
の
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

圏
税
率
1
1
3

％
免
税
点

1
1

宿
泊
…
1

人
1

泊
に
つ
き
1
5

、

0
0
0

円
（
平

成
3

年
7

月
施
行
）
飲
食
等
…
1

人
1

回
に
つ
き

7
、

5
0
0

円
（
平
成
3

年

7

月
か
ら
施
行
）

※
詳
細
は
館
林
財
務
事
務
所

(
6⑰
4

4
6
1
)

へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
消
費
者
の
み
な
さ
ま
に
物

資
の
生
産
や
流
通
等
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
「
物

価
バ
ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

圏
期
日
1
1

平
成
3

年
1
1月
7

日
困

圏
見
学
企
業
1
1

富
士
通
昧
館
林
工
場

サ
ン
ト
リ
ー
昧
利
根
川
ブ
ル
ワ
リ
ー

圏
集
合
場
所
・
時
間

太
田
駅
南
口
午
前

9

時
3
0分

圏
募
集
人
員
1
1
4
0
名

圏
応
募
資
格
1
1

県
内
在
住
の
1
8歳
以
上

の
方

圏
費
用
1
1

無
料
（
貸
切
バ
ス
と
昼
食
は

県
で
用
意
い
た
し
ま
す

圏
応
葬
方
法
1
1

往
復
ハ
ガ
キ
に
て

乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

物
価
バ
ス

ご
存
じ
で
す
か

「
特
別
地
方
消
費
税
」

人
手
不
足
が
続
く
な
か
、
県
内
企
業

に
お
い
て
は
、
人
材
確
保
が
大
変
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
首
都
圏
に
在
職
・
在
住
し

て
い
る
方
々
で
、
「
水
と
緑
と
太
陽
の
く

に
」
群
馬
へ
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
に

対
し
、
県
内
の
雇
用
情
報
の
提
供
、
職

業
相
談
を
行
う
た
め
「
ぐ
ん
ま
U
タ
ー

ン
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

圏
名
称
1
1

ぐ
ん
ま

U

タ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー

圏
場
所
1
1

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
1

|
8
|
3

（
国
際
観
光
会
館4
階
）

群
馬
県
東
京
物
産
観
光
事
務
所
内

(
6
0
3
|
3
2
3
1
_
4
8
3
6
)
 

交
通
1
1

東
京
駅
八
重
洲
北
口
下
車

圏
家
族
、
知
人
の
方
へ
お
願
い

ぐ
ん
ま
へ
の
就
職
希
望
の
方
に
、
ぜ

ひ
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
く
だ
さ

、
。
しむ

ら
お
こ
し

物
産
展
の
開
催

I
l
l
期
日
1
1
1
0
月

1
8日
⑥
1
2
0日
⑪

I
l
l
時
間
1
1

午
前
1
0時
1

午
後
6

時

I
l
l
場
所
1
1

高
崎
市
問
屋
街
セ
ン
タ
ー

高
崎
市
問
屋
街
中
央
公
園

I
l
l
内
容
1
1

展
示
・
即
売
、
郷
土
芸
能
の

披
露
、
抽
選
会
な
ど

※
詳
細
は
群
馬
県
商
工
会
連
合
会

(
6
0
2
7
2
⑳
9
7
7
9
)

へ
。

ぐ
ん
ま

U

タ
ー
ン

コ
ー
ナ
ー
開
設

圏
締
切
期
限
1
1

平
成
3

年
1
0月
2
5日
⑥

※
詳
細
は
群
馬
県
消
費
生
活
課
調
査
係

(
6
0
2
7
2
闘
1
1
1
1
)

へ

館
林
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
群
馬

県
民
の
日
に
求
人
者
と
求
職
者
が
一
堂

に
会
し
て
面
接
、
相
談
を
行
う
「
雇
用

促
進
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

圏
期
日

1
1
1
0
月

2
8日
⑪
県
民
の

H

圏
場
所

1
1

館
林
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

圏
そ
の
他
1
1

面
接
希
望
の
方
は
、
履
歴

書
持
参
く
だ
さ
い

「
雁
用
促
進
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

村 の う ご き

10月

6 日

10 日

11 日

13 日

18 B 

21 日

24 B 

25 日

26 日

11 月

2 日

9 日

総合福祉スポーツ大会

第 2 回マラソンソフトボー

ル大会

村民文化大学（ダニエル・

カール）

村民体育祭

村民文化大学（遠藤泰子）

農業委員会

老人福祉センター入場者10

万人達成記念式典

村社会福祉大会

村民文化大学（島田洋七）

文化祭 (4 日まで）

村民文化大学（森田正光）

※予定ですので変更になる場合もあります。

圏
期
日

1
1
1
0
月

2
8日
⑪
県
民
の
日

午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
3
0分
ま
で

圏
場
所

1
1

県
水
産
学
習
館
（
館
林
つ

つ
じ
が
岡
公
園
内
）

圏
内
容

1
1

金
魚
す
く
い
1
1

小
学
生
・

幼
児
対
象
。
参
加
費
無
料

※
詳
細
は
当
館

(
6⑮
1
1
8
5
)

水
産
学
習
館
が

無
料
開
放
さ
れ
ま
す

1
0月
は
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
。

社
会
経
験
の
豊
富
な
高
年
齢
者
を
あ

な
た
の
職
場
で
雇
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
年
齢
者

(
5
5歳以
上
6
5歳
未
満
）

を
安
定
所
の
紹
介
で
常
用
雇
用
し
て
い

た
だ
き
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
国

の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6⑰
4
3
6
3
)

へ
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ
ー

ヘ

赤い 1かお
共同募金蓮軸

今
年
も

I
I

い
ま
大
切
な
民
間
社
会
福

祉
“
を
合
言
葉
に
、
1
0月
1

日
か
ら

1
2

月

3
1日
ま
で
全
国
一
斉
に
共
同
募
金
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民

生
委
員
の
方
が
各
家
庭
や
事
業
所
に
お

伺
い
し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
誰
に
で
も
気

軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

圏
期

圏
場

軍
内

日

1
1
1
1
月
2
日

1
4

日

所
1
1

村
中
央
公
民
館

容
1
1

芸
能
発
表
、
作
品
展
な
ど

〈
商
工
祭
〉

日

1
1
1
1
月
4

日

所
1
1

村
中
央
公
民
館
ほ
か

容
1
1

軽
飛
行
機
の
滑
走
、
青
空

バ
ザ
ー
、
地
域
特
産
品
の
即
売

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど

I
I

赤
い
羽
根
I
I共
同
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

圏
期

圏
場

軍
内市

、
会
、

〈
文
化
祭
〉
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r
1
1
9
1
9
1
1
1
1
1
し

1
1
1
1
1
1
1
1
1

し

9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-

戸
人
人
人
人
人
一

~~ 

3
1
8
9
4
4
4
5
)
9
2
6
-

ー
在
ぷ
ぷ

4
,
4

，
き
亡
出
一

現

2
1
0
5
5
動
死
転
一

一
口
i
人
日
の
一

一
の

1

中
一

一
寸
”
月
数
数
月
人
人
一

~
木

1
0

帯
暉
男
女
（
馴
犀
一

—— 
—
世
人
出
転
―

l
l
9
9
9
l
,
'

し
9
9

i
9
l
9
9
9
9
9
l
9
,
.
9
l
9
l
9
l
1
1
1
1
9
1
1

し

言
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

10 月 13 日
落合医院川田医院 記念病院合(72) 3155 礫川堂医院 館林地区と

曜 合 (72)3160 合 (72)3724 ゆたか医院合(73) 7308 合 (74)0184 同じです。

10 月 20 日
根岸医院大神医院 後藤医院合(72)0134 永寿堂医院 竹越医院

当 合 (72)3262 合 (62)2200 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 合 (84)3137

10 月 27 日
古屋病院川田（耳）医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 館林地区と

合 (63)616| 合 (72)3314 清河堂医院合(72)3070 合 (74)0811 同じです。
番

ふ旦9で9 で: ま寺11 月 3 日
真中医院川村医院 安楽岡医院合(72) 0572 新橋病院 館林地区と

医
合 (72) 1630 合 (72) 1337 横田（善）医院合 (72)4970 合 (75)3011 同じです。

11 月 10 日
横田（婦）医院川田医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 小西医院

合 (72)0255 合 (72)3724 堀越医院合(73)4151 合 (72)3163 合 (86)2261

9 月の

救急車出動回数

●交通事故 6 件

●急病 5 件

●その他 4 件

●計 15 件

東
南
ア
ジ
ア
一
帯
の
人
達
の
主
食
が

米
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
主
食
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
・
ヤ
ム
と
云
っ

た
い
も
顆
や
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
き
び

な
ど
の
穀
類
が
中
心
で
す
。
最
も
一
般

的
な
い
も
類
は
皮
を
剥
き
蒸
し
柔
ら
か

い
餅
状
に
し
、
又
穀
類
は
粉
に
磯
い
て

練
り
焼
い
た
も
の
を
い
ず
れ
も
手
で
千

切
っ
て
食
べ
ま
す
。
以
下
現
地
の
庶
民

の
日
常
の
食
事
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
で
カ
ボ
チ
ャ
状
に
育
つ
ヤ
ム
の

料
理
法
は
大
別
し
て
四
通
り
あ
り
ま
す
。

蒸
し
た
も
の
を
①
そ
の
ま
ま
②
塩
、

椰
子
油
を
加
え
て
練
る
③
臼
で
つ
く
④

椰
子
油
、
塩
、
エ
ビ
、
玉
葱
、
香
辛
料

を
加
え
て
練
る
等
が
あ
り
、
①
か
ら
④

へ
順
に
高
級
に
な
り
ま
す
。

土
中
で
ゴ
ボ
ウ
が
傘
を
開
い
た
様
に

成
長
す
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
料
理
法
も
ヤ

ム
と
大
同
小
異
で
す
が
、
味
が
梢
落
ち

る
の
で
低
所
得
の
主
食
に
な
り
ま
す
。

こ
の
い
も
や
穀
類
料
理
に
は
ス
ー
プ
（
シ

チ
ュ
ー
）
が
同
じ
皿
に
盛
合
せ
で
つ
き

ま
す
。

ホ
シ
ウ
ォ

干
魚
・
骨
付
1

肉
・
塩
・
椰
子
油
・

香
辛
料
を
ベ
ー
ス
に
、
苦
い
葉
・
メ
ロ

ン
や
カ
ボ
チ
ャ
の
種
実
粉
・
野
菜
な
ど

添
加
物
に
よ
っ
て
五
種
類
程
に
分
か
れ

ま
す
。
炭
水
化
物
以
外
の
栄
養
は
、
こ

の
シ
チ
ュ
ー
か
ら
接
種
す
る
の
で
大
事

な
食
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
タ
ッ
プ

い
も
類
・
穀
類
が
中
心

主
食
は

蟻
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

リ
使
う
香
辛
料
と
ヤ
シ
油
の
辛
さ
、
し

つ
こ
さ
、
臭
い
な
ど
恐
ら
く
日
本
人
に

は
手
に
負
え
な
い
シ
ロ
モ
ノ
で
す
。

消
耗
の
激
し
い
暑
い
故
国
に
食
欲
増

進
と
カ
ロ
リ
ー
補
給
を
同
時
に
満
足
さ

せ
る
生
活
の
知
恵
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
川
魚
・
鼠
・
野
菜
の
煮
込
み
が

加
わ
れ
ば
お
祭
り
料
理
に
な
り
ま
す
。

民
族
性
と
云
う
言
葉
に
包
摂
さ
れ
る

食
文
化
は
先
人
に
よ
る
長
期
の
学
習
に

》
i
l
f
、
&

D
e
 

•. 

女
性
議
員
の
噂
も
て
い
る
席
は
な
れ
息

と
と
の
へ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
入
る

柿
沼
ま
つ

蒸
し
暑
く
長
き
こ
の
宵
コ
ウ
モ
リ
の
軒

に
飛
び
交
ふ
を
一
人
見
上
ぐ
る

瀬
下
＿
江

か
ほ
や
が
沼
歌
会

文

芸

基
づ
き
改
良
裏
打
ち
さ
れ
た
今
日
的
成

果
で
あ
り
栄
養
や
嗜
好
上
に
合
理
性
を

持
つ
も
の
で
し
ょ
う
が
、
多
様
・
飽
食

の
日
本
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
こ
の

国
の
シ
ン
プ
ル
な
伝
統
食
品
と
の
へ
だ

た
り
に
只
々
驚
か
さ
れ
ま
す
。

も
っ
と
も
最
近
は
ヤ
ン
グ
を
主
体
に

パ
ン
食
（
小
麦
粉
は
全
量
輸
入
）
、
米
食

（
半
分
国
内
自
給
）
へ
嗜
好
が
変
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

[
今
月
の
納
め
一

村
（
県
）
民
税
国
民
健
康
保
険
税

利
根
加
用
水
組
合
費
国
民
年
金

水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
1
0月
3
1日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

]
寄
付
あ
り
が
と
う
〕

圏
石
川
温
也
さ
ん
（
矢
島
）
は
五
万
円

圏
金
子
操
治
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
は
五
万
円

亜
田
口
信
行
さ
ん
（
須
賀
）
は
二
万
円

圏
柿
沼
良
亮
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

木
道
ゆ
く
友
の
リ
ュ
ッ
ク
に
秋
あ
か
ね

戦
場
ヶ
原
の
り
ん
ど
う
冴
ゆ
る

江
森
政
美

こ
の
職
の
い
つ
ま
で
続
け
と
祈
る
な
り

吾
が
吟
詠
に
拍
手
起
れ
ば立

岡
正
夫

う
み

村
議
戦
終
り
て
湖
の
如
き
部
落
さ
は
が

し
朝
の
鴇
暗
き
初
む

奈
良
原
き
く
の

始柴勝蓮小襟石金坂宮江
澤崎丸見林川崎子上澤原氏

真ま

芙哲を恵ぇ典り巧げ稔怠大召直繕奈叶右閃健ば名
咲に掛梨り子こ 介闘付き美み也ゃ太tこ

氏
名

立
川
ヨ
シ
ェ

浅
見
信

田
口
松
江

西
森
壽
子

柿
沼
春
技

和
田
助
信

柿
沼
ふ
く

恩
田
万
吉

折
原
ヨ
シ

保
護
者
続
柄

覚
長
男

俊
雄
長
男

祐
次
三
女

滋
二
男

俊
彦
長
男

武
久
三
男

徹
二
男

一
治
二
女

泰
志
長
女

正
成
二
男

稔
長
女

86 101 83 71 48 82 83 48 47 儡

富世
帯

司主

紹
方
勇
一

緊J
十

し
プ

良
亮

治
雄

秀
明

大梅大梅下田須新梅地
佐江
貫原輪原凛島賀弔原区

% % % %% % ％桝％開

ー
あ
く
や
み
I
I
梅梅中斗南中矢入中新中地

合大 ヶ
原原谷田島谷島谷谷里谷区

% % % % % % % % % % ％闘

1
1

あ
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

こ
~
〖

お
く
や
み
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第362号 平成 3 年11 月 10 日

第 6 回

社会福祉大会

(2) 

ロ

►

村
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

口

苦 楽を共 ー
）

し

50 年
◇
小
暮

◇
中
村

◇
石
川

金
婚
者
顕
彰

〔
敬
称
略
〕

利
市
⑬
・
た
か
閻
．
斗
合
田

俊
雄
⑮
・
し
づ
⑬
・
下
江
黒

庄
吉
⑰
・
や
す
⑬
・
上
江
黒

〔
敬
称
略
〕

0
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

◇
小
田
木
正
弘
（
世
帯
主
）

◇
斎
藤
正
太
郎
（
世
帯
主
）

＊
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

◇
小
田
木
準
一
郎
・
新
里

（
介
護
年
数
7
年
4
ヵ
月
）

◇
柿
沼
千
代
子
・
大
輪

（
介
護
年
数
6
年
）

.. 
大新
輪里·

老
人
扶
養
模
範家庭

表
彰

明
和
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
六
回
社
会
福
祉
大
会
が
十
月
二
十
五

日
、
中
央
公
民
館
で
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
二
十
三
組
を
は
じ
め
、
老
人

扶
養
模
範
家
庭
な
ど
関
係
者
お
よ
そ
三
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
．

大
会
で
は
、
ま
ず
主
催
者
の
村
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
表
彰
に
移
り
表
彰
を
受
け
る
金
婚
者
ら
が
次
々
と
壇
上
へ
進

み
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
お
よ
び
社
協
会
長
か
ら
感
謝
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
邑
楽
郡
選
出
県
議
会
議
員
ら
多
数
の
方
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
坂
上
喜
太
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
行
い
大
会

を
終
了
。
そ
の
後
、
上
毛
新
聞
社
論
説
委
員
、
桜
井
三
男
先
生
に
よ
る
「
社
会
問

題
、
青
少
年
問
題
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
参
加
者
一
同
感
銘
を
深
く
受
け
て

い
ま
し
た
。

◇
牛
久
保
正
市
⑬
•
こ
と
閥
・
上
江
黒

◇
薗
部
尚
夫
仰
・
ふ
み
仰
・
上
江
黒

◇
多
田
吉
家
⑮
•
か
つ
閥
・
上
江
黒

◇
村
田
貞
次
⑰
・
ヒ
サ
閻
・
上
江
黒

◇
野
中
儀
訓
闘
・
き
く
江
闘
・
江
口

◇
矢
島
希
一
⑰
・
マ
ス
仰
・
田
島

◇
小
池
喜
十
郎
閻
・
菊
代
⑯
・
南
大
島

◇
小
松
原
利
雄
閥
・
う
め
⑮
・
南
大
島

◇
青
木
千
次
郎
閥
・
マ
ツ
⑫
・
新
里

◇
関
口
完
一
仰
・
て
る
⑰
・
新
里

◇
栗
原
道
之
助
⑮
・
ゆ
き
仰
・
中
谷

◇
坂
上
喜
太
郎
⑰
・
ミ
キ
閥
・
中
谷

◇
長
島
弘
次
⑰
・
美
代
⑫
・
中
谷

◇
神
谷
長
治
⑫
・
て
る
閥
・
梅
原

◇
藤
野
芳
太
郎
⑲
・
千
代
閻
・
川
俣

◇
細
田
正
三
⑰
・
い
わ
⑰
・
須
賀

◇
森
田
治
郎
⑮
・
ヨ
シ
子
闘
・
須
賀

◇
秋
野
利
三
郎
⑮
・
し
づ
か
⑬
・
矢
島

◇
奈
良
原
次
郎
仰
・
よ
し
飼
・
矢
島

◇
鯉
沼
末
吉
⑬
・
評
江
⑬
・
・
大
佐
貫
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◇
坂
上
源
次
（
中
谷
）

（
地
区
社
協
長
7
年
）

◇
小
平
勇
（
新
里
）
5
0
万
円

◇
関
口
正
人
（
千
津
井
）
5
0
万
円

◇
奈
良
貞
男
（
田
島
）
5
0
万
円

◇
江
原
正
樹
（
千
津
井
）
3
0
万
円

◇
尾
花
正
久
（
大
輪
）
3
0
万
円

◇
坂
上
行
男
（
中
谷
）
3
0
万
円

◇
木
村
丈
英
（
江
口
）
2
0
万
円

◇
田
島
弘
（
南
大
島
）
2
0
万
円

◇
安
見
知
尋
（
新
里
）
2
0
万
円

◇
福
島
正
（
南
大
島
）
2
0
万
円

◇
青
山
清
（
下
江
黒
）
2
0
万
円

◇
柿
沼
登
（
南
大
島
）
2
0
万
円

◇
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

8
1万
5
3
1
7
円

一
般
高
額
寄
付
者
感
謝

◇
や
ま
う
株
式
会
社
（
須
賀
）
3
0
0
万
円

◇
株
式
会
社
興
隆
（
川
俣
）
1
0
0
万
円

◇
株
式
会
社
サ
ン
ポ
リ
（
新
里
）
5
0
万
円

◇
関
口
浅
次
（
梅
原
）
6
0
万
円

◇
宮
澤
恒
雄
（
須
賀
）
5
0
万
円

◇
館
林
信
用
金
庫
（
館
林
市
）
3
0
万
円
相
当

〔
敬
称
略
〕

社
協
会
長
表
彰

地
区
社
協
長
表
彰

社
会
福
祉
高
額
寄
付
者
感
謝

2
0万
円
以
上
〔
敬
称
略
〕

村
長
感
謝

社
協
会
長
感
謝

社
会
福
祉
高
額
寄
付
者
感
謝

▼
柿
沼
廣
一
（
大
輪
）
▼
坂
上
清
司

（
中
谷
）
▼
北
條
富
子
（
新
里
）
▼
株

五
十
矢
職
員
一
同
（
館
林
市
）
▼
中
島

幸
一
（
大
佐
貫
）
▼
堀
口
三
四
（
須
賀
）

▼
谷
津
嘉
章
（
新
里
）
▼
江
森
洋
（
上

江
黒
）
▼
奈
良
晴
雄
（
田
島
）
▼
明
和

村
商
工
会
（
新
里
）
▼
砂
賀
隆
（
斗

合
田
）
▼
野
本
孝
蔵
（
千
津
井
）
▼
野

木
村
俊
一
（
下
江
黒
）
▼
藤
野
和
子
（
川

俣
）
▼
福
島
猛
（
下
江
黒
）
▼
奈
良

修
二
（
田
島
）
▼
田
島
弘
（
南
大
島
）

◇
原
口
昭
一
（
大
輪
）

（
地
区
社
協
長

4
年
）

〔
敬
称
略
〕

▼
関
口
浅
次
（
梅
原
）

▼
宮
澤
恒
雄
（
須
賀
）

▼
鈴
木
開
一
（
新
里
）

▼
堀
口
高
勇
（
新
里
）

▼
橋
本
信
子
（
斗
合
田
）

▼
船
田
良
典
（
上
江
黒
）

▼
日
比
野
正
美
（
田
島
）

▼
村
田
徳
男
（
大
輪
）

▼
矢
ロ
ゴ
ル
フ
会
会
長

根
岸
与
士
雄
（
板
倉
町
）

▼
岩
田
光
義
（
梅
原
）

▼
松
本
政
秀
（
大
輪
）

▼
金
子
利
男
（
入
ヶ
谷
）

▼
村
田
千
恵
子
（
大
輪
）

▼
阿
部
郁
男
（
大
輪
）

▼
新
井
幹
一
（
田
島
）

▼
山
田
よ
し
（
川
俣
）

▼
篠
木
正
一
（
大
佐
貫
）

▼
阿
部
海
作
（
斗
合
田
）

▼
蓮
見
典
四
郎
（
入
ヶ
谷
）
▼
掬
五
十

矢
（
館
林
市
）
▼
佐
藤
賓
夫
（
梅
原
）

▼
蘭
部
健
夫
（
南
大
島
）
▼
細
田
進

（
新
里
）
▼
岡
戸
一
男
（
矢
島
）
▼
折

原
た
け
（
大
佐
貫
）
▼
篠
木
治
雄
（
大

佐
貰
）
▼
山
形
正
義
（
新
里
）
▼
柴
崎

治
世
（
梅
原
）
▼
野
本
久
雄
（
千
津
井
）

▼
折
原
功
一
（
大
佐
貫
）
▼
瀬
下
進

（
新
里
）
▼
荒
川
篤
範
（
須
賀
）
▼
落

合
徳
一
（
須
賀
）
▼
佐
藤
京
子
（
新
里
）

▼
篠
木
利
男
（
大
佐
貫
）
▼
吉
田
重
信

（
梅
原
）
▼
金
子
喜
多
子
（
矢
島
）
▼

田
口
雅
美
（
大
輪
）
▼
柴
崎
勝
正
（
梅

原
）
▼
高
田
宇
伊
一
（
江
口
）
▼
恩
田

三
郎
（
中
谷
）
▼
石
川
温
也
（
矢
島
）

▼
金
子
操
治
（
入
ヶ
谷
）
▼
柿
沼
良
亮

（
大
輪
）
▼
新
井
登
志
雄
（
江
口
）
▼

恩
田
治
雄
（
梅
原
）

▲大会風景

〔
敬
称
略
〕

秋山浩美さん

（東小 5)

須藤祐樹くん

（東小 1 年）

人
賞
お
め
で

こ
の
ほ
ど
各
種
の
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
次
の
方
々
が
入

賞
い
た
し
ま
し
た
。

◎
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
第

1
7回
小
・
中
学
生
社
会
福
祉
作
文
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

0
小
学
生
の
部
「
作
文
」

＊
最
優
秀
須
藤
祐
樹
（
東
小

1
)

合
優
秀
有
田
親
史
（
西
小

5
)

＊
入
選
岡
田
幸
大
（
東
小

1
)

＊
入
選
小
牧
良
充
（
東
小

4
)

0
小
学
生
の
部
「
ポ
ス
タ
ー
」

＊
入
選
野
本
秋
奈
（
東
小

1
)

0
中
学
生
の
部
「
ポ
ス
タ
ー
」

＊
入
選
石
川
陽
子
（
中

l
)

◎
群
馬
県
農
業
祭
運
営
協
議
会
主
催
の

「
第
2
9
回
群
馬
県
農
業
ま
つ
り
小
学
生

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

含
優
秀
（
上
毛
新
聞
社
賞
）

秋
山
浩
美
（
東
小

5
)

◎
群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
群

馬
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
共
催
の
「
第

3
8
回
国
際
理
解
•
国
際
協
力
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

＊
奨
励
賞
新
井
啓
介
（
東
小

2
)

＊
奨
励
賞
丸
山
め
ぐ
み
（
東
小

6
)

◎
選
挙
管
理
委
員
会
主
催
の
「
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

過
日
、
村
審
査
を
パ
ス
し
た
二
十
一
点

の
中
の
六
点
が
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た

県
レ
ベ
ル
の
審
査
で
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
、
小
学
校
九
、
八
0
三

点
、
中
学
校
一
〇
、
五
七
一
点
、
高
校

八
点
で
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
小
学
校
の
部

＊
佳
作
野
本

＊
入
選
磯
川

＊
入
選
鈴
木

0

中
学
校
の
部

＊
入
選
石
崎

＊
入
選
江
森

＊
入
選
藤
井

と
う

朗
子
（
中
1
)

亨
（
中

3
)

真
弓
（
中
3
)

秋
奈光

亮
広

（
東
小
1
)

（
西
小
1
)

（
西
小
3
) 小牧良充くん

（東小 4)

◎
群
馬
県
信
用
農
業
共
同
組
合
連
合
会

主
催
の
「
第
2
2
回
農
協
貯
金
ポ
ス
タ
ー

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

玄
特
賞
（
上
毛
新
聞
社
賞
）

小
牧
良
充
（
東
小

4
)
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第36回

村民体育祭

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

第
3
6
回
村
民
体
育
祭
は
、
一
週
間
順
延
さ
れ
、
十

月
二
十
日
秋
晴
れ
の
下
、
明
和
中
学
校
校
庭
で
老
若

男
女
約
―
二
、0
0
0

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

二
十
八
種
目
の
内
十
四
種
目
が
区
対
抗
得
点
と
あ

っ
て
、
一
段
と
盛
り
上
か
り
、
各
地
区
の
テ
ン
ト
か

ら
歓
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
間
に
は
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
八

木
節
、
剣
武
、
そ
れ
に
東
小
児
童
の
一
輪
車
乗
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
開
会
、

閉
会
式
に
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
進

行
に
一
役
か
い
花
を
そ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

成
績
は
、
新
里
区
が
三
年
ぶ
り
八
回
目
の
優
勝
を

し
、
二
位
に
梅
原
区
、
三
位
に
昨
年
優
勝
し
た
江
口

区
の
順
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
成
績
は
次
表
の
と
お

り
で
し
た
。

皆
さ
ん
、

{
]
'
]
 

~
―
~
'
い
i
,
'

,"ｷ 
9

,

9

1

,

 

r

r

,

 

r
L
し
．
1

•• 
聾

ポピュラ一種目の玉入れ

r_ 

―—,.、:

選手宣誓

み
ん
な
大
ハ
ッ
ス
ル

秋
晴
れ
の
下
で

, ヽ

T
,
1

^
-
^
?
 

d

(

 
｀
＇
：
・

1
,
' TT 

さあ「ガンバル」ぞ

※体育祭の且に、財布 3 個、カメラケース 1 個、自転車のカギ 3 個の落し物が

ありました。心あたりの方は、社会体育館までご連絡ください。

西小児童による鼓笛隊
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◄

東
小
児
童
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輪
車
乗
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第36回明和村民体育祭得点競技得点表

え—、`

」

老人たちも大ハッスル

明中吹奏楽部

: 新 梅 江 上 含貫
中 田

井』
須 ょ <

大 矢 J I | ] 入江 ケ

里 原 日 黒 谷 島 賀 田 輪 島 俣 黒 クロ

100 m 競 争 15 11 12 , 10 8 8 15 , 8 8 10 6 , 4 
400m リレー（小・女） 8 2 3 6 3 7 4 5 8 5 6 4 7 1 2 

400m リレー（小・男） 4 7 8 8 5 4 1 5 3 2 7 6 6 2 3 

ボールカロッティ 55 8 7 2.5 5.5 8 2.5 5.5 5 5 25 2.5 2.5 7 25 2 5 25 

百足競争（女） 3 7 8 1 8 4 2 5 5 6 7 2 6 4 3 

百足競争（男） 7 5 7 8 4 3 5 2 3 6 6 4 1 2 8 1 

玉 入 れ 8 8 5 6 5 4 7 6 2 3 1.5 1 4 7 3 1 5 

綱 サ I き 2.5 8 1 7 5 5 1 1 1 5 5 1 25 1 2.5 1 2 5 1 

たばこ火つけリレー 8 3 4 5 2 7 8 6 3 7 1 2 6 4 5 1 

400m リレー（中・女） 5 8 7 3 6 6 7 3 2 8 4 2 1 4 5 

400m リレー（中・男） 4 5 8 7 8 4 6 3 6 2 1 7 3 2 5 

400m リレー（一般女） 8 6 5 7 3 8 7 4 2 2 4 6 3 5 1 

400m リレー（一般男） 7 3 7 8 6 1 4 3 6 4 5 5 2 8 1 2 

カクテルリレー 8 8 7 5 6 3 4 2 4 6 7 5 2 3 1 

1／寸日 点 合 計 93 89 89 82 5 77 68 66.5 65.5 64 62.5 62-5 57 5 56.5 54 5 46 , 
順 位 1 2 3 4 5 6 7 8 , 10 11 12 13 14 15 16 

疲れちゃった？

進行などに活躍のボーイ・ガ←—Jレスカウト

※同点の場合 1 位多数が上位となる。
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久両：ー］ト

第
十
二
回
村
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、
十
月
六
日
、
老
人
、
身
障
者
、

母
子
、
寡
婦
家
庭
の
人
た
ち
お
よ
そ
三

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
と

福
祉
の
向
上

十
万
人
目
の
牛
久
保
十
女
さ
ん

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
場
者
が
十

月
六
日
に
十
万
人
に
な
り
、
昭
和
六
十

二
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
以
米
、
四
年
六

ヵ
月
で
の
達
成
で
す
。

十
万
人
目
に
な
っ
た
の
は
、
上
江
黒

の
牛
久
保
十
女
さ
ん

(
7
1歳）
「
週
に
二

日
は
必
ず
来
て
皆
さ
ん
と
話
し
た
り
、

歌
っ
た
り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
た
牛
久
保
さ
ん
は
、

開
館
以
来
の
常
連
客
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
十
万
人
達
成
を
記
念
し
て
十

月
二
十
四
日
に
式
典
を
行
い
、
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
歌

手
山
崎
洋
子
さ
ん
（
越
谷
市
在
住
）
に

出
演
し
て
い
た
だ
き
、
持
ち
歌
「
下
町

酒
場
」
等
7

曲
ほ
ど
を
熟
唱
、
観
客
か

ら
熟
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
者
十
万
人
に

村
最
高
齢
者
の
神
谷
た
け
さ
ん
は
、

昨
年
十
月
に
百
歳
を
ク
リ
ア
し
、
こ
の

十
月
十
八
日
で
百
一
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
の
栄
誉
を
記
念
し
て
金
一

封
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

た
け
さ
ん
は
和
裁
も
経
験
豊
か
で
針

仕
事
、
ボ
タ
ン
付
け
な
ど
お
手
の
も
の

神
谷
だ
け
さ
ん

百
一
歳
に

福
祉
の
輪
を
広
げ
ま
し

百
人
が
参
加
、

こ
。t
 玉入

れ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
競
走
、
パ

ン
食
い
競
走
な
ど
十
七
種
目
を
行
い
、

一
種
目
、
一
種
目
声
援
と
歓
声
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
昼
休
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
ニ
十
一
人
が
五
曲
ほ
ど
演
奏
し
、

参
加
者
か
ら
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

▲大会風景 I

で
す
。
た
だ
最
近
耳
が
若
干
と
お
く
な

っ
た
も
の
の
、
こ
れ
と
い
っ
た
不
自
由

は
な
く
い
た
っ
て
健
康
で
、
テ
レ
ビ
を

見
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

本
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
先
に
行

わ
れ
た
「
群
馬
県
知
事
選
挙
I
I

「
三
年

七
月
二
十
八
日
執
行
」
及
び
「
明
和
村

議
会
議
員
選
挙
I
I

「
三
年
八
月
四
日
執

行
」
の
投
票
優
良
地
区
の
表
彰
式
を
十

月
十
日
、
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
地
区
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
知
事
選
挙
投
票
優
良
地
区

玄
一
位
1
1

入
ヶ
谷
竺
一
位

1
1

下
江

黒
玄
三
位

1
1

斗
合
田
◎
努
力
賞
（
前

回
投
票
率
を
上
回
っ
た
区
）
1
1

該
当
な

し＊
村
議
会
議
員
選
挙
投
票
優
良
地
区

合
一
位
1
1

下
江
黒
合
二
位

1
1

斗
合

田
竺
二
位

1
1

千
津
井
◎
努
力
賞

I
I

斗
合
田
区
外
十
五
区
（
全
区
）

選
挙
投
票
優
良
地
区
表
彰

入
ヶ
谷
な
ど
六
地
区

101歳の神谷さん

~ ~一

緬

▲熱弁をふるう講師

に先日ナ かフ゜業今
深生島ウ聴れに家年恒
くの田ン講ま四ダも例
感そ洋サ生し講二十の
銘れ七 l 五た座工月村

•■ しぞ・遠百゜＾ル十民
三てれ十藤人 五・一文

い‘一泰は 百力日化
ま個月子‘ 巴 l の大
し性九・十 ルタ学

- -たの日十月 セ先レ地
゜あ森月十 ッ生ン域
る田二八 卜を卜講
逸正十日 でト・座
話光六ア 開ッ実は

教
養
を
高
め
だ

村
民
文
化
大
学

▲表彰式のようす
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野
本
み
ね
子

盆
の
客
送
る
涼
し
き
夕
庭
に
野
ぽ
た
ん

の
花
深
き
む
ら
さ
き

原
口
美
津
子

向
き
合
い
て
ネ
ク
タ
イ
結
ぶ
夫
と
子
の

や
や
背
丈
越
ゆ
成
人
式
の
朝

福
田

初
江

迷
ひ
つ
、
農
に
嫁
ぎ
て
四
十
余
年
転
作

田
に
今
朝
も
茄
子
採
る

文
芸

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

遠
富
士

支
部

北
海
製
罐
株
式
会
社

村
に
百
万
円
寄
付

興
隆
株
式
会
社

村
に
百
万
円
寄
付

昭
子
ヽ

本
村
川
俣
地
内
の
興
隆
株
式
会
杜
（
代
表
取
締
役
森
山
奉
桁
さ
ん
）
は
、
こ

の
ほ
ど
村
に
、
百
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
興
隆
株
式
会
社
が
創
立
二
十

五
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

興
隆
株
式
会
社
は
、
以
前
に
も
村
に
高
額
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
現
在
、
使
途
を
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
海
製
罐
株
式
会
社
（
本
社
・
東
京
都
千
代
田
区
•
取
締
役
社
長
輪
島
嘉
視

さ
ん
）
は
、
こ
の
ほ
ど
村
に
、
社
会
福
祉
事
業
に
当
て
て
く
だ
さ
い
と
、
百
万
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
海
製
罐
株
式
会
社
が
平
成
三
年
十
月
二
十
三
日

を
も
っ
て
創
業
七
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
意
に
そ
う
よ
う
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
現
在
使
途
を
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

狭
庭
辺
の
伸
び
ゐ
し
荒
草
抜
き
ゐ
れ
ば

著
荷
は
太
り
て
黄
の
花
も
見
ゆ原

口
文
江

殿
方
の
乾
杯
音
頭
も
そ
こ
そ
こ
に
喉
を

な
ら
し
つ
膳
に
手
が
出
る

泉
田
政
子

ゃ

ふ
る
里
の
旧
家
壊
し
し
の
茅
活
か
す
葺

ふ
る
し
ぇ

き
し
花
袋
の
旧
家
は
こ
れ

奈
良

火
が
恋
し
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
暖
を
囲
ん
で
語
り
合
う
の
も
い
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
反
面
こ
の
時
期

は
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
も

あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
「
毎
日
が
、
火

の
元
警
報
、
発
令
中
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
一

週
間
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
l
l
重
点
目
標
と
し
て
次
の
こ
と
が
か
か

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
さ

ら
に
火
災
予
防
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

一
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

等
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す

る
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全

の
確
保

一
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
等
自
力
避

難
が
困
難
な
者
が
多
数
入
所
し
て

い
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全
の

徹
底

一
、
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

I
l
l
火
の
用
心
、
7

つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

毎日が、火の元警報、発令中

秋の全国火災予防運動

ぶ
災
振

lぃ

か
史

11. 9~11. 15 

を
し
な
い

2
、
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い

3

、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
は
し

な
い

4
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
は
な
れ
な
い

5
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

6
、
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

7

、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

管内火災発生状況

秋の全国火災予防運動
11月9日～11月 15日

消防庁、全国消防長会、宍日本防火研究普及協会協笠出穴臼本宝くし1ぶ会

管内火災原因別状況
平成 3 年 9 月末現在

1
1月
9

日
は
、1
1
9
番
の
日
で
す
。

平成 3 年 9 月末現在

市町村 火災件数 死者 傷者 焼失面積 損害額

明和村 11 f'I' 1 人 ゜ 人 916 m' 47,974 千Fl

板倉町 10 

゜
6 409 28,090 

千代田町 3 1 

゜
309 19,777 

邑楽町 , 
゜
2 109 20,221 

館林市 24 

゜
5 368 39,504 

計 57 2 13 2,111 155,566 

市町村 たばこ たき火 火遊び
ガスコンロ

その他 計
ガスレンジ

明和村 4 f牛 3 f牛
゜ 件
1 f牛 3 f’lユ 11 f'1: 

板倉町

゜ ゜ ゜ ゜
10 10 

千代田町

゜ ゜ ゜ ゜
3 3 

邑楽町 3 

゜ ゜
2 4 , 

館林市

゜
1 1 8 14 24 

計， 7 4 1 11 34 57 



第362号 平成 3 年11 月 10 日

0
期
日

1
1
1
2月8
日
⑪

0
会
場

1
1

社
会
体
育
館

圏
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
の
方
〔
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
（
高

校
生
含
む
）
の
部
〕

圏
申
込
み
、
問
合
せ
1
1
1
1月
2
9
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

卓
球
大
会参加

者
募
集

村長杯争奪野球大会結果

三—9

: :ノ;10レ
ッ
ド
ス
タ
ー

新

里

(8) 

ユ琶左から、新井さん、関口さん、始澤さん

A リーグ優勝の「新里ソフト」チーム

゜

「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
」
チ
ー
ム

B リーグ優勝の「やまうソフト部」チーム

m 
I
Iい
い
汗か

こ
う
I
I

第
2

回
村
民
グ
ラ
ン
ド

ル
フ
交
流
大
会
結
果

コ

問い合わせ先

社会体育館

合 (84) 4626 

▽
一
位
1
1

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
▽
二
位
1
1

特
殊
電
装
椋

第
6

回
村
長
杯
争
奪

野
球
大
会
結
果

印
I
I
い
い
汗か

い
だ
I
I

4
月
2
3
日
か
ら
9
月
2
4
日
ま
で
の
夜

間
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪

リ
ー
グ
が
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会

場
に
1
0
チ
ー
ム
が
2
リ
ー
グ
で
総
当

り
を
2
度
対
戦
、
実
カ
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
め
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

▽
一
位
1
1

関
日
し
づ
▽
二
位
1
1

新
井

容
子
▽
三
位
1
1

始
澤
き
み
▽
四
位
1
1

北
堀
里
子
▽
五
位
1
1

福
田
千
代
▽
六

位
1
1
始
澤
す
江
み

〔 A リーグ〕 0勝、口不戦勝、●敗 ■不戦敗、△引分け

¥ 
新 悶 JI I 

汀こ 須 勝 敗 勝 順

里 俣
口

智一ヽソ

ソ よ茎フ 愛 贔悶フ ソ

フ 好 フ

卜 ムコ 卜 数 数 ‘占’’‘ 位

新里ソフト \ ゜ ゜ ゜ ゜ 8 

゜
16 1 

゜ ゜ ゜
口

田島ソフト愛好会 . \ ゜ ゜ ゜ 6 2 12 2 . 
゜ ゜

口

川俣愛好会 . . \ ゜
. 
3 5 6 3 . . 

゜
口

江ロソフト愛好会 . . . > 口
2 6 4 4 . . . 口

須賀ソフト . . ゚ . \ 1 7 2 5 . . . . 
〔 B リーグ〕 0勝、口不戦勝●敗 ■不戦敗、△引分け

\ ; ょ M 

食
1) 勝 敗 勝 順

s : C 力
ソ イ : フ I I 

贔 ン
クー

言·ヌ‘
Jレ

ズ 数 数 ヽ占"、 位ス

やまうソフト部 \ ゜
• 

゜ ゜ 7 1 14 1 

゜
口

゜ ゜大輪ライオンズ . ＼、 ロ

゜ ゜ 6 2 12 2 . 口 口

゜MSC イーグルス

゜
. \ ゜ ゜ 3 5 6 3 . . . . 

矢島ソフトクラプ . . . ぃ . 2 6 4 4 . . 口
゜1) 力 ズ・ . . ゚ \ 2 6 4 5 . . ゚ . 

A

リ
ー
グ

新
里
•
B

リ
ー
グ

第
7

回
村
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ
戦
結
果

や
ま
う
が
優
勝
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，
んd

田
島
の
青
木
勝
美
さ
ん
が
、
こ
の
ほ

ど
農
業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
営
士
は
、
農
業
経
営
の
優
れ

た
技
術
、
見
識
を
持
ち
、
他
の
模
範
と

青
木
勝
美
さ
ん

農
業
経
営
士
に

青木勝美さん

南
大
島
の
栗
原
さ
ん
は
、
昭
和
五
十

年
に
本
村
最
初
の
農
業
経
営
士
に
認
定

さ
れ
て
か
ら
、
十
六
年
も
の
長
い
間
、

村
議
会
議
員
、
地
区
営
農
集
団
役
員
等

を
と
お
し
て
地
域
農
業
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
ま
た
、
農
業
青
年
の
受
入
れ
指
導

等
後
継
者
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
、
こ
の
ほ
ど
名
誉
農
業
経
営
士
に

な
り
ま
し
た
。

栗原利夫さん

栗
原
利
夫
さ
ん

名
誉
農
業
経
営
士

（
称
号
記
）
に

¥Ii/,, 

な
る
経
営
内
容
に
加
え
農
業
青
年
ら
の

良
き
相
談
相
手
な
ど
、
農
業
振
興
に
尽

く
さ
れ
て
い
る
方
に
、
県
知
事
か
ら
称

号
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
本
村
た
だ
一
人
認
定
の
青
木
さ

ん
は
、
施
設
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
果
樹

（
ナ
シ
）
、
米
の
複
合
経
営
を
実
践
し
特

に
、
ナ
シ
等
の
品
質
向
上
に
努
め
、
作

目
の
分
担
、
労
力
の
配
分
を
考
慮
し
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
十
月
十
二
日
、
第
二
十
九

回
県
農
業
ま
つ
り
の
席
上
で
「
平
成
三

年
産
麦
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
部
門
で

南
大
島
の
小
久
保
一
男
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

小
久
保
さ
ん
は
、
農
林
6
1
号
を
、
一

九
五
ア
ー
ル
作
付
し
て
、
機
械
化
一
貫

の
作
業
体
系
に
よ
る
労
働
力
の
省
力
化

に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
適
期
播
種
と

適
期
収
穫
の
励
行
に
つ
と
め
、
十
ア
ー

ル
当
り
四
三
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
い
収

量
を
あ
げ
、
そ
の
総
て
が
一
等
で
あ
り

質
・
量
共
に
優
秀
な
成
果
を
収
め
て
い

る
こ
と
に
よ
る
受
賞
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
久
保
一
男
さ
ん

麦
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で

表
彰
さ
れ
る

郡
中
体
連
新
人
大
会
は
、
水
泳
が
九

月
七
日
、
陸
上
が
九
月
二
十
八
日
、
そ

の
他
の
競
技
は
十
月
五
日
、
六
日
に
開

催
さ
れ
、
明
和
中
学
校
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

I
l
l
団
体
の
部

◎
優
勝

1
1

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

・
柔
道
（
女
子
）

◎
準
優
勝
1
1

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

◎
―
―
―
位1
1

水
泳
（
女
子
）
・
テ
ニ
ス

（
男
子
）
．
卓
球
（
男
子
・
女
子
）
．

柔
道
（
男
子
）

I
l
l
個
人
の
部

◎
三
位
1
1

テ
ニ
ス

青
少
年
シ
リ
ー
ズ
②

放
任
は
ほ
と
ほ
と
に

過
度
の
放
任
主
義
は
キ
ケ
ン

・
シ
ン
ナ
ー
の
常
用
を
続
け
、
現
れ
る

中
毒
症
状
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し

ょ
う
か
。
軽
い
も
の
で
は
、
唾
液
や
鼻

汁
の
多
量
分
泌
、
耳
鳴
、
頭
痛
。
重
い

も
の
で
は
、
て
ん
か
ん
発
作
の
よ
う
な

け
い
れ
ん
や
、
脳
波
異
常
な
ど
を
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
精
神
的
に
も
無
気
力

と
な
り
、
物
忘
れ
を
し
や
す
く
な
っ
た

り
、
幻
覚
な
ど
が
出
て
恐
怖
感
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
シ
ン
ナ
ー
の
主
成

分
で
あ
る
ト
ル
エ
ン
な
ど
が
、
肺
か
ら

血
液
中
に
入
り
、
脳
に
達
し
た
と
こ
ろ

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス

邑
楽
郡
中
体
連

新
人
大
会
結
果

優勝した「バレーボール部」（女子）

塩
田
直
彦
・
小
林
孝
至
組
）
・
ニ
百
メ

ー
ト
ル
（
男
子
）
…
関
根
智
大
・
砲
丸

投
げ
（
男
子
）
…
堀
口
雅
之

で
強
い
効
果
を
あ
ら
わ
す
か
ら
で
す
。

呼
吸
中
枢
に
作
用
し
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
か
ら

青
少
年
を
守
る
た
め
に
は
、
家
庭
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ

~
゜

、
つ
カ

①
「
子
供
を
孤
立
さ
せ
な
い
」

若
者
の
多
様
な
価
値
観
を
認
め
、
常

に
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
る
よ
う
務
め
る
。

②
「
過
度
の
放
任
主
義
は
危
険
」

本
人
の
言
動
、
交
友
関
係
に
気
を
配

り
、
嘘
に
つ
い
て
は
厳
し
い
態
度
で
臨

む
。
嘘
の
背
後
に
あ
る
薬
物
に
対
す
る

関
心
を
見
逃
さ
な
い
。

③
「
学
校
と
の
連
絡
を
親
密
に
」

日
頃
か
ら
学
校
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

健忘

已---
食欲がない

非
行
の
兆
し
が
あ
れ
ば
注
意
す
る
。
日

の年

④
「
正
し
い
知
識
を
持
つ
」

薬
物
の
乱
用
に
対
し
知
識
を
深
め
、
少
r
 

改

子
供
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

1

日

こ
れ
等
の
こ
と
に
留
意
し
、
次
代
の
曜

担
い
手
で
あ
る
、
子
供
の
将
来
、
国
の
ゴ
ー

将
来
を
守
る
た
め
に
も
、
め
り
は
り
の
第

あ
る
態
度
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

優
勝
し
た
「
柔
道
部
」
（
女
子
）

•第 1 日耀日は「家庭の日j
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ロ

、乙

平
成
四
年
度
保
育
園
児
募
集

圏
期
日
1
1
1
1
月
1
1
日
⑪
か
ら
1
1
月
3
0

日
由
ま
で

圏
人
員
1
1
3
園
と
も
9
0
名

屯
対
象
児
1
1
就
学
前
の
幼
児

圏
入
園
資
格
1
1
村
内
の
住
民
で
、

、t~if. _,_.. 
:..ユ心← し

母
親

(10) 

ロ

年
金
の
受
給
や
手
続
き
を
し
た
い
方

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

、
。
し圏

日
時
1
1
1
1
月
2
5
日
⑪
午
前
1
0
時

か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
、
午
後
1
時
か

ら
3
時
ま
で

圏
場
所
1
1
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
金
相
談

が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼

児
の
保
育
に
当
れ
る
人
が
な
く
、
家

庭
で
保
育
に
か
け
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
の
幼
児
等
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。あ

な
た
の
た
め
の

◇場

◇内

◇対

◇受

0
相
談
員
1
1
保
険
事
務
所
の
相
談
官

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
は
、
役
場
の

住
民
課
窓
口
で
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
配
布
し
て
い
る
申
請
書
は
、

新
た
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
い
場

合
や
更
新
し
た
い
時
に
使
用
す
る
も
の

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
庁
旅
券
室
（
6
0
2

7
2

闘
1
1
1
1
内
線
2
4
7
0
)
ま

た
は
東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー
(
6
0
2
7

6
⑱
9
5
0
0
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

、
。
し

.

.

.
 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
は

役
場
で
も
受
け
取
れ
ま
す

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

I
l
l日時
1
1
1
1
月
2
0
日
困
午
後
1
時

3
0分

圏
場
所
1
1
村
中
央
公
民
館

源
泉
徴
収
義
務
者
は
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署

(
6⑰
4

3
7
3
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
警
察
で
は
、
1
1
月
を
県
民
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
に
、

捜
査
活
動
推
進
月
間
と
指
定
し
、
特
に

次
の
点
を
中
心
に
犯
罪
捜
査
に
対
す
る

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玄
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は

平
成
三
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会

村の無料法律相談

゜ ◇日 時＝ 12 月 10 日（灼

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 12 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

◇日

◇場

◇日

◇場

乳

健

日
し
ー
ノ

康

健

時＝ 12 月 12 日（杓

時受付

所＝保健センター

相

午前10時～午

玲
aヽ

午後 1 時～ 2

火
火

———
-R 

◇日

◇場

群馬県最低賃金
10月 118 から改正

4,204円

526円

日額
時間額

くわしくは

館林労働基準監督署
7 2 - 3 2 3 8 

積
極
的
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い

玄
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

合
「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
一
―

0
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い

人権・行政・心配ごと相談

交通事故相

◇日

◇場

時＝ 11 月 21 日（杓午前 9 時30分

~10時30分・ 12 月 3 日閲

午後 1 時～ 2 時受付

所＝保健センター

時＝ 12 月 16 日（月）

後 3 時

所＝役場会議室

◇日

◇場

時＝ 12月 19 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

談

時＝ 12 月 5 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

年 金 相 談

午前10時～午
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年
末
資
金
は
お
早
め
に

国
民
金
融
公
庫

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
児
童
手
当

の
支
給
対
象
児
童
、
支
給
期
間
及
び
支

給
金
額
が
別
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

゜

す
な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
四
年

は
、
第
一
子
は
平
成
三
年
一
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
、
そ
の
他
は
五
歳

未
満
の
児
童
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
で
き
る
の
は
、
前
年

の
所
得
が
一
定
の
額
に
満
た
な
い
方
に

限
り
ま
す
。

申
請
は
十
一
月
一
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
（
受
給
中
の
方
は
手
続
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
現
在
年
末
資

金
の
申
込
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

金
利
は
昨
年
1

月
以
来
1

年
9
ヵ
月
ぶ

り
に
6
％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
今
が

ご
利
用
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
様
の
事

業
の
発
展
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
当
公
庫
で
は
国
の
教
育
ロ
ー

ン
の
ご
融
資
も
行
っ
て
お
リ
ま
す
。
今

年
度
か
ら
在
学
資
金
に
つ
い
て
も
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

児
童
手
当
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

お
気
軽
に

早
め
に
資
金
計
画
を
立
て
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支

店

(
6
0
2
7
2
閲
7
3
1
1
)

へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
名
…
お
も
し
ろ
科
学
教
室
・
茶

道
文
化
講
演
会
•
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
I
I
•
星
と
音
楽
の
タ
ベ

募
集
期
間
、
期
日
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2
7
2
⑳
5
7

0
0
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
1
月
事
業
案
内

（別 表）

事 項 改正前 改正後

支給対象児童 第二子以降 第一子以降

支給期間 義務教育就学前 三歳未満

支給金額
（月額）

第一子 5,000円

第二子 2,500円 5,000円

第三子以降 5,000円 10,000円

圏
受
付
期
間
1
1

平
成
3
年
4
月
2
2
日
1

平
成
4
年
3
月
1
9日

圏
申
込
資
格
1
1

財
形
貯
蓄
（
一
般
財
形

貯
蓄
•
財
形
年
金
貯
蓄
•
財
形
住
宅

貯
蓄
）
を
1

年
以
上
行
い
、
そ
の
貯

蓄
残
高
が
5
0
万
円
以
上
あ
る
方
。

圏
金
利

1
1

当
初
金
利
を
5
.
9
7
%

と
す
る
変
動
金
利
（
融
資
額
6
4
0

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ

し‘

村 の ぅ ご き

11 月

12 日

21 日

23 日

26 日

29 日

戦没者追悼式

農業委員会

ボランティア福祉バザー

村長と語る会

歳末助け合い打合せ会議

※予定ですので変更になる場合もあります。

圏
期
日

1
1
1
2月1
4
日
由
ー
1
5
日
⑪

雀
会
場

1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

圏
対
象
及
び
募
集
人
員

◎
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◎

l
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

圏
内
容

I
I

▽
師
走
の
民
俗
的
行
事
の

話
▽
餅
つ
き
▽
し
め
な
わ
づ
く
り

圏
参
加
費
1
1

一
人
当
た
り
二
、
五
0
0

円
（
食
事
代
、
＿
傷
害
保
険
料
な
ど
）

圏
携
行
品
1
1

筆
記
用
具
、
上
履
き
、
運

動
着
、
洗
面
用
具
な
ど

蒼
申
し
込
み
先

◎
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

◎
新
田
郡
藪
塚
本
町
大
字
藪
塚
3
6

5
7
(
〒
3
7
9
|
2
3
)

◎

(
6
0
2
7
7⑬
5
6
6
6
)
申

し
込
み
は
電
話
で
も
可
。

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
二
十
歳
以

上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
全
員
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加

入
手
続
き
の
お
済
み
で
な
い
方
は
早
目

に
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
後
、
納
め
る
保
険
料
は
月
額
九
、

0
0
0

円
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
な

学
生
の
皆
さ
ん

2
0
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

親
と
子
の

「
餅
つ
き
と
し
め
な
わ
づ
く
り
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

万
円
ま
で
の
金
利
）

屠
融
資
額
1
1

一
般
財
形
貯
蓄
•
財
形
住

宅
貯
蓄
•
財
形
年
金
貯
蓄
の
合
計
の

残
高
の
1
0
倍
ま
で
の
額
（
最
高
3
、

0
0
0

万
円
ま
で
）

圏
返
済
期
間
1
1

新
築
木
造
住
宅
の
場
合

…

2
5
年

※
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店
サ
ー
ビ
ス
相
談
室
（

6
0
2
7

2

⑫
6
6
5
6
)
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
建
設
課

▼
奈
良
員
司
（
教
育
委
員
会
・
東
小
）

◎
小
学
校

▼
東
小
中
村
ひ
ろ
子
（
西
小
）

◎
新
採
用

▼
企
画
開
発
課
村
田
安
正
▼
総
務
課

島
田
聡
▼
経
済
課
渡
辺
一
弘〔

敬
称
略
〕

役
場
人
事
異
動

1
1月
1

日
付
（

）
は
前
職

、

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
三
種
類

圏
第
一
号
被
保
険
者
1
1

農
業
・
商
業
な

ど
の
自
営
業
等
の
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人

二
十
歳
以
上
の
学
生
も
第
一
号
被
保

険
者
で
す
。

圏
第
二
号
被
保
険
者
1
1

厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

圏
第
三
号
被
保
険
者
1
1

厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
に
扶
養
日7
 

月

さ
れ
て
い
る
配
偶
者

1

※
加
入
手
続
き
・
問
合
せ
は
、
役
場
住
ー
ー

民
課
(
6闘
3
1
1
1

内
線
3
3
7
)
~

へ
日

ーー月

一
今
月
の
納
め
＿
J間

固
定
資
産
税
国
民
健
康
保
険
税
週

個
人
事
業
税
国
民
年
金
水
道
使
用
る

料
で
す
。
知

を

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
兒工
↑
L
_
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1
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
I
'
‘
l
9
9
9
ヽ

9
9
9
9
9
,

i
­

—
戸
人
人
人
人
人
一

一

一
在
陶
犀
鯛
5
約
口
麟
一

現

2
1
0
5
5

動
死
転
一

一
口一
人
B

の
一

一
の

1

中
一

一
寸
月
数
数
月
人
人
一

一
木

1
1

帯
閲
男
女
印
い
虞
i

B

~

 
—
世
人
出
転
～

—— 9999999I`‘· 

ご
館林邑楽地区 館林地区 千代田

予受かてら 変更に※ 耳• 鼻科に日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

11 月 10 日
横田（婦）医院川田医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 小西医院

曜 合 (72)0255 合 (72)3724 堀越医院合(73)415| 合 (72)3163 ff(86)2261 

11 月 17 日
白沢医院小倉医院 慶友病院 館林地区と

当 合 (72) 1600 合 (72)0606 増田医院合（72) 1387 合 (72)6000 同じです。

11 月 24 日
浜野病院大神医院 須田医院合（72)0862 最上医院 館林地区と

ff (88)5678 合 (62)2200 多々良診療所 乞（72)3060 合 (74)3763 同じです。
番

□`  話で ; でま12 月 1 日
落合医院川田（耳）医院 大塚医院合（72)0176 慶友病院 竹越医院

医
合 (72)3160 合 (72)3314 神尾医院合(75)|288 合 (72)6000 合 (84)3137

12 月 8 日
根岸医院川村医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

合 (72)3262 ff (72) 1337 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 同じです。

10月の

ミ

｀土竺屁菊` 
゜

救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 8 件

●その他 4 件

●計 16 件

前
回
米
食
に
触
れ
た
の
で
今
回
は
稲

作
で
す
。

西
ア
フ
リ
カ
の
稲
作
は
1
4
1
1
5世
紀

頃
巡
礼
や
隊
商
に
よ
っ
て
持
ち
こ
ま
れ

各
地
で
細
々
と
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
カ
系
の
長
粒
種
を
雨
季
の

降
水
を
頼
り
に
低
温
地
帯
で
一
年
一
作
。

陸
稲
が
6
0
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
用

水
を
制
御
で
き
る
灌
漑
稲
作
は
一
割
程

度
の
現
状
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

問
題
山
積
の
稲
作
I

磁
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

こ
こ
で
私
の
任
地
で
の
在
来
農
地
法

を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
品
種
は
晩
生
で
草
丈
の
高
い
在
来

種
②
雨
の
始
ま
る
5
月
末
か
ら
人
力
で

天
地
返
し
③
棒
で
穴
を
あ
け
籾
2
0
1
3
0

粒
を
放
り
こ
む
④
精
農
は
出
穂
前
除
草
、

殆
ど
無
肥
料
⑤
9
月
末
に
な
る
と
巾
広

い
刀
で
茎
の
中
間
部
か
ら
刈
り
取
る
⑥

横
に
し
た
丸
太
に
打
ち
つ
け
て
脱
穀
と

い
う
手
順
で
す
べ
て
が
手
作
業
。
収
か

＜
量
は
1
0
ア
ー
ル
当
り
9
0
1
1
2
0
k
g
で
す
。

農
具
は
ス
コ
ッ
プ
に
急
角
度
の
柄
を
つ

け
た
鍬
状
の
ロ
ー
カ
ル
ホ
ー
、
青
竜
刀

状
の
ナ
イ
フ
、
細
長
い
木
の
棒
の
3

種

類
が
す
べ
て
で
リ
ヤ
カ
ー
等
運
搬
具
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
1
2
年1
認
年
前

ま
で
の
農
法
で
、
現
在
の
日
本
の
実
情

か
ら
は
程
遠
い
も
の
で

し
た
。

私
の
所
属
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
4
0
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
ば
か
り
の

国
営
の
モ
デ
ル
稲
作
団

地
で
目
標
は
2
期
作
の

定
着
と
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

り
5
ト
ン
の
籾
収
で
し

た
。
日
本
の
資
金
援
助

で
水
田
造
成
や
ト
ラ
ク

タ
ー
、
脱
穀
機
等
の
導

入
は
済
ん
で
い
ま
し
た
。

早
速
4

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

試
験
場
を
つ
く
り
ま
し

た
が
圃
場
と
建
物
だ
け

で
実
験
・
調
査
機
器
の

無
い
ま
ま
に
健
苗
、
施

肥
、
防
除
、
除
草
な
ど

の
技
術
の
実
証
普
及
に

と
り
組
み
ま
し
た
。
国

更
正
相
談
所

精
薄
者
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

連
の
付
置
機
関
と
の
連
け
い
も
う
ま
く

゜

行
き
、
帰
国
直
前
の
農
家
圃
場
の
坪
刈

調
査
で
は
1
0
ア
ー
ル
当
り
3
0
0
1
3
5
0

k
g
の

収
量
に
な
り
ま
し
た
。

鉄
の
過
剰
害
、
虫
害
、
雑
草
、
資
金

不
足
（
金
が
な
く
て
肥
料
や
農
薬
が
買

え
な
い
）
、
農
民
の
計
画
性
や
経
済
観
念

稀
薄
等
々
日
本
で
予
測
で
き
な
か
っ
た

問
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、
こ
の
国
の

稲
作
に
は
米
の
自
給
（
目
下

5
0
%
)達

成
と
い
う
国
家
的
命
題
が
あ
る
だ
け
に

前
途
多
端
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
日
本
の

技
術
援
助
の
継
続
が
望
ま
れ
る
所
以
で

す
。も

っ
と
も
、
難
問
が
多
い
程
日
本
（
人
）

の
腕
の
ふ
る
い
ど
こ
ろ
か
つ
生
甲
斐
で

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
農

業
と
は
息
の
長
い
産
業
で
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
過
剰
に
苦
悩
す
る
日
本
の
農
家
・

農
業
を
考
え
る
と
き
、
複
雑
な
想
い
の

去
来
す
る
2
ヵ
年
間
で
し
た
。

]
寄
付
あ
り
が
と
う
〕

0
新
井
登
志
雄
さ
ん
（
江
口
）
は
十
万
円

〇
恩
田
治
雄
さ
ん
（
梅
原
）
は
十
万
円

0
野
木
村
公
一
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0

期
日
1
1
1
1
月
1
9
日
閲

〇
受
付
1
1午
前
1
0
時1
午
後
2
時

0

場
所
1
1
村
中
央
公
民
館

0

対
象
者
1
1
1
8
オ
以
上
の
方

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

落大奈藤太野
合津良原田木氏
門村
之秀重詠ヤと名
丞雄助子スみ

柿星関荻栗薗井阿
沼野根野原田上部氏

慎k貴袢少さ望；良t貴な大召雄昇名
如也ゃ配 友t臣ど輔げ也ゃ

守冒動叫覧茂履霰］
長ニニ長三長長長続
男男女女男男男男柄

年
齢
世
帯
主

8
7
公
一

9
0
紀
義

1
7
秀
俊

9
0
文
夫

8
1
タ
ッ

7
7

勲

須中江中梅上地
江

賀谷口谷原黒区

%%%%%%]喜

あ
く
や
み
ー 大南須川南大南大地

大 大佐大
輪島賀俣島貫島輪区

男賓％ % ％桝％ ％閥

1
1

あ
め
で
だ
1
1

お
め
で
た

`<
お
く
や
み
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芋
ー
記
，
し
よ

さ
校
活
れ
人
行

開
学
火
わ
婦
列

展
中
消
行
、
分

全
J
”
疇5
コ
ロ

検
運
村
じ
な
参
犠

ガ
点
知
旺
悶
竺

季
災
3

庫
の

8
0
0
ポ

よ
秋
火
月
フ
装
約

|
r

国

1
1
ン
服
ら
練

合
全
、
ポ
勢
員
訓
゜

の
も
防
姿
団
出
た

動
組
項
紅
呵
馴
（
長
改
t
L

防
ま
組
ぃ
団
村
火
れ

舌
消
日
防
行
ひ
町
消
ら

、
y
t

1
5消
を
及
市
。
図

区
月
区
j
具
各
加
が

地
1
1
地
検
器
内
参
揚

火
林
[
騨
麟
ぃ
鐸
輝
“

官
ぃ
日
。
秋
な
組
も
志

古
＂
§
，
た
要
。
員
で

ヽ

v
i
月
し
で
必
た
隊
ど

1
1
ま
庭
に
し
防
な

れ
校
動
ま
消
進
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第363号 平成 3 年12 月 10 日

村翡没者追悼式
しめやかに献花
咲咲釆釆姦咲釆咲釆釆采姦采咲寮咲咲釆咲染

戦没者追悼式

(2) 

戦
後
、
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
繁
栄
と
平
和
の
か
げ
に
は
祖
国
の
た

め
、
若
く
し
て
尊
い
命
を
捧
げ
た
多
く

の
戦
没
者
の
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
、
こ
れ

等
の
趣
旨
か
ら
毎
年
追
悼
式
を
行
い
、

英
霊
の
ご
め
い
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

汀魯｀ 3~~,: 』」 []ピ 9 ：［ロ一進にまにれ `\ 菊花をそなえる参列者
輪み参しみて ‘、ヽ·……-----------------……-----—ー…＿―- あ三戦にお族一五
を出列たら目しべ長村た一列隊館式気然は設霊 毎めげ百で行よを月度
そて者゜れ頭んるの議後分者の林ののと菊けし会年‘て余祖わそは十‘
な‘全 ‘をみと追会 間全演地こ中静のらと場実菊追名国れ三じ二明
え大員 悲熱り‘悼議村の員奏区と‘ま花れ記に施薫悼ののま百め H 和
て戦‘ しくさ会の長長黙でを消ば式りで‘さはしるの村たし人‘‘村
いの一 みすを場こ、式と国バ防ではか飾それ てこ誠内めたが各中戦
ま痛人 をる増はと村辞ぅ歌ッ組始助えらのた戦いのを戦に゜参界央没
し手ひ か参し一ば遺 を斉ク合ま役るれ周墓没ま時表没若 列各公者
たをと み列‘段を隻輩門唱に音りの雰‘囲柱者す期す者き し層民追
゜胸り し者進と述ェ ず‘参楽‘開囲整にがの゜にたに命 ての館悼

戦
没
者
の

め
い
福
祈
る

0

明
和
工
業
団
地
ス
タ
ー
ト

〇
館
林
信
用
金
庫
、
明
和
村
に
進
出

0

前
村
長
、
奈
良
丑
松
氏
の
勲
五
等
双

光
旭
日
章
受
章
祝
賀
会

2

月
号

3

月
号

村民マラソン大会

0

新
春
恒
例
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
三

百
四
十
五
人
参
加
）
、
各
部
門
優
勝
者

紹
介

〇
館
林
地
区
消
防
組
合
出
初
め
式
（
館

林
市
役
所
南
面
駐
車
場
）

0

県
議
会
議
員
選
挙
、
郡
内
無
投
票

0

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
で
、
矢
島
区
・

南
大
島
区
が
県
知
事
表
彰
受
章

0

中
学
二
年
生
を
対
象
に
「
立
春
式
」

村政功労者表彰式

0

村
政
功
労
者
表
彰
式

〇
結
婚
対
策
室
を
新
設

〇
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

運
動
場
」
を
清
掃

^

4

 

「
利
根
川
総
合

5

月
号

1

月
号

4

月
号

ふ
り
か
え
る
平
成
三
年

I
I

広
報
め
い
わ

I
I
で

公民館まつり

0

前
明
和
村
長
奈
良
丑
松
氏
逝
去

0

平
成
三
年
度
予
算
、
三
十
億
円
で
ス

タ
ー
ト

0

公
民
館
ま
つ
り



(3) 平成 3 年12 月 10 日 第363号

「地域でささえあう明るいお正月」をスロ

ーガンに全国一斉に歳末たすけあい運動が行

われています。一人でも多くの方が明るいお

正月を迎えられるよう、ご協力をお願いしま

す。

r --------• • ---------• • • --------• • • • 

補佐役として

9 村発展に尽力，
- - -- -- - -- • - - -- - --- - • - - - - - - - - - - • • _」

閃
日
漫
次
さ
ん

勲
五
等
双
光
旭
H

章
に
輝
く

平
成
三
年
秋
の
叙
勲
で
、
前
助
章
さ
れ
ま
し
た
。

役
の
関
口
浅
次
さ
ん
（
梅
原
•
7
2
関
口
さ
ん
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
五

歳
）
が
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
十
年
ま
で
群
馬
県
職
員
と
し
て
奉
職
、

ガ
ン
セ
ン
タ
ー

東
毛
病
院
初
代

事
務
長
、
邑
楽

福
祉
事
務
所
長

な
ど
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
県

職
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
識
見
、

手
腕
が
認
め
ら

関口浅次さん

前
助
役

れ
昭
和
五
十
年
十
二
月
明
和
村
助
役

に
就
任
、
平
成
二
年
三
月
ま
で
十
四

年
四
カ
月
の
長
期
に
わ
た
り
、
前
奈

良
村
長
、
現
斎
藤
村
長
と
二
代
村
長

の
補
佐
役
と
し
て
一
翼
を
担
い
、
村

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
と
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
努

め
る
と
同
時
に
、
住
民
と
の
ふ
れ
あ

い
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
何
か

と
住
民
の
相
談
相
手
と
な
り
助
言
、

指
導
を
ほ
ど
こ
さ
れ
ま
し
た
。
き
さ

く
な
人
柄
、
的
確
な
実
行
力
は
高
い

信
任
を
得
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

一
期
間
一12月
1
1日
（
水
）
ー1
2月
3
1日
（
火
）

主
田
ピ
関
屡
通
万
賣
臼
滋
会
・
市
町

E
交
洒
刃
口
B
江
会

り
杯
が
命
ト
リ
／
．

お
酒
を
飲
む
讀
会
の
多
い
季
訪
、
こ
用
心
。

0

村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

0

大
輪
公
園
オ
ー
プ
ン

0

石
村
よ
っ
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委
員
）

厚
生
大
臣
特
別
表
彰
受
章

7

月
号

0

や
ま
う
株
、
村
に
三
百
万
円
寄
付

0

江
森
政
美
さ
ん
（
更
生
保
護
婦
人
会
）

法
務
大
臣
感
謝
状
受
章

0

前
県
知
事
清
水
一
郎
氏
逝
去

8

月
号

0

県
知
事
選
挙
、
小
寺
弘
之
氏
当
選

0

村
議
会
議
員
選
挙
結
果

0

村
税
完
納
表
彰
式

,
J
 

、
9
,
9
ー
：
ー
式

ク
ノ

と
『
音
早

表

q
•
内¢
·
一
条

r

、
完

“
^
:
召
,
'
一
直

均
‘
-
q
広
こ

v
`

苓
い
・

9

月
号

〇
改
選
後
初
村
議
会
、
議
長
に
島
田
誠

司
さ
ん
、
副
議
長
に
小
平
喜
章
さ
ん

就
任

0

村
農
業
委
員
会
長
に
坂
上
貞
雄
さ
ん

0

長
寿
者
紹
介
、
長
舟
ベ
ス
ト
1
0
0
人

0

外
国
青
年
招
致
事
業
で
英
語
指
導
助

手
、
ト
ー
マ
ス
・
ボ
イ
ド
さ
ん
米
村

0

明
中
吹
奏
楽
部
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
金
賞

6

月
号

0

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
始
ま

る

0

全
国
の
花
き
生
産
者
本
村
を
視
察

0

第
三
十
七
回
村
成
人
式

1

月
号

0

第
六
回
、
社
会
福
祉
大
会

0

第
三
十
六
回
村
民
体
育
祭

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
人
場
者
十
万
人

達
成
記
念
式
典

0

興
隆
株
•
北
海
製
罐
抹
村
に
百
万
円

寄
付

勲
五

0

戦
没
者
追
悼
式

0

秋
の
叙
勲
で
関
口
浅
次
さ
ん
、

等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉

0

文
化
祭
、
商
工
祭
、
菊
花
大
会
開
催

〇
折
原
功
一
さ
ん
（
元
公
平
委
員
会
委

員
）
、
自
治
大
臣
表
彰
受
章

0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー

1
2月
号

i 
全国花き生産者

本村視察

1
0月
号

”ど’

ーミミ｀況
....ヱ,

改選後初村議会
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ｷ¥'¥  

l,)工心上

9- - ←ー、ペ

▲家族連れでにぎわう

去術の秋
稔稔稔＠唸醤魯図料魯魯嗜員象

文化祭にぎわう
稔稔醤孟撻象稔稔稔稔稔醤噂輯象稔醤噂輯象稔稔

(4) 

年
中
行
事
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
っ

で
あ
る
文
化
祭
が
十
一
月
二
、
三
、
四

日
の
―
―
一
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン

会
場
に
開
か
れ
、
響
道
、
切
り
絵
、
陶

芸
、
生
花
、
籐
細
工
、
絵
画
な
ど
の
カ

作
が
な
ら
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を

感
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
堂

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
自
慢
の
芸
が
披
露
さ

れ
拍
手
か
っ
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

三
日
に
健
康
ま
つ
り
が
、
四
日
に
商

工
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
大
声
コ

ン
テ
ス
ト
‘
健
康
ク
イ
ズ
、
歯
科
相
談

そ
し
て
、
バ
ザ
ー
、
も
ち
つ
き
大
会
、

軽
飛
行
機
の
体
験
試
乗
（
地
上
滑
走
）
、

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
並
行
し
て
菊
花
展
も
行
わ
れ
、

会
場
の
随
所
に
丹
精
込
め
た
大
輪
の
菊

花
が
飾
ら
れ
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
さ

せ
ま
し
た
。

►

大
声
コ
ン
テ
ス
ト

園
芸
教
室
の
部

昼
特
選

本
宗
市

唖
最
優
等
（
村
長
賞
）
1
1

岡
安
長
吉
▼

同
（
村
議
長
賞
）1
1
島
田
彦
一
▼
同
（
市

農
協
長
賞
）
1
1

村
田
貞
次
▼
同
（
商
工

会
長
賞
）
1
1

野
口
今
朝
雄
▼
同
（
教
育

長
賞
）
1
1

松
本
静
一
▼
同
（
文
化
協
会

長
賞
）
1
1

大
川
ト
ク
▼
同
（
文
化
協
会

園
芸
部
長
賞
）
1
1

関
本
政
市

圏
優
等
1
1

関
本
宗
市
（
三
点
入
選
）
、
関

本
政
市
（
二
点
入
選
）
、
柴
崎
フ
ク
、
野

口
今
朝
雄

〔
敬
称
略
〕

出
品
者
4
0名

1
2
1
点

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）
1
1

関

文
化
協
会
園
芸
の
部 特選の

関本さん

いろどりをそえる

菊花展

関
本
宗
市
さ
ん
特
選

文
化
祭
と
並
行
し
て
開
か
れ
会
場
に

彩
り
を
そ
え
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し

ま
せ
た
菊
花
展
の
表
彰
式
が
十
一
月
―
二

日
行
わ
れ
、
関
本
さ
ん
が
特
選
に
輝
く

な
ど
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
位
入
選
者
紹
介
）

菊
花
展

出
品
者
1
0名

【
競
技
花
の
部
】

0
特
選

1
1

坂
上
若
栄

屠
最
優
等
1
1

藤
野
く
に

＊
優
等

1
1

小
川
つ
る

【
自
由
花
の
部
】

0
特
選

1
1

新
井
繁
二
郎

0
最
優
等
1
1

阿
部
な
み

0
優
等

1
1

坂
上
若
栄

〔
敬
称
略
〕

石
川
そ
の

阿
部
な
み

【
大
輪
の
部
】

圏
特
選

1
1

島
田
彦
一

l
t
l
最
優
等
1
1

青
木
高
助
、

l
t
l
優
等11
清
水
義
雄
、

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

0
特
選

1
1

坂
上
若
栄

圏
最
優
等
1
1

坂
上
ふ
く
子
、
清
水
義
雄

圏
優
等

1
1

石
崎
シ
ズ
、
田
口
千
代

〔
敬
称
略
〕

出
品
者
1
0
9
名

1
0
9
点

老
人
ク
ラ
ブ
の
部

1
6点
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農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

本
澤
萬
吉
さ
ん

本澤萬吉さん

島田高男さん

南
大
島
の
本
澤
萬
吉
さ
ん
闘
は
、
こ

の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
を

授
賞
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
農
林

水
産
統
計
情
報
協
力
者
と
し
て
、
農
家

経
済
調
査
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

中
谷
の
島
田
高
男
さ
ん
⑬
は
、
こ
の

ほ
ど
⑪
日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
表

彰
（
指
導
員
功
労
者
表
彰
）
を
受
章
し

ま
し
た
。
島
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
活
躍
、
地

域
の
食
品
衛
生
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

閲
日
本
食
0
0
0
衛
生
協
会

理
事
長
表
彰
島
田
高
男
さ
ん

折原功ーさん

多田則夫さん

大
佐
貫
の
折
原
功
一
さ
ん
⑮
は
、
昭

和
五
十
四
年
五
月
か
ら
平
成
三
年
四
月

ま
で
、
十
二
年
間
も
の
永
き
に
わ
た
り

村
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
公
正
な

人
事
行
政
の
確
立
に
尽
力
、
地
方
公
共

団
体
行
政
の
民
主
的
、
能
率
的
な
運
営

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
で
芸
術
文
化
の
普
及
・
振
興
な

ど
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す

る
県
文
化
奨
励
賞
を
上
江
黒
の
多
田
則

夫
さ
ん
⑯
が
受
賞
し
ま
し
た
。

多
田
さ
ん
は
、
東
毛
地
域
の
公
民
館

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
「
切
り
絵
」
の
講

師
と
し
て
指
導
、
地
域
文
化
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
大
臣
表
彰

折
原
功
一
さ
ん

隈
文
化
奨
励
賞

多
田
則
夫
さ
ん

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

館
林
地
区
消
防
組
合

団
長
表
彰

〈
精
績
章
表
彰
〉

◎
明
和
消
防
団
本
部
、
副
団
長

石
川
淳
一
（
矢
島
）
団
員
歴

1
0年

〈
精
勤
章
表
彰
〉

◎
明
和
消
防
団
本
部
、
団
長

砂
賀
新
一
（
斗
合
田
）
団
員
歴

1
5

年
◎
明
和
消
防
団
本
部
、
副
団
長

関
口
章
夫
（
江
日
）
団
員
歴

1
0年

石
川
淳
一
（
矢
島
）
団
員
歴

1
0年

〔
敬
称
略
〕

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

群
馬
県
消
防
協
会
長

表
彰

谷津好ーさん

新
里
の
谷
津
好
一
さ
ん
闘
は
、
昭
和

五
十
六
年
か
ら
子
ど
も
育
成
会
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
、
ま
た
、
地
域
の
リ

ー
ダ
と
し
て
各
地
区
子
ど
も
育
成
会
へ

の
助
言
、
指
導
を
熱
心
に
行
い
、
人
望

も
厚
く
子
ど
も
育
成
会
発
展
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

県
知
事
感
謝
状

谷
津
好
一
さ
ん

「
税
金
は

明
る
い
社
会
の道

し
る
べ
」

今
成
雅
矢
（
中

3

蒼
館
林
財
務
事
務
所
長
賞

◎ポスターの部

岡田真佐子さん

古橋由美子さん

◎標語の部

籾山絵美さん

「
税
金
は

豊
か
な
暮
ら
し
に架け

る
橋
」

岡
田
真
佐
子
（
中
1
)

共
に
優
秀
作
・
明
中
の
2

人

税
意
識
の
高
揚
と
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
関
東
信
越
国
税
局
主

催
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
学
生
対
象
）

で
、
本
村
で
は
次
の
生
徒
が
入
賞
し
ま

し
た
。

〇
館
林
税
務
署
長
賞

橋本裕司くん

税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

木
村
秀
世
（
下
江
黒
）
団
員
歴
5
年

野
本
勝
利
（
千
津
井
）
団
員
歴
5

年

平
井
英
男
（
新
里
）
団
員
歴

5

年

森
尻
富
雄
（
南
大
島
）
団
員
歴
6

年

松
本
貢
一
（
大
輪
）
団
員
歴
5
年

薗
田
正
行
（
大
佐
貰
）
団
員
歴
7

年

◎
江
口
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
福
島
登
志

子
）

◎
川
俣
婦
人
消
防
隊
（
隊
長

枝
）

〔
敬
称
略
〕

1
1

上

,
_
l
'
,
 

光

0
明
和
村
長
賞

平
成
3

年
度
全
国
防
犯
運
動
統
一
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
明
和
中

学
校
の
生
徒
二
人
が
県
の
最
高
賞
で
あ

る
優
秀
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
健
康
と

豊
か
な
生
活守

る
税
」

橋
本
裕
司
（
中
1

今成雅矢くん
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ズと゚ごきで. \ 
しだわ。とごきで

. 、
’しだわと゚ごきで. 、

’しだわと゚ごきで. 、
’しだわ

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
村
ボ

福
祉
バ
ザ
ー

令
年
も
好
評

例
年
、
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て

開
か
れ
て
い
る
「
村
長
と
語
る
」
が
、

十
一
月
二
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
老

人
と
婦
人
四
十
人
が
参
加
し
て
、
村
の

ト
ッ
プ
、
斎
藤
村
長
を
招
い
て
村
の
情

勢
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
公
園
、
村
の
将
来
に
つ
い

て
、
道
路
改
修
、
環
境
整
備
な
ど
十
項

目
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
ヒ
ザ
を
交

え
て
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進

め
ら
れ
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
（
詳
細
は
次
号
で
紹
介
の
予
定
で

す
）

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
の
福
祉

バ
ザ
ー
が
十
一
月
二
十
三
日
、
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
、
大
根
、
白
菜
な
ど
の
野

菜
か
ら
、
衣
料
、
バ
ッ
ク
そ
し
て
、
ガ

ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど
の
日
用
雑
貨
品

約
一
千
四
百
点
が
会
場
狭
し
と
陳
列
さ

れ
、
市
価
の
半
値
以
下
と
あ
っ
て
主
婦

ら
五
百
人
ほ
ど
が
押
し
よ
せ
、
開
店
一

時
間
余
り
で
半
分
以
上
売
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
。
昨
年
よ
り
七
万
三
千
九
百

六
十
円
多
い
九
二
万
一
千
二
百
二
十
円

の
売
上
で
全
額
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ
。t
 中

幼
で
焼
き
芋
づ
く
り

十
一
月
二
日
、
冬
の
風
物
詩
と
も
い

え
る
芋
焼
き
を
中
央
幼
稚
園
園
児
が
楽

芋
掘
り
で

ふ
れ
あ
い

砥 ~] ド

老
人
・
婦
人
の
学
級
生

村
長
を
囲
ん
で
語
る

し
み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
園
庭
の
一
角
に
設
け
た

畑
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
芋
を
ア
ル
ミ
は

く
に
芋
を
包
ん
で
た
き
火
の
中
へ
。

焼
き
上
が
っ
た
芋
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
早

速
、
満
足
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
舌
つ

づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

i

l
 

I
I
'
こ
”
.

十
一
月
四
日
⑪
、
中
谷
子
ど
も
会
で

は
ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を
兼
ね
て
、
芋
掘

り
を
行
い
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が

小
学
生
約
八
十
人
が
参
加
し
て
好
評
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会
を
行
い
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

な
お
、
坂
上
藤
次
郎
さ
ん
に
イ
モ
畑

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

釣
り
掘
を
無
料
開
放

梅
原
の
高
沢
茂
雄
さ
ん
は
、
庭
の
片

隅
に
釣
り
堀
を
作
り
近
所
の
人
達
及
び

釣
り
仲
間
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
七
日
に
は
釣
り
大
会
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

高
沢
さ
ん
は
、
「
鯉
、
ナ
マ
ズ
、
ウ

ナ
ギ
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
な
ど
五
百
匹
は
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
釣
り
の
好
き
な
人
な

ら
い
つ
で
も
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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國i
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。

第
1
3
回
邑
楽
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
1
0
月
2
7
日
本
村
の
社
会
体

育
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
一
回
郡
内
の
身
障
者

の
人
た
ち
が
一
同
に
会
し
、
親
睦
と
交

流
、
そ
し
て
福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う
と

会
場
を
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
町
村
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
た
ち
合

わ
せ
て
百
二
十
人
が
参
加
し
、
「
車
イ
ス

競
走
」
「
パ
ン
食
い
競
走
」
「
町
村
対
抗

リ
レ
ー
」
な
ど
十
六
種
目
に
歓
声
と
声

援
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
好

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
、
明
和
村
、
板
倉
町
、
大
泉

町
、
千
代
田
町
、
邑
楽
町
の
順
位
で
し

こ
。t
 

江
口
の
石
川
宗
佑
さ
ん

宅
で
、
直
径
1
5
c
m
ほ
ど
の

ジ
ャ
ン
ボ
ゆ
ず
が
今
年
初

め
て
1
5
個
ほ
ど
実
り
ま
し

こ
。t
 

こ
の
ゆ
ず
の
木
は
、
5

年
前
に
宇
都
宮
市
内
の
植

木
店
で
購
入
し
た
も
の
で
、

石
川
さ
ん
は
、
「
こ
ん
な
に

大
き
く
な
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

ビ
ッ
ク
リ
し
た
様
子
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

►

大
会
風
景

ジ
ャ
ン
ボ
ゆ
す

5

年
目
で
初
収
穫

み
ん
な生

き
生
き
と

人
出
不
足
や
従
業
員
の
職
場
定
着
対

策
等
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
や
悩
み

に
少
し
で
も
お
答
え
で
き
た
ら
と
「
講

演
会
・
相
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

l
i
l
日
時
1
1
1
2
月
1
8
日
午
後
1
時
3
0

分
か
ら
3
時
3
0
分
ま
で

l
i
l
場
所
1
1
太
田
商
工
会
議
所

圏
定
員
1
1
5
0
人

圏
参
加
料
1
1
無
料

※
詳
し
く
は
、
太
田
商
工
労
働
事
務
所

中
小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん

労
働
問
題
講
演
会
及
び

総
合
相
談
会
の
開
催

農
家
が
お
米
を
、
正
規
の
業
者
以
外

の
者
に
売
り
渡
す
こ
と
は
、
法
律
で
禁

じ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

I
I

ヤ
ミ
米
I
I

に
な
り
ま
す
。

ヤ
ミ
米
は
、
本
来
受
け
る
べ
き
穀
物

検
査
を
受
け
て
お
ら
ず
、
品
種
や
品
質

の
面
で
何
ら
保
証
の
な
い
お
米
で
す
。

こ
う
し
た
お
米
が
出
回
る
こ
と
は
、

お
米
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を
失
わ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
お
米
の
供

給
や
価
格
の
安
定
の
面
で
も
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
で
す
。

正
規
な
ル
ー
ト
で
な
い
お
米
の
流
通

を
な
く
す
た
め
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
米
の
出
荷
は

正
規
の
ル
ー
ト
で

12 • 
交通キャンペーン 月期

「マナーアップぐんま」 31 間
期間 11 月 11 日（月）～ 日 1| 

12 月 31 日（火）因平

①すり□］力とっli 
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
く
ん
ま
L

事
業
名
：
•
お
も
し
ろ
科
学
教
室
•
初

級
ワ
ー
プ
ロ
教
室
（
女
性
コ
ー
ス
1
.

2
)

国
際
理
解
講
座
•
青
年
ス
ポ
ー

ツ
講
座
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
・
実
用
英

会
話
I
I
I
・
婦
人
講
座
・
教
養
文
化
講

座
I
I
I

募
集
期
間
、
期
日
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2
7
2
⑳
5
7

0
0
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
2月
事
業
案
内

年
末
・
年
始
の
し
尿
く
み
と
り
は
、

1
2
月
2
8
日
出
が
最
終
と
な
り
、
1
月
6

日
囲
か
ら
開
始
し
ま
す
。
＜
み
と
り
の

年
末
業
務
は
大
変
こ
み
合
い
ま
す
の
で

お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の

し
尿
く
み
と
り

(6
(
2215 

、
。
し

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
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卍＊圏 0
部対会期

日

1
1

平
成
4
年
1

月

2
6日
⑪

場
1
1

明
和
中
学
校
々
庭

象
1
1

村
内
在
住
、
在
勤
者

門
・
距
離

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
選
手
募
集

昼
期

B
1
1
1

月

1
5日
困

衡
会
場

1
1

赤
沢
ス
キ
ー
場
（
新
治
村
）

◎
募
集
人
員
1
1
5
0
名

圏
参
加
費
1
1
1

人

3
、

0
0
0

円
（
昼

食
代
含
む
）

〇
申
し
込
み

1
1
1
2
月

2
6日
内
ま
で

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

。

親
子
ス
キ
ー
教
室
。

参
加
者
募
集

m 
土
ギ

(8) 

問い合わせ先

社会体育館

合 (84) 4626 

ソフトボール大会結果
13~10 

橋
本
産
業
昧

東
邦
ソ
フ
ト

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト

明
和
村
役
場

東
洋
運
輸

A

▽
一
位
1
1

橋
本
産
業
昧
▽
二
位
1
1

昧

タ
イ
ホ
ー
産
業
▽
三
位
1
1

日
東
製
器
ソ

フ
ト
部
・
明
和
村
役
場

東
洋
運
輸

B

昧
タ
イ
ホ
ー
産
業

シ
ノ
コ
ン
ソ
フ
ト

日
東
製
器
ソ
フ
ト

抹
サ
ン
ポ
リ

第
1
1
回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

國 ▽
小
学
生
1
.
2

年
…
u
k
m▽
同
3

.
4

年
…
認
k
m▽
同
5
.
6

年
…
応

k
m▽
中
学
生
（
男
）... 

訊
k
m▽
同
（
女
）

…
⑪
k
m▽
一
般
男
（
高
校
生
以
上
）

…
訊
k
m▽
壮
年

(
3
0歳以
上
）
…
⑪

k
m▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一

チ
ー
ム

5

名
（
一
般
男
女
）
に
よ
る

団
体
戦
」
…
⑪
k
m▽
健
康
マ
ラ
ソ
ン

（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
）
一
般
男
女

:
·
⑪k
m▽
一
般
女
子
…
⑪

k
m

蒼
申
込
み
1
1

平
成
4

年
1

月

1
0日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

優勝した「橋本産業（株」チーム

大第
17 

会回
村

結民
庭

果球

優勝した「中山・蓮見」組

宍＂—

亡ぷ
「文•9迄炉 ー・”—豆・心ー一←，¢•二，＂＇＂．．・マ·

優勝した「新里」チーム

【
一
般
男
子
の
部
】

優勝した「石村・小野寺」組

、^優勝した「関・藤倉」組

▽
一
位
1
1

新
里
▽
二
位
1
1

株
日
本
キ
ャ

ン
パ
ッ
ク

第
3

回
野
球
協
会
長
杯

争
奪
野
球
大
会
結
果

【
一
般
男
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

石
村
正
・
小
野
寺
伸
組

▽
二
位
1
1

野
村
行
央
・
松
村
誠
組

▽
三
位
1
1

原
口
享
・
吉
永
清
重
組

【
一
般
女
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

中
山
弘
美
・
蓮
見
良
子
組
▽

二
位
1
1

平
野
富
代
・
江
森
真
里
子
組

第
6

回
村
民
テ
ニ
ス

大
結
果会

優勝した「青木・秋山」組優勝した「牛久保•青木」組

▽
一
位
1
1

関
邦
夫
•
藤
倉
忠
組
▽

二
位
1
1

星
野
智
明
・
梅
沢
規
泰
組

【
中
学
生
男
子
の
部
】

.. 

▽
一
位
1
1

牛
久
保
寧
規
•
青
木
伸
彦
組

▽
二
位
1
1

佐
藤
裕
之
・
森
尻
和
也
組
▽

三
位
1
1

根
岸
正
浩
・
立
岡
功
之
組
▽
―
二

位
1
1

大
津
進
也
・
岩
上
明
組

【
中
学
生
女
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

青
木
ま
ゆ
み
・
秋
山
幾
代
組

▽
二
位
1
1

内
山
美
紀
・
野
本
真
澄
組
▽

三
位
1
1

大
平
恵
子
・
高
沢
慶
子
組
▽
三

位
1
1

江
原
由
希
子
・
今
成
由
美
組
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地
下
水
は
、
限
り
あ
る
資
源
で
す
の

で
、
く
み
す
ぎ
る
と
地
下
水
位
の
低
下

や
地
盤
沈
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
地
下
水
利
用
の

実
態
を
把
握
し
、
地
下
水
利
用
者
に
水

資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
届
け

出
を
義
務
付
け
る
「
県
地
下
水
採
取
の

届
け
出
に
関
す
る
要
綱
」
を
制
定
し
、

東
毛
地
域
を
中
心
に
し
た
二
十
一
市
町

村
を
指
定
対
象
地
域
と
し
て
十
二
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

指
定
対
象
地
域
と
な
る
の
は
、
前
橋
、

高
崎
、
太
田
、
伊
勢
崎
、
館
林
、
藤
岡

の
六
市
と
邑
楽
、
新
田
、
佐
波
郡
の
全

町
村
と
多
野
郡
、
群
馬
郡
の
各
―
町
の

十
五
町
村
で
あ
り
ま
す
。

仲
間
に
誘
わ
れ
て
、
遊
び
半
分
で
シ

ン
ナ
ー
を
吸
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
し

こ
。t
 

シ
ン
ナ
ー
を
や
り
初
め
て
か
ら
は
顔
も

体
も
や
せ
、
目
の
ま
わ
り
に
は
黒
い
ク

マ
が
で
て
き
て
、
普
通
の
人
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

皮
膚
の
下
に
ウ
ジ
虫
が
見
え
、
包
丁

で
ウ
ジ
虫
を
ほ
り
出
そ
う
と
自
分
の
腕

を
切
り
続
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

壁
の
シ
ミ
が
虫
に
見
え
た
り
、
も
の

青
少
年
シ
リ
—
ズ

知
ら
す
知
ら
す
ー

侵
さ
れ
て
い
だ
I
.

地
下
水
く
み
上
げ
を

届
け
出
制

届
け
出
は
、
新
設
、
既
設
井
戸
に
つ

い
て
、
①
農
業
用
水
は
深
さ
三
十
メ
ー

ト
ル
を
越
え
、
揚
水
機
の
吐
出
口
（
出

水
管
）
断
面
積
六
十
平
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
（
口
径
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以

上
、
②
水
道
用
や
工
業
用
な
ど
の
都
市

用
水
は
揚
水
機
吐
出
口
断
面
積
十
九
平

方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
口
径
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
以
上
を
対
象
と
す
る
。

施
設
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

井
戸
を
掘
削
す
る
六
十
日
前
ま
で
に
設

置
者
、
設
置
場
所
や
用
途
、
計
画
採
取

贔
な
ど
を
内
容
と
す
る
揚
水
施
設
設
置

事
前
協
議
書
を
市
町
村
長
を
経
由
し
て

知
事
に
届
け
る
。
さ
ら
に
、
年
間
の
地

下
水
採
取
量
・
地
下
水
位
に
つ
い
て
、

翌
年
二
月
末
ま
で
に
市
町
村
長
を
経
由

し
て
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
る
。

が
ゆ
れ
て
み
え
た
り
し
始
め
ま
し
た
。

1

年
後
に
は
本
格
的
な
幻
覚
妄
想
に
悩

ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仲
間
が
悪
口
を
言
っ
て
い
る
気
が
し

て
、
殺
し
て
や
ろ
う
と
包
丁
を
片
手
に

部
屋
を
飛
び
出
し
、
一
晩
中
街
を
さ
ま

よ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に
は
、
「
車
に
飛
び
込
め
I
.
」
と

い
う
電
波
が
頭
に
入
り
、
夢
中
で
道
に

飛
び
出
し
て
、
半
年
間
入
院
し
、
車
イ

ス
の
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

県
の
新
規
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
i

の
事
業
は
、
社
会
環
境
の
目
ま
ぐ
る
し
―

い
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、
家
庭
生
活
に
一

お
け
る
問
題
も
複
雑
、
多
様
化
し
、
多
一

く
の
問
題
を
持
ち
な
が
ら
、
な
ん
ら
解
一

決
の
方
途
が
見
い
だ
せ
ず
孤
立
し
て
苦
•

悩
し
て
い
る
世
帯
の
問
題
の
解
決
を
図
一

る
た
め
に
、
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
一

す0
期
日

1
1

平
成
4
年
1

月
2
3
日
困
―

0
時
間

1
1
午
後
1

時
か
ら
4

時
ま
で
一

圏
場
所

1
1

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
一

＊
内
容

1
1

医
療
相
談
、
法
律
相
談
、
i

生
活
相
談

（
医
療
・
法
律
に
つ
い
て
は
予
約
制
）
—

圏
相
談
員
1
1
医
師
・
弁
護
士
•
福
祉
事
i

務
所
職
員

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
合
i

せ
く
だ
さ
い
。

1
2月
2
7日
⑥
松
本
水
道
闘

2
8
3
9

1
2月
2
8
日
由
石
崎
水
道
闘
4
1
4
7

1
2月
2
9日
⑪
大
川
水
道
⑬

0
7
2
1

1
2月
3
0
日
⑪
金
子
水
道
闘
2
1
4
8

1
2月
3
1日
閲
島
田
設
備
闘

3
2
8
2

1

月
1

日
困
高
田
設
備
闘

3
7
3
6

1

月
2

日
内
富
塚
水
道
闘

3
2
4
7

1

月
3

日
⑥
松
本
水
道
闘

2
8
3
9

1

月
4

日
出
石
崎
水
道
闘

4
1
4
7

1

月
5

日
⑪
大
川
水
道
⑬

0
7
2
1

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
I
.

年
末
年
始
水
道
故
障
は

次
の
業
者
に
！

く
ら
し
の

巡
回
相
談

A プロック優勝の「キャッツ愛..Jチーム

こー、配
Bプロック優勝の「大佐貫クラプ」チーム

Aブロツワ

/ 
チ キ 明 明

勝 負 順
工 ヤ 和 和

リ ツ ク 愛

I ツ ラ 好
数 数 位

ズ 愛 ブ 会

チェリーズ \ 0-2 0-2 1-2 0 3 4 

キャッツ愛 2-0 \ 2-| 2-0 3 0 I 

明和クラブ 2-0 1-2 > 2-0 2 | 2 

明和愛好会 2-1 0-2 0-2 \ I 2 3 

B ブロック

¥ 
リ 江 江 大

勝 負 順
ロ ロ 佐

リ 只E口

I 

新 新
ク

生 生
ズ A B ; 数 数 位

リリーズ \ キケン キケン キケン 0 3 4 

江口新生 A キケン \ 2-0 0-2 2 I 2 

江口新生 B キケン 0-2 \ 0-2 | 2 3 

大佐貫クラブ キケン 2-0 2-0 \ 3 0 I 

第
1
6回
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

A
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ツ
愛
•
B
ブ
ロ
ッ
ク
大
佐
貫
ク
ラ
ブ
が
優
勝
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ロ ロ

県
で
は
、
毎
年
十
二
月
を
「
年
末
正

売
買
は
正
し
い
計
星
で

圏
応
募
資
格
1
1

県
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
中
の
中
学
生
以
上
の
人

＊
応
募
点
数
1
1
1

人
1

点
と
し
、
自
分

で
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

圏
応
募
先
1
1

保
健
課
国
保
係

屠
締
切
り
1
1
4

年
1

月
1
4
H

0
そ
の
他
1
1

用
紙
は
B
3

判
で
、
紙
質
、

手
法
、
色
彩
は
自
由
。
図
案
は
健
康

づ
く
り
を
題
材
と
し
た
標
語
を
入
れ

て
、
標
語
に
合
う
図
案
と
し
ま
す
。

作
品
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
勤
務
先
（
学
校
名
、
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

健
康
ポ
ス
タ
ー

作
品
を
募
集

辺）

館
林
衛
生
施
設
組
合

職
員
募
集

拭
取
引
強
調
月
間
」
と
定
め
、
商
店
、

消
費
者
の
方
々
に
正
し
い
計
量
で
売
り

買
い
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

買
物
の
際
、
商
品
の
品
質
、
値
段
な

ど
に
は
関
心
を
も
っ
て
い
て
も
、
商
品

量
目
に
つ
い
て
は
一
般
に
関
心
が
薄
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

物
資
流
通
の
激
し
く
な
る
こ
の
時
期

商
品
の
早
里
目
に
つ
い
て
も
注
意
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
計
量
検
定
所
、

企
画
課
（
6
0
2
7
2
闘
2
4
3
6
)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

館
林
衛
生
施
設
組
合
で
は
平
成
4
年

度
採
用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
1
1
4
0
歳
未
満
の
方

◇場

◇内

◇対

◇受

（
平
成

館
林
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

4
年
4
月
1
日
現
在
）

卍
職
種
及
び
人
員
1
1

業
務
員
・
若
干
人

蒼
募
集
期
間
1
1
1
2
月
2
日
囲
か
ら
1
2
月

2
0
日
⑥
…
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
・
日
曜

日
は
休
み
）

圏
提
出
書
類
1
1

履
歴
書

0
試
験
1
1
平
成
4
年
1
月
中
に
面
接
試

験
※
詳
し
く
は
、
館
林
衛
生
施
設
組
合
（
《

⑰
1
6
2
4
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

館
林
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成

4
年
度
入
校
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

奎
募
集
科
目
及
び
訓
練
期
間

▽
機
械
科
1
1
1

年
▽
自
動
車
整
備
科

1
1
1

年
▽
板
金
科
1
1
6

カ
月

奎
受
付
期
間
1
1

平
成
4
年
1
月
1
0
日1

2
0日

館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
募
集

圏
選
考
試
験
1
1
平
成
4
年
1
月
2
2
日
（
国

語
・
数
学
）

(
3
0
歳
以
上
の
人
・
職
安
か
ら
指
示

さ
れ
た
人
は
面
接
の
み
）

＊
応
募
資
格
1
1

中
学
校
を
卒
業
し
た
人

米
春
卒
業
見
込
み
の
人

※
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
高
等
技
術
専

門
校

(
6⑫
0
2
2
9
)

へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
4

館
林
高
等
看
護
学
院
で
は
、

年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

卍
募
集
人
員
1
1
3
0
人

〇
応
募
資
格
1
1
高
等
学
校
卒
業
又
は
卒

業
見
込
み
の
女
子

屯
願
書
受
付
1
1

平
成
4
年
1
月
6

日
⑪

か
ら
1
月
1
7
日
命
ま
で
（
持
参
又
は

郵
送
）

圏
試
験
期
日
1
1
第
1
次
試
験
日
…
平
成

村の無料法律相談

◇日 時＝ 1 月 10 日（鉗

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 1 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

し、

゜

午前10時～午

日
易

•• 

•• 
乳 日

し
ー
ノ 健

時＝ 1 月 9 日（木）

時受付

所＝保健センター

午後 ー 時~ 2 

吾
R、

• 日

年賀状はお早目に．I

郵便局では、年賀状の受付を 12
月 15 日から開始します。 25 日まで

に差し出さないと元旦に配達でき

ない場合もあります。

郵便番号と住所（番地、棟番号、

室番号、 00様方まで）は正しく

ハッキリと書きましょう。

4
年
2
月
4
日
図
•
第
2
次
試
験
日

…
平
成
4
年
2
月
1
3
日
困

圏
試
験
科
目
1
1
第
1
次
試
験
…
学
科
試

験
•
第
2
次
試
験
…
面
接
試
験

圏
試
験
場
1
1

当
学
院
講
堂

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
看
護
学
院
（6

⑬
7
1
7
5
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇場

健
I 

時＝ 12月 19 日（杓・ 1 月 7 日（灼

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

所＝保健センター

康 相 ＝火
恥

1 人権・行政・心配こ‘‘と相談 I
1 月の相談は都合によりお休みさせ

ていただきます。

• 日

交通事故相

◇場

時＝ 1 月 16 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

号火
R火

H

易士

•• 

年 金 相

時＝ 1 月 9 日（木

後 3 時

所＝館林市役所

I 
午前10時～午

号火
述
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年末・年始の役場等業務

/rし

1又 場 業 務

役場の一般業務は、 12月 28 日(±)から

1 月 3 日倹まで年末・年始の休みとな

ります。

出生届、死亡届等の届け出や手続き

の業務については平常どおりです

中央公民館〉休館
社会体育館

中央公民館・社会体育館は12月 28 日

（士）から 1 月 3 日倫まで休みとなります。

老人福祉センター休館

老人福祉センターは、 12月 28 日（士）か

ら 1 月 4 日（士）まで休みとなります。

年末・年始のコミ収集

年末・年始のゴミ収集は、 12月 30 日

（月）が最終日となり、年始は 1 月 6 日（月）

から開始します。

ゴミは指定された紙袋で当日の朝 8

時30分までに出してください。

村
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
＂
水
1
1を
安

定
供
給
す
る
た
め
に
、
水
道
事
業
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
、

事
務
の
簡
素
化
・
能
率
化
に
よ
る
合
理

的
な
経
営
を
め
ざ
す
た
め
、
水
道
の
検

水
道
の
検
針
と

納
入
方
法
の
変
更

農
業
委
員
会
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

老
人
保
健
で
診
療
を
う
け
た
場
合
に

支
払
う
一
部
負
担
金
が
平
成
4
年
1
月

か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

＊
入
院
(
-
日
）
1
1
4
0
0
円
↓
6
0
0
円

＊
外
来
（
月
）
1
1
8
0
0
円
↓
9
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

老
人
保
健

一
部
負
担
金
改
正
さ
れ
る

針
方
法
及
び
水
道
料
金
の
納
入
方
法
を

次
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

◎
メ
ー
タ
ー
検
針

現
在
、
メ
ー
タ
ー
検
針
は
三
カ
月
に

一
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ニ
カ
月
に

一
回
の
隔
月
検
針
に
な
り
ま
す
。

◎
料
金
の
納
入

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
ニ
カ
月
分

を
ま
と
め
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
各
家
庭
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
明
和
村
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
選
挙
権
を
有
す
る
人
は
来
年

1
月
1
0
日
ま
で
に
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ

、
つ圏

選
挙
権
を
有
す
る
人
1
1
村
内
に
住
所

県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
温
室
で
は
、

花
と
緑
第
3
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

圏
期

H
I
I

平
成
4
年
1
月
7
日
閲
か

ら
2
月
2
日
⑪
ま
で

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
展
の
開
催

が
あ
り
、
平
成
4
年
3
月
3
1
日
現
在

満
2
0
歳
以
上
で
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
で
年
間

6
0
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
者

圏
登
録
申
請
1
1
登
録
申
請
書
は
、
各
地

区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

村の う ご き

12 月

11 日

18 日

19 日

27 日

28 日

歳末慰問（村内）

村議会定例会

歳末慰問（施設入所者）

御用納め

消防団歳末警戒激励巡視（31

日まで）

平成 4 年 1 月

御用始め

消防組合出初め式

日
日4

5

 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
1
団
は
、

村
民
体
育
祭
時
に
募
金
活
動
を
行
い
、

七
、
九
二
八
円
の
浄
財
を
集
め
、
そ
れ

を
閲
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
付
さ
れ

礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
祭
時
に
も
募
金
活
動
を

行
い
、
五
、
四
五
九
円
の
浄
財
を
集
め

共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

募
金
を
寄
付

（
月
曜
日
は
休
館
）

所
1
1
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
温

圏
場室

※
詳
し
く
は
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
管
理

事
務
所

(
6閻
5
2
3
3
)
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※予定ですので変更になる場合もあります。

役場は第 2 •第 4 土曜日は

お休みです。

12月 14 日・ 1 月 11 B 

篠
原
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
味
は
、

溝
蓋
①

4
0
0
x
5
0
0
x
1
0
0
3
0
0

枚

②
3
1
0
x
5
0
0
x
1
0
0
2
0
0

枚

を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

0
太
田
紀
義
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
十
万
円

衡
大
津
秀
忠
さ
ん
（
中
谷
）
は
三
万
円

圏
杓
大
成
（
川
俣
）
は
一
万
五
千
円

圏
落
合
勲
さ
ん
（
須
賀
）
は
五
万
円｝

は
六
千
円

圏
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
昧

ヤ
ク
ル
ト
商
品
愛
飲
者
一
同

圏
斎
藤
一
雄
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

篠
原
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
陳

村
に
溝
蓋
を
寄
付



第363号 平成 3 年12 月 10 日 (12) 

r -7  
ll 

! 村の人口 i 
l ll 

! 12 月 1 日現在 ! 
i世帯数 2,856戸
ll 

以日総数 10,936人
ll 

i男 5,467人

i女 5,469人
! (11 月中の動き） ! 
i出生 6 人 死亡 7 人
i転入41人 転出26人

し＿――-=-―――――

二
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

12 月 15 日
古屋病院小倉医院 後藤（内）医院 ft (72)0134 永寿堂医院 小西医院
合 (63)6161 云（72)0606 上野医院云（72)3330 合 (72)4469 ff(86)2261 

曜
真中医院川田医院 森下医院云（73) 7776 海宝医院 館林地区と

12 月 22 日
云（72) 1630 云 (72)3724 清河堂医院合（72)3070 云 (74)0811 同じです。

当
12 月 29 日

横田（婦）医院大神医院 安楽岡医院云（72)0572 新橋病院 竹越医院
云（72)0255 云（62)2200 横田（善）医院合 (72)4970 云（75)3011 云 (84)3137

番 1 月 1 日
内科系

外科系横田（婦）医院合 (72)0255
森下医院合(73)7776 

館林厚生 ｀話時ま
1 月 2 日

内科系
外科系 館林厚生病院合 (72)3140 病院

医 横田（善）医院fi (72)4970 皇で、 : で
内科系

合 (72)3140
1 月 3 日

上野医院合（72)3330
外科系新橋病院合(75)3011

水
と
安
全
と

「
水
と
安
全
は
只
で
は
な
い
」

豊
富
な
水
と
治
安
の
よ
い
日
本
か
ら
外

国
へ
行
く
と
此
の
言
葉
が
身
に
染
み
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
ら
そ
う
で
す
か

ら
発
展
途
上
国
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
乾
季
に
は
湿
地

•
池
・
中
小
河
川
の
殆
ど
が
干
上
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
都
市
部
に
は
勿
論
水
道

か
あ
り
ま
す
が
一
歩
郊
外
へ
出
る
と
井

戸
が
無
い
の
で
、
住
民
の
生
活
用
水
は

年
間
を
通
し
て
荼
褐
色
に
汚
濁
し
た
川

の
水
に
な
り
ま
す
。
私
の
所
属
し
た
稲

作
団
地
内
で
は
、
同
じ
水
路
で
洗
濯
．

炊
事
・
飲
用
な
ど
が
同
時
に
行
わ
れ
て

い
る
非
衛
生
的
な
光
景
が
日
常
的
に
見

ら
れ
ま
す
。

低
い
社
会
資
本
と
衛
生
対
策
が
、
高

い
出
生
率
を
修
正
し
人
口
の
急
増
を
調

節
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

我
家
は
、
ホ
テ
ル
の
水
道
水
を
活
性

炭
で
ろ
過
し
更
に
煮
沸
し
て
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
原
因
不
明
の

下
痢
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
水
の
含
有

成
分
の
問
題
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

国
中
の
道
路
上
で
車
は
銃
を
持
っ
た

警
官
の
検
問
で
随
時
止
め
ら
れ
ま
す
。

最
近
は
大
分
減
り
ま
し
た
が
、
着
任
早
々

は
通
勤
の
片
道
で

1
8カ
所
。

外
交
官
ナ
ン
バ
ー
で
し
た
の
で
顔
見

知
り
に
な
る
と
減
速
程
度
で
通
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
車
の
窓
か
ら
旧
式
銃
の

磁
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

惚
け
し
老
母
と
一
時
語
り
て
帰
る
道

沼
面
に
夕
陽
波
だ
ち
て
昏
れ
る石

村

艶
子

こほろぎ短歌会

田芝支部

ゞ
"
.
9
r

引
金
に
指
を
掛
け
、
目
の
前

3
0
c
m
程
の

所
に
銃
日
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
の
は
気

持
ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

炎
天
下
車
外
に
出
さ
れ
荷
物
を
検
査
さ

れ
る
バ
ス
や
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
乗
客

は
大
変
で
す
。
禁
輸
品
、
手
配
者
等
の

検
査
で
す
。

私
は
、
日
中
の
粧
車
中
鞄
1

個
、
夜

11 月の

` 9石°救急車出動回数

●交通事故 8 件

●急病 12 件

●その他 3 件

●計 23 件

初
江

間
住
居
内
か
ら
カ
メ
ラ
等
を
盗
ま
れ
ま
〇

し
た
。日

本
製
品
は
闇
市
場
で
良
く
売
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
戻
る
事
は
無
い
か
ら

税
金
だ
と
思
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…

何
と
言
っ
て
も
恐
ろ
し
い
の
は
武
装

強
盗
で
す
。
思
想
・
政
治
的
背
景
が
無

い
の
で
抵
抗
し
な
け
れ
ば
命
に
別
条
な

い
よ
う
で
す
が
、
掴
ま
れ
ば
銃
殺
の
よ

う
で
彼
等
も
必
死
で
す
。
私
も
一
度
出

勤
途
次
現
場
に
遭
遇
し
這
這
の
体
で
逃

げ
ま
し
た
が
、
現
地
人
運
転
士
の
顔
が

恐
怖
で
引
き
つ
っ
て
い
ま
し
た
。

滞
在
中
身
近
な
事
例
9

件
中
2

件
は

流
血
で
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス

タ
ー
な
ど
出
費
を
強
い
ら
れ
る
時
期
に

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
つ
き
あ
っ
た
イ
ボ
族
は
皆
善
人

で
し
た
が
、
貧
し
さ
が
招
来
す
る
悲
し

い
社
会
現
象
と
で
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。

安
全
で
お
い
し
い
水
、
規
律
正
し
く

親
切
な
お
巡
り
さ
ん
日
本
は
有
難

い
国
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
揃
い
で
良
い
お
年
を

無
住
寺
に
人
知
れ
ず
咲
き
み
の
り
た
る

枇
杷
の
熟
実
こ
ぱ
す
荒
梅
雨篠

木
よ
し

ね
ぢ
り
の
花
に
し
づ
か
に
止
ま
り
し

と
ん
ぱ
た
ち
胸
お
ど
ら
せ
つ
夫
と
孫
を

呼
ぶ

始
沢
良
子

さ
し
苗
を
三
時
に
終
は
さ
む
と
勢
ひ
し

が
抜
け
株
大
＜
雷
近
づ
く

野
村

氏
名
保
護
者
続
柄

り
な

八
千
代
梨
奈
勝
司
二
女

山
形
あ
ゆ
み
和
良
一
―
女

せ
い
た

砂
賀
清
太
嘉
明
二
男

ひ
か
る

八
木
澤
光
誠
二
女

清
水
里
奈
和
美
長
女

今
成
美
貴
登
芙
雄
一
―
女

菊柿福早齋篠鈴
池沼島川藤原木氏

博
正あよ元寅ー信名
いし敏＿郎雄

77 81 61 73 77 82 60 虐

ゆ正照 ー保ス世
顕勇帯

き雄美 雄喜ミ主

新田南大上下須地
大江江

里島島輪黒黒賀区

夷4%%%%%%]喜

惜
し
ま
れ
ど
仕
事
辞
め
た
し
古
稀
む
か

え
身
に
新
た
な
る
夢
も
育
く
む

t
立
訓
ッ
ヤ
子

お

気
圧
さ
れ
て
生
き
る
愚
か
さ
直
せ
と
や

夕
顔
に
蔓
意
の
ま
ま
に
這
ふ

砂
賀
久
美
子

水
無
月
の
水
の
く
ら
み
に
冴
え
ざ
え
と

黄
の
花
流
す
孤
の
月
見
草
、

野
ロ
タ
カ

ふ
く
み
ゐ
つ
水
の
ま
ろ
さ
よ
酒
作
り
の

工
程
う
べ
な
ひ
つ
つ
聞
く

立
川

1
1

あ
く
や
み
ー

フ
サ

江南大斗梅大地
大合佐
口島輪田原貫区

% 1X8 % % % ％閥

1
1

お
め
で
だ
ー

お
め
で
た

C
□
 

`<
お
く
や
み
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申
年
生
ま
れ

申
年
（
さ
る
ど
し
）
生
ま
れ
の
人
は
、

研
究
意
欲
旺
盛
て
、
若
く
し
て
出
世
す
る
。

ま
た
、
世
話
好
き
で
も
あ
る
が
、

す
ぐ
人
を
信
用

r

し
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
。

生
来
が
、
頭
の
良
い
素
質
だ
か
ら
、

晩
年
は
、
安
楽
に
暮
ら
せ
る
。
い

切り絵・文・石川 照子（矢島）作
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
し
い
平
成
四
年

の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
、
皆
様

の
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
村
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で

三
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

昨
年
は
、
村
政
の
各
分
野
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
本
村
の
振
興
、
発
展
に
徴
力
を
尽
く

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と

え
に
皆
様
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
の
た

ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

す
と
、
貿
易
不
均
衡
、
景
気
の
減
速
と

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
は
じ
め
と
し
て

わ
が
国
を
と
り
ま
く
環
境
は
内
外
共
に

厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の
の
、
政
府

の
内
需
拡
大
等
に
よ
り
個
人
消
費
は
依

然
底
堅
く
、
物
価
、
雇
用
情
勢
は
安
定

状
態
で
、
地
方
の
景
況
は
悪
く
な
い
と

い
う
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

反
面
、
円
高
、
ド
ル
安
を
配
慮
し
、

公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
改

正
消
費
税
施
行
、
地
価
税
問
題
、
コ
メ

市
場
開
放
問
題
な
ど
変
動
の
日
本
経
済

で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
統
一
地
方

選
で
社
会
党
惨
敗
、
湾
岸
戦
争
で
九
〇

億
ド
ル
の
追
加
支
援
、
政
治
改
革
三
法

案
廃
案
、
宮
沢
内
閣
ス
タ
ー
ト
、
国
際

的
に
は
、
湾
岸
戦
争
ぽ
っ
発
、
商
業
捕

鯨
の
再
開
否
決
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
消

滅
、
あ
る
い
は
、
皇
太
子
さ
ま
立
太
子

の
礼
、
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化
、

両
陛
下
初
の
海
外
歴
訪
、
雲
仙
・
普
賢

岳
で
火
砕
流
発
生
四
十
人
死
亡
、
証
券

•
金
融
不
祥
事
、
県
政
レ
ベ
ル
で
は
、

統
一
地
方
選
、
県
議
選
で
自
民
圧
勝
、

社
会
惨
敗
、
清
水
知
事
ご
逝
去
、
小
寺

新
知
事
誕
生
、
一
方
村
政
で
は
、
村
議

会
議
員
改
選
、
そ
し
て
カ
ラ
梅
雨
、
猛

暑
に
残
暑
、
例
年
に
な
い
台
風
ラ
ッ
シ

ュ
、
長
雨
と
自
然
界
を
含
め
明
暗

変
化
に
と
ん
だ
社
会
情
勢
で
あ
り
ま
し

こ
。t
 この

よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
は
幸

い
議
会
を
は
じ
め
村
民
各
位
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
、
東
小
南
校
舎
大
規

模
改
造
工
事
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
建
設
、
中
央
保
育
園
床
等
大
規
模
修

繕
工
事
、
西
小
北
側
校
庭
確
保
更
に
は
、

村
道
改
良
、
用
排
水
路
改
修
、
防
災
、

交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
教
育
文
化
の

振
興
等
々
総
合
計
画
に
沿
っ
た
予
定
事

業
を
堅
実
に
執
行
し
、
次
代
に
向
け
て

の
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
と
り

わ
け
、
ふ
る
さ
と
公
園
建
設
の
推
進
、

中
学
校
南
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
、
東

部
工
業
団
地
建
設
の
推
進
、
上
水
道
水

源
地
の
確
保
、
温
水
プ
ー
ル
建
設
の
推

進
、
住
宅
団
地
の
推
進
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
の
推
進
な
ど
を
積
極
的
に
取
組
む

考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
て
文[
n
]
]
:
±

□
`
]
]

化
的
な
ゆ
と
り
と
活
力
あ
る
郷
土
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
、
勇
断
と
情
熱
を
も
っ

て
村
政
執
行
に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁

栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明和村長

斎 藤 恵

年頭のあいさつ

第
四
回
村
議
会
定
例
会

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
八
日
（
会
期

一
日
）
開
か
れ
、
村
長
提
出
議
案
十
三
件
、
議
員
提
出

議
案
一
件
、
計
十
四
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

組
合
議
員
の
定
数
及
び
監
査
委
員
の

選
任
方
法
の
変
更
で
、
組
合
議
員
の
定

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
議
会
の
適

正
と
効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
方
自
治
法
に
準
拠
す
べ
く

改
正
す
る
も
の
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
（
改
定
率

3
.
7
1
%
)

に
伴
う
条
例
改
正
で
主
な
内
容
は
、
一

般
職
員
の
給
与
及
び
諸
手
当
の
改
定
で

す
。
（
平
成
3

年
4

月
1
日
適
用
）

こ
れ
に
よ
り
改
定
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
▽
高
校
卒
…
―
二
万

九
、
一
0
0

円
▽
短
大
卒
…
一
三
万
九
、

職
員
給
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

館
林
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
部
変
更

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
七
九
一
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
三
一
億
六
、
九
五
二
万
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
給
与
改
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
村
税
：
一
億
0
、
九
七
一
万
九
千

円
（
―
二
億
二
、
七
七
九
万
四
千
円
）

▼
地
方
交
付
税
…
五
、
0
0
0

万
円
滅

額
（
七
億
七
0
0
0

万
円
）
▼
国
庫
支

出
金
：
三
、
二
六
二
万
二
千
円
減
額
〔
緊

急
地
方
道
路
整
備
事
業
補
助
金
滅
額
な

ど
〕
（
一
億
一
、
七
六
五
万
円
）
▼
県
支

出
金
…
四
八
二
万
八
千
円
減
額
〔
県
単

小
規
模
排
水
事
業
補
助
金
減
額
な
ど
〕
（
一

億
二
、
三
四
二
万
六
千
円
）
▼
寄
附
金

…
五
六
四
万
四
千
円
（
五
六
四
万
五
千

平
成
三
年
度

一
般
会
計
補
正

三
0
0

円
▽
大
学
卒
…
一
五
万

0
、
四

0
0
円
と
な
り
ま
す
。
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村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
事
と
議
員
一
同
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

村
民
の
声
を

村
政
に
反
映

ま
す
。

平
素
は
議
会
に
対
し
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
日
照
不

足
と
数
次
に
わ
た
る
台
風
の
襲
来
等
に

よ
り
米
の
減
収
、
記
録
的
な
長
雨
に
よ

村議会議長

島田誠司

新年のあいさつ

円
）【

歳
出
】

▼
議
会
費
…
四
七
万
四
千
円
（
六
、

五
一
0
万
二
千
円
）
▼
総
務
費
…
一
、

八
0
六
万
一
千
円
（
五
億
二
、
五
八
五

万
六
千
円
）
▼
民
生
費
…
一
、
〇
五
五

万
四
千
円
（
七
億
0

、

0

一
三
万
七
千

円
）
▼
衛
生
費
…
三
二
三
万
三
千
円

（
一
億
五
、
六
七
三
万
二
千
円
）
▼
農

林
水
産
業
費
…
一
三
八
万
六
千
円
（
一

億
七
、
七
二
六
万
五
千
円
）
▼
商
工
費

…
二
五
万
七
千
円
（
三
、
八
一
七
万

円
）
▼
土
木
費
…
八
二
七
万
六
千
円
減

額
〔
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
料
等
不

用
見
込
み
な
ど
〕
（
七
億
0
、
三
五
八

万
八
千
円
）
▼
消
防
費
…
一
七
一
万
七

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
二
六
万
四
千
円
を
追
加
し
総

額
を
四
億
八
、
五
八
三
万
三
千
円
に
し

ま
し
た
。

主
に
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の
追

加
で
あ
り
ま
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
繰
入
金
…
二
0
万
六
千
円
（
六
一

平
成
三
年
度

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

千
円
（
一
億
三
、
一
五
八
万
二
千
円
）

▼
教
育
費
…
五

0
万
七
千
円
（
四
億

九
、
二
九
一
万
三
千
円
）

給
与
改
定
に
伴
う
、
収
益
的
支
出
の

補
正
で
一
六
三
万
円
減
額
し
て
総
額
を

一
億
〇
、
四
六
六
万
円
に
し
ま
し
た
。

減
額
の
理
由
は
人
事
異
動
に
よ
る
も

る
野
菜
の
不
作
な
ど
ま
れ
に
み
る
被
害

に
見
舞
わ
れ
て
、
農
家
の
皆
様
に
は
明

る
い
豊
か
な
年
で
は
な
か
っ
た
様
に
思

わ
れ
ま
す
。

十
一
月
上
旬
に
は
海
部
内
閣
か
ら
宮

沢
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し

た
中
で
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
交

渉
が
開
か
れ
て
お
り
、
一
部
で
米
の
自

由
化
を
受
け
入
れ
る
動
き
が
伝
え
ら
れ
、

国
民
と
し
て
重
大
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
又
、
経
済
面
に
於
て
も

四
年
余
に
渡
り
高
度
成
長
が
持
続
さ
れ

ま
し
た
が
、
此
処
に
於
て
経
済
成
長
の

減
速
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響

が
現
れ
て
米
る
事
が
予
想
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
然
し
な
が
ら
高
齢
化
が
進
む
現

在
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
向
上
は
何
ん

と
し
て
も
達
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
三
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正

九
万
三
千
円
）
▼
諸
収
入
…
二

0
五
万

八
千
円
（
二
三
六
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▼
総
務
費
…
四
0
万
七
千
円
（
二
、

0
八
八
万
四
千
円
）
▼
老
人
保
健
拠
出

金
…
一
八
五
万
七
千
円
（
六
、
七
三
六

万
一
千
円
）

役
場
車
庫
建
設
工
事
を
行
う
た
め
、

建
設
業
者
六
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
五
、
五
一
0
万
五
千
円
（
消

費
税
含
む
）
で
、
荒
井
建
設
株
式
会
社

（
明
和
村
大
佐
貰
）
と
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
建
設
中
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
も
年
度
内
完
成
を
目
標
に
工
事
を

急
い
で
お
り
ま
す
。
又
、
永
ら
く
村
民
の

方
か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
ふ

る
さ
と
公
園
も
関
係
地
権
者
の
暖
か
い

ご
協
力
を
項
き
な
が
ら
、
早
期
実
現
出

来
る
様
努
力
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
住
み
良

い
村
造
り
の
た
め
、
道
路
網
の
整
備
を

は
じ
め
清
潔
な
生
活
環
境
、
社
会
諸
情

勢
に
即
応
し
た
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
村
民
の
声
を
十
分
村
政
に
反

映
す
べ
く
、
最
大
の
努
力
を
致
す
覚
悟

で
あ
り
ま
す
の
で
、
旧
に
倍
す
る
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

役
場
車
庫
建
設

五
千
五
百
余
万
円
で
契
約

の
で
し
た
。

す。：さ 氣 請義 員義 誼義 員義 言義 請＆ 員義 員義 員義 諄し 昌lj お 本正u議 願

年［春かを 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員長 し、

えも 申
さつ [ 関始 り 原泉石泉森栗薗小明 しせて ろ
て‘ 根沢 口田崎田尻原部平 [ 上
｝：閏 、公 げ し

憧三嘉昭 栄一 利 喜 ま < 
だの 悶雙市郎男ー和作一郎茂夫明章 すきあ
まい
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寿学級生・女性ふれあいセミナー生

村長を囲んで語る
9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

、
一

｛
ヒ
女
開
終
し
~

―
て
・
日
、
ま

nu
• 

~
い
級
2
6

カ
し

―
つ
学
月
参
ご

~
に
寿

1
1
カ
過

~
等
、
ど
を
。
―

~
勢
J
が
ほ
日
す
―

る
）
人
ャ
で
盃
只
問

1
1
ふ
る
さ
と
公
園

情
｛
の
語
習
4
0
な
り
五
進
行
状
況
及
び
建
設

~
寸
と
学
も
義
ぉ

~
j
長
同
日
意
と
百
容
に
つ
い
て
教
え
て

i
て
村
合
の
有
の
：
く
だ
さ
い
。

i
い

r

―
こ
れ
次
~

~
を
合
ミ
で
め
刷
」
早
期
実
現
に
努
力
中

~
招
う
ナ
、
ら
よ
―

~
プ
し
セ
評
進
要
]
つ
目
的
な
公
園

~
ッ
話
い
好
に
の

ト
え
あ
年
か
答
；
及
び
建
物
を

~
の
交
れ
例
や
応
一

i
村
を
ふ
れ
和
。
―

~
ザ
性
か
始
た
五
村
長

1
1

ふ
る
さ
と
公
園

；
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

そ
前
村
長
さ
ん
当
時
決

●
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

，
；
定
し
て
い
た
だ
き
、
私

が
引
き
継
ぎ
、
ま
ず
「
ふ
る
さ
と
公
園

建
設
委
員
会
」
を
設
立
し
、
3
5
人
の
方
々

を
選
出
し
て
、
村
長
の
考
え
方
を
申
し

上
げ
、
賛
同
を
得
て
お
り
ま
す
。

i
ま
た
、
助
役
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
職
員
係
長
以
上
3
7
人
）
を

作
り
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
村
の
将
来

一

の
発
展
と
村
の
中
央
地
域
に
つ
く
る
公

園
は
、
ど
の
よ
う
な
公
園
が
よ
い
の
か

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
た

一
長
だ
い
て
お
り
ま
す
。

寸木
今
後
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
設
計

るす
を
依
頼
す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

明
た
た
き
台
に
し
て
、
最
終
的
に
は
ふ
る

兌吾
口
さ
と
公
園
建
設
委
員
会
で
決
定
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

__ 
し
＇
リ
ー
．

つ

し‘

て

ふ
る
さ
と
公
園

基住

民

づ
い

て

の

総

意
に

質
問
1
1

村
で
は
、
近
い
将
来
町
に
し
て

活
性
化
を
図
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
村
長
は
村
を
町
に
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
お
聞
き
し
ま
す
。

村
長
1
1

全
国
で
市
が
2
0
.
4
%
、
町
が

6
1
.
4
%
、
村
が
1
8
.
2
％
の
割
合
で

―
町
村
の
平
均
人
口
は
、
1
0
、
9
1

5
人
で
あ
り
、
群
馬
県
で
は
7
0
市
町
村

村
の
将
米
に
つ
い

て

し
か
し
、
平
成
3
年
3
月
か
ら
3
2
人

の
地
権
者
と
交
渉
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
交
渉
が
進
ま
な
い
の
で

3

人
の
職
員
を
専
従
に
し
、
1
2
月
を
目

標
に
努
力
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

建
設
内
容
に
つ
い
て
は
、
決
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
内
容

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
多
目
的
な

公
園
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
面
、
野
球
、

陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

体
育
祭
な
ど
が
併
用
し
て
使
え
る
運
動

場
、
児
童
公
園
も
併
用
し
‘
―
つ
の
建

物
で
多
目
的
に
利
用
で
き
る
図
書
室
、

産
業
室
、
商
工
会
室
、
展
示
室
な
ど
で

ご
ざ
い
ま
す
。

一
大
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
内
訳
と

し
て
1
1市

2
T
7

寸

3
I
B
2

木
＇

の
割
合
で

あ
り
ま
す
。

村
か
ら

町
に
す
る

に
は
法
律

が
あ
り
、

次
の
条
件

を
ク
リ
ア

し
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
人
口

が
一
万

人
以
上
を
有
す
る
こ
と
。

②
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
中
心

の
連
た
ん
区
域
に
あ
る
戸
数
が
、
全

戸
数
の
5
割
以
上
あ
る
こ
と
。

③
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的
業
態

に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
者
と
同
一

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
全
人
口
の

5
割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的
業
態

に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
者
と
同
一

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
最
近
5
カ

年
間
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

⑤
教
育
、
保
健
、
交
通
そ
の
他
の
文

化
的
施
設
が
あ
る
こ
と
。

◎
教
育
施
設
…
学
校
、
幼
稚
園
、
公

民
館

◎
保
健
施
設
…
保
健
セ
ン
タ
ー
、
診

療
所

村
長
と
懇
談
、
ひ
ざ
を
交
え

博
物
館
、

◎
文
化
的
施
設
：
図
書
館
、

資
料
館
等

以
上
の
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
最
終

的
に
は
住
民
の
要
望
が
ど
の
程
度
あ
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
住
民
の
強
い

熱
意
で
町
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
条
件
が
す
れ
す
れ
で
あ
っ
て
も

解
釈
で
条
件
を
全
部
ク
リ
ア
ー
し
て
い

る
よ
う
に
も
取
れ
ま
す
。

村
長
と
し
て
は
、
村
長
が
町
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
住
民
の
方
々

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
住

民
の
総
意
に
基
づ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た

い
の
で
、
こ
こ
で
町
に
し
た
い
と
か
、

し
た
く
な
い
と
か
は
、
ご
勘
弁
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

熱心に村の情勢を聞〈学級生
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令
後
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の

形
態
を
考
え
だ
上
で

質
問
1
1

幼
稚
園
教
育
の
時
間
延
長
が
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
西
小
学
校
地
区
に

児
童
館
を
造
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。

村
長
1
1

幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
学
校
で
あ
り
、
教
育
時
間
は
1

日

4

時
間
を
標
準
と
し
、
保
育
園
は
児
童

福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
児
童
福
祉
施

設
で
、
保
育
時
間
は
、
1

日

8

時
間
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

は
4

時
間
が
教
育
時
間
で

3
0分
を
降
園

指
導
、
土
曜
日
は
3

時
間
が
教
育
時
間

で
3
0分
を
降
園
指
導
し
て
い
ま
す
。
近

隣
町
村
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
5

時
間
、
土
曜
日
は
2

時
間
で
あ
り

ま
す
。

村
と
し
て
、
開
園
当
初
は
経
営
も
順

調
で
し
た
が
、
今
後
、
校
舎
の
改
修
等

で
経
費
も
莫
大
に
係
り
ま
す
の
で
、
将

来
の
中
で
検
討
、
研
究
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
児
童
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
現
在
1

カ
所
あ
る
児
童
館
の
利
用

状
況
を
見
ま
す
と
、
平
成
元
年
度
で
一

長
日
平
均
利
用
人
数
は
2
7
人
、2
年
度
は

寸木

2
2
人
で
あ
り
ま
し
た
。

るす
そ
し
て
、
県
内
に
は

4
9館
（
内
休
館

弁
が
3

館
）
あ
り
、
館
林
・
邑
楽
郡
内
で

は
、
館
林
市
2
館
、
板
倉
町
3

館
、
大

答

泉
町
5

館
、
邑
楽
町
3

館
、
本
村
1

館

幼
児
教
育
に
つ
い
て

i 

ヽ

ｷ' 女性ふれあい

セミナー生

寿学級生

村
長
1
1

本
村
の
幼
稚
園
は
、
週
3

回
お

弁
当
を
持
参
し
、
2
回
は
パ
ン
給
食
で

給
食
費
は
月
額
1

、

0
0
0

円
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
千
代
田
町
、
邑
楽
町
で

は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
給
食
を
幼

稚
園
に
配
達
し
、
月
額
3

、

1
0
0

円

及
び
3

、

3
0
0

円
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

本
村
小
・
中
学
校
の
給
食
施
設
も
古

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
給
食
セ
ン
タ

ー
で
配
達
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
幼
稚
園

で
も
給
食
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
幼

稚
園
内
で
給
食
を
作
る
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

県
内
の
状
況
は
、
国
公
立
小
・
中
学

校
5
5
1
校
あ
る
中
で
、

5
4
0
校
が
完
全
給
食

登
録
は

学
習
セ
ン

タ
ー
に

票
生
涯

質
問
1
1

村
に
お
け
る
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
の
現
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
長
1
1

村
と
し
て
、
登
録
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
登
録
制
度
を
考
え

て
行
き
た
い
と
同
時
に
有
料
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
登
録
制
度
も
作
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
村
文
化
協
会
に
3
5
団
体
が
登

録
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
に
は
勉

強
し
た
い
方
、
あ
る
い
は
講
師
と
し
て

活
動
し
た
い
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
公

村
の
生
涯
学
習
人
材

現
況
は

ゞ

ノ‘

ン

ク

の

結
〈
良
セ
ン
タ
ー
等
を

合
後
検
討
し
て
ゆ
き
だ
い

の
児
童
館
が
あ
り
ま
す
。

西
小
学
校
地
内
に
低
学
年
が
利
用
で

き
る
児
童
館
の
建
設
を
す
る
こ
と
は
、

同
感
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
幼
稚

園
、
保
育
園
を
ど
の
よ
う
な
形
態
に
し

た
ら
よ
い
か
も
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

も
う
少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
1
1

幼
稚
園
の
給
食
を
、
小
学
校
、

保
育
園
同
様
に
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

を
実
施
し
て
お
り
、
残
り

1
1校
の
内
1

校
が
ミ
ル
ク
給
食
で
、
1
0校
が
副
食
給

食
で
あ
り
、
そ
の
中
に
本
村
の
小
・
中

学
校
3

校
が
入
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
い
つ
ま
で
も
今
の
状

態
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
ら
ど

う
か
考
え
初
め
て
い
ま
す
し
、
民
間
委

託
で
実
施
し
た
場
合
は
ど
う
な
の
か
、

い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
行
き

た
い
。

村
長
1
1

三
島
神
社
前
ガ
ー
ド
東
側
約
3
0

m
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

4

年
3

月

ま
で
に
村
単
事
業
で
拡
幅
工
事
を
行
う

よ
う
に
業
者
と
契
約
済
で
あ
り
ま
す
。

ガ
ー
ド
か
ら
西
へ

3
0
0
m
の
管
理
道
路

に
つ
い
て
は
、
北
側
に

6

軒
の
住
宅
が

あ
り
、
そ
の
内

3

軒
が
拡
幅
工
事
を
し

た
場
合
建
物
が
掛
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

検
討
を

さ
せ
て
い
だ
だ
き
だ
い

も

う

少

し

質
問
1
1

梅
原
地
内
三
島
神
社
前
東
武
鉄

道
ガ
ー
ド
か
ら
西
へ

3
0
0
m
の
邑
楽
用
水

管
理
道
路
を
拡
幅
工
事
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

し
て
ほ
し

し‘

道
路
改
良
を

民
館
を
通
じ
て
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

本
村
で
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
人
は
1

人
で
あ
り
ま
す

が
、
東
毛
地
区
で
1
4
9
人
、
県
全
体
で
9
2
2

人
の
方
が
登
録
し
て
あ
り
ま
す
。
登
録

も

1
0項
目
に
分
れ
て
い
て
ま
た
、
そ
の

中
で
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
登

録
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
公
民
館
活

動
を
行
う
場
合
、
こ
の
地
域
に
は
こ
の

よ
う
な
講
師
が
い
ま
す
と
紹
介
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
で
指
導

し
て
い
ま
す
。
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村
長
1
1

村
の
道
路
改
良
は
、
約
2
3
年
前

に
始
ま
り
2
3
年
経
過
し
て
も
道
路
改
良

か
で
き
な
い
の
は
、
何
か
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

道
路
良

時
間
を
い
だ
だ
き
だ
い

改

に

は

建
物
が
掛
っ
て
し
ま
う
の
で
良
く
検

討
し
て
み
ま
す
。
ま
た
、
建
物
が
掛
っ

た
場
合
補
助
事
業
で
建
物
を
動
か
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
村
単
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
少
し
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
川
俣
地
内
及
び
ガ
ー
ド
東

か
ら
関
口
商
店
ま
で
の
間
が
拡
幅
に
な

っ
た
の
は
、
補
助
事
業
で
堀
を
整
備
し

て
行
い
ま
し
た
の
で
土
地
の
買
収
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問
1
1

千
津
井
地
内
、
村
道
一
ー
ニ
―

0
号
線
（
お
寺
の
東
側
南
北
道
路
）
を

道
路
改
良
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

女性ふれあい

セミナー生

ご
承
知
の
と
お
り
、
道
路
改
良
は
、

申
請
さ
れ
た
も
の
を
、
議
員
、
区
長
さ

ん
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
村
道
路
改
良

促
進
協
議
会
で
検
討
し
て
順
位
な
ど
を

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
順
位
付
け
が
非

常
に
難
し
い
の
で
申
請
書
が
提
出
さ
れ

た
順
に
順
位
付
け
を
行
い
、
問
題
の
あ

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
村
道
路
改
良
審

査
委
員
会
（
議
員
9
人
・
区
長
4
人
）

に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

質
問
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
元

年
8

月

1
5日
付
で
申
請
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
順
位
が
現
在

5
5カ
所
申

請
さ
れ
て
い
る
中
で

4
6番
目
で
あ
り
ま

す
の
で
、
道
路
改
良
は
平
成
6
年
頃
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
村
道
路
改
良
促
進
協
議
会

の
中
で
順
位
を
決
定
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
村
長
の
考

え
方
も
2
1
3

割
反
映
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
、
特
別
な
道
路
に
つ
い

て
は
順
位
を
早
め
て
道
路
改
良
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
年
間
新
設
工
事
が
4

、

0
0

o
m

、
改
修
工
事
が
1

、

0
0
0
m

と

い
う
状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
く
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

休
耕
地
対
策
は

質
問
1
1

館
林
農
協
梅
島
支
所
北
側
5
1

6

軒
で
排
水
場
所
が
な
く
困
っ
て
い
ま

す
の
で
、
な
ん
ら
か
の
施
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

村
長
1
1

村
で
は
、
工
業
地
域
と
し
て
認

め
て
い
る
の
に
大
型
車
が
進
入
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
狭
い

た
め
す
り
替
え
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
拡
幅
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
道
路
改
良
時
に
側
溝

を
入
れ
て
行
く
方
針
で
い
ま
す
の
で
、

道
路
改
良
を
行
わ
な
い
で
狭
い
道
路
に

側
溝
を
入
れ
る
と
将
米
、
拡
幅
し
た
時

に
今
ま
で
の
経
費
が
無
駄
に
な
り
ま
す

の
で
、
道
路
改
良
し
た
時
（
両
側
溝
の

場
合
紅
m
必
要
）
に
側
溝
を
入
れ
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

道
路
改
良
は
行
わ
な
い
で
側
溝
だ
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、
村
の

方
針
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
変
え
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
か
ら
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
も
、
道
路
改
良
が
始
ま
る
の
は
4
1

5
年
先
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

一
日
も
早
く
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

し‘

日
も
早
く
申
請
を

こ
、
こ
こ

t
t
き
t

し‘

側
溝
を
入
れ
て

し、 一
了
/

1

 

つ

つ て

頃

—— 
1
,
 

土
の
入
れ
替
え
は

令
後
早
急
に
行
政
指
導
を

ゆ
き
だ

し＼

質
問
1
1

休
耕
（
荒
れ
地
）
が
ど
こ
に
で

も
見
ら
れ
、
特
に
梅
原
東
地
区
に
目
立

ち
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
の

で
、
村
で
は
何
ら
か
の
手
を
う
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

村
長
1
1

村
で
は
、
約
3
0％
の
減
反
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
食
管
法
、
米
価
を

守
り
、
安
定
し
た
米
が
供
給
で
き
る
よ

う
に
と
国
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
、
ほ

ぱ
1
0
0
％
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
自
分
で
は
減
反
を
し
た

く
な
い
け
ど
強
制
的
に
滅
反
さ
せ
ら
れ

て
い
る
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
休
耕
地
を
調
べ
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
困
り
ま
す
の
で
除
草
し
て
く

だ
さ
い
と
行
政
指
導
し
た
人
は
3
1
人
で

面
積
は
3
2

、

1
6
7

面
で
あ
り
、
こ

れ
は
農
家
の
方
々
の
休
耕
地
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
会
社
等
が
購
入
し
て
荒

れ
地
に
な
っ
て
い
る
場
所
が

1
5
5
件
あ
り
、

そ
の
会
社
等
の
責
任
者
に
除
草
し
て
く

だ
さ
い
と
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
除
草
を
行
わ
な
い
で
近
所
か

ら
苦
情
が
来
た
の
が
1
7件
あ
り
ま
し
た
。

今
後
で
き
る
限
り
、
隣
近
所
の
人
に

迷
惑
を
か
け
る
前
に
処
置
し
て
い
た
だ

く
よ
う
行
政
指
導
し
て
行
き
た
い
と
同

時
に
農
業
協
同
組
合
か
ら
も
指
導
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
長
1
1

前
に
も
空
地
に
な
っ
た
時
に
つ

つ
じ
な
ど
の
木
や
花
が
植
え
て
あ
り
ま

し
た
が
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
盗
難

に
合
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

村
で
は
、
平
成
4
年
3

月
ま
で
に
道
路

改
良
の
残
土
を
利
用
し
て

4
0
1
5
0
c
m

掘

削
し
て
土
を
入
れ
替
え
る
計
画
で
い
ま

す
。そ

し
て
、
平
成
4
年
度
に
は
花
に
関

す
る
予
算
を
組
み
、
一
年
中
花
を
咲
か

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
花
い
っ
ぱ
｀

い
運
動
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
い
ま

す
。 本

年
入
れ
替

え
し
ま
す

度
中
に

質
問
1
1

矢
島
地
内
の
国
道

1
2
2
号
と
広
域

農
道
と
の
信
号
交
差
点
よ
り
西
方

5
0
0
m

ほ
ど
の
広
域
農
道
左
カ
ー
ブ
右
側
空
地

の
砂
利
を
除
去
し
、
真
土
を
盛
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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小磯伸ニ・英美子さん夫妻

優
良
青
年
農
業
者
で
表
彰

小
磯
伸
ニ
・
英
美
子
さ
ん
夫
妻

1
,e
f
平
成
三
年
秋
の
叙
勲
で
前
・
助
役
の
関

t
-□い□Bい
ロ
ロ
『
｀
い
[

く
た
た
え
て
十
二
月
六
日
、
中
央
公
民
館
で

H
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
村
長
、
村
議
会
議
長
を
は
じ

8
 め

来
賓
と
し
て
地
元
選
出
の
前
・
国
会
議

員
・
県
議
会
議
員
そ
れ
に
村
議
会
議
員
、

区
長
、
農
業
委
員
な
ど
村
内
各
種
団
体
か

ら
百
二
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
受
章
を
祝
福

゜

南
大
島
の
小
磯
伸
ニ
・
英
美
子
さ
ん

夫
妻
は
、
優
良
青
年
農
業
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
群
馬
県
と

上
毛
新
聞
社
が
昭
和
四
十
年
に
主
唱
し
、

農
業
を
一
生
の
仕
事
と
し
て
、
新
し
い

農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
技
術
革
新
、

生
活
改
善
に
取
組
み
、
活
力
あ
る
農
村

づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら

れ
る
賞
で
す
。

小
磯
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
結

婚
を
契
機
に
脱
サ
ラ
。
家
業
で
あ
る
農

式
は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

受
章
者
紹
介
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
記
念

品
贈
呈
と
続
き
、
そ
し
て
来
賓
祝
辞
が
披

露
さ
れ
る
と
一
層
厳
粛
み
を
増
し
受
章
の

偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
乾
杯
、
万
歳
三
唱
と
続
き

祝
賀
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
祝
福
の
拍
手
が

館
内
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

露
地

業
に
就
き
、
現
在
、
施
設
野
菜
、

野
菜
、
水
稲
の
経
営
で
す
。

「
当
初
は
、
技
術
不
足
の
た
め
失
敗

の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
各
関
係
機
関

の
指
導
に
よ
り
ど
う
に
か
野
菜
作
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
減
農
薬
有
機
栽
培
に
よ
る
付
加
価

値
の
高
い
野
菜
に
努
め
る
と
共
に
、
生

活
の
面
で
も
農
休
日
を
有
効
に
活
用
し
、

家
族
生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
う
」

と
意
欲
を
み
せ
る
小
磯
さ
ん
夫
妻
で
し

こ
。t
 

東
幼
稚
園
で
は
、
十
一
月
五
日
、
近

く
の
東
保
育
園
児
六
十
人
ほ
ど
を
招
き
、

「
お
店
や
さ
ん
」
ご
っ
こ
を
行
い
園
児
間

の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

園
児
が
そ
れ
ぞ
れ
折
紙
や
画
用
紙
、

布
テ
ー
プ
で
工
夫
を
凝
ら
し
作
っ
た
品

物
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
ブ
ロ
ー
チ

あ
め
、
輪
ゴ
ム
飛
ば
し
き
な
ど
を
、
紙

の
お
金
で
商
売
、
「
こ
れ
い
く
ら
で
す
か
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ま
た
ど

う
ぞ
」
な
ど
と
商
売
こ
と
ば
を
交
わ
し
、

大
人
の
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
日
常
会

東
幼
て

r
お
店
や
さ
ん
」
こ
っ

IJ

話
さ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
体
験

し
ま
し
た
。

関口浅次氏の

勲五等双光旭日章

受章祝賀会

お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
の
が
”
し
め

飾
り
I
J
で
す
。
そ
の
し
め
飾
り
づ
く
り

に
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
か
ら
指
導
を

受
け
、
二
時
間
ほ
ど
で
一
人
ニ
ー
―
二
本

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
味
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
作
る
喜
び
を
表
す
か
の
よ

しめ鏑＇J

てきた~I

輝かしい新年を

う
に
「
で
き
あ
か
っ
た
た
ぞ
」
、
「
や
っ

た
ね
」
の
歓
声
を
あ
げ
、
新
年
へ
の
心

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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編
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

「
み
ん
な
で
明
る
い

あ
正
月
を
…
…
L

歳
末
慰
問

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
初
日
の
十

一
日
、
村
交
通
対
策
協
議
会
主
催
、
村

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
の
協
力
を
得
て

フ
ジ
マ
ー
ト
明
和
店
前
で
買
物
客
（
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
マ
）
に
対
し
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、

I
I

運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

ぃ
I
I等
の
飲
酒
運
転
追
放
運
動
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え

ま
し
ょ
う
」
と
、
村
で
は
十
二
月
十
一

日
独
居
老
人
や
重
度
障
害
者
を
対
象
に

歳
末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
対

象
者
は
百
四
十
九
人
。
村
長
、
助
役
ら

が
二
班
で
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
慰
問

品
等
を
贈
り
激
励
し
ま
し
た
。

訪
問
先
々
で
は
「
一
年
た
つ
の
は
早

い
も
の
で
、
こ
れ
を
い
た
だ
く
と
師
走

を
実
感
い
た
し
ま
す
。
毎
年
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
、
「
お
互
い
に
良
い
お

正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
、
せ
わ
し

さ
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
年
末
、
年
始
談

義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

と
か
く
青
少
年
の
非
行
は
休
暇
中
に

芽
ば
え
る
も
の
I

。
年
末
年
始
を
迎
え

て
一
段
と
監
視
の
目
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
村
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員

の
人
た
ち
二
十
人
は
、
年
末
の
二
十
五

日
か
ら
年
始
の
十
四
日
ま
で
三

1

四
人

一
組
で
、
神
社
、
仏
閣
境
内
や
ケ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
設
置
場
所
な
ど
非
行
が
芽
ば

え
そ
う
な
場
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

夜
七
時
ご
ろ
か
ら
、
一
段
と
冷
え
込

む
九
時
ご
ろ
ま
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ

ま
し
た
。

東
保
育
園
で
、
も
ち
つ
き
大
会
、
杵

と
臼
を
使
っ
て
園
児
と
保
母
が
協
力
し

て
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
と
も
ち
米
六

キ
ロ
を
つ
き
上
げ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
普
段
味
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
も
ち
つ
き
に
歓
声
、
つ
き
上
げ
た

も
ち
を
雑
煮
や
大
福
も
ち
な
ど
で
舌
つ

づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
／
／

I
I
 

青
少
推
補
導
員

夜
間
パ
ト
ロ
—
ル

も
ち
つ
き
に
歓
声

買
物
客
に
交
通
安
全

の
呼
び
掛
け

役
場
職
員
募
集

1

、
鉄
塔
や
電
柱
に
の
ほ
っ
た
り
、
発

電
所
・
変
電
所
・
水
路
な
ど
の
柵
の

中
に
入
ら
な
い
こ
と
。

2
、
電
線
に
長
い
棒
な
ど
を
近
づ
け
た

り
し
な
い
こ
と
。

3

、
電
線
の
近
く
で
た
こ
あ
げ
や
模
型

飛
行
機
遊
び
は
さ
け
る
こ
と
。

4
、
も
し
電
線
に
た
こ
や
模
型
飛
行
機

か
ひ
っ
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
最
寄

の
東
京
電
力
へ
連
絡
し
、
自
分
で
は

絶
対
に
取
ら
な
い
こ
と
。

村
で
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
保
健

婦
一
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
健
婦
の
資
格
を
有
す
る
希
望
者
は

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
市

販
の
も
の
）
に
証
明
書
（
保
健
婦
）
た

添
付
し
て
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ヘ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
6闘
3
1
l
l
)

た
こ
あ
け
は

電
線
の
な
じ
所
で
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【
一
般
男
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

塚
原
裕
之
▽
二
位

1
1

小

松
原
義
男
▽
三
位
1
1

台
英
則

【
一
般
女
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

小
松
原
順
子
▽
二
位
1
1

田

口
雪
枝【

中
学
生
男
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

柿
沼
雅
▽
二
位

1
1

始
沢

勲
▽
三
位
1
1

恩
田
景
太

【
中
学
生
女
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

須
永
明
美
▽
二
位

1
1

始

沢
紗
知
子
▽
三
位
1
1

大
津
紘
子

【
小
学
生
男
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

田
子
真
二
▽
二
位

1
1

酒

井
孝
悟
▽
三
位
1
1

立
川
俊
之

第
3
2回
村
民
卓
球

大
会
結
果

問い合わせ先

社会体育館

合 (84) 4626 

小学生女子の部
優勝・田口さん

小学生男子の部
優勝・田子くん

中学生女子の部
優勝・須永さん

I l_込ヽ 9 

中学生男子の部
優勝・柿沼くん

一般女子の部
優勝・小松原さん

B

ん

A

立
口

,
‘
の
さ

手
、
原

男
塚

般
膊

,r' 

l
'
l

優

【
小
学
生
女
子
の
部
】

▽
一
位
1
1

田
ロ
カ
ヨ
子
▽
二
位
1
1

佐

藤
智
恵
▽
三
位
1
1

根
岸
加
奈

,¥ 1 

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ

大
会
結
果

▽
一
位
1
1

田
島
高
砂
会
A

▽
二
位
1
1

矢
島
・
入
ヶ
谷
萬
寿
会
B

▽
三
位
1
1

千

津
井
老
人
ク
ラ
ブ
D

▽
一
位
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ
▽
二
位
一
県
立
金
山
青
年
の
家
で
は
、
三
月
に

1
1

南
大
島
上
下
老
人
ク
ラ
ブ
B

▽
三
位
i
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
専
門
校
を
卒

1
1
江
口
老
人
ク
ラ
ブ
B

・
南
大
島
上
下
i
業
す
る
方
で
、
新
し
く
就
職
を
予
定
し

老
人
ク
ラ
ブ
A

i
て
い
る
生
徒
を
対
象
に
、
社
会
人
に
な

i
る
心
構
え
や
就
職
に
関
す
る
基
礎
知
識

一
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会

ー
＇
ー
1
}

一
、
一
．

.
,
.
i
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
下
さ

□
-
]
]
]
]
[
]
[
[
L
t
]
]
/
 

一
家
に
申
込
む
。

一
圏
締
切
り1
1
平
成
4
年
2

月
5
日
ま
で

i
※
詳
し
く
は
、
県
立
金
山
青
年
の
家
に

一
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
緑
化
講
座
開
催
の

ー
お
知
ら
せ

i
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
緑
化

i
を
進
め
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
緑
化

i
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

i
圏
日
時
1
1

平
成
4
年
2
月
1
3
日
困

一
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優勝した「田島高砂会 A 」チーム

東
毛
地
区
新
就
職
予
定
者

研
修
会
参
加
者
募
集

所
1
1

邑
楽
町
大
字
中
野
3
9
2

4
|
1
 

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

衡
募
集
人
員
1
1
3
5
人

圏
申
込
先
1
1

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

(
6闘
7
1
8
8
)

0
そ
の
他
1
1

雨
天
決
行
、
参
加
費
無
料

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

財
産
を
も
ら
っ
だ
と
き

平
成
3
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、

2
月
1
日
か
ら
3
月
1
6
日
ま
で
で
す
。

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
現

金
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、
土
地
、
家

屋
、
事
業
用
資
産
貴
金
属
、
宝
石
、

美
術
品
な
ど
の
合
計
額
が
、
1
月
1
日

か
ら
1
2月
3
1
日
ま
で
の
1
年
間
に
6
0

万
円
を
こ
え
た
部
分
に
つ
い
て
か
か
り

ま
す
。

な
お
、
夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産

な
ど
の
贈
与
が
あ
っ
た
と
き
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
基
礎
控
除
6
0
万

円
の
ほ
か
に
、
配
偶
者
控
除
と
し
て
最

高
2
0
0
0
万
円
ま
で
が
課
税
価
格
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
贈
与
税
の

配
偶
者
控
除
は
、
原
則
と
し
て
一
生
に

一
度
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

役
場
で
は
、
平
成
三
年
十
二
月
十

九
日
か
ら
平
成
四
年
五
月
十
五
日
ま

で
の
エ
期
で
裏
庭
東
側
に
車
庫
を
建

設
い
た
し
ま
す
の
で
、
裏
庭
駐
車
場

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

圏
場
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ロ ロ

0
期
日

O
A
グ
ル
ー
プ
1
1
2

月
3
日
か
ら
6

日
ま
で
の
4
日
間

青
年
の
だ
め
の

ワ
ー
プ
ロ
入
門
講
座

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
か
ら
支
給
さ

れ
て
い
る
年
金
の
う
ち
老
齢
給
付
を
受

け
て
い
る
人
全
員
に
、
一
月
下
旬
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
平
成
三
年
中
に
支
払
わ

れ
た
年
金
額
や
源
泉
徴
収
税
額
な
ど
が

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
や
還
付
請
求
を
す
る
と
き

は
、
税
務
署
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

O
B
グ
ル
ー
プ
1
1
2

月
1
7
日
か
ら
2
0

日
ま
で
の
4
日
間

衡
時
間

1
1

午
後
7

時
か
ら
9
時
ま
で

(
A
.
B
グ
ル
ー
プ
と
も
）

0
会
場
1
1
県
立
金
山
青
年
の
家

0
内
容

1
1

ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
操
作
・

実
務
文
書
の
作
成
な
ど

衡
募
集
人
員
1
1
2
0
名
、
東
毛
地
区
の
高

校
生
以
上
一
般
男
女
。
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

圏
受
講
料
1
1
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費

（
千
円
）
は
自
己
負
担

〇
申
込
期
間
1
1

平
成
4
年
1
月
5
日
か

ら
1
月
1
2
日
ま
で

圏
申
込
方
法
1
1
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
住
所

氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

グ
ル
ー
プ
名
を
明
ら
か
に
し
て
申
込

ん
で
下
さ
い
。

奎
申
込
み
・
問
合
せ
先

県
立
金
山
青
年
の
家
、
〒

3
7
3
太
田
市

熊
野
町
3
9
|
3
4
(
6⑫
7
9
5
6
)

冬
空
の
つ
と
い

「
ゆ
と
り
創
造
と
余
暇
活
用
」
と
題
し

て
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。
（
無
料
）

蒼
日
時
1
1

平
成
4
年
2
月
1
3
日
困
午
後

2
時
か
ら
4
時
ま
で

圏
会
場
1
1
館
林
市
文
化
会
館
3
号
室

圏
講
師
1
1

闘
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究

主
幹
山
田
紘
祥
先
生

※
申
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
役
場
経
済

課
（
C
闘
3
1
1
1
)

へ

蒼
期
日
1
1
平
成
4
年
1
月
2
5
日
由
か

ら
2
6
日
仰
1
泊
2
日

0
会
場

1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

（
新
田
郡
薮
塚
本
町
藪
塚
3
6
5
7
)

圏
対
象
及
び
募
集
人
員
1
1
小
・
中
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）
1
0
0
人

源
泉
徴
収
票
が

送
ら
れ
ま
す

平
成
3
年
度
館
林
地
区

労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催

1
1
0
番
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
緊

急
電
話
で
す
。

1
1
0
番
は
、
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

に
大
き
な
役
割
を
果
し
ま
す
。

あ
な
た
が
：

0

事
件
・
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に

な
っ
た
と
き

安
心
を
支
え
る

あ
な
だ
の
1
1
0
番

〇
内
容

1
1

星
の
観
察
、
星
座
の
映
画

屠
参
加
費
1
1
1
人
あ
た
り
2
、
4
0

0
円
（
当
日
持
参
）

圏
携
行
品
1
1

筆
記
用
具
、
運
動
着
な
ど

＊
参
加
申
込
み
1
1
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
1

月
1
8
日
由
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
ら
か

に
し
て
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
(
C

0
2
7
7

⑬
5
6
6
6
)
へ
申
込
ん

で
下
さ
い
。

0

事
件
・
事
故
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
き

0

不
審
者
や
事
件
に
関
す
る
こ
と
を
知

っ
た
と
き

0

そ
の
他
警
察
官
に
す
ぐ
米
て
ほ
し
い

と
きこ

ん
な
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
、

素
早
く
、
あ
わ
て
ず
1
1
0
番
し
て
下
さ
い
。

事
業
名
1
1

お
も
し
ろ
科
学
教
室
•
初

級
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
親
子
コ
ー
ス
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
・
話
し
方
専
門

講
座

募
集
期
間
、
期
日
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
(
6
0
2
7
2

凶
5
7
0

0
)
へ

村の無料法律相談

◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 2 月 10 日（月）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 2 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

乳

時＝ 2 月 13 日（杓

時受付

所＝保健センター

健

日
し
ー
ノ

康

健

相

時＝ 1 月 16 日（杓

から

2 月 4 日（灼

所＝保健センター

午前10時～午

吾
ロ、

午後 1 時～ 2

号火
R火

午前 9 時30分

午後 1 時から

人権・行政・心配ごと相談

交通事故相談
票
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1

月
事
業
案
内

◇日

◇場

時＝ 2 月 17 日（月）

後 3 時

所＝役場会議室

◇日

◇場

時＝ 2 月 13 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

午前10時～午

年 金 相

時＝ 2 月 6 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

火
火

———
-R 

午前10時～午
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福
祉
の
仕
組
や
仕
事
な
ど
を
、
施
設

見
学
や
体
験
学
習
等
を
通
じ
て
、
一
般

の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

(
1
日
目
）

0

期
日
1
1

平
成
4
年
2
月
1
3
日
困

0

時
間
1
1

午
後
1
時
か
ら
3
時
3
0
分

0

内
容
1
1

福
祉
に
つ
い
て
の
講
義
と
体

験
学
習
・
移
動
入
浴
車
の
説
明
・
指

導
0

会
場
1
1

館
林
保
健
所

(
2
日
目
）

0

期
日
1
1

平
成
4
年
2
月
2
0
日
困

0

時
間
1
1

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時

0

内
容
1
1

福
祉
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
学

習
•
そ
の
他
特
別
養
護
老
人
セ
ン
タ

ー
「
大
泉
園
」
な
ど
の
施
設
見
学

＊
参
加
費
1
1

無
料

(
2日
目
の
昼
食
は

主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。
）

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
月
3
0
日
困
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会

(
6闘
4
9

2
6
)
へ

放
送
大
学
学
生
募
集

テ
レ
ビ

•
F
M
ラ
ジ
オ
放
送
を
活
用

し
て
講
義
を
行
う
放
送
大
学
で
は
、
平

成
4
年
度
第
1
学
期
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

雀
募
集
人
員

0

全
科
履
修
生
1
1
7

、

0
0
0

人

0

選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
1
1
1

0
0
0
0

人

卍
出
願
受
付
1
1

平
成
3
年
1
2月
1
6
日
か

ら
平
成
4
年
2
月
1
5
日
ま
で

蒼
募
集
要
項
の
請
求
（
無
料
）
・
問
合

福
祉
入
門
ふ
れ
あ
い
教
室

せ
先

0

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
3
7
1前橋
市
若
宮
町
1
|
1
2
|
2
6

(
6
0
2
7
2
⑫
5
3
8
1
)
へ

（
推
薦
入
学
者
約

圏
募
集
人
員
1
1
6
0
人

1
0
人
を
含
む
）

I
l
l
受
験
資
格

0

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
（
旧
中

学
校
令
に
よ
る
中
等
学
校
を
含
む
）

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
3
月
卒
業

見
込
み
の
方

0

通
常
の
課
程
に
よ
る
1
2年
の
学
校

教
育
を
終
了
し
た
方

0

文
部
大
臣
が
前
各
項
目
同
等
以
上

の
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
方

0

満
1
8
歳
以
上
の
方
で
児
童
福
祉
施

設
に
お
い
て
満
2
年
以
上
児
童
の

保
護
に
従
事
し
た
方

圏
試
験
日
1
1

平
成
4
年
1
月
2
8
日
閲

圏
試
験
科
目

0

筆
記
試
験
（
国
語
・
社
会
・
小
論

文
）

0

実
技
試
験
（
声
楽
・
ピ
ア
ノ
）

0

面
接
試
験

圏
願
書
受
付
期
間
1
1

平
成
4
年
1
月
6

日
⑪
か
ら
1
月
1
8
日
由

I
l
l
受
験
願
書
の
配
布
先

0

大
学
校

0

県
庁
内
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〇
各
高
校

I
l
l
受
験
料
I
I
4

、

7
0
0

円

※
詳
し
く
は
、
県
立
保
育
大
学
校
（

6

0
2
7
2

印
3
0
7
8
)

〈

県
立
保
育
大
学
校

入
校
者
募
集

小
山
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
、
学
生
募
集

蒼
募
集
人
員
1
1
3

名

圏
応
募
資
格
1
1
4
0
歳
ま
で
（
平
成
4
年

3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

圏
願
書
締
切
1
1

平
成
4
年
1
月
2
5
日
由

圏
提
出
書
類
1
1

履
歴
書
、
免
許
証

圏
試
験
1
1

面
接
試
験
2
月
上
旬

※
詳
し
く
は
、
当
組
合

(
6
⑰
3
1
4

0
)
へ

衝
高
等
学
校

〇
普
通
科
コ
ー
ス
（
通
信
教
育
）

0

選
科
生
コ
ー
ス
（
通
信
教
育
）

圏
専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）

0

社
会
福
祉
コ
ー
ス

※
詳
し
く
は
、

N
H
K

学
園
（
6
0
4

2
5
⑫
3
1
5
1
)

へ

小
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で
は
、

平
成
4
年
度
の
学
生
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

卍
応
募
資
格
1
1

学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
4
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

N
H
K

学
園

高
等
学
校
の
生
徒
と

専
攻
科
の
学
生
募
集

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

調
理
師
・
調
理
員
募
集

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

圏
出
願
期
間
1
1

平
成
4
年
1
月
2
0
日
か

ら
2
月
4
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

＊
受
付
場
所
1
1

小
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
学
生
課
(
〒

3
2
3小
山
市

横
倉
―
―
一
竹61
2
|
l
)

圏
募
集
科
及
び
定
員
1
1

生
産
技
術
科
・

産
業
機
械
科
・
制
御
技
術
科
・
電
子

技
術
科
・
情
報
技
術
科
・
建
築
科
、
（
各

科
と
も
2
0名
）

唖
試
験
日
時
1
1

平
成
4
年
2
月
認
日
困

午
前
1
0
時
3
0
分

圏
試
験
場
所
1
1

①
小
山
市
…
小
山
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
②
…
宇
都
宮
市

…
栃
木
会
館
③
大
宮
市
…
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

董
試
験
科
目
1
1

英
語
I
•

数
学
I

（
基

礎
解
析
）

※
詳
し
く
は
、
小
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校

(
C
0
2
8
5
闘
3
1
6
1
)
へ

圏
住
宅
の
所
在
地
1
1

館
林
市
上
三
林
町

字
谷
中
1
4番
1

0
住
宅
の
間
取
1
1
3
D
K

＊
家
賃
1
1

月
額
二
八
、
九
0
0
円
1

四

0
、
五
0
0
円

〇
駐
車
場
有
I
I

（
有
料
）

＊
入
居
予
定
1
1

平
成
4
年
3
月
3
1
日
以

降
衝
入
居
条
件

①
適
当
な
住
宅
が
見
つ
か
ら
ず
困
っ

て
い
る
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

②
家
賃
の
支
払
能
力
が
あ
る
こ
と

③
同
居
す
る
扶
養
親
族
が
い
る
こ
と

新
設
雇
用
促
進
住
宅

三
野
谷
宿
舎
の
入
居
者
募
集

役場は第 2

第 4 土躍日は

お休みです。

1 月 258

2 月 8 日

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

※
申
込
み
、
そ
の
他
詳
し
く
は
、
館
林

公
共
職
業
安
定
所

(
6
⑰
4
3
6
5
)

ヘ
平
成
3
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
6
日
、
個
人

事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確
定
申
告
は

1
月
1
日
か
ら
3
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変
こ
み

あ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
目
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

第
3

回
洋
ラ
ン
展
開
催

I
l
l
日
時
1
1

平
成
4
年
2
月
6
日
困
か
ら

2
月
1
1
日
因
午
前
9

時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

(
2月
1
0
日
⑪
休
館
）

I
l
l
場
所
1
1

県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
温
室

圏
内
容
1
1

カ
ト
レ
ア
・
バ
ン
ダ
・
パ
フ

ィ
オ
等
色
々
な
ラ
ン
約

1
5
0
点
が
展
示

I
l
l
入
場
料
1
1

大
人
3
0
0
円
・
小
中
学
生
1
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
管
理

事
務
所

(
6閻
5
2
3
3
)
へ

所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
は
あ
早
め
に
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i 村の人口 : 
, : 
! 12 月 25 日現在 ! 
！世帯数 2,859戸i
''  以日総数 10,947 人：
9 9 

！男 5,472 人！
'- -' ！女 5,475 人i
! (1 2 月中の動き） } 
''..'-ｷｷ  -.' 
饂生12人 死亡10 人i
''  ：転入34人 転出25 人；I...  I 
9 9 

し----------一---一-----,

こ
館林邑楽地区 館林地区 千代田

診か受てぎら 変更〗※になる • 耳科具限に日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

1 月 12 日
根岸医院川村医院 増田医院合（72) I 387 慶友病院 館林地区と

曜 合 (72)3262 合 (72) 1337 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 同じです。

1 月 19 日
落合医院川田医院 須田医院合(72)0862 最上医院 小西医院

当 合 (72)3160 ff (72) 3724 多々良診療所 合 (72)3060 合 (74)3763 ff(86)2261 

1 月 26 日
浜野病院小倉医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 館林地区と

合 (88)5678 合 (72)0606 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 同じです。
番

盃話9 時ま
2 月 2 日

古屋病院大神医院 記念病院合(72) 3155 礫川堂医院 竹越医院

医
合 (63)6161 合 (62)2200 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 合 (84)3137

胃で ：で• 

2 月 9 日
真中医院川田（耳）医院 後藤（内）医院合 (72) 0134 永寿堂医院 館林地区と

合 (72) 1630 合 (72)3314 上野医院ff(72) 3330 合 (72)4469 同じです。

子
供
と
教
育

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。子

供
は
可
愛
ら
し
い
と
言
う
点

は
世
界
中
共
通
で
す
ネ
I

．
こ
の
国
で
も

薙
＜
瞳
と
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
我
々
に
対

し
「
オ
ニ
ョ
ー
チ
ャ
ー
」
（
外
人
に
対
す

る
親
し
み
の
呼
び
か
け
）
を
連
呼
し
な

が
ら
駆
け
寄
っ
て
来
る
子
供
達
は
、
そ

れ
は
い
と
お
し
い
も
の
で
す
。

前
号
で
触
れ
た
様
に
彼
等
は
生
き
残

り
の
戦
士
で
将
来
を
期
待
さ
れ
る
こ
の

国
の
星
で
す
。

私
の
所
属
し
た
イ
ボ
族
の
と
こ
の
集

落
で
も
目
立
つ
の
は
小
学
校
、
教
会
と

診
療
所
で
す
。
イ
ボ
の

8
0％
は
キ
リ
ス

ト
教
に
帰
依
、
毎
日
曜
日
の
着
飾
っ
た

礼
拝
者
や
盛
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
に
篤
い

信
仰
心
を
窮
う
事
が
で
き
ま
す
。

学
校
教
育
は
旧
宗
主
国
の
英
国
に
な

ら
い
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
、
大
学
と
あ
り
、
就
学
年
数
は
日
本

と
同
じ
で
小
学
校
だ
け
が
義
務
教
育
で

す
が
、
こ
こ
か
ら
英
語
（
公
用
語
）
で

教
育
す
る
の
で
若
い
年
代
は
皆
英
語
を

話
し
ま
す
。
小
学
校
の
教
科
書
以
外
の

制
服
や
机
・
椅
子
な
ど
は
父
兄
負
担
、

教
育
施
設
は
気
の
毒
な
位
質
素
で
す
が

私
の
見
た
中
学
校
の
教
科
書
は
高
い
水

準
に
あ
り
ま
し
た
。

実
業
教
育
の
為
の
6
年
制
専
修
学
校

.
2

年
制
短
大
又
は
高
校
以
下
私
立
の

受
験
（
エ
リ
ー
ト
）
校
の
存
在
な
ど
日 ⑦

 

磁
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

年
の
夜
の
村
社
明
る
し
何
処
よ
り
も

松
本
夜
詩
夫

明
和
俳
句
会

年
始
め荒

井
み
ね
子

連
山
の
白
清
し
け
り
初
鏡

日
名
子
春
実

ざ
っ
ば
く

雑
駁
な
視
線
め
ぐ
ら
す
初
詣

高
橋
三
重
子

丈
夫
だ
け
取
り
柄
の
家
長
小
豆
粥

山
下
富
治

中
空
に
満
月
薙
＜

氏

〔
寄
付
あ
り
が
と
う
〕
江
森

I
l
l明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
井

連
絡
協
議
会
は
9
2
1
、
2
2
0
円
石
川

I
l
l
早
川
顕
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
H
F

I
l
l菊
池
ゆ
き
さ
ん
（
新
里
）
は
十
万
円
奈
良

圏
明
和
村
商
工
会
（
新
里
）
は
三
万
円
玉
井

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
奥
澤

荒
木

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

福
田

松
本

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
O

時
雨
る
る
や

ゅ
う
げ

夕
飼
の
支
度
せ
か
さ
れ
し森戸

ひ
ろ

紛
れ
な
き
六
十
路
の
顔
や
初
鏡野

沢
芳
子

な
ほ
続
く山下

か
ん
す
1
る
う
た
げ

寒
昴
宴
の
火
照
り

ふ
で

ほ

風
す
さ
ぶ
遠
き
犬
吠
ゆ
冬
の
夜江原

さ
い

）
の
国
は
未
だ
若
い
の
で
す
。

疇

12 月 25 日
現在

―`ク

救急車出動回数
●交通事故 1 件

●急病 8 件

•その他 3 件

●計 12 件

本
と
の
類
似
点
も
多
い
の
で
す
が
、
4

年
制
大
学
の
殆
ど
が
国
立
で
全
国
主
要

都
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
配
備
し
て
い
る

点
や

I
I

飛
び
級
＂
な
ど
が
目
立
ち
ま
し

こ
。t
 此の

国
の
官
・
財
界
の
エ
リ
ー
ト
達

の
多
く
は
海
外
留
学
の
経
験
を
持
ち
ま

す
が
残
念
な
が
ら
高
等
教
育
は
未
だ
ほ

ん
の
一
握
り
の
高
所
得
層
し
か
受
け
ら

れ
ず
、
教
育
の
重
層
性
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

名
年
齢
世
帯
主

道
彦

6
7

辰
雄

6
3

登
6
7

重
夫

8
4

周
七

7
8

み
ち

5
9

い
ね

8
3

桂
子

5
1

正
雄

8
9

は
る

7
6

t光靭
博昂

雄二雄男子晴雄

大梅大江矢田須江江梅地
佐

輪原貫口島島賀口口原区

％％％％％％％％％％］喜

此
の
国
で
飢
餓
の
話
題
こ
そ
聞
き
ま
〇

せ
ん
で
し
た
が
、
庶
民
の
生
活
事
情
は

日
本
の
戦
後
、
朝
鮮
動
乱
の
前
位
に
当

り
ま
し
ょ
う
か
？

経
済
構
造
調
整
政
策
を
と
り
資
本
や

技
術
の
不
足
、
重
工
業
は
お
ろ
か
軽
工

業
す
ら
未
成
熟
の
存
就
労
機
会
や
賃
金

水
準
の
低
い
中
で
、
官
民
挙
げ
て
家
計

や
財
政
を
や
り
く
り
し
て
の
熱
心
な
子

弟
教
育
に
は
頭
が
下
り
ま
す
。
国
造
り

の
基
本
の
柱
に
教
育
を
置
い
て
い
る
事

は
明
ら
か
で
す
。

も
っ
と
も
今
後
の
高
学
歴
社
会
、
国

際
化
へ
の
適
応
の
姿
と
も
と
れ
ま
す
が

清前穣岡島荒青渡内始泉江
水田村田田川山邊田澤田森氏

II 印葉I項知祐閃友t恵徳？ 拓を悠切炉美屯
介げ戸穂i介訂美み叫喜き舜勺加子消か奈な― | 

あ—隆好直正雅義暉浩昭守和保あ
＜雄宏一樹己男徳夫幸 夫讐め
や三長長長長長長二長ニニ長続て？
み男女女男女女男男男女女女柄だ

II 矢中斗中中斗下須上梅矢上地 I
合 合江江 江

島谷田谷谷田黒賀黒原島黒区

%%  %%  % % % %9%8%1% %]闘＇，
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マイペースで走ろう

第13回新春村民

マラソン大会

主な内容

④お早めに届け出を

3 月 . 4 月は移動時期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. p 2 

④申告は正しく、 お早めに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. p 3 

④第13 回新春村民マラソン大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··P 4 

④スポッ ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. p 6 

④お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•p 8 

④ナイジェリアリポート ・当番医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •P 10 
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結
婚
し
だ
ら婚

姻
届
を

あ早めに届け出を
3月 •4月は移動時期

(2) 

三
月
、
四
月
は
入
学
、
就
職
、
転
勤

な
と
で
一
年
の
う
ち
で
移
動
す
る
方
が

最
も
多
い
季
節
で
す
。
住
所
等
が
変
わ

っ
だ
場
合
に
は
、
あ
早
め
に
届
出
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

本
籍
を
移
動
す
る
と
き
は
、
転
籍
届

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
所

の
変
更
届
（
住
民
登
録
）
だ
け
で
は
本

籍
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
村
内
で
の
転
籍
は
届
出

書
だ
け
で
す
が
、
本
村
か
ら
他
市
区
町

村
へ
、
又
は
他
市
区
町
村
か
ら
本
村
へ

転
籍
す
る
と
き
は
、
戸
籍
謄
本
二
通
、

印
鑑
二
個
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

結
婚
し
た
ら
、
結
婚
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
に

は
、
夫
婦
の
印
鑑
と
証
人
と
し

て
成
人
二
人
の
署
名
と
押
印
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
二
十
歳
未

満
の
方
は
、
両
親
の
同
意
が
必

要
で
す
。

村
内
に
本
籍
の
な
い
方
は
、

戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

本
籍
を移

動
す
る
に
は

正
し
い
住
所
を
届
け
て
い
な
い
と
、

選
挙
が
で
き
な
い
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
、
児
童
手
当
等
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
子
供
の
予

防
接
種
や
小
・
中
学
校
の
入
学
に
ま
で

影
響
し
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
‘
-
「
住

民
基
本
台
脹
制
度
」
は
、
住
民
の
日
常

生
活
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
も
の
で
す
か
ら
、
下
記
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
期
限
内
に
、
住
民
課
の

窓
口
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動
産
や
自

動
車
な
ど
の
登
記
や
登
録
な
ど
に
使
わ

れ
る
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
交
付
を

申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
で
き
る
限
り
本

人
が
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人

が
病
気
な
ど
で
、
代
理
人
が
申
請
さ
れ

る
と
き
は
、
本
人
の
印
鑑
登
録
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
印
鑑
登
録
証
の
な
い
方
は
、

登
録
し
て
か
ら
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
、
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

は
、
後
日
、
郵
送
取
り
扱
い
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
で
も
本
人
の
確
認
（
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
入
り
で
、
官

公
署
発
行
の
証
明
書
等
）
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

三
文
判
で
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

印
鑑
証
明
は

本
人
が
手
続
き
を

住
所
は
正
し
く

届
け
出
を

子
供
が
生
ま
れ
た
ら
、
十
四
日
以
内

に
出
生
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
出
生
証
明
書
と
届
出
人
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳

が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

や
乳
児
医
療
費
、
助
産
費
の
助
成
、
児

童
手
当
な
ど
の
申
請
も
併
せ
て
手
続
き

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

出
生
届
は1

4日
以
内
に

（住所移動の主な項目
) 

死
亡
届
は
、
死
亡
し
た
日
か
ら
七
日

以
内
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
医
師
の
死
亡
診
断
書
と
届

出
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証
の
変
更
、

葬
祭
費
助
成
の
申
請
、
国
民
年
金
の
死

亡
手
続
き
、
印
鑑
登
録
証
、
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
な
ど
の
返
還
手
続
き
も

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
（
死
産
）
届
の
際
に
、

埋
・
火
葬
許
可
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

死
亡
届
は7

日
以
内
に

こんなとき 届の種類 届け出に必要なもの 届け出期限

' | ．届出人の印鑑
・転出証明書（前住所で発行し

村外から移 ます） 本村に来て

って来たと 転入届 ・国民年金に加入されている方 から 14 日以

き は年金手帳（年金証書） 内

・小・中学生の子供がいる方は

在学証明書

．届出人の印鑑

•国民年金に加入されている方 村外に移る

村外へ移る
転出届

は年金手帳 14 日前から

とき •国民健康保険に加入されてい 移る当日ま

る方は保険証 で

•印鑑登録手帳（登録者のみ）

．届出人の印鑑
引っ越して

村内で住所 ・国民年金に加入されている方
住み始めた

を変更した 転居届 は年金手帳
日から 14 日

とき ・国民健康保険に加入されてい
以内

る方は保険証

世帯主が変 世帯主
．届出人の印鑑 変更があっ

わったとき 変更届
•国民健康保険に加入されてい た日から 14

る方は保険証 日以内



(3) 平成 4 年 2 月 10 日 第365号

所得税申告納税相談日程（表ー 1)

相談
午前

種 別 二彩く 当 区
ム工

午後 場

2 月 午前 所得税申告 下江黒・中谷
------ -ｷ ----ｷ -------------------------------

20 日 午後 II 上江黒・南大島 中

2 月 午前 所得税申告 梅原 央---------------------ｷ -----ｷ --------ｷ 
21 日 午後 II 千津井・新里

公
2 月 午前 所得税申告 斗合田・川俣・須賀

·• -------------------- .~ ------------------ｷ --- 民24B 午後 II 江口•田島

2 月 午前 所得税申告 大輪・入ヶ谷 館
------ --------------------------------------

25 日 午後 II 矢島・大佐貫

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

住民税申告相談日程（表ー 2)

相談
午前

種 別 該 当 区
ムコ

午後 場

3 月 午前 住民税申告 川俣・須賀

[ 
--------------------------------------

2 日 午後 II 大輪

3 月 午前 住民税申告 入ヶ谷・大佐貫
--------------------------------------

3 日 午後 II 矢島

3 月 午前 住民税申告 千津井 東
-- --------------------------------------

部5 日 午後 II 斗合田・上江黒

午前 住民税申告 江日
児

3 月 童--------------------------------------

6 日 午後 II 下江黒•田島 館

3 月 午前 住民税申告 新里 中
----------------------•三—- - - - - • - - • - - • - - - - - - - - -

央9 日 午後 II 梅原
公

3 月 午前 住民税申告 中谷・南大島（七・八軒） 民
--------------------------------------

10 日 午後 II 南大島（七・八軒以外） 館

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

申告 【冒贋塁】

正しく ヽ

は
お早めに

わからなかったら

所
得
税
申
告

（
相
談
日
程
・
表
ー
1
)

所
得
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
（
場
合
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

（合 (72)4373…館林税務署へ合(84)3111…役場税務課へ）

所得税の確定申告と住民税の申告期問は

2月16日から 3月16日までとなっています。

期問中は、必す指定されだ場所で相談し、

申告をすませてください。昨年 1 年問の収
入と支出を計算し、申告書に記入のうえ、

期間までに正しく、早めに申告しましよう。

所得税、住民税申告納税相談は別表のと

ありです。

十
一
日
ま
で
の
間
に
、
▼
事
業
所
得
が

あ
っ
た
人
▼
給
与
所
得
の
ほ
か
に
二
十

万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人
▼
給
与

の
収
入
金
額
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
▼
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
り
、
交
換

し
た
り
し
た
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
、
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
贈
与
税
の
申
告
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

住
民
税
申
告

ト
ラ

（
相
談
日
程
・
表
ー
2
)

住
民
税
の
申
告
も
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
六
日
ま
で
に
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
こ

と
か
ら
申
告
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。

【
相
談
留
意
点
】

▼
申
告
書
は
各
自
記
載
し
て
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
申
告
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、

〈平成3年分農業所得の標準額決定 (10アール当り）〉

水
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沿
旧
乍

禾
，
ー

普通畑・・・・・・・・・・・・・・・・ ··68, 900円

陸 田・・・・・・・・・・・・・・・・・ •75,800円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金 X76%-577,000円

―
フ
（無加温）

収入金 X82%-156,000円

ナ ス （無加温）

収入金 X81%-292,000円

トマト （加温）

収入金 X82%-577,000円

イチゴ（無加温）

収入金 X82%-219,000円

その他野菜

収入金 X79% -148, 000円

梨

収入金 X 76%-72,000円

ぶどう

収入金 X 78%-64,000円

総合販売野菜

収入金 X 79%-28,000円

〔養豚、養鶏・肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1 千羽未満、 5 千羽未満、和

牛、乳牛については、いずれ

も実査です。

ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
明
確

に
答
え
ら
れ
る
方
が
相
談
く
だ
さ
し

▼
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保

険
料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
税
、
農
業
者
年
金
の
保

険
料
等
の
領
収
書
も
忘
れ
ず
に
。

▼
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は

必
ず
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
役
場
税
務
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告

納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

〇
日
時
1
1
2

月

1
8日
因
、
1
9日
困
、
2
0

日
困
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
4
時

圏
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館
会
議
室

圏
対
象
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事
業

所
得
者
な
ど
）

◎
還
付
相
談
も
2
月
1

日
か
ら
3

月

1
3

日
ま
で
館
林
税
務
署
で
行
わ
れ
ま
す
。

平
日
・
土
曜
日
、
時
間
等
は
税
務
署
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理

無
料
申
告

士
会相

談
の
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完走さわやか»

第13回新春村民

マラソン大会

新
春
恒
例
の
第
1
3回
村
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
＿
月
二
十
六
日
、
中

央
公
民
館
周
辺
を
ス
タ
ー
ト
、
明

和
中
学
校
校
庭
を
ゴ
ー
ル
に
開
ガ

れ
、
チ
ビ
ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で
老

若
男
女
三
百
五
十
八
人
が
日
ご
ろ

鍛
え
あ
げ
た
健
脚
を
競
い
あ
い
ま

し
だ
。

十
四
部
門
で
＿
キ
ロ
か
ら
五
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
会
場
、

コ
ー
ス
沿
道
に
は
家
族
連
れ
が
出

て
、
知
人
や
選
手
に
熱
い
声
援
を

送
つ
て
い
ま
し
だ
。

各部門の優勝者
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位
位
位
士
位
位
位
学
位
位
位
上
位
位
位
学

j

1
2
3

＝
口

1
2
3

j

1
2
3

―
―
口
1
2
3

j

1
2
3

＝
口

1
2
3
中

め
：
◎
：
◎
◎
◎
◎

燻
[
』
\
快
汗
流
し
て

ぉ
量ぎ

＾
＾
＾
＾
’
し
＾
＾
＾
＾
ハ
＾
＾
＾
＾
公
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
ハ
＾
＾
ハ
ハ
＾
＾
ハ
＾
＾

中
田
谷
島

俣
輪



(5) 平成 4 年 2 月 10 日 第 365号

平
成
四
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
は

一
月
十
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
一

議
案
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
四
年
四
月
開
館
予
定
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

な
お
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
明
和
村

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
位
置
は
、

新
里
三
―
一
番
地
の
一
で
あ
り
ま
す
。

゜

条
例
の
制
定

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

スポーツクラブ対抗団体優勝の「新里ソフト」チーム
I-

春季全国火災予防運動

第
一
回
村
議
会
臨
時
会

3 月 1 日～

3 月 7 日

咋5日が

火の元警報

発令中.J

重点目標

◎住宅防火対策の推進

◎物品販売店舗、旅館・ホテル等不特定多数の者が出入

りする防火対象物に係る防火安全の確保
◎社会福祉施設、病院等自力避難が困難な者が多数入所

している施設における防火安全の徹底

◎地域における防火安全体制の確立

◎乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進

応援も一段と・・・・・・

食
期
日

1
1
3

月
1
5
日
⑪

剣
道
大

参
加
者
募

集 会

問い合わせ先

社会体育館

合84-4626 い

スタニ下盲直戸うーデビシコたち
•• 

▲だいじょうふかい

千

,,,, 

2 -

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

小
学
生
（
低
学
年
・
高
学

年
）
・
中
学
（
男
・
女
）
の
四
部
門

＊
参
加
費
1
1

無
料

白
申
し
込
み
1
1
3

月
3

日
閲
ま
で

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ

玄
期
日

1
1
2

月
2
3
日
⑪

玄
会
場

1
1

赤
沢
ス
キ
ー
場
（
新
治
村
）

合
募
集
人
員
1
1
5
0
名

合
参
加
費
1
1
1

人

3
、

0
0
0
円
（
昼

食
代
含
む
）

玄
申
し
込
み
1
1
2

月
1
9
日
困
ま
で

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ

参
加
者

ス
キ

募教

集室

..,一般女子も中学生とスタート

,, ;／三「r下手□了



第365号 平成 4 年 2 月 10 日 (6) 

わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。

J-

村
子
と
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
上
毛
か
る

だ
大
会
が
＿
月
十
二
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
小
・
中
学
生

二
百
五
十
人
ほ
と
が
区
の
期
待
を
担
つ
て
の
参
加
。
固
人
、
団
体

に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
だ
。

父
母
ら
も
応
援
に
か
け
つ
け
会
場
は
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
だ
。

な
お
、
個
人
・
団
体
、
優
勝
・
準
優
勝
者
は
郡
大
会
に
出
場
し

健
闘
し
ま
し
だ
。

村
大
会
結
果

上毛かるた大会
ー戦ー戦に声援

（
上
位
入
賞
者
）

0
小
学
生
の
部
…
男
子
個
人
戦

▽
①
峯
岸
健
（
斗
合
田
）
②
木
村

純
一
（
江
口
）
③
本
沢
晃
一
（
新
里
）

衝
同
…
女
子
個
人
戦

▽
①
福
島
望
（
上
江
黒
）
②
青
木

幸
恵
（
田
島
）
③
宮
崎
淳
子
（
南
大
島
）

圏
同
…
男
子
団
体
戦

▽
①
千
津
井
（
小
久
保
直
樹
、
山
岸

正
幸
、
野
本
痔
久
、
酒
井
孝
悟
）
②
斗

合
田
（
砂
賀
政
幸
、
砂
賀
都
維
、
新
井

康
晃
、
新
井
儀
舟
）
③
田
島
（
奈
良
真

行
、
奈
良
正
美
、
新
井
房
巳
、
畔
木
康

裕
）

二
す

｀
つょ

圏
同
…
女
子
団
体
戦

▽
①
下
江
黒
（
小
林
美
賀
、
柿
沼
美

の会大
絵
、
小
林
路
代
、
丸
山
め
ぐ
み
）
②
南

大
島
（
香
山
典
子
、
福
島
め
ぐ
み
、
岡

安
由
理
子
、
森
尻
有
美
子
）
③
江
口
（
村

上
由
佳
、
荒
井
妙
子
、
荒
井
由
香
、
柿

沼
美
貰
）

0
中
学
生
の
部
…
男
子
個
人
戦

▽
①
田
中
勇
作
（
矢
島
）
②
橋
本
裕

司
（
千
津
井
）
③
矢
島
貴
将
（
新
里
）

蒼
同
…
女
子
個
人
戦

▽
①
松
本
典
子
（
新
里
）
②
籾
山
絵

美
（
千
津
井
）
③
野
中
和
江
（
中
谷
）

圏
同
：
男
子
団
体
戦

▽
①
上
江
黒
（
森
原
剛
、
薗
部
亮

生
、
牛
久
保
寧
規
、
多
田
典
明
）
②
江

ロ
（
松
本
浩
一
、
多
田
和
宏
、
新
井
義

和
、
柿
沼
雅
）
③
矢
島
（
須
永
光
俊
、

泉
田
剛
志
、
新
井
敬
二
）

0
回
：
女
子
団
体
戦

▽
①
南
大
島
（
永
吉
理
沙
、
坂
本
真

由
美
、
本
沢
真
琴
）
②
矢
島
（
野
村
明

加
、
泉
田
浩
子
、
泉
田
真
理
）
③
大
佐

貫
（
石
川
賜
子
、
蓮
見
幸
子
、
張
谷
今

日
子
、
篠
木
良
江
）

郡
大
会
結
果

〔
敬
称
略
〕

（
明
和
村
の
み
）

村
大
会
の
各
部
門
優
勝
、
準
優
勝
者

（
個
人
・
団
体
）
は
、
一
月
十
九
日
、
明

和
村
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
郡
大
会

に
出
場
ー
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

中学生女子団体の部
優勝・南大島チーム

｀一色
_)、

—-., --

中学生男子団体の部
優勝・上江黒チーム

中学生男子個人の部
優勝•田中勇作くん

圏
小
学
生
男
子
個
人
の
部

0

二
位
1
1

木
村
純
一
（
江
口
）

圏
小
学
生
女
子
個
人
の
部

0

二
位
1
1

青
木
幸
恵
（
田
島
）

〇
中
学
生
男
子
個
人
の
部

0

一
位
I
i
田
中
勇
作
（
矢
島
）

〇
中
学
生
男
子
団
体
の
部

0

一
位
1
1

上
江
黒

0

三
位
1
1

江
口

〇
中
学
生
女
子
団
体
の
部

0

一
位
1
1

南
大
島

な
お
、
二
月
一
一
日
、
開
か
れ
た
県
大

会
に
、
邑
楽
郡
代
表
と
し
て
、
中
学
生

個
人
の
部
に
田
中
勇
作
（
矢
島
）
、
中
学

生
団
体
の
部
に
上
江
黒
・
南
大
島
混
合

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

〔
敬
称
略
〕



(7) 平成 4 年 2 月 10 日 第365号

國
話題募集
お気軽にご連絡ください。
84-3111 へ（広報係）

わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。わだい・できごと。

故•田口重夫さん

故
•
田
日
重
夫
さ
ん
に

勲
等
瑞
宝

L.. 

ノ‘

章

新
春
恒
例
の
館
林
地
区
消
防
組
合
に

よ
る
「
出
初
め
式
」
が
一
月
五
日
、
館

林
市
三
の
丸
南
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 故

・
田
口
重
夫
さ
ん
（
須
賀
・
享
年

8
4
歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲
六
等
瑞
宝
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
八
月

式
に
は
明
和
村
、
館
林
市
な
ど
の
消

防
団
員
、
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
市
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
、
地
元
と
び
職
組
合
ら

約
九
百
人
が
参
加
。

各
市
町
村
長
、
議
員
ら
の
来
賓
を
前

に
、
と
び
職
組
合
に
よ
る
「
は
し
ご
乗

り
」
の
名
演
技
や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
・

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
盛
ん

[
一
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
、
二
十
台
余
り

の
消
防
車
、
は
し
ご
車
が

一
斉
放
水
し
た
あ
と
、
団

員
、
消
防
署
員
ら
が
正
装

で
市
内
を
分
列
行
進
し
、

防
火
意
識
の
高
揚
を
う
っ

た
え
ま
し
た
。

明
和
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
四

十
六
年
八
月
ま
で
連
続
三
期
、
十
二
年

も
の
永
き
に
わ
た
り
活
躍
、
そ
の
間
、

副
議
長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委

員
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
経
済
常

任
委
員
会
委
員
、
建
設
常
任
委
員
会
委

員
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
工
場

誘
致
対
策
委
員
会
委
員
、
村
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
、
村
監
査
委
員

な
ど
の
要
職
を
全
う
し
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
か
ら

五
十
六
年
九
月
ま
で
の
九
年
四
月
、
教

育
委
員
会
委
員
と
し
て
そ
の
職
務
に
精

励
し
、
教
育
行
政
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

) 

/ 
l
ｷ
 

ヽ

ア
日
日
日
ロ

ヽ
f
,

.
 

.
 
ｷ̀ 

^• 

$
 

r
・

とび職組合による「はしこ‘乗り」

見
事
な
演
技
に
拍
手

出
初
め
式

響
き
く
る
子
供
の
声
に
気
を
と
ら
れ
戸
惑
長
し
夕
燒
み
つ
つ奈

良
照
子

村
民
憲
章
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
書
き
初
め

大
会
」
が
一
月
七
日
、
中
央
公
民
館
で

百
―
―
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
学
一
・
ニ
年
生
が
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

小
学
三
年
生
以
上
が
毛
筆
で
あ
ら
た
な

気
持
ち
を
筆
に
託
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
は
三
月
の
公
民
館
ま

つ
り
に
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

用
水
の
涸
れ
し
田
圃
に
白
鷺
の
両
脚
つ
か
ひ
餌
あ
さ
り
い
る野

本
み
ね
子

野
は
枯
れ
て
狭
庭
に
山
荼
花
咲
き
匂
ふ
薄
陽
受
け
に
つ
白
菜
ま
る
＜

原
口
文
江

た
る
み
残
す
貼
り
し
障
子
に
霧
を
吹
き
灯
を
点
し
て
子
の
帰
省
待
っ

福
田
初
江

華
や
い
だ
日
も
有
り
し
と
他
人
は
言
ふ
狭
庭
の
寒
椿
土
に
染
ま
り
て

泉
田
政
子

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

遠
富
士
支
部

あ
―0
た
な
気
持
ち
を

筆
に
託
し
て

几

4
“

ヽ ，へへ
配巳
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ロ

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
控
除
の
対
象
に

3

月
1

日
か
ら
2
1
日
ま
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
で
す
。
（
縦
覧

開
始
日
は
3
月

2
H
か
ら
で
す
）

台
帳
は
土
地
、
家
屋
な
ど
所
有
資
産

に
応
じ
て
賦
課
の
基
準
と
な
る
大
切
な

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
所
有

資
産
を
確
か
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
の
際
、
台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
3
月

3
1
日
ま
で
に

明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税

務
課
）
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
ヘ

国
民
年
金
の
保
険
料
や
国
民
年
金
基

金
の
掛
け
金
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

自
分
の
資
産
を

縦
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

平成 3 年の国民年金保険料

定 l ~ 3 月 8,400円
月

額 4 ~12月 9,000円

額
付加保険料 400円

年 定 額 106,200円

額 定額＋付加 111,000円

館
林
保
健
所
で
は
、
脳
卒
中
、
外
傷

救
急
法
等
講
習
会

参
加
者
募
集

圏
目
的
…
杜
会
人
と
し
て
の
心
構
え
、

職
業
人
と
し
て
の
初
歩
的
知
識

唖
対
象
…
平
成
三
年
度
卒
業
生
を
採
用

す
る
人
数
が
二
十
人
以
下
の
管
内
中

小
企
業
の
事
業
所
に
入
社
す
る
新
人

社
員

奎
期
日
…
平
成
4
年
3
月

1
7日
因
、
1
8

H

困
（
通
講
2
日
間
）

唖
募
集
人
員
…
2
4
0

人

圏
参
加
費
…
1

人
3

、

0
0
0

円

0
会
場
…
太
田
市
勤
労
会
館

卍
申
込
み
…
平
成
4

年
2
月
2
1
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課
ヘ

屯
受
付
期
間
1
1
1

月

2
7日
1
3

月

1
3日

〇
融
資
金
利
1
1
5
.
2
%、

5
.
6
5
%

、

6
.
1
%

、

6
.
2
%

※
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店
（

6
0
2
7
2
⑫
6
6
5
6
)

へ

第
4
回
個
人
住
宅
建
設

資
金
融
資
申
込
募
集

等
の
応
急
手
当
の
知
識
及
び
技
術
の
普

及
を
図
る
た
め
「
救
急
法
等
講
習
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

圏
日
時
1
1
3

月

1
8日
因
午
後

1

時
3
0

分
か
ら
4
時
3
0
分
ま
で
。

＊
会
場
1
1

館
林
保
健
所
大
会
議
室

圏
参
加
費
1
1

無
料

卍
定
員
1
1
3
0
人
（
先
着
順
で
定
員
に
な

り
次
第
締
切
ま
す
）

卍
講
師
1
1

日
赤
群
馬
県
支
部
指
導
員

圏
申
込
期
限
1
1
2

月
2
8
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
保
健
所
総
務

課

(
6⑰
3
2
3
0
)

へ

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
で
は
、
早

春
の
野
山
を
親
子
で
散
策
し
な
が
ら
野

鳥
を
観
察
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
と
と
も
に
、
郷
土
愛
、
自
然
愛

護
の
心
情
を
養
う
趣
旨
で
開
催
し
ま
す
。

衡
期
日
…
平
成
4
年
2
月

2
2
日
由
1
2
3

日
⑪
一
泊
二

B

圏
会
場
…
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

〇
対
象
及
び
募
集
人
員
…
小
・
中
学
校

児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
1
0
0

人

（
申
し
込
み
順
）

圏
経
費
：
1

人
2

へ

5
0
0

円

圏
携
行
品
：
運
動
靴
、
防
寒
着
な
ど

圏
申
し
込
み
方
法
…
は
が
き
か
電
話
で

〇
申
し
込
み
先
…
県
立
東
毛
少
年
自
然

の
家

〒
3
7
9
_
2
3

新
田
郡
薮
塚
本

町
大
字
薮
塚
3
6
5
7
(
C
0
2
7

7

⑬
5
6
6
6
)

へ

東
毛
地
区

新
入
社
員
研
修
会

r

春
を
さ
が
そ
う
」

親
と
子
の
つ
と
り

を
す
る
と
き
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と

し
て
、
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
対
象
と
な
る
国
民
年
金
の
保
険

料
や
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
、
平

成
3
年
中
に
納
め
た
総
額
で
、
過
去
に

さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め
た
未
納
・
追
納
保

険
料
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
保
険
料
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

村の無料法律相談

◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 3 月 10 B （灼

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 3 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

乳

健

交

• H 

◇場

◇日

◇場

日
し
ー
ノ

康

健

時＝ 3 月 12 日（木）

時受付

所＝保健センター

相

時＝ 3 月 16 日（月）

後 3 時

所＝役場会議室

時＝ 3 月 19 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

時＝ 3 月 5 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

吾
ロ、

午後 1 時～ 2

＝火
詠

時＝ 2 月 20 日（杓• 3 月 3 日（火）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

午前10時～午

通事故相 火
火

———
-R 

午前10時～午

年 金 相 吾火
R火

午前10時～午



(9) 平成 4 年 2 月 10 日 第 365局

（第12回無事故無違反コンクール最終結果表）

交通安全運動の一環で、三市町村（館林・板倉・

明和）合同で実施されました第12回「行政区別無事

故・無違反コンクール」（平成 3 年 1 月～ 12月）の結

果がまとまりましたのでお知らせします。違反・事

故ゼロをめざして交通安全に努めましょう。

( ）は前回順位

交通事故種別 悪質追反行為 村 総

行政 事故率 死 重 軽 物 酒酒 品速 無 内 合

亡 傷 傷 損 気酔 km 度
免 順 順区名 (%) 事 事 事 事 帯 以違

故 故 故 故 びし、 占反 許 位 位

f牛 f牛 f牛 1牛 ffｷ f牛 1牛 3 7 
斗合田 17.59 1 2 (10) (54) 

1 
13 74 

下江黙 60.34 2 5 (3) (5) 

6 17 
上江黒 24.71 2 4 (9) (53) 

16 98 
千津井 95.39 1 , 4 (16) (101) 

8 43 
江日 37.04 4 6 (11) (51) 

4 8 
田島 18.43 4 1 (8) (39) 

10 50 
南大島 42.88 1 1 11 , 

(5) (26) 

1 2 
11 53 

新里 43.81 3 8 2 (15) (91) , 44 
中谷 37.96 1 11 1 i (7) (36) 

1 
7 30 梅原 32.15 2 5 1 (12) (65) 

5 15 
川俣 24.15 2 3 (4) (6) 

1 
12 5 5 

須賀 45.80 1 2 4 (2 ) (3) 

1 
14 84 

大輪 69.08 8 14 1 (6 ) (27) 

1 1 
人ヶ谷 0.00 (1 ) (2) 

1 
15 90 矢島 75.52 1 3 6 3 (14 ) (71) 

2 5 
大佐貫 17.16 1 4 

(13 ) (70) 

計 43.52 1 4 46 91 12 6 3 

明
和
村
は
、
都
市
計
画
区
域
で
あ
り

建
築
基
準
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規

定
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
4
m

未
満
の

道
路
は
そ
の
中
心
線
よ
り
2
m
後
退
し

た
線
を
（
道
路
と
水
路
が
あ
る
場
合
は

そ
の
境
界
よ
り
4
m

後
退
し
て
）
道
路

と
み
な
し
、
こ
の
後
退
線
よ
り
突
出
し

て
建
築
物
、
門
、
塀
、
さ
く
、
土
留
め

等
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

建
築
物
（
塀
等
含
む
）
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
を
守
っ
て
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
館
林
土
木
事
務
所
建
築

課

(
6⑰
4
3
5
5
)

又
は
、
役
場
建

設
課

(
6闘
3
1
1
1
)

へ
。

建
築
基
準
法
に
よ
る

道
路
後
退
に

お
顧

つ

し‘

いて

村
内
在
住
の
方
か
ら
、
有
効
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
匿
名
で
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
対
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
寄

付
者
の
意
図
を
尊
重
し
、
社
会
還
元
を

い
た
す
べ
く
使
途
に
つ
い
て
は
検
討
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
災
害
共
済

家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

万
一
の
交
通
事
故
の
と
き
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
交
通
災
害
共
済
の
共
済
期

匿
名
て

村
に
二
百
万
円
寄
付

間
が
3
月

3
1日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま

す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
て

多
発
す
る
交
通
事
故
に
備
え
て
く
だ
さ

、
。
し④

会
費

1

人
年
額
3
5
0

円
（
年
度
途
中
に

加
入
し
て
も
同
じ
で
す
）

④
加
入
で
き
る
方
一

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

い
る
方
。

④
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
上
で
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
自
転
車
、
荷
車
、
テ
ー
ラ
ー
等
に

乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、
つ
い
落
、

て
ん
覆
し
た
り
し
た
事
故
、
ま
た
歩
い

て
い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た

村 の う ご き

2 月

13 日

15 日

20 日

II 

22 日

3 月

2 日

西小学校一日入学

東部工業団地地権者会議

東小学校一日入学

所得税確定申告納税相談初

日

明中入学説明会

住民税申告相談初日

7 • 8 日 公民館まつり

※予定ですので変更になる場合もあります。

共済見舞金

` 
傷害の程度 金額

1 死亡した場合 600,000円

2 廃疾となったもの 300,000円

3 1 年以上の傷害 200,000円

4 6 ヶ月以上の傷害 100,000円

5 5 ヶ月以上の傷害 80,000円

6 4 ヶ月以上の傷害 60,000円

7 3 ヶ月以上の傷害 40,000円

8 2 ヶ月以上の傷害 30,000円, l ヶ月以上の傷害 20,000円

10 1週間以上1 ヶ月未満の傷害 10,000円

（通院実日数により算定します）

り
し
た
事
故

④
加
入
申
し
込
み
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
証
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え
て
2

月

1
4日
ま
で
に
組
長
さ
ん
を
通
じ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
2

月

1
5日
以
後
の

申
し
込
み
は
、
直
接
役
場
総
務
課
で
受

付
け
ま
す
。

0
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
2
年
以
内
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

役
場
総
務
課
ヘ

成
分
献
血
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

成
分
献
血
の
実
際
を
見
た
り
、
体
験
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

蒼
日
時
1
1
3

月

7

日
由
午
前

1
0時
か

ら
午
後
3

時
ま
で

0
会
場
1
1

キ
ン
カ
堂
館
林
店

事
コ
ー
ナ
ー

圏
日
時
1
1
3

月
1
H

⑪

1
0
時

0
場
所
1
1

利
根
川
梅
原
地
先
（
東

武
線
鉄
橋
付
近
）

大
切
に
育
て
た
、
サ
ケ
の
稚

魚
を
放
流
し
ま
す
の
で
、
ご
見

学
く
だ
さ
い
。

午
前

サ
ケ
稚
魚
放
流

か
え
っ
て
こ
り
よ
I
.

4

階
催

成
分
献
血
の

テ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
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! 村の人口 : :,,--#•·- : 

i 2 月 1 H 現在 ! 
i世帯数 2,870戸i, 
：人日総数 10,965人：
9 9 

！男 5,481 人！

' 
i女 5,484人i
! (1月中の動き） : I. •. -.... _.._,._ -,. I 
i出生 5 人死亡15人！
i転入48人転出14人i
i しデ—----=--=------==------j

言 館林邑楽地区 館林地区 千代田

診か受てら 変更にな※る ◎耳晏科限1 こ • 祝館林1日9 日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

2 月 9 日
真中医院川田（耳）医院 後藤（内）医院 ff (72)0134 永寿堂医院 館林地区と

曜 合 (72) 1630 合 (72)3314 上野医院ff(72)3330 合 (72)4469 同じです。

[ ; 晶[ i 面門2 月 16 日
横田（婦）医院川村医院 安楽岡医院ff (72)0572 海宝医院 館林地区と

当 合 (72)0255 ff (72) 1337 清河堂医院云（72)3070 ff(74)081 I 同じです。 tい;] ? ま
2 月 23 日

浜野病院川田医院 森下医院ff(73) 7776 新橋病院 小西医院

番
合 (88)5678 合 (72)3724 横田（善）医院云 (72)4970 云 (75)30 I I ff(86)2261 

3 月 1 日
白沢医院小倉医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と 電話で 時ま1 すま

医
合 (72) 1600 云 (72)0606 堀越医院合(73)4151 合 (72)3163 同じです。

□で9 : で
3 月 8 El 

落合医院大神医院 増田医院云（72) 1387 慶友病院 竹越医院

合(72) 3160 合 (62)2200 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 ff(84)3137 

任
地
か
ら
7
0
0
k
m
程
離
れ
た
「
国

際
熱
帯
農
業
研
究
所
」
へ
打
合
せ
に
出

か
け
た
折
り
に
追
突
事
故
を
起
こ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
転
士
同
志
2
時

間
位
す
ご
い
剣
幕
で
や
り
合
っ
て
も
埓

が
あ
か
ず
、
通
り
か
か
っ
た
将
校
の
通

訳
で
程
な
く
決
着
。
相
手
が
ヨ
ル
バ
族

で
ヨ
ル
バ
語
し
か
、
私
の
運
転
士
は
英

語
と
イ
ボ
語
し
か
話
せ
な
か
っ
た
と
云

う
訳
で
す
。

言
語
・
宗
教
・
文
化
を
異
に
す
る
異

部
族
間
の
壁
の
高
さ
は
私
達
単
一
民
族

の
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

此
の
国
の
独
立
後
7
年
目
、
豊
か
な
イ

ボ
族
が
他
の
全
部
族
に
分
離
独
立
を
宣

言
し
て
始
ま
っ
た
ビ
ア
フ
ラ
戦
争
は
、

2
年
後
に
イ
ボ
の
全
面
降
伏
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
が
、
イ
ボ
の
餓
死
者
だ
け
で

9
3
万
人
と
云
う
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
今
で
も
小
型
の
ヘ
ビ
、

ト
カ
ゲ
、
ネ
ズ
ミ
位
し
か
生
棲
し
て
い

ま
せ
ん
。
内
戦
の
時
食
べ
尽
く
し
た
1

古
老
の
言
で
す
。

ト
ン
ト
コ
、
夜
、
遠
く
か
ら
太

鼓
の
音
が
響
い
て
来
ま
す
。
正
確
無
比

な
リ
ズ
ム
で
す
。
陽
気
で
踊
り
好
き
な

彼
等
は
、
こ
の
リ
ズ
ム
と
単
調
な
曲
に

乗
っ
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
裳
や
装
身
具

対
立
と
調
和

を
身
に
つ
け
て
群
舞
を
楽
し
み
ま
す
。

州
や
地
域
の
大
会
、
部
落
の
例
祭
、

収
穫
祭
、
教
会
の
寄
付
集
め
、
結
婚
式
、

私
の
送
別
会
兼
酋
長
就
任
祝
、
と
に
角

良
く
踊
り
ま
す
。

然
し
、
華
や
か
な
表
舞
台
の
蔭
に
は

部
落
の
名
誉
を
か
け
て
、
し
ご
き
に
も

似
た
厳
し
い
稽
古
期
間
が
あ
り
、
こ
れ

が
彼
等
の
結
束
を
一
層
強
化
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

現
在
の
5
0
歳
代
後
半
以
上
の
男
性
（
土

着
の
宗
教
の
信
者
）
は
、
妻
を
4
人
ま

で
持
て
ま
し
た
か
ら
、
彼
等
の
子
供
た

ち
今
の
中
心
的
働
き
手
は
実

に
多
く
の
兄
弟
や
い
と
こ
を
持
ち
、
広

い
地
域
で
夫
々
生
活
し
て
居
ま
す
。
こ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
内
の
相
互
扶
助
が
徹
底

し
て
い
る
の
で
、
局
地
的
な
旱
魃
位
で

1 月の

` — ---.I.LI ・ヽ o 
一賣ク

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 8 件

•その他 1 件

●計 14 件

⑧
 

磁
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

役場は第2·

第4土曜日は

お休みです。

2月22日

3月14日

は
こ
の
地
方
で
餓
死
者
が
出
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
近
く
の
他
人
よ
り
は
遠

く
の
親
戚
」
と
云
っ
た
感
じ
で
す
。

対
外
的
に
は
地
縁
集
団
で
対
応
し
、

私
益
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
守
る
…
「
と
こ

ろ
変
わ
れ
ば
」
で
す
。

合
月
の
納
め

国
民
年
金
、
水
道
料
で
す
。

納
期
限
は
2
月
2
8
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

卍
野
中
宗
次
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は
三
万
円

圏
神
谷
憲
さ
ん
（
須
賀
）
は
三
万
円

圏
田
口
和
晴
さ
ん
（
須
賀
）
は
十
万
円

圏
奥
澤
一
雄
さ
ん
（
江
口
）
は
十
万
円

圏
松
本
光
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

圏
本
澤
悦
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
は
五
万
円

圏
福
島
高
三
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円

圏
小
林
次
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

゜関金今齋鯉柿石細折玉本小松石二口子成藤沼沼崎田原井澤林本川十氏
江卯 秀里

喜美義のテー佐正重正壽銀次藤義名
和子ーぶイ郎平三郎助治一郎吉夫

80 41 72 91 86 88 88 77 88 84 74 82 81 83 60: 

や和健忠釣勝正 一悦次光良か世
忠一 篤 づ帯
う明郎男ー則佳 次雄雄正雄江主

゜

1
1

あ
く
や
み
I
I

蓮野武関山
見本井口田氏

沙さ

明打詔智淳灼渓ま名
宏矩美み子こ美弓加

知敏富秀イI~ 保
宏夫夫ー点讐
長三二長長続
男女女女女柄

1
1

あ
め
で
だ
I
I

お
め
で
た

《
口

江入江大大江矢須中江南南大大下地
ケ佐 大大佐江
口谷口輪貫口島賀谷口島島輪貫黒区

冶拾沿炒妬沿兄漏％沿届玲％潟冗開

斗千新南須地
合津大
田井里島賀区

兄泊沿％届闘

`<
お
く
や
み
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帰って米い

ふるさとめいわへ

サケの稚魚放流

（村子ども会育成団体連絡協議会など主催）

主な内容

④衆議院議員補欠選挙

④保育園おゆうぎ会

④立春式

④カメラスポット

④生‘i化学習

①スポーツ

④お知らせ

④当番医、ナイジェリアリポート

p 2 

p 4 

p 5 

p 6 

p 8 

p 9 

p 10 

P 12 



第366号 平成 4 年 3 月 10 日 (2) 

衆議院群馬県第 2 区選出議員補欠選挙

投票 H は

3
 

月
投 票所（表ー①）

第 第 第 第 第 第 第 投
7 6 5 4 3 2 1 示西

閾長 嬰百 且長 <, 長且 鯰区 区

名

入 儡ヽ ヽ [ 悶 点 ん田ケ

谷 須カ只ロ
の

悶
』慎" ヽ 投

羹 鯰 の

よ非 ] 鳳の

闊
< 履 Hヽヽ1•ヽ 示声

の 江
の

鳳 ロ 旦 区
の

悶履 j或の

履
大 西 転 展呻 商 東 下

1左
作 構

江 投小 促 改 工
小

貫 進 善 黒
f本 体 示西

東 研 セ 集

育 修 ン ^ コ 育
光

施 夕
荷 所

、’j` • • 館 舌n又几 I 館 館 P斤

~
 

三
月
二
十
九
日
⑭
は
、
県
内
初
め
て
の
衆
議
院
群
馬
県
第
二
区
選
出

議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
二
）
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を

良
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
意
思
表
示
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
見
極
め

て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
で
き
る
人

本内届 12 ま ー
台にを月で二
帳引し 13 に十
にきた日生歳
登続人以ま以
録きを前れ上
さ住含＾た＾
れ所む 12 人昭
てを一月ー和
い有か 13 で 47
るしら日‘年
人‘‘付平 3
゜住明で成月
民和転 3 30 
基村入年日

おあれ ■■■■
出り投ま投
かま票す票
けす所゜所
くの名辰は
だでは 1

さよ、ぺ①闘
゜く場 7 
確券か
かに所
め記に
て載設
かしけ
らて ら

投
票
所
は

場 6 ■■■■■• 
券投時投
を票ま票
持にで時
参出で間
しかすは
てけ゜‘
くる
だと
さき
いは

午
前
7
時
か
ら
午
後

必
ず
入

場人資 に .... 
総は格も配各
務早がし布地
課めあ‘す区
包にる選るの
村の挙予区
に選に人定長
ぉ挙入名でさ
問管場簿すん

9 塁 9 賃゜畠
tゞ員届録 し
g会かさ て
なれ各

ぃ。歪いる 戸

不
在
者
投
票

• 圏圏 ＊者所行 ’■■■, 
す左日不の失又も場す 5 い期投へな投

゜更に魯て［鷹［りこ唸古叩際！］乞習
て投投倍場がの明 ご‘も 3 でなやの
い票票只合届 II 和 午月きいむ当
た所をtーでぃ入村 ［前 14 ま人を日
だへす門もて場役 ． 8 日すは得‘
く行る出投ぃ券場 日時か°‘な仕
こかとて票な‘ 曜 30 ら 前い事
とれきくがか印 日分 3 も理の
になはtゞでっか もか月 つ由都
ない‘ききたん 同ら 28 てで合
り理投いまり じ午日 不投や
ま由票こす紛 で後゜ 在票旅

選挙人名簿登録者数
（平成3.9.2現在）

い病投院一
゜早院票な県
元めでしど選
棗に投たに挙
｛ょ病票い入管
、院が旨院理

病長でを中委
院ーき申の員
長申まし人会
しす出はで

こ出゜れ‘指
て ば病定
< ‘院し
だ そ長た
さ のに病

代
理
投
票

きだは自 -
まけ‘分身
すれ投で体
゜ば票字が
代所を不
理で書自
投係く由
票員こで
をにとあ
す申か‘つ
るしでた
こ出きり
とてなし
がいし、て

でた人‘

入
場
券
は

病
院
な
と
で
も

投
票
が
で
き
ま
す

29 

投
票
時
間
は

午
前
7
時
ー
午
後
6
時

H
 

地区名
登録者数

男 女 計

‘‘|·合田 147 150 297 

下江黒 136 126 262 

上江烈 192 204 396 

千津井 229 223 452 

江 口 236 243 479 

田 島 223 212 435 

南大島 456 468 924 

新 I F .. 436 447 883 

中 ベロ 334 303 637 

梅 原 326 335 661 

JI I 俣 153 156 309 
l.  

須 賀 180 199' 379 

大 輪 342 345 687 

入ヶ谷 47 48 95 

矢 島 264 268 532 

大佐貫 221 225 446 

合計 3,922 3,952 7,874 



(3) 杓成 4 年 3 J l 10 H 第366号

郵便による不在者投票ができる人

¥ 両下肢、体幹、
心臓、じん臓、呼吸

器、 9まうこう、直腸、
移動機能の障害

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

身
体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
と

き
に
、
必
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

4

日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
人
や
、
更
新
（
有
効

期
間
は
4
年
）
さ
れ
る
人
は
、
証
明
書

交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

' 不よ
在る; 

選
挙
あ
れ
、

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
又
は
投
票
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為

は
、
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

玄
気
勢
を
張
る
行
為

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊

列
を
組
ん
で
往
来
し
た
り
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
チ
ン
ド

ン
屋
を
一
雁
う
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た

め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

玄
人
気
投
票
の
公
表

当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の

途
中
経
過
や
結
果
に
つ
い
て
、
公
表

＊
戸
別
訪
問

（
こ
ん
な
選
挙
運
動
は
]

違
反
と
な
り
ま
す

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
は
も
と
よ
り
、

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
、
公
表
の
方

法
が
な
ん
で
あ
れ
、
い
っ
さ
い
禁
止

で
す
。

◎
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え

ば
、
入
場
券
や
普
通
の
紙
や
名
剌

な
ど
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

投
票
し
た
も
の

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計

な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。
▼
た
と

え
ば
氏
名
を
、
〇
や
「
」
（
）
印
な

ど
で
囲
ん
だ
も
の
▼
氏
名
の
下
に

「
へ
」
「
え
」
「
さ
ん
へ
」
な
ど
と
書
い

た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も

の
。
た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し

た
も
の

]
 

こ
ん
な
投
票
は
）

〖
無
効
で
す

こ
れ

「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
（
平
成
2
年
2
月
1

日
施

行
）
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
の
た

め
寄
附
の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
か
特
色
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄

附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や
親
族

に
対
す
る
も
の
及
び
政
治
教
育
集
会
に

関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補

償
は
除
か
れ
ま
す
。
）
は
、
い
か
な
る
名

義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
和
ぷ

止
さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
す

べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚

披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
必
サ
式

や
通
夜
に
お
け
る
香
典

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し

て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の
社
交

の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補

償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供

は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自

5ド
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
‘
1
者
中
見
舞
状
な

ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
威
迫
し
て
あ
る
い
は
政

治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ
う

に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
繁
止
さ

れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
て
あ
る

い
は
政
治
家
の
当
選
又
は
被
選
挙
権
を

失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫

し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後

援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、

有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ
る
名
剌
広
告
な

ど
）
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

後
援
団
体
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い
さ

つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。



第366号 平成 4 年 3 月 10 日 (4) 

| l 圃

▲お母さん、うまいでしょう

▲かっこいいでしょう

唸
唸
唸
稔
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸

3
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会
〗

唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸
唸

も
う
す
ぐ
卒
園
・
進
級
、
入
園
し
だ
ば
か
り
の
時
は

I
I泣
き
べ
そ
I
I

を
か
い
て
い
だ
園
児
だ
ち
も
、
今
で
は
園
生
活
に
す
つ
か
り
慣
れ
て

大
き
く
成
長
し
、
あ
友
達
も
だ
く
さ
ん
で
き
ま
し
だ
。

こ
の
＿
年
間
の
成
長
ぶ
り
を
披
露
す
る
だ
め
、
二
月
、
東
、
中
央
、

西
の
各
保
育
園
で
園
児
に
よ
る
「
あ
ゆ
う
ぎ
会L
が
中
央
公
民
館
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

会
場
に
は
、
お
母
さ
ん
、
あ
父
さ
ん
そ
れ
に
近
在
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
見
物
に
訪
れ
、
園
児
の
り
り
し
い
芸
に
感
激
し
、
盛
ん
に
拍
手

を
送
つ
て
い
ま
し
だ
。

一

▲思い思いのポーズで・・••••アンパンマン

▼全員でポーズ

さ
ん
も
ビ
デ
オ
に

り
り
し
い
芸
に
感
激

▼神秘的な衣しょうで・・・・・

忘
T
i
巫
悶C
臼
は
g
t1
'攣
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ー

77人が 立春 式
「立志・自覚・健康」を心に刻み

祝辞を述べる村長

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
る
と

皆
さ
ん
、
真
剣
に
聞
入
り
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表

と
し
て
、
寺
内
修
平
君
が

I
l

激

励
の
こ
と
ば
“
対
し
て
二
年

生
を
代
表
し
て
金
子
利
弘
君

が
I
I

お
礼
の
こ
と
ば
”
を
述

ベ
式
は
終
わ
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
森
尻
光
昭
さ

ん
（
本
村
出
身
弁
護
士
）
を

招
き
「
ほ
く
ら
の
少
年
時
代

と
い
ま
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金子くん

ぉ
礼
の
こ
と
ば

対
象
者
代
表

金
子
利
弘
く
ん

「
立
志
・
自
覚
・
健
康
」
を
心
に
刻

み
”
大
人
“
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し

て
も
ら
お
う
と
、
村
教
育
委
員
会
主
催

の
昔
で
い
う
元
服
、
立
春
式
が
二
月
四

生

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
対
象
の
中
学
二
年
生
一
七
年む

七
人
（
男
九
十
七
人
、
女
八
十
人
）
を

2

始
め
築
比
地
校
長
、
担
任
教
諭
ら
関
係
ぞ

の
~' 

者
十
五
人
余
り
が
出
席
。
こ

式
は
ま
ず
、
早
川
教
育
委
員
長
の
開
式

て

式
の
辞
、
神
田
知
亮
君
の
指
揮
、
田
部
情

表

井
雅
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
「
国
な

真

歌
」
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
、
次
い
で
i
i

野
木
村
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、

対
象
者
代
表
に
記
念
品
を
贈
呈
。

村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署

長
ら
来
賓
が
多
数
出
席
し
そ
れ
ぞ
れ
、
「
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

っ
て
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
選
び
、

社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
て
く
だ

二
年
生
の
み
な
さ
ん
、
本
日
こ
の
よ

う
に
立
派
な
立
春
式
が
迎
え
ら
れ
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

大
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
な
い
で

し
ょ
う
。
僕
も
立
春
式
を
迎
え
た
時
は

み
な
さ
ん
と
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
法
律
上
大
人
と
同
じ

扱
い
を
さ
れ
る
だ
け
で
完
全
な
大
人
に

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
た
め
に
「
責
任
」

や
「
自
覚
」
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

残
り
一
年
余
り
の
義
務
教
育
で
何
を

学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
ら
よ

い
か
考
え
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
っ

て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
る

た
め
に
も
自
分
の
意
志
を
持
っ
て
、
何

事
に
も
進
ん
で
取
り
組
む
よ
う
な
人
間

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
で
、
立
春
式
を
迎
え
た
み
な
さ

ん
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

(
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本
日
は
、
僕
た
ち
の
た
め
に
こ
ん
な

に
立
派
な
立
春
式
を
開
い
て
項
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生

徒
一
同
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
十
四
年
の
間
今
日
ま
で
い
く
ら

体
が
成
長
し
て
も
、
心
の
中
は
ま
だ
幼

く
て
一
人
で
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
立
春
式
を
迎
え
た
今
、
村

長
さ
ん
を
は
じ
め
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
お
言
葉
を
心
に
刻
み
、
新
た
な
気
持

ち
で
将
来
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
前
進

し
て
や
が
て
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
い

く
こ
と
へ
の
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら

は
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
特
性
を
生

か
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
ど
ん
な
試
練
に
も
耐
え
ら
れ
る
強

い
心
と
身
体
を
作
り
上
げ
て
行
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
ご
指
摘
と
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

激
励
の
こ
と
ば

三
年
生
代
表

寺
内
修
乎
く
ん

、旧内くん



第366号 平成 4 年 3 月 10 日

一人e疇｝＾心一

会場は和やかムードいっぱい

みんなそろって「それ、それ．／」

第刈虫以芸能大会

老
人
ク
ラ
ブ
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
i

且
叶
は
心

い
る
芸
能
大
会
が
、
今
年
で
十
一
回
を
し

迎
え
二
月
六
日
、
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ

5
-
1
9
,
3
5
,
‘
2
>

ー
で
開
か
れ
、
村
内
十
六
単
位
老
人
ク
も
i” 

ラ
ブ
か
ら
百
人
余
り
の
芸
達
者
の
方
々
I
J
-

が
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
民
謡
な
ど
に
項

m

自
慢
の
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。
と
ー

っ

こ
の
日
ば
か
り
は
、
老
い
を
忘
れ
て
ょ

熟
年
パ
ワ
ー
を
発
揮
さ
れ
、
出
し
物
一

r
u

つ
ひ
と
つ
に
盛
ん
な
拍
手
と
笑
い
声
が
い

ヵ

ホ
ー
ル
い
っ
ば
い
に
響
き
わ
た
っ
て
い

9

ま
し
た
。
懐

熟
年
パ
ワ
ー
を
発
揮

老
い
を
忘
れ
て

(6) 

参
加
者
の
一
人
は
、
「
日
頃
の
練
習
成

果
を
十
分
発
揮
し
て
踊
る
こ
と
が
で
き
、

一
日
中
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ

と
長
生
き
し
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
披
露

し
た
い
も
の
で
す
。
」
と
、
は
つ
ら
っ
し

た
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一一一一一一一亨一
⑪
天
然
記
念
物
北
海
道
犬
保
存
会

一

、
つ

一
（
合
田
光
憲
会
長
）
主
催
の
北
海
道
犬
競

ヵム
月

一
の
展
覧
会
及
び
獣
猟
競
技
会
が
二
月
十
ヒ
ヒ

□
ハ
日
、
利
根
川
河
川
敷
総
合
運
動
場
で
、

憂
し一
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
場

·
当
日
は
、
関
東
周
辺
や
北
海
道
か
ら
登

一ー
もー

ニ
百
三
十
頭
余
り
が
参
加
し
、
体
形
や
マ

憂

ク

• 

一
姿
勢
の
美
し
さ
、
猟
犬
と
し
て
の
能
力

一一
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

` 
一
中
で
も
ク
マ
を
使
っ
た
獣
猟
競
技
会

亭”
は
、
見
学
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

一一争
こ
。
-
t
 

憂一憂一一

ｷ
 

一一

ｷ
 

一一

ｷ
 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̀
 

一一

r . 

ジ
ャ
ン
ポ
な

梅
原
の
吉
永
吉
治
さ
ん
宅
で
、
ス
ズ

メ
バ
チ
が
大
き
な
巣
を
つ
く
り
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

縦
4
0
c
m
、
横
3
7
c
m
ほ
ど
の
大
き
さ

吉
永
さ
ん
は
、
「
七
、
八
年
前
か
ら
ス

ズ
メ
バ
チ
が
家
の
近
く
に
多
く
見
う
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
二
月
、
屋

根
裏
に
入
っ
た
と
こ
ろ
模
様
も
あ
ざ
や

か
な
ジ
ャ
ン
ボ
な
巣
が
あ
り
、
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ス
メ
八
チ
の
巣

人
犬
一
体の

熱
戦
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カメラ

多
スポット
広報係では、みなさま力らの話題を募集して

います。日常での出来事などーなんでも結構

です。椙報をお寄せください。

福
田
峯
次
さ
ん
（
梅
原

•
8
8歳
）

は
こ
の
た
び
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た

3

福
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
梅
島
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

昭
和
三
十
年
三
月
一
日
の
新
村
「
明

和
村
」
合
併
を
は
さ
ん
で
四
期
十
六

西
幼
稚
園
で
は
、
一
年
の
成
長
を
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う

と
、
生
活
発
表
会
を
二
月
二
十
八
日
、
~

[

)

 

園
内
で
開
き
ま
し
た
。
~

9

9

 

園
児
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
か

ら

ら
し
た
衣
装
を
身
に
つ
け
、
か
わ
い
い
高

し
ぐ
さ
の
名
演
技
に
盛
ん
な
拍
手
が
送
声
で

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
員

全
• 

か
わ
L
i
l
i

し
く
さ
て

名
演
技

福田峯次さん

勲
六
等
単
光
旭
日
章
受
章

福
田
峯
次
さ
ん

年
余
も
の
永
き
に
わ
た
り
活
躍
、
そ
の

間
、
明
和
村
議
会
経
済
常
任
委
員
会
委

員
長
、
同
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長

を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
農
業
委

員
会
委
員
、
村
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
、

村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、

村
工
場
誘
致
対
策
委
員
会
委
員
、
村
有

線
放
送
運
営
委
員
会
委
員
等
幅
広
い
要

職
を
全
つ
し
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら

昭
和
六
十
三
年
三
月
ま
で
の
十
年
間
、

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長
と
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

群
馬
県
町
村
移
動
図
書
館
連
絡
協
議

会
な
ど
が
主
催
す
る
、
平
成
三
年
度
東

部
ブ
ロ
ッ
ク
読
書
推
進
研
究
会
が
二
月

七
日
、
本
村
中
央
公
民
館
で
学
校
教
職

員
、
社
会
教
育
関
係
者
、
P
T
A

役
員
、

公
民
館
職
員
な
ど
一
三
0
人
余
り
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
読
書
推
進
研
究
会
は
、
読
書
普

及
と
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
読
書
施
設
の
利
用
促
進
と

充
実
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
趣
旨
で
、

毎
年
一
回
東
毛
地
区
の
各
市
町
村
会
場

を
持
ち
回
り
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

研
究
会
は
、
開
会
行
事
で
始
ま
り
、

県
立
図
書
館
職
員
の
課
題
提
起
、
更
に

事
例
発
表
が
明
和
村
、
大
泉
町
、
邑
楽

町
か
ら
読
書
運
動
の
取
り
組
み
や
活
動
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閾

地
域
の
活
性
化
に

役
立
つ
図
書
館
を

内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
県
立
高
崎
女
子
高
校
教
諭

中
島
松
男
先
生
に
よ
る
「
小
説
の
お
も

し
ろ
さ
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

3 ~4 cm に成長した稚魚

村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
が
主
催
す
る
、
カ
ム
・
バ
ッ
ク
サ

ー
モ
ン
運
動
は
、
今
年
も
三
月
一
日
梅

原
地
先
の
利
根
川
で
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
家
で
ニ
ヵ
月
か
け

て
ふ
化
さ
せ
た
サ
ケ
稚
魚
を
、
川
辺
ま

で
歩
い
て
行
き
「
か
な
ら
ず
戻
っ
て
来

い
よ
I
.

」
と
叫
び
な
が
ら
利
根
川
の
水

流
に
消
え
る
稚
魚
を
見
送
り
ま
し
た
。

ワ
ク
稚
急
放
流

r
か
な
―0
ざ
―

戻
っ
て
来
い
よ
／
．
」



第366号 平成 4 年 3 月 10 日 (8) 

ゆ
と
り
あ
る

H

々
を

明
和
村
で
は
、
い
ま
群
馬
票
の

指
定
を
受
け

r

生
涯
学
習
推
進
体

制
づ
く
り
L

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
平
だ
く
い
え
ば
、
村
民

憲
章
の
具
現
化
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
「
い
つ
も
健
康
で
、
仕
事
に
精

を
出
し
、
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
L

な
と
五
章
か
ら
な
る
、

い
わ
ば
、
村
の
憲
法
と
い
え
る
も

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
村
民
の
皆
様
の
ご
協

カ
、
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
月
か
ら
r

広
報
め
い
わ
L

を

通
じ
シ
リ
ー
ズ
で
r

生
涯
学
習
L

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す

の
で
、
と
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
ん
だ
ろ
う

「
生
浬
学
習
」
っ
て

最
近
よ
く
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
こ

と
ば
を
耳
に
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
生

涯
学
習
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
人
間
生

ま
れ
た
時
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
期
間
、
い

わ
ゆ
る
一
生
勉
強
を
す
る
と
い
う
意
味

で
す
。「

勉
強
は
学
校
だ
け
で
十
分
、
も
う

勉
強
は
卒
業
だ
よ
」
と
い
う
人
も
大
勢

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

で
い
う
生
涯
学
習
は
各
個
人
が
自
発
的

意
志
に
碁
づ
い
て
、
自
主
学
習
す
る
と

い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
豊
か
な
、
ゆ
と

り
あ
る
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
自
由
に

学
び
習
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
学
習
者
は
落
第
も
あ
り

ま
せ
ん
し
、
急
ぐ
必
要
も
ま
っ
た
く
な

く
自
分
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
習

を
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

な
ん
だ
ろ
う

「
生
涯
教
育
」
っ
て

生
涯
学
習
に
対
し
て
生
涯
教
育
と
い

う
同
じ
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
生
涯
教
育
は
、
各
個
人
の
学
習
に
対

し
て
、
あ
る
い
は
要
望
に
対
し
て
相
談

を
受
け
、
行
政
側
が
指
導
し
た
り
助
言

し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

生
涯
教
育
が
あ
っ
て
、
生
柾
学
習
か

あ
り
、
生
涯
学
習
が
あ
っ
て
、
生
涯
教

育
が
あ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
車
の
両
輪

の
よ
う
な
も
の
、
両
方
が
一
体
と
な
っ

自主学習グループ（切り絵）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
科

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化

世
の
中
の

な
ぜ

生
涯
学
習
が
必
要
か

て
進
ん
で
い
く
も
の
な
の
で
す
（
こ
れ

を
体
系
づ
け
た
も
の
が
「
生
涯
学
習
推

進
体
系
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
何
を
学
び
ま
す

以
前
に
比
べ
て
余
暇
・
自
由
時
間
が

増
し
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
生
仙

の
支
と
し
、
芸
術
に
触
れ
、
趣
味
・
教

養
を
深
め
、
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

個
性
で
学
習

学
び
た
い
も
の
を

「
人
生
八
十
年
時
代
」
と
い
わ
れ
て

い
る
今
の
時
代
、
老
後
の
時
間
は
ま
す

ま
す
長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
い
か
に
生
き
が
い
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
か
は
大
変
重
要
な
問
題

で
す
。 ゆ

と
り
あ
る

時
間
の
活
用

世
の
中
の
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
の
波
は
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
の
面
ば

か
り
で
な
く
、
社
会
生
活
・
家
庭
生
活

の
す
み
ず
み
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
絶
え
ず
新
し
い
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
に
せ
ま
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

学
習
意
欲
の

促
進

学
技
術
の
進
歩
に
は
目
を
み
は
る
も
の

か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
の
高
年
齢

化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
際
化
か
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
声
高
に
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。
変

化
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
非
常
に
短
期

間
に
進
ん
で
い
ま
す
。
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表
彰
規
定

村
体
育
協
会
で
は
、
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
表
彰
規
定
を
定
め

該
当
者
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
社
会
体
育
館
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

【
競
技
優
秀
者
】

④
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
に
優
勝
し
た
者
及
び
県
記
録

を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上
に
出
場

し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
。

④
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
で

優
秀
な
成
紐
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
3

表体

育
功彰

し

労
者

す

ま 問い合わせ先

社会体育館

合84-4626

優
良
河
川
愛
護
団
体

と
し
て
表
彰
さ
れ
る

を

全
国
大
会
6
位
以
内
）

を
収

位
以
内
、

め
た
者
。

④
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、

人
と
み
な
す
。

④
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4
月

1
日
か
ら
翌
年
の
3
月
末
日
ま
で
と
す

る
。【

功
労
者
表
彰
】

④
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

④
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
。

た
だ
し
5
0
歳
以
上
の
者
と
す
る
。

④
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者
。

【
感
謝
状
】

多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
・
理
事

【
特
別
賞
】

そ
の
年
の
4
月
1
日
か
ら
翌
年
の
3

月
末
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本
代

表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

こ
れ
等
の
褒
賞
を
受
け
る
際
は
、
い

ず
れ
も
、
村
体
育
協
会
及
び
加
盟
の
各

種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の
各

学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、
選

考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
・
理
事
長

及
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）
で
決

め
る
。

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

団
体
を
個

村
体
育
施
設
利
用
団
体
協
議
会
（
会

長
、
阿
部
繁
美
、
会
員
三
十
九
団
体
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は

忘
れ
ず
登
録
を

第
7

回
協
会
杯
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
大
会
結
果

九
五
四
名
）
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら

毎
年
二
回
、
利
根
川
愛
護
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
展
開
し
、
毎
回
二
百
名
以
上
の

参
加
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
及
び
県

河
川
協
会
長
の
連
名
表
彰
を
受
け
ま
し

こ
。t
 

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要
で
す
。
こ

れ
等
の
施
設
は
、
皆
様
に
公
平
円
滑
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
代
表
者
会
議

を
次
の
と
お
り
開
き
、
そ
の
席
上
で
登

録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
日
時
1
1
3
月
1
9
日
午
後
7
時

んさ部
＊
会
場
1
1
中
央
公
民
館
会
議
室

の
＊
対
象
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て

阿長
い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督

会る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

こ
※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
に
お
問
合

す..' ロ
ゎ
せ
く
だ
さ
い
。

犬J
 
彰表ムチ

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
―

愛

を
現
在
登
録
利
用
し
て
い
る
方
で
、
四
J

月
以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
更
新
ッ

手
続
き
を
、
ま
た
新
規
利
用
者
も
登
録
←
．

r
 

し
て
く
だ
さ
い
。
キ

勝

＊
更
新
登
録
1
1
3
月
中
の

＊
新
規
登
録
1
1
3
月
か
ら
随
時
優

＊
利
用
会
費
1
1
無
料

＊
申
込
み
1
1
社
会
体
育
館
へ

▽
一
位
1
1
キ
ャ
ッ
ツ
愛
▽
二
位
1
1
明
和

ク
ラ
ブ
▽
三
位
1
1
大
佐
貰
ク
ラ
ブ
・
リ

リ
ー
ズ 登

録

を

ス
ポ

ツ
団
体
は

役場は第2·

第4土曜日は

あ休みです。

3月28日

4月11 日

桐
生
女
子
高
等
学
校
に
は
通
信
制
の

課
程
が
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通
科
で

年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。
通

信
制
は
月
に
二
回
ほ
ど
（
隔
週
の
日
馴

日
）
登
校
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
家
庭
の

主
婦
や
働
き
な
が
ら
学
ほ
う
と
す
る
人

に
と
っ
て
は
、
大
変
好
都
合
な
勉
強
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
出
願
書
類
提
出
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

®
入
学
願
書
受
付
期
間
1
1
平
成
4
年
3

月
4
日
困
か
ら
4
月
3
日
命
ま
で

唖
出
顧
資
格

0

新
入
学
・
・
・
中
学
校
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
者

〇
転
人
学
・
・
・
高
等
学
校
（
全
日
制
・

定
時
制
・
通
信
制
）
に
在
籍
の
者

0

編
入
学
…
高
等
学
校
（
全
日
制
・

定
時
制
・
通
信
制
）
中
途
退
学
の
者

※
た
だ
し
一
学
年
の
中
途
で
退
学
し

た
者
は
新
入
学
と
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
立
桐
生
女
子
高

等
学
校
通
信
制
（
6
0
2
7
7
(
3
2
)

2
1
8
2
)
へ
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

高
校
卒
業
資
格
を

涌
信
教
育

で
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口

こ
の
制
度
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

た
め
に
、
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
そ

の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納
め
、

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ

た
心
身
障
害
者
に
終
身
一
定
の
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

圏
加
入
で
き
る
保
護
者

0

県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

0

特
別
な
疾
病
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

0

年
齢
が
6
5
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
特

に
今
年
4
月
1

日
で
6
5
歳
に
な
る
大
正

1
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
2
年
4
月
1

日
ま
で
の
方
は
3

月
3
1
H
ま
で
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

＊
心
身
障
害
者
の
範
囲
・

①
精
神
薄
弱
者

②
身
体
障
害
者
の
1
級
か
ら
3

級
の
方

掛
け
て
安
心

扶
養
共
済
制
度

◎掛金表

加入時の年齢 掛金月額

3 5 歳未満 1, 4 0 0 円

3 5 歳以上 4 0 歳未満 1, 9 0 0 円

4 0 歳以上 4 5 歳未満 2, 6 0 0 円

4 5 歳以上 5 0 歳未満 3, 2 0 0 円

5 0 歳以上 5 5 歳未満 4, 1 0 0 円

5 5 歳以上 6 0 歳未満 5, 3 0 0 円

6 0 歳以上 6 5 歳未満 6, 8 0 0 円

D 

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害

を
有
す
る
方
で
、
そ
の
障
害
程
度
が
①
、

②
と
同
程
度
の
方

圏
年
金
の
支
給

0
1

口
月
々
2
万
円

0
2

日
月
々
4
万
円

圏
掛
金
左
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い

わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、
外
地
等

に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を

含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
で
、
請
求

時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に

は
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
、
さ
ら

に
七
十
歳
以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順

に
併
せ
て
銀
杯
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
方
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

0
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧
軍
人
軍
属

と
し
て
の
在
職
に
関
連
す
る
年
金
た
る

給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方

◎
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お
よ
び
戦
後

ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
強
制

抑
留
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

④
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
上

の
軍
属
（
雇
員
、
傭
人
、
エ
員
等
）
お

恩
給
欠
格
者
の
皆
様
へ

請
求
は
お
済
み
で
す
か

有
利
で
便
利
な
前
納

国
民
年
金
保
険
料

よ
び
準
軍
属
の
方

〔
請
求
書
類
の
送
付
先
•
お
問
い
合
わ
せ

先
〕

〒
1
1
2
東
京
都
文
京
区
大
塚5
|
3
ー

3
 

ー平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第

一
課
（
6
0
3
|
3
9
4
5
_
4
7
0

4

)

 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
4
月
1
H
か

ら
1
ヵ
月

9
、

7
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

「
毎
月
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
」
「
収

入
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
一
度
に
納

め
た
い
」
ー
~
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

を
防
ぎ
、
毎
月
納
め
る
手
間
も
省
け
、

割
引
き
な
ど
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
。

村の無料法律相談

◇日

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 4 月 10 日面午前10時～午

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 4 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

切ます。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

◇日

◇場

◇日

◇場

時＝ 4 月 9 日（杓

時受付

所＝保健センター

健 号火
R火

時＝ 3 月 19 日（杓午前 9 時30分か

ら

4 月 7 日閲午後 1 時から

所＝保健センター

康 相

午後 1 時～ 2

◇日

人権・行政・心配ごと相談
-·一~ ~ ~ ~••”.. - •• "雫..~ • • `’`'r” ’• ••." • 9“9 - • ・ ・響~．．”．尻-·

午前10時～午

◇場

時＝ 4 月 15 日（水）

後 3 時

所＝役場会議室

◎保険料前納額

¥ 年間 割引額 前納額
保険料

l'J l l l I l l 

定額保険料 116,400 2,810 113,590 

g 

I 直＋付加保険料
I I l | l j | l l 

゜121,200 2,930 118,270 

前
納
し
た
人
が
国
民
年
金
を
や
め
た

場
合
に
は
や
め
た
月
以
降
の
相
当
分
は

返
っ
て
き
ま
す
。

納
期
限
は
4
月

3
0日
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

・し•••• ~ 

交通事故相談
-ｷｷｷｷ ＂ュ．．． ．．．ヽ●● ー霰＾翼~ ．胃 ”" "•一 , ’'’ '’ -一"’

◇日時＝ 4 月 16 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所◇場

午前10時～午

年
,...,....... -ｷｷｷ... 

◇日時＝ 4 月 2 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所◇場

ニ火
畝

午前10時～午

へあ問合せください。
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在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部

を
補
助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」

を
地
区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
次
の
と

お
り
交
付
し
ま
す
。

圏
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
・
2
級
の
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
A

の
方

③
7
0
歳
以
上
の
一
人
ぐ
ら
し
世
帯

④
7
0
歳
以
上
と
他
方
が
6
5
歳
以
上
の
二

人
ぐ
ら
し
世
帯

⑤
母
子
家
庭
世
帯

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
方

③
④
⑤
に
つ
い
て
は
、
四
輪
自
動
車

を
所
有
し
て
い
な
い
世
帯

圏
補
助
額

運
賃
の
基
本
料
金
（
初
乗
り
料
金
）

（
現
在
は
五
四
0
円
）

圏
利
用
券
の
交
付

対
象
者
一
人
に
年
間
2
4
枚

（
年
の
途
中
申
請
は
月
割
交
付
）

圏
利
用
方
法

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
見
せ
、
利
用
券
を
1

枚
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

圏
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

川
俣
タ
ク
シ
ー
、
館
林
無
線
タ
ク
シ

ー
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
加
盟
社
（
多
々

良
タ
ク
シ
ー
、
館
林
合
同
タ
ク
シ
ー
、

つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
）
、
矢
島
タ
ク
シ
ー
、

す
み
れ
タ
ク
シ
ー
、
朝
日
タ
ク
シ
ー
。

な
お
、
3
月
中
に
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
が
、
申
請
し
た
方
で
利
用
券
が
届

お
す
み
で
す
か

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
申
請

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
で

休
日
診
療
を
実
施

か
な
い
場
合
や
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

方
は
地
区
の
民
生
委
員
ま
た
は
住
民
課

福
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職

船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の
期
間
に

よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
。

1
人
月
額
8
、
0
0
0
円
。

別
に
、
入
学
記
念
品
代
と
し
て
小
学
校

に
入
学
し
た
と
き
3
0
、
0
0
0
円
。

中
学
校
、
高
等
学
校
に
入
学
し
た
と
き

そ
れ
ぞ
れ
1
0
、
0
0
0
円
贈
呈
。
但

し
、
生
活
困
窮
者
に
限
る
。

※
申
請
、
照
会
は
、
闘
日
本
殉
職
船
員

顕
彰
会
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
4
|

5
海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
(
6
0
3

|
3
2
3
4
|
0
6
6
2
-

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
が
社
団
法
人

と
な
り
ま
し
た
事
を
契
機
に
「
休
日
診

療
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圏
場
所
1
1

館
林
市
仲
町
5
番
2
5
号

社
団
法
人
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

内
診
療
室
（
旧
館
林
信
用
金
庫
本
店

2
階
）
「

C
⑬
8
8
1
8

」

圏
休
日
診
療
内
容
1
1

日
曜
日
・
祝
日
・

祭
日
・
年
末
年
始

圏
診
療
時
間
1
1

午
前
9
時
ー
午
後
1

時

圏
診
療
対
象
者
1
1

緊
急
・
急
患
の
み
を

対
象
と
し
ま
す
°
·

圏
実
施
B
1
1

平
成
4
年
4
月
1

日
よ
り

土
地
は
、
国
民
生
活
そ
の
他
の
諸
活

動
に
と
っ
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
こ
の
土
地
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
「
土
地
月
間
」
の
目

的
で
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
の
行
事
と

し
て
「
地
価
評
価
無
料
相
談
会
」
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
1
1
4
月3
日
⑥
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で

◇
場
所
1
1

県
立
東
毛
学
習
文
化
セ
ン
タ

ー
（
太
田
市
）

※
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
対
策
課
（

6

0
2
7
2

⑬
1
1
1
1
内
線
2
3
3

4
)
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
価
評
価
無
料
相
談
会

「
4
月
は
土
地
月
間
」

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林
厚

生
病
院
）
で
は
、
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

圏
職
種
・
人
員
1
1
薬
剤
師
…
…
若
干
名

圏
応
募
資
格
1
1

平
成
4
年
3

月
卒
業
見

込
み
を
含
む
2
5
歳
ま
で
の
方
―

圏
願
書
締
切
1
1
3
月
3
1
日
閲
ま
で

圏
提
出
書
類
1
1

履
歴
書
・
薬
剤
師
免
許

の
写

圏
試
験
1
1
面
接
試
験
・
作
文
試
験
を
4

月
中
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組

合
(
6
⑰
3
1
4
0
)

へ

職
員

集

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

最
近
、
建
設
残
土
等
に
よ
り
農
地
へ

の
埋
立
て
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が

今
後
は
、
埋
立
て
理
由
、
埋
立
て
場
所

に
よ
っ
て

〇
許
可
し
な
い
場
合

〇
許
可
の
対
象
と
な
る
場
合

〇
許
可
を
要
し
な
い
場
合

の
要
件
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

埋
立
て
前
に
必
ず
農
業
委
員
会
又
は
地

元
農
業
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
3
日
か
ら
国
民
金
融
公
庫
の
基

準
利
率
が
0
.
6
％
引
下
げ
ら
れ
て
年

率
6
.
0
％
と
な
り
、
よ
り
一
層
ご
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
設
備

投
資
な
ど
の
資
金
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
国
の
事
業
ロ
ー
ン
の
融
資
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
融
資
額
1
1
4
千
万
円
以
内

圏
利
率
1
1

年
6
.
0
％
（
固
定
金
利
）

圏
融
資
期
間
1
1
運
転
資
金
5
年
以
内

設
備
資
金
1
0
年
以
内

国
の
教
育
ロ
ー
ン
も
お
取
扱

ま
た
、

中
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支

店

(
6
0
2
7
2
闘
7
3
1
1
)
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
の

事
業
ロ
ー
ン

農
地
の
埋
立
て
は

事
前
に
農
業
委
員
会
へ

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）
5

圏
細
田
正
佳
さ
ん
（
須
賀
）
は
5
万
円

U

J2
 
3
 

圏
柿
沼
釣
一
さ
ん
（
江
口
）
は
1
0
万
円

`
、

7
 

蒼
石
崎
勝
則
さ
ん
（
矢
島
）
は
3
0
万
円
2
＇
し

圏
今
成
和
明
さ
ん
（
江
口
）
は
2
万
円
（

圏
斎
藤
健
一
郎
さ
ん
（
大
輪
）
は
3
万
円
所

円
関
口
忠
さ
ん
（
江
口
）
は
1
0
万
円
健

保林

圏
鯉
沼
忠
男
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
5
万
円

Q
折
原
篤
さ
ん
（
中
谷
）
は
3
0
万
円
館

圏
石
川
良
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
5
万
円
は

圏
奈
良
克
久
さ
ん
（
田
島
）
は
5
万
円
＜

圏
藤
野
評
枝
さ
ん
（
千
津
井
）
は
5
万
円
し

圏
吉
田
利
広
さ
ん
（
梅
原
）
は
5
万
円
耳
。

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
~

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
す
／

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま

し出貸を具工き抜ンピのヤイ
·

夕ヮイ
・

>\ 

J
 
ス※

 

4
月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

送
迎
バ
ス
運
行
曜
日
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

◇
火
・
土
耀
日
1
1

田
島
、
千
津
井
、

江
日
、
梅
原
、
中
谷

◇
水
・
日
曜
日
1
1
川
俣
、
須
賀
、
大

輪
、
入
ヶ
谷
、
矢
島
、
大
佐
貫

◇
金
曜
日
1
1

上
江
黒
、
下
江
黒
、
斗

合
田
、
南
大
島

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
と
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
6仰
4
9
2
6
)
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

バ
ス
利
用
の
皆
さ
ん
へ



第366号 平成 4 年 3 月 10 日 (12) 

1
9
9
9
9
9
l
9
9
l
9
9
9
9
9

し

9

し

9
9
9
9
,

t

ｭ―
戸
人
人
人
人
人
―

-

~

 

7

8

1

7

)

,

2

 

一
口
在
釘
釘
韮
瓜
屁
亡
即
一

i
現

2
0
5
5

直
死
転
一

・
人
日
ー
の
—

一
の
1
数
数
中
人
人
一

．
寸
。
月
ヘ
ム
い
月

4
0

I
 

・
木

3

帯
直
男
女
げ
生
ぃ
―

世
人
出
転
一

L
 

1
9
9
9
,
 ご言

館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

3 月 15 日
根岸医院川田（耳）医院 須田医院合(72)0862 最上医院 館林地区と

曜 合(72)3262 合 (72)3314 多々良診療所 合 (72)3060 合 (74)3763 同じです。

3 月 22 日
古屋病院川村医院 大塚医院ff(72)0176 慶友病院 館林地区と

当 合 (63)616| 合 (72) 1337 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 同じです。

3 月 29 日
真中医院川田医院 記念病院云（72)3155 礫川堂医院

// 
番

合 (72) 1630 合 (72)3724 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184

4 月 5 日
横田（婦）医院大神医院 後藤（内）医院合 (72)0134 永寿堂医院 小西医院 ロる話て 時; ま

医
合 (72)0255 合 (62)2200 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 合 (86)2261

4 月 12 日
白沢医院小倉医院 森下医院合（73) 7776 海宝医院 竹越医院

合(72) 1600 合 (72)0606 清河堂医院合(72)3070 合 (74)0811 合 (84)3137

2 月の

` 
,, 

救急車出動回数

●交通事故 3 件

●急病 7 件

•その他 1 件

●計 11 件

帰
国
、
我
家
に
落
着
き
体
調
の
回
復

と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
が
遠
の
い
て
行
き

ま
す
。
2
ヵ
年
間
の
滞
在
、
お
伝
え
す

べ
き
情
報
は
可
成
残
っ
て
い
ま
す
が
年

も
越
し
た
こ
と
だ
し
、
今
回
で
こ
の
稿

を
終
わ
り
ま
し
ょ
う
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
街
の
大
通
り
に
下

る
国
旗
、
任
地
の
州
長
官
の
公
式
招
待

の
場
で
軍
楽
隊
に
よ
る
国
家
吹
奏
と
国

旗
掲
揚
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
共
に
「
我

国
」
の
存
在
感
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

国
歌
国
旗
に
反
対
し
て
い
る
間
に
軍

事
費
が
世
界
三
位
の
日
本
は
滑
稽
で
す

ら
あ
り
ま
す
。
思
い
遣
り
、
友
情
予
算
、

貿
易
収
支
改
善
、
産
業
技
術
移
転
I

外
圧
に
屈
し
て
国
内
法
の
改
正
の
果
て

は
増
税
…
と
最
近
の
日
本
は
ま
る
で
昔

の
植
民
地
並
で
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
様
に
見
え
ま
す
。

私
は
、
国
粋
主
義
者
で
は
無
い
し
旧

態
の
改
善
、
門
戸
解
放
、
国
力
に
応
じ

た
国
際
的
支
援
協
力
は
当
然
と
考
え
ま

す
が
、
日
本
の
立
場
や
将
来
が
見
え
て

来
な
い
と
こ
ろ
に
焦
躁
を
感
じ
ま
す
。

本
来
自
己
主
張
の
強
い
対
外
交
渉
の
場

で
は
、
以
心
伝
心
な
ど
日
本
古
来
の
美

俗
は
通
用
し
そ
う
に
な
い
か
ら
で
す
。

日
本
人
の
働
き
す
ぎ
。
過
労
死
は
困

り
ま
す
が
、
高
い
教
育
水
準
と
勤
勉
さ

お
わ
り
に

磁
川
林
蔵
さ
ん
の

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
リ
ポ
ー
ト

が
今
の
日
本
を
支
え
て
い
る
の
は
事
実

で
す
。
無
資
源
国
、
知
識
集
約
立
国
が

こ
れ
を
失
え
ば
被
援
助
国
へ
の
転
落
は

自
明
で
す
。
就
業
時
間
短
縮
は
必
要
で

す
が
労
働
の
中
味
が
問
題
で
し
ょ
う
。

政
府
開
発
援
助
は
多
い
横
文
字
、
日

常
生
活
か
ら
遠
い
、
国
会
論
議
も
少
い

な
ど
で
、
私
も
理
解
し
難
か
っ
た
の
で

す
が
、
湾
岸
戦
争
拠
出
金
に
近
い
額
が

毎
年
支
出
さ
れ
評
価
も
得
て
居
ま
す
。

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
る
事
で
、
今

後
よ
り
大
き
い
成
果
が
期
待
で
き
ま
し

ょ
う
。外

か
ら
見
た
日
本
は
「
索
晴
ら
し
い

国
」
の
一
語
に
尽
き
、
現
地
人
の
我
国

へ
の
憧
憬
も
高
く
、
お
蔭
で
胸
を
張
っ

て
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
、
国
際
情
勢
は
一
層
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
「
経

済
一
流
政
治
三
流
」
国
か
ら
の
一
日
も

早
い
脱
却
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

瀬
下

か
ほ
や
が
沼

一
江

此
の
投
稿
を
始
め
て
以
来
、
多
く
皆
）

さ
ん
か
ら
所
見
を
項
戴
、
ど
う
ア
ピ
ー

ル
し
た
も
の
か
？
紙
数
制
限
も
あ
っ
て

書
く
よ
り
は
そ
れ
を
ど
う
切
る
か
？
と

い
う
楽
し
い
苦
し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。

稚
拙
、
舌
足
ら
ず
、
推
敲
不
足
等
々

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
並
び
に
ス
ペ
ー
ス
の

提
供
を
項
い
た
村
当
局
に
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

卍
日
時

1
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月
2
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日
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午
前
1
0時

か
ら
正
午
午
後

1

時
か
ら
3

時

圏
場
所

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

合
月
の
納
め

国
民
年
金
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
3

月

3
1日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

カ
タ
カ
ナ
の
舌
か
む
よ
う
な
政
治
記

事
吾
に
は
な
じ
め
ず
頁
を
め
く
る

柿
沼
ま
つ

初
太
鼓
ひ
び
く
鎮
守
の
み
社
に
夫
と

歩
め
り
月
冴
ゆ
る
朝

こほろぎ

短歌会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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下水足南氏

山
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娘
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け
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つ
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ふ
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上
ぐ
る
幼
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の

声
の
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餅
冷
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ゆ
く江

森
政
美

寒
の
陽
の
眩
ゆ
き
部
屋
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荼
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す

り
夫
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